
250 【第12巻

抄 録

第12同 日本結核病學會総會演説要旨

(第9同 日本讐學會第18分 科會)

會 場 東京帝 國大學経濟學部第19番 敷 室

會 期 昭和9年4月2日 ヨリ3日 間

會 長糠 轍 購 籍 佐 藤 秀 三

演 説 時 間7分

第1日4月2日 午前8時 ヨ リ

開 會 ノ僻 會 長 佐

事 務報告 幹

1.結 核菌虹 呂其混合 感染 菌 ノ存 在 及 ビ性 状

座長 佐 藤 秀 三

1,結 核菌 ノ膿汁酸加培養 二就テ

座長 田 澤 鐙 二

2.結 核菌檜殖 二及ボス培養・基水素「fオ ン」濃度 ノ影響 二就テ

附 全血液 内培養上 ノ新知見

3.抗 酸性菌 ノ清毒藥 二封 スル抵抗 力二關 スル研究

4.二 三 ノ抗酸性菌ニツキテ物質代謝 ノ研究

1.Timothy菌 ノ呼吸二就 テ

5.結 核菌分型方法 ト其 ノ臨躰的磨用

藤 秀 三

事

縞!l"誠 塗(北 大)

西 村 英 男(阪 大)

{髭 屋鼎政 離 海)

武 田 徳 晴(傳 研)

片 倉 孝(東北大)

(;.結 核菌株 ノ軍濁及 ビ複 合眼前房内接種ニヨル家兎 二封 スル毒性

二就テ{暑 轟
三罐(醐

7・血液中 ノ結核菌培養二就 テ 小 川 辰 次(東北大)

座長 今 村 荒 男

8・結核二於ケ働 症 繍 縫(SllaL-J〈)

9・肺結核患者 二於 ケル結核菌血症 二就 テ 上 坂 竹 茂(金澤市)
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1(;・大 塚 健康 机 淡所來訪者 ノ結 核補艘結合反慮成績

コ7・補禮結 合反鷹 一 ヨル結核 ノ1顛青學 的診断法 二關 スル研 究

1・結核菌培養濾液 ト卵黄 「レチチン」トノ混合液 テ抗元 トセル

講 吉合鷹 二就テ 踏 ぜ轟 質(剛 サD

I8・結核補膿結合反慮 ノ診断的償値二就 テ 川 上 三 景(東 京)

3.療 養 所 建 築

19・結核療養所建築上 ノニ 三知見 三 戸 時 雄(京 都)

特別 講演

20・ 「サナ トリウム」建築二就テ 東京市技師 紳 岡 三 郎

午後1時 ヨ リ

4.結 核 菌虻 二其成分 ヲ以 テス ル見疲

座長 太 縄 壽 郎

21.死 結核菌、脱脂結核菌及結核菌類脂禮注射 二依ル 「ツベルクリ

ンーアレルギー」ト熊 韓1欄 スノレ實験的研究{鳶 村 歪 季(鶴)

22.結 核免疫反慮二關 スル研究

結核菌禮蛋白、培養液蛋白蚊二菌艦残淳 ノ免疫學的性}りこ二就テ

10.肺 結核患者 ノ尿中二於 ケル結核菌 ノ検索二就テ 非 高 爾 夫(慈 大)

11.獣 酬ニヨル結核 ノ傳染 本 間 英 史(東 京)

12.急 性肺炎及肺結核患者 ノ喀疾 ヨリ分離セシ肺炎隻球菌 二就 テ 小 野 博(阪 大)

13・ 健 康者及肺結核 儲 二於 ケル「インフルエ ンザ」ノ細 菌・・rlAL)研鴫 夢 秀 罐(阪 ノ。

2.補 髄結合 反鷹

座長 有 馬 頼 吉

14・實験的家兎結核 二關 スル研究

第一報 蜻 動 鷹 二就テ 傑 」 轟 労(金 一」く)

15・Witebsky ,Klingenstein及 ビKuhn氏 結 核 補 膿 結 合 反 慮 二

就テ{檎 義 器(長鰍)

{薪 犀 盤 奨 ノく塚,

23.結 核豫防接種 二關スル實験的研究(緬報)

il」 崎 政 治(fri大)

青 山 敬 二

{島 崎 櫛(有 馬)
宮 本 雄 三 郎

:24.弱 惹生結核菌 ノ冤疫 二關 スル研究(第 二同報 告)

BCGノ 人 膿皮下接種試験 拉 二BCG及 ビTF16Sノ 猿 二於

ケル小實験 二就 テ り備
雄
治
男
十
忠
二。n正
多
田
本
頭

戸
橋
箭

～
し



252 総 會 演 説 要 旨 【第12巻 ・

25.人 膿 二於 ケルBCG「 ワ クチン」豫 防接種 ノ経 過

26.「 グリセリン」加牛鷹汁馬鈴薯上二纏代培養 シツ・アル1人 型結

核菌 ノ毒力及 ビ豫防敏力試験 二就テ

27・欄 胞核成分 ノ結核感染二及 ボス辮{爲

5.「 ア レル ギ ー 」

28.経 口的 投與 二依 ル實験 的 「ツベル ク リンア レルギー」二就 テ

29.不 完 全抗原 トシテ ノ「ツベル クリン」(緬報)

30.AO蚊 二各臓器 毒(肺 臓 胞核、脾臓 胞核)ラ 以 テ前庭置 テ施 セル

家 兎眼球結核過敏反癒 二就 テ

31.肺 結 核 患者 二封 スルマ ントー氏皮内反慮 及佳吉氏 「デルモ ッベ

リン」反慮 比較

1附 赤血球 沈 降速度 トノ關係 二就 テ)

32.特 殊 化學工場從業者 二於 ケル「ツベ ルク リンア レル ギー」及 ビ錆

核病 ノ調査

33.マ ントー氏反慮 ノ際 二生 ズル水泡液中ノ細菌二就 テ

6.血 液 像虹 二血 液諸 反磨

座長 楢 林 兵 三 郎

34.血 液像拉 二白血球機能上 ヨリ観 タル肺結核症二就テ

35.結 核 ノニ、三血液反慮 二就テ

36.血 液滴像法 ノ研究(績報)

37.肺 結核患者 ノ高田氏血清膠質反慮

38.肺 結核患者 ノ赤血球沈降反慮遅延異歌例

39.日 木人 ノ赤血球沈降速度 ノ正常値二就 テ

40.AO注 射ニヨル結核 ノー診断法(第 二報

結核患者二就テノ試験)

41,吉 田氏反慮 卜肺結核患者 ノ豫後
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42.乳 見全血液内二於 ケル結核菌増殖二關スル知見 西

7.組 織 學的攣 化

座長 高 田 叫 安

43.結 核性病竈 二於 ケル多核白血球 二就 テ 竹

44.肺 結核症 二於 ケル横隔膜紳脛 ノ病理組織學的研究(第二報)小

45.諸 種結核菌製剤静脈内接種二依ル海猿 ノ諸臓器 二於 ケル組織反

慮二就 テ 早

(訣)46・ 結核菌注射ニヨル實験的澱粉様攣性 二關 スル知見補遺 坂

47.肺 膿瘍登生二關スル實験的研究 武

8.肺 臓温 度 ・血厘i・基 礎代 謝 ・内分泌elビ タ 邑ン」

座長 近 藤 乾 郎

48.肺 臓温度 ノ實験的研究

徹)49.肺 結核患者 ノ血歴測定成績及 ビワル ドフ,ゲ ル氏法検査成績 二

就 キテ

50・肺結核患者 ノ基礎代謝研究

51・ 甲」状腺及 ビ胸腺 ト結核 二關スル實験的研究

52・實験的結核肺 ノ「ヴィタミン」C量 二就テ

第2日(4月3日)午 前8時 ヨ リ

9.血 液 、盤液 中 ノ諸 物質 ノ消 長

座長 佐 藤 秀 三

53・病的禮液 ノ「マグ子シウム」及 ビ「カルシウム」含有量及 ビ其浴長

・5・1.結核 ト血液乳酸

55・病的龍液 ノ燐酸、類脂肪膿蛇二食盤量及 ビ結核患者血液燐酸及

脂肪艦 ノ消長二就 テ 林

56・結核患者 ノ結合血糖 二及ボスニ三下熱剤ノ影響 柳

57・何ガ故二糖尿病者二肺結核症 ノ合併頻騰 スルカ 山

座長 永 井 秀 太

58・ 滲出液及 ビ滲漏液 内蛋白質ノ窒素分布 二就テ

59・實験的結核家兎二於 ケル血液沃度酸値拉 二臓器沃度酸寒冷値 二

就 テ

60・結核動物 ノ血清沃度酸値二及ボス 「レゾルチン」「フロログルチ

ン」ノ羅{出 ぜ
明

61・ 結 核家 兎血液 「カタ ラー ぜ」ノ研 究

第三報 脾臓 トノ關係 河 端

10.「 レ ン トゲ ン」像

川 爲 雄(阪 大)

内 清(長 崎大)

山 重 雄(慶 大)

川 芳 郎(有 馬)

村 養 三(有 馬)

田i義 章(阪 大)

森 澤 誠 一(阪 大)
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62.血 行性肺結核 ノ経過 二就 テノ統剖酌観察 松 岡 直 義(準 塚)

63.初 感染 ヨリ肺結核登生ヘ ノ「レ」線像拉二生物學的検査 ノ推移ヲ

供覧 ス 赤 沼 茂 芳(東北大)

64.健 康相談所二於 ケル「レントゲン1診断 ノ統計的観察拉 二肺 「レ

ントゲー トスー テ{1諜lll

{精 講(阪 大〉
65.肺 臓外結核 二於 ケル肺臓 ノX線 二就テ

11,空 洞 及 ビ喀 血

座長 高 田 耕 安

66.結 核性室洞 ノ治癒過程知見補遺

67.肺 レントゲン」像 二於 ケル空洞 ト喀血

6,S.肺結核症 ノ反復喀血型 ノ臨躰観察

69.肺 結核患者二於ケル室洞 ト喀血 トノ關係二就 テ

12.實 験 的治 療研 究

飯 久 保 知 道(不 塚〉

総 籍 ∫ll(舞 子)

佐 伯 作 次r東 京)、

{齪騰 選(一〉

70.「 エーテル」性油剤 ノ結核菌及實験的結核二及ボス影響(第 二同

報 告)井

71.鐵 剤 ノ實験的結核 二及ボス影響 非

㈱7L).二 、三 ノiL礫 二就テ ノ實験的拉 二臨絢 駿lil

特 別講演

73.所 謂攣調療法二就 テ 岡山馨科大學教授

午 後1時 ヨ リ

宿 題

13.肺 結核 ノ豫 後判 定 ノ基 準

74.細 菌免疫學的方面 ヨリ観 タル 大阪帝國大學教授 今

75. -ifll一液像拉二血液諸反磨 ヨリ観 タル 名古屋醤科大學教授 勝

7(;.X線 像 ヨリ観 タル 北海道帝國大學教授 有

77,綜 合的考察 東北帝國大學教授 熊

第3日(4月1日)午 前S時 ヨ リ

1i・ 肺萎縮 術拉 二其 實験 的研 究

座長 田 澤 鍛 二

村 曝 全(上 海〉

上 茂 治(阪 大)

{"1犠2(高 禰
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78・肺結核横隔膜紳経捻除術 ノ成績及血液像、赤沈度ノ泊長 二就 テ 向 野 定 一徽 賀)

79・横隔膜神経捻除術 ノ肺臓二及ボス影響 二關スル實験的研究(第

二報)栗 本 清 次r阪 大)

80・人工氣胸二關スル研究(第 二同報告)橋 本 徳 治 郎(京馨大)

81・人工氣胸二關 スル實験的研究(績報)堂 森 芳 夫(金 大)

82・人工氣胸二於 ケル肺容量 ノ攣化二就 テ特 二肺残氣 二就 テ 菊 池 武 夫(東北大)

83.偏 側氣胸 二於 ケル肺呼吸二就テ ノ實験的研究 横 井 藤 太 郎(金 大)

座長 太 縄 壽 郎

S4・人工氣胸 ニヨル血清酸結合力 ノ低下二關スル研究 佐 々 木 幸(北 大)

85.肺 萎縮術 ノ微細異物吸入作用虹 二肺内清潭作用二及ボス影響 二

就テ 堀 口 清 良(阪 大>

15.治 療 法 研 究

86.結 核 ノ兎疫=化 學療法 ノ研究(第 一報)

87.結 核治療成績報 告(第1同)

88.肺 室洞注射法二就 イテ

89.肺 内注射療法 ノ實験的研究(第一報)

座長 近 勝 乾 郎

90.作 業療法二就 テ

16・ 結 核 統 計

91・青年期結核 ノ研究第三、第四報
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92.我 國青少年 ノ結核性肺疾患 ノ調査(京 城署學專門學校上級生二

ツ キ テ)

93.老 人(40歳 以上)肺結核

座長 志 賀 潔

94.民 衆7.302人 二就 テ ノマ ン トー氏反慮 ノ統 計的 観察

95.東 京市立大塚健康相談所 ノ事業成績

96.愛 知縣地方結核 ノ統計的考察

特 別講演
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97.各 種放射線 ノ生物學的意義

議 事

閉會 ノ僻

評議員會

懇 親 會

4月3日 正 午

東京帝國大學助教授 中 泉 正 徳

會長 佐 藤

工學部地下食堂

4月4日 午後5時 孚 新 橋 演 舞 場

秀 三

演 説 要 旨

1.結 核菌酋二其混合感染菌1#在 及ビ性歌

1.結 核菌 ノ臆汁酸加培養二就テ

串 」liil誠塗(北大中川内科)

余 等 ハ 比較 的毒 性 ノ減 弱 セ ラ レタ ル結 核 薗 ヲ 培 養 セ

ン トノ想 定 ノ下 二、脂 肪 ト密 接 ナ ル關 係 ヲ有 ス,レ膿 汁

酸 ヲ添 加 ン培養 セ リ。

即 チ各種 ノ脆 汁 酸 ヲ添 加 セ,レ 培養 基 上 二 於 テ ハ藪 株

ノ人 型 結 核 菌 ハ非 抗 酸 性 ヲ示 ス ニ至 レ リ、其 形 態 ハチ

ー ル、 子 ル セ}法 二青 染 スル桿菌 、 穎 粒 状桿 菌、蚊 二

頬 粒 ニ シテ、グ ラ ム陽 性 ナ リ、 而 モ コ ッホ氏 菌 ヨ リ非

抗 酸 性穎 粒 二至 ル 凡 テ ノ移 行 型 ヲ 登 育 セ ン ム,レニ 成

功 セ,レ ノ ミナ ラ ズ、叉 是 等非 抗 酸 性 菌 ヲ分 離 培 養 ス,レ

トキ、コ ッホ氏 菌 二還 元 セ シメ得 ル ヲモ明 カ ニ ン得 タ

リ。 斯 ル菌 ノ形 態 的 所 見 ハ文 献 上 「ア,しコ ホ,し」「サPt

ニ ン」「カ ルヂァヅルJ「 コ ラ ミ;'」等 ヲ添 加 培 養 セ ル ト

キ 育 生 ス ト稽 セ ラル ・非 抗酸 性 菌 ト甚 ダ酷 似 セ,レモ

ノ ・如 ン。

2.結 核 薗 増 殖 二及 ボ ス培 養 基 水 素

「イ オ ン」濃 度 ノ影 響 二就 テ

附 全 血 液 内培 養 上 り新 知 見

西 村 英 男(大 阪 帝 國 た學 醤 學 部 今 村 内科)

結 核 薗 ノ培 養 二 當 リテ ソ ノ培養 基 ノ水 素 「イ オ ン」濃

度 力●菌 ノ培 殖 二重 大 ナ ル關 係 ヲ有 シ、 所 謂Wachstu-

msoptimumPHノ 存 シ6.0乃 至6.bノ 間 二 於 テ 壇 殖

旺 盛 ナ ♪レ事 實 ・・、 夙 二Dernbyu.Naslund(1922)ノ

訊 キ タ ル所 ナ リ。Schadeu.Claussen(1923)モ コ ノ

研 究 ヲ追 試 シ、 結 核 菌 ノ培 殖 好 適PH/6.2乃 至6.9

ノ間 二存 ス ♪レ事 ヲ認 メ タ リ。叉 石 森(1924)井 上(192S)

モ 同様 ナ ル研 究 ノ下 二、略 ζ前 記 ノ成 績 トー 致 セ ル結

果 ヲ修 メ タ リ。

余 モ亦 コv二 微 ヒ 「グ リセ リ ン」加 肉汁 培 養 基 ノPH

ヲ、炭 酸 曹 達 及 ビ藍 酸 ヲ添 加 スル事 二俵 リテ種 々二璽

化 セ シ メ、結 核 薗 苔(當 教 室 保 有 ノ人 型 上 池 株)ヲ コ レ

ニ移 植 浮 游 セ シメ、 ソ ・壇 殖度 ⇒恒 温 翫 度 艀 卵 器 中

一10日 間培 養'後 観 察 シ、 好適PH/6.2乃 至6.8

ノ間 二存 在 セ ル ヲ知 レ リ。

更 二 粂 ハ家 兎血 漿 ・海 猿 血 清 二 就 キ 同 リ ク ソ ノ水素

「イ オ 》」濃 度 ヲ種 々階 段 的 二墾 動 セ シメ 、 コ し」又PH

6.2乃 至6.Sノ 範 園 二 於 テ 結 核 菌 ノ 増 殖 最 モ 旺 盛+

ル ヲ認 ぜタ リ。 コ し ト同 時 二血 漿 蛇 二 血 清 ノ 反 感 ガ

コ'菌 塘 殖 好 適 圏 ヲ 盤 臆側 二、 或 ハ 酸 側 二 遠 ザ カ

ル ニ從 ヒ.壌 疽 度 モ漸 次 減 弱 ス ル へ事 實 ヲ知 リタ

リ。

厭 予拉 二全 血 液 ヲ以 予 ス ・しWright・ 所 謂Slidecell

culture+ル 培養 法 ヲ見 ル ニ、 コv二 滴 下 封 入 スベ キ

血 液 ハ之 レ結 核 菌 ノ墳 殖 ス ベ キ 培養 基 二 他 ナ ラ ザ,レ

ベ キ ヲ以 テ、コvt"水 素 「fオ ン」濃 度 ト結 核 薗 墳 殖 ノ

好 適 水 素 「イ わ 」濃 度 トノ關 係 ヲ顧 慮 スベ キ ハ、蓋 シ

必 然 的 ・事項 タル ベ シ。

然 ル ニ血 液 ノ反 愈 二i封 シ 炭 酸 が 重 尺ナ ル 役割 ヲ保 持

セ ル ノ事 實 ノ・、 夙 二H6ber(1900.1903)モ コtヲ 唱

へ、Hasselbalchu・Lundsgaard(lq.10モ 切 言 セ シ所

一 ンテ 、Henderson(1909)ノ 血 液 反 憾 二封 スル遊 離 炭

酸 ト結 合炭 酸 トノ比 二於 ケ,レ 観 念 二從 フ モ 明 カナ ル

所 ナ,レベ ン。 一 度、 血 液 ガ生 臆 外 二探 出 セ う レ ン カ、

血 中 ノ炭 酸 分歴 ト 尺 氣 ノ ソ レ トハ ソ ノ間 甚 ンキ差 等

ア,レヲ以 テ血 中 ノ炭 酸 武斯 ハ大氣 中 二逸 散 シ、血 液 自

ラバ ソ ノ反 癒 ハ ヨ リ轍 ～準側 二移 行 ス ベ シ。

余 ハ 心穿 刺 二依 リテ得 タ ル家 兎 蚊 二海 狭 血 液 ヲ、徹量

ノ薩 酸 加 里(0.0296内 外)添 加 二俵 リテ凝 固 ヲ防止 ン

タ ル後 、 盤 基性 物 質 融 出 ノ慨 レナ キ試 験 管10数 本 二

分 注 シ、 ソ ノ牛 数 ノ試 験 管 列 ノ血 液 ハ流 動 「バ ラフ イ

ン」(層 ノ高 サ大 約3糎bス)二 依 リテ大 氣 ト直接 接 鱗
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ス ル ヲ避 ケ シメ タ リ。コ レ等2列 ノ試験 管 ノ・総 テ37度

艀 卵 器 中 二納 メ、爾後 毎 日各 列1本 宛 ヲ取 出 シ ソ ノ水

素 「イオ ン」濃 度 ヲ瓦 斯連 鎖 法 二依 リテ測 定 シ,大 氣 ト

接 燭 セ シ血 液 二在 リテ ノ・、24時 間 後 既 ニ ソ ノPH8.0

以 上 二及 ベ ノレ事 實 ヲ知 リ、流 動 「パ ラ フ ィ ン」二依 ル大

氣 遮 断 列 血 液 二 在 リテ ・・、ソノ反 磨 ・・生理 的P玖7.35

乃 至7.45程 度)ト 殆 ン ド差 異 ナ キ ヲ認 メ タ リ。斯 ク シ

テ7日 間 毎 日 コ ノニ 列 ノ血 液 二就 キ、 ソノ水素 「イオ

ン」濃 度 ヲ観 察 セ)tz二 、 大 氣 ト接 燭 セノレ血 液 ハ7日 間

ヲ通 ジテ ソ ノPHハ8.0以 上 ヲ示 ン、 流 動 「2・・ラフ イ

ン」二依 ル大 氣 遮 断 ノ血 液 ハ 僅 微 ナ ガ ラ漸 次PHノ 上

昇 ヲ示 ス傾 向 アルレモ、7日 後 二於 テ モ爾 且 ツ ソ ノ水 素

「イ オ ン」濃 度 ・・血 液 ノ正 常 ナ ルPH値 ヲ離 脱 ス ルレ事 僅

カニ0.2内 外 ナ リキ。

右 ノ事 實 ハ全 ク血 液 炭 酸 瓦斯 ノ散 逸 が、 流 動 「パ ラフ

ィ ン」二依 リテ阻 止 セ ラ レ居 ノレニ 由來 ス ベ ク、 大 氣 ト

接 醐 セ ル血 液 列 ト封 比 シ、 ソノPHハ ヨ リ生 理 的 自然

的 ナ リ ト言 ハ ザ ルレヲ得 ズ。 更 二 極 言 セバ流 動 「パ ラフ

ィン」二依 リテ た氣 ト遮 噺 セ ラ レタ,レ血 液 ・・、水 素 「イ

オ ン」濃 度 ナ ノレ見地 ヨ リス レバ、 大 氣 ト接 醐 シタ ル血

液 ヨ リモ ヨク結核 菌壇 殖 好 適PH圏 二近 接 セ ル モ ノ ト

断 ジ得 ベ シ。

抑 モSl;decellculture二 於 テ細 薗 ノ塘 殖 ス,レ ト否 ト

ガ吾人 ノ興 味 ヲ引 ク所 以 ノモ ノ ハ、一 二該血 液 中既存

ノ 待 異蛇 二 非特 異細 菌 増 殖 阻 止 物 質 ノ消長 ヲ窺 知 シ

得 ノレ鮎 二存 ス ベ キ ヲ以 テ、菌 ノ増 殖 二影 響 ヲ齎 ラス ベ

キ 他 ノ要 素 ハ極 力 コ レ ヲ均 一 ナ ラ シ ムル カ、或 ・・全 ク

除去 シオ ク ヲ以 テ理 想1・ ナ ス ベ ク、Slidecellculture

二於 ケ ル全 血 液 モ理 論 的 二 ・・ソ ノPHヲ ー定 二而 モ菌

増 殖 好 適PH二 維 持 シ置 〃 ベ キ モ ノナ ノレベ シ。

以 上 ノ事 由 二依 リ吾 人 ・・探 血 ヨ リ培 養 完 了迄 ノSlide

cellcultureノ 全 操 作 ヲ、総 テ流 動 「・・ラ フイ ン」中 二

實 施 シ、以 テ血 液 水素 「イ オ ン」濃 度 ノ大 氣 二影 響 セ ラ

ル ・ヲ防止 シ、該 血 液PHヲ ンテ極 力 ソ ノ正 常 値 二維

持 セ シメ テ攣 化 セ シメ ズ、且 ツ滴 下 封 入 後 ノ血 液 ノ濃

縮 乾燥 等 ノ憂 ヒ ヲ防 ギ 得 ノレ方 法 ヲ創 意 ン、 コ レヲ 「今

村及 西 付法 」ト命 名 セ リ。

本法 ノ術 式 タ ノレヤ、サ ・ミ複 雑 二非 ズ。 師 チ探 取 セ ノレ

血 液 ハ豫 メ流 動 「パ ラ フ ィ ン」ヲ充 匂 レ小 試 験 管 底 二於

テ結 核 菌 浮 游液 ト混 合 セ シメ、コ ノ菌 混 合 血液 ・・直 チ

ニ流 動 「パ ラフ4ン 」ヲ充 セ ルレZF鉢 中 二於 テニ 枚 ノ載 物

硝 子 ノ間 二封 入 シ コノ雫 鉢 ノ マ ・艀 卵 器 内 二培 養 ス。

本法 二依 リ余 ハ實 験 的 二 結 核 感染 家 兎蛇 二 海 狸 二就

キ、 ソノ血 液 二結 核 菌 壇 殖 阻止 物 質 ノ 存 在 セ ノレヲ知

リ、 夏 ニ コ レヲ臨 抹 的 二84名 ノ肺 結 核 患 者 ニ モ磨 用

シ、 健 康 者 二 ・・噌殖 良好 二、輕 症 二及 ビテ漸 次 増 殖 度

ノ低 下 セ ラル ・状 態 ヲ観 察 ン、中 等症 者 二至 リテ ハ菌

壇 殖 ノ殆 ン ド全 ク阻 止 セ ラノレ ・ヲ知 リタ リ。更 二重 症

二在 リテ ・・或 ル モ ノノ・」曾殖 ノ阻 止 セ ラル ・ア リ、或 ハ

阻 止 セ ラ レザ ノレア リ。増殖 ノ阻止 セ ラ レザ ル モ ノ ハ恐

ラ ク ・・澁 川 ノ 既 二 報 告 セ ノレ所 謂 「子 が チ ベ ァ 子 ルレギ

ーJナ ル病 勢末 期 ノ現 象 二相 等 ス ノレモ ノ ナ ラ ンカ
。

而 シ テ並 ニー 言 附加 シタ キ ・・本法 二 依,レ 培養 二在 リ

テ ハ、 菌 ノ増 殖 一 般 二旺 盛 ナ ル モ ノ ・如 久 從 テ培養

期 間 モ短 縮 セ ラルレベ キ鮎 ナ リ↑ス。人 血 二就 キ テ ノ培

養 二當 リテ モ、從來 ノ如 ク7日 間 二亙 リテ コ レヲ艀 卵

器 中 二納 メ ン カ、 一 率 二旺 盛 ナ ノレ増 殖 進 行 シ、反 ッ テ

培 養 完 了後 ノ菌 増 殖 度 ノ列 定 ヲ 誤 ラ シム ノレ榴 レア リ。

余 ハ斯 ノレ故 ヲ以 テ人 血 二在 リテ ハ3日 間 ノ培 養 、海 瞑

家 兎 血 液 二在 リテ ハ5日 間 ノ培 養 ヲ以 テ 直 チ ニ固 定 、

染 色 操 作 二移 ンタ リ。

未 ダ本法 二依 ノレ實験 例 ハ決 シテ 多鐵 ナ リ ト言 ヒ難 ク、

且 ソ本 法 二依 リテ結 核 随 伸 現 象(血 清 學 的 細薗 學 的)1・

菌 増 殖 トノ關 係 等 ハ未 ダコ レが解 決 二著 手 セ ズ。向後

ノ研 讃 二侯 ツベ キ モ ノナ,レモ、今 同 ノ・唯 一 新 創 意 トシ

テ ノ本法 ヲ概略 紹 介 セ シ次 第 ナ リ。

3。 抗酸性菌 ノ消審藥二封スル抵抗カニ

關スル研究

羨 屋鼎政 講(上舶 然科學研究所)

從 來 結 核 菌 ノ如 キ抗 酸 性 菌 が他 ノ細薗 二比 シ、消毒 藥

二封 ス ル抵 抗 力強 キ ハ是 等 ノ菌 ノ有 ス ノレ圭 ト シテ類

脂 膿 ヨ リナ ル被 膜 二依iル モ ノ ト信 ゼ ラルレ。

演 者等 ・・「チ モ テ」菌 及 ビ鳥 型結 核 菌 ヲ「グ リセ リ ン無

キ培 地 二培 養 ス,レコ トニ依 リ脂 肪 及 ビ 類 脂膿 含有 量

少 キ菌 ヲ獲 、コ ノ菌 ノ諸 種 消 毒 藥 二封 ス ノレ抵 抗 力 ヲ試

験 セ ル ニ原 使 用 菌 株 二比 シ ア ルレー 部 ノ 消 毒 藥 二 封 シ

テ ・・明 ラ カニ抵 抗 力 減 弱 セノレヲ認 メ タ リ。コ ノ知 見 ハ

抗 酸 性 薗 ノ抵 抗 力 二關 ス ルレ從 來 ノ 考 ノ 誤 ナ キ ヲ詮 ス

ル モ ノ ト認 メ ラ ル。

4.=三 ノ抗酸性菌ニツキテ物質代謝 ノ研究

1.Timothy薗 ノ呼吸二就テ

武 田 徳 晴(傳染病研究所)

著者ハ抗酸性菌類ノ物質代謝二關スル研究 トシテ、マ

、
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ヅ 同薗 類 ノ培養 二好 ンデ使 用 セ ラ ル「グ リセ リ ン」ノ利

用 二就 テ研 究 セ リ。「グ リ セ リン」ト是 等薗 類 ニ ヨルレ「リ

ポ イ ド」代 謝 ト ノ關 係 二就 テ ハ次 ノ報 告 二譲 リ今 同 ハ

圭 トシ テ「エ 子ル ギー」源 トンテ ・「グ リセ リン」ノ債 値

二就 テ葡 萄 糖 ト ノ比 較 研 究 ノ結 果 ヲ報 告 セ ン トス.

抗 酸 性 薗 トシテ ・・マ ヅ非 病 原性 ノTim・thy薗 ヲ使 用

ヅ エ 子 アレギ ー」費 生 ノ研 究 ト ンテ ・・ワ ー ル ブ ル グ氏 検

歴 法 ニ ヨ リ呼 吸 値 ヲ測 定 セ リ。

5Pチ(1)正 常 呼 吸 ト・yテ等 張 食 鞭 燐 酸 臨 液 内 二於 ケ ル

呼 吸 、(2)之 二 「グ リセ リン」添 加 ノ場 合 ノ呼 吸 、(3)

培 養 基 二好 ンデ使 用 セ ラル 「ア ミノ」酸 トシテ ノ 「アス

パ ラギ ン」添 加 ノ場 合 ノ呼 吸 、(4)「 グ リセ リン」二 「ア

ス ・ξラ ギ ン」ヲ同時 二添 加 セJレ場 合 ノ呼 吸 、(1))ロ ン

グ ノ合 成 培 地 内 二於 ケ ル 呼 吸 二 就 テ各 々 ソノ酸 素 消

費 量 ヲ測 定 セ リ.更 二同 様 ノ實 験 ヲ葡 萄 糖 二就 テ試 ミ

タル ニ葡 萄 糖 モ 「グ リセ リ ン」同 様Timothy薗 ニ ヨ リ

利 用 セ ラ レテ、 ソ ノ酸 素 清 費 ノ割 合 ハ雨 者 ノ 間 二著

シ キ差 異 ナ キ ヲ確 メ得 タ リ。爾 ロ ング ノ培 養 基 使 用 ノ

場 合 ニ ハ之 ヲ豫 メ 高 温 滅 菌 シ 置 ク時 ハ葡 萄 糖 ヲ含 ム

モ ノ・・「グ リセ リン」ヲ含 ム モ ノ ニ比 シ テ ソ ノ酸素 消 費

遙 力二 多 キ ヲ見 タ リ。

5.結 核 菌 菌 型 鑑 別 培 養 法 蛇 二其 臨 跡 的 態 用

片 倉 孝(東 北帝 大 讐學 部 熊谷 内 科)

1.緒 論

今 日迄 最 モ信 頼 サ レテ 居 ソ タ 菌 型鑑 別 法 ハ 動 物 二劉・

ス ノレ感 受 性 ノ差 異 ヲ磨 用 ス ルレ方 法 デ ア ツ タ.之 迄 報 告

サ レタ牛 型 及 鳥 型 結 核 菌 ニ ヨルレ結 核 ノ例 ハ大 部 分 ・・

之 二櫨 ッ テ菌 型 ヲ鑑 別 シタ モ ノデ ア ル。然 ル ニ結 核 菌

培養 方 法 ノ進 歩 ト優 秀 ナ ルレ培 養 基 ノ出 現 ハ 結 核 菌 分

離 培 養 ヲ盆 ミ容 易 ナ モ ノー シ他 ノ細 菌 ト何 等 異 ル ト

コ ロナ ク各種 ノ材 料 カ ラ確 實 二培養 シ得ηレニ至 ツ 〃.

今 日是 等 ノ優 秀 ナ ル培 養 基 二=培養 ス レ バ 結 核 薗 ・・見

事 二短 時 間 二顎 育 ンテ來 ノレ。號 育 状 態/ヨ クナ ッ タ事

・・引 イ テ 各型 結 核 菌 ノ菌 型 鑑 別 決 定 ヲ 實 用 上 可 能 ニ

ミ/タ.

各 種 ノ培 養 基 二於 テ菌 型 ニ ヨ リ「コ ロ ニ ー」ノ獲 育 二差

ノア ノレコ ト・・始 メTheobaldSmithsノ 明 カニ ンタ所

デ之 ヲ實 用 的 二菌 型 鑑 別 法 二磨 用 ンタ ノノ・A.S・Gri・

Mth(1928)及 ビWolters1】Dehmel(1930)デ 為 ッタ

ガ最 後 的 決 定 ハ ヤ ハ リ動 物 試 験 二 披 ツ タ モ ノデ有 ルレ。

其 ノ後Hohn(1932)モ 自.身ノ作 ソ タ卵 培 養 基 デ可 能 ナ

コ トヲ知 リ更 二K.A.Jensen(1932)ハ 卵 培 養 基及 ビ

卵 黄 液 ヲ用 ヒ動 物 試 験 ハ 可 及 的 二 廃 止 ス ル コ トが出

來 ル ト圭 張 ンテ非 常 ナ 進 歩 ヲ示 ンタ.

斯 ク テ時 間 的 二経 濟 的 一 叉確 實 サ ニ 於 テ幾 多 ノ不便

ノ アル動 物 試 験 ヲ排 サ レ得,レ ナ ラノミ非 常 ナ進 歩 ト云

ワ ナ ケ レバ ナ ラズ。故 二余 ハ 更 二・一歩 進 メ テ簡 軍 且 合

理 的 ナ 分 離 培養 形 式 ヲ 考案 ン結 核 菌 分 離 培 養 並 二菌

型 鑑 別 法 ヲ改 良 シ結 核 菌 研 究 上 一 革 新 ヲ 期 待 シ鏡 意.

努 力 シ タ。此 庭 ニ イサ ・力見 ル ベ キ結 果 ヲ得 タ ノデ 登

表 ス,レ次 第 デ ア,レ。

2.薗 型鑑 別 培養 法

余 ノ薗 型 鑑 別 培 養 ニ ハ 第 一 培 養 法 ト第 二 培 養 法 トカ

ラナ ツテ居 ル。

a第 一 培養 法 此 ノ方法 ハ新 鮮 ナ ル 材 料 ヨ リ 直接

二適 當 ナ ノレ前施 置 ニ ヨ リ雑菌 ヲ殺 シ 遠 心 シ共 ノ沈 渣

ヲ卵 培 養 基 二塗 ル。使 用 培養 基 ハ 鈴 木 氏 ノ銀 杏 卵 培 養

基(普 通)、 レー ウ エ ン シユ タ イ ン氏 卵 培養 基(「 グ リセ

リ ン」ヲ含 マ ザ ノレモ ノ)或 ハ ベ トロニ ア ニ 氏 卵 培 養 基.

(「グ リセ リン」ヲ含 マ ザ ル モ ノ)ト ホー ン氏 ノ「ア ミノ」

卵 培 養 基 ノ三 種 ヲ同時 二2本 宛 用 ヒタ。

余 ハ以 上 三 種 ノ 卵培 養 基 ヲ 使 用 ンタ意 味 ハ最 モ培 養.

困難 ナ牛 型 薗 ヲ確 實 二分 離 培養 シ 培 養 猷 損 ヲ絶 無 ナ

ラ シメ ン ト シタ ノデ アル。以 上 ノ培 養 基 ノ特 色 ヲ學 グ

レ バ鈴 木氏 ノ銀 杏 卵 培 養 基 ハ 植 物 性 抽 出液 ヲ成 分 ト

ス ル モ ノデ 人 型 菌 ノ如 キ 號 育 良 好 ナ モ ノ ニ 封 ンテ ハ

何 等 ノ影 響 モ無 イ が 集 落 獲 育 ノ 後 レ且 ツ悪 イ モ ノニ

i封ンテ ハ 陵育 阻止 作 用 的 二働 ク コ トが大1・ ナ ル。故 二

此 ノ培 養 基 ノ「グ リセ リ ン」ヲ含 ム モ ノ ヲ用 ヒテー 暦 其

ノ作 用 ヲ助 長 セ シメ タ.

ホ ー ン氏 ノ1ア ミ ノ」卵 培 養 基 ハ 最 モ 新 シ ク人 工 製 ノ

「ブ イ ヨ ン」ヲ成 分 トン可及 性 質 ノー 定 シ タ モ ノヲ毎 同

製 造 ス ノレコ トが 來 ル カ ラ「コ ン トロ ルレ」ノ意 味 デ使用

ン タ。次 ニ レエ ウエ ンス タ イ ン氏 ノ卵 培 養 基 及 ビペ ト

ラ ニ ア ニ氏 ノ卵 培 養 基 ノ「グ リセ リ ン」ヲ含 マ ナ イ モ ノ

ハ牛 型 結 核 菌 ヲ比 較 的 二 確 實_分 離 培 養 シ得,レ ヵ ラ

使用 シタ。是 等 ノ優 レタ性 質 ノア ル培i養幕 ヲ用 フ,レコ

トニ ョ リテ 培養 鉄 損 ハ絶 無 トナル。

薗 型鑑 別 ハ各種 培 養 基 二封 ス,レ「コ ロ ニー ノ猶 育 状 態

及 ビ'コ ロニ ー」ヲ獲 見 ス ルレ迄 ノ日数 ヲ参 照 シテ剣 噺 ス

ル。 以 上 ヲ表 デ示 セ バ次 ノ如 クニ ナ ル。

d
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b第 二 培 養 法 此 ノ 方 法 ハ 第 一一培 養 法 二於 テ爾 鑑

別 が確 實 ニ サ レナ イ場 合 二行 フ モ ノ デ アル。余 ・・之 二

余 ノ考 案 シタ猫 特 ノ刺 孔 植 菌 法(Stichbeimpfungsme・

thode)ヲ 行 ツ タ。之 ・・人 工 的 二唯 一 ツ ノ1コ ロ ニー ヲ

作 アレ方 法 デ ア ルレ。

使 用 培 養 基 ハ 「コ ロ ニー」ノ登 育 ヲー一層促 進 シ 「コ ロニ

ー」ノ大 サ ヲ極 度 二大1・ ン各 型 ノ 性 質 ヲー一層 明瞭 ニス

ル タ メ ニ別 二味 之 素 卵 培養 基 ヲ作 ツタ。之 ハ味 之 素 ト

「グ リセ リ ン」ヲ大 量 含 ム モ ノ デ第 二培 養 法 川 ノ特 殊 培

養 基 デ ア ル。

刺 孔 植薗 法 ハ 白金 針 ヲ以 テ培 養 堪 二 ・コ ロデ ンス ワッ

サ ー ノ上 部 約3-4cm/1・ コ ロニ帽 針 頭 大 ノ小 穴 ヲ

作 リ之 二菌 株 ノ少 量(約1/2mg-lmg)ヲ 埋 浸 セ ザ ルレ程

度 二嵌 入 ス ル。 斯 ク ス レバ唯 一 ツ ノ「コ ロニ ー 」ト シテ

極 メテ 自然 ノ登 育 ヲ ナ シ 且 非 常 二速 カ ニ大 トナ リ共

ノ形 状 等 自然 二 出來 タ 「コ ロニ ー1ト 何 等異 ノレ所 ガ ナ

イ。

而 シテ 自然 ノ「コ ロニ ー」ノ持 ツ性 質 ハ 悉 ク具 備 ンテ 居

ル ノ ミデ ナ ク更 二 臼然「コ ロニ ー」ヨ リ遙 二大 キ クナ ル

の

爲 メニ 各 型 ノ性 質 ・・根 本 的 二 分離 明瞭 トナ ル。斯 ク テ

容 易 二其 ノ菌 型 ヲ 決 定 シ 得 ル コ トニ ナ リ更 二同型 中

ノ移 行 型 ヲモ 同時 二登 見 シ得 ル便 利 ナ方 法 デ ア ルレ。

3.培 養 成 績

余 ハ198名 ノ患 者 カ ラ種 々 ノ材 料 ヲ 得 テ第 一一培 養 法

ヲ試 験 シタ。 其 ノ中103名 ノ喀 漢 カ ラ83例 ノ培 養 陽

性 ヲ得 タ。共 ノ中 カ ラ1例 ノ牛 型 菌 登 育 ヲナ ス モ ノヲ

獲 見 ンタ。仰 チ此 ノ患 者 ノ喀 疾 ヲ塗 抹 標 本 ニ シテ 見 ルレ

ト無 倣 ノ結 核 菌 が 見 エ ルレニ關 ラズ培 養 二 長 時 間 ヲ要

シ(約40日)極 メ テ登 育 ガ不 良 デ ア ツ タ。次 二4S名 ノ
む

膠脊髄液カラ24例 ノ培養陽性 ノモノヲ得タガ全部人
　

型 薗 號 育 ヲ ナ スモ ノデ有 ツタ。 叉48名 ノ肛 門 周 園 膿
　

瘍 ノ膿汁カラ培養陽性18例 ヲ得タが全部人型菌獲育
む

ヲ ナ ン タ。 以 上 全 陽 性 中 人 型 薗 登 育 ヲ ナ シ タ モ ノ・・

124例 牛 型 菌 凝 育 ヲナ シタ モ ノ・・1例 ニ ンテ0 .8ク6二
QO

ア タ ルo

次 二余 等 ノ敏 室 二保 存 シ テ 居 ルレ トコ ロ ノ種 々ナ材 料

カ ラ培 養 シタ菌 株 ト余 ノ得 タ菌 株 ヲ 合 シテ100菌 株

二第 二 培 養 法 ヲ行 ヒタ ルレニ喀 疲 菌 株 中余 ノ 第 一 培 養

法 ニ ョ リ牛 型 菌 登 育 ヲナ シタ菌株 ハ 明 カ ニ 牛 型 結核

薗 ナ'レコ ト ヲ決 定 シ得 タ。人 間 ノ材 料 ヨ リ1・:タ菌 株 中

ニ ノ・鳥 型 ハ登 見サ レナ ヵ ッ タ.

刺 孔 植 菌 法 ニ ヨ リテ作 リ得 タ最 大 バ コ ロ ニー」ハ大 サ

25×63mmノ モ ノデ ア ァレ。(培 養 後60日 目、 血液 カ ラ

得 タ菌 株)ヌ.最 小 ノ「コ ロ ニー」ハJくサ8×9mmノ モ ノ

デ アル。(培養 後60日 目、肋膜 滲 出 人 カ ラ得 タ 薗株)以
ゆ

上 ハ 皆 人型 結 核 菌 デ アルレ。叉1例 ノ牛 型結 核 菌 駿 育 ヲ

ナ ン タ菌 株 ノ「コ ロニ ー」ハ大 サ4×5mmデ ア ツテ牛

ノ組 織 カ ラ得 タ薗 株 ノ「コ ロニ ー 」ノ大 サ6/7mm二

比較 ス レ バ 極 メ テ ヨ クー 致 ス ル。 其 他 登 育 朕 態 及 ビ

「コ ロニー 」ノ性 質 等 ハ 皆 ヨク牛 型 菌 株 トー 致 シー鮎!

疑 念 モナ ク 牛 型 結核 菌 デ アル コ トヲ信 ジ 得 タ ノデ ア

ルレ0

4.人 型 薗 株 中 ノ移 行 型

余 ノ第 二 培養 法 ニ ヨ リテ 人 型結 核 菌 薗 株 中 二 移 行 型

ヲ登 見 シ タ。 卸 チ喀 疾薗 株30例 中2例 。 贋 脊 髄 液 菌

株19例 中1例 。血 液 菌 株21例 中7例 ヲ駿 見 シタ。之

・・A.S.Gri田th 、1931)ノ 主 張 ニー 致 シテ居 ルレ。

5.動 物 試 験 二就 イテ

先 二登 見 シタ牛 型 菌 駿 育 ノ 菌 株 ヲ試 二動 物 試験 ヲ行

ツ テ見 タ.家 兎 ノ静 脈 内 二1/100mgヲ 接 種 シ2ケ 月

後撲 殺 シテ 見 タ。之 ニ ヨ ルモ疑 モ ナ ク牛 型 結核 菌 ナ ル

コ トヲ誼i明 シ得 タ。

以上 ・如 ク余 ノ考 案 シ タ 培 養 形 式 一 ヨ リテ結 核 薗 ノ

薗 型 鑑 別 ハ最 モ満 足 ス ベ キ結 果 ヲ得 タ。故 二動 物 試 験

ハ之 ヲ排 ス ル モ誤 ノ危 瞼 ハ全 然 ナ イ コ ト ヲ知 リ得 タ。

6.味 之 素 卵 培 養 基 ノ製 法

第 二 培 養 法 用 味 之 素 卵 培 養 些 ノ成 分 ハ次 ・如 シ。

蒸 溜 水100.0

燐 酸 曹 達(Na2HPO4)0.3

燐 酸 加 里(KH2PO4)0.4
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硫 酸 「マ グ 子 シヤ」

杓1縁酸 「マ グ 子 シヤ」

味 之 素

「グ リセ リ ン」

0.06

0.25

2.0

15.0

以 上 ノ液 二 〇.7%ノ 「マ ラ ヒットグ リ ン」10cm及 ビ全

卵330cmヲ 加 へ振 氏85度 デ40分 間凝 固 シ次 日 ヨ リ

i連日2日 間 振 氏80度 デ30分 間消毒 シテ用 ヒル。

5二i封 ス ル討 論

満 大 微 生 物 戸 田 忠 雄

吾 々モ結 核 薗 分離 培養 ヲ 行 ヒ百 数 十 株 ノ菌 株 中 腰育

ノ悪 イ薗 株 ニ モ遭 遇 シ コ レ ヲ牛 型 ナ ラ ン ト想 像 シタ

ル トコ ロ動 物 實 験 上 人 型 結核 菌 ナ'レ コ トヲ知 レ リ。演

者 ハ1例 ノ菌株/ミ ニ就 テ ノ御 経 験/如 ク デ アル が

動 物 實 験 ナ シデ培 養 所 見 ノ ミ デ 菌 型 決 定 可 能 ト云 ハ

レ・ル様 デ アル カ"確信 ア リヤ。

5ノ 答 辮 戸 田氏 二封 ス ル

培 養 基 二獲 育 ノ悪 イ モ ～ が 必 ズ シモ牛 型 結 核 菌 デ ハ

ナ イ。私 ノ第 二 培 養 法 ニ ョ リテ此 登 育 ノ悪 イ モ ノ ヲ長

イ 間 観 察 ス,レ ニ之 ハ ヤ ハ リ非 常 ニ ア1・ニ ナ ツ テ獲 育

ガ 司 クナ ♪レノ デ人 型結 核 菌 デ ア ル。是等 ヲ除 イ タ モ ノ

ヲ牛 型 結 核 菌 トナ シタ次 第 デ ア ルレ。(片 食)

6.結 核 菌 株 ノ軍 濁 及 ビ複 合 眼 前 房 内 接 種 ニ

ヨル家 兎 二劃 ス ル春 性 二就 テ

讐轟 孫(鶴 研究所)

人 型 結 核 薗(有 研 第34號 株 、 第19號 株 、 第24號 株)

ノ3株 ノ5週 間「グ リセ リン」寒 天 培 養k,レ モ ノ ・1000

分 ノ1殖 ヲ夫 々箪 掲 二家 兎 眼 前 房 内 二 接 種 スルレー 方 、

」又,是等3株 ノ等1量混 合 菌f且{:1000分 ノ1竃 …、及 ビ3000分

ノ1麺 ヲ以 テ同 様 ノ感 染 接 種 ヲ行 ヒ テ、8週 間 眼 攣 化

二就 テ比 較 観 察 ヲ行 ヒ更 二剖 瞼 ニ ョツ テ、内臓 ノ結 核

性 攣 化 ヲ比 較 観 察 セ リ。

其 結 果 ニ ヨ レバ、輩.掲感 染 ノ場 合 ハ各 菌 株 ハ夫 々毒 性

二慮 ジテ結 核性 眼 、 蛇 二内 臓攣 化 ヲ惹 起 ス。1千 分 ノ

1彪3株 複 含惑 染 ノ場 合 二 於 テ ハ軍 掲 同 量 ニ ヨ ル モ

ノ=リ 攣 化 強 度 ナ リ。更 二3千 分 ノ1殖 ノ複 合 感 染 二

於 テ モ軍 濁1千 分 ノ1彪 ノ夫 レ ヨ リ強 度 ナ ル病 攣 ヲ

呈 シタ リ。 此 現 象 ハ 注 目ス ベ キ モ ノ トス。

7.血 液 中 ノ結 核 菌 培 養

小 川 辰 次(東 北 帝 大 讐 學 部熊 谷 内科)

血 液 中 ノ結 核 菌 培 養 方法 ハ 、飯 淵 氏 「フィブ リン」法 及

ビ改 良 法L6wenstein法 等 種 々ア ルレが、 是 等 ハ何 レ・

モ皆 直接 培 養 法 デ ア ノレ。 血 液 中 ノ結 核 薗 ヲ丁 度 「チ フ

ス」二於 ケ ル膿 汁 培 地 ノ様 二、 其 ノ醗培 殖 サ セ ル事 ガ

出來 タ ラ理 想 的 デ ア ルレ。此 ノ試 ・・既 二1923年Becker

二 依 ソ テ ナ サ レタ。即 チ「グ リセ リ ン」肉 汁 二卵 黄 ヲ加

・ヘ テ血 液 ヲ混 入 シタ ノデ アル ガ不 成 功 二終 ツ タ。其 ノ

後Lockmann,Sauton等 ノ無 蛋 白培 地 ニ ヨ ツ テ試 ミ

ラ レタ カ"、何 レモ見 アレベ キ結 果 ハ 得 ラ レナ カッ タ。 ヨ

ツテ 余 ハ培 殖法 ノ考案 二 努 力 シ 此 庭 二見 ル ベ キ結 果

ヲ得 タ ノデ 登 表 スル 次 第 デ アル 。血 液 中 ノ結 核 薗 ヲ液

膿 培地 デ壇 殖 サ セ ン が爲 ニハ 、深 部 デ壇 殖 ス ル モ ノデ

ナ ケ レバ不 利 盆 デ ア ル。故 二如 何 ナ ル培 地 が此 ノ條 件

ヲ漏 シ テ呉 レ)レカ ト思 ヒ、Lockmann無 蛋 白培 地 、銀

杏 液 膿 培 地 、Besredkaノ 卵 黄 「ア ル カ リJ培 地 ニツ

キ實 験 シタ結 果 、 前 三 者 ハ 圭 一 表 面 ニ ノ ミ登 育 ジ、

Besredkaノ 培 地 ・・深 部 デ登 育 ス)レ事 ヲ知 ツタ.

シ カラ バ果 シテBesredka培 地 ノ・共 ノ儘 之 ヲ壇殖 法

二鷹 用 ス ル事 力"出來 ル カ。 御 承 知 ノ通,リBesredka

培地 バー 寸 作 り方 ガ マ ヅ ィ ト、結 核 薗 ハ決 シテ壁 育 シ

ナ イ。 叉 雑 薗 ノ侵 入 シ易 イ鮎、沈 渣 ノ多 イ跳 ナ ドデ、

決 シ テ漏 足 ナ モ ノ デナ イ事 が ワ カ ツ 〃。ヨツ テ余 ハ、

之 ヲ更 二改 良 シ テ墳 殖 法 二磨用 シ ヨ ウ トシ テ、種 々試

ミタ結 果 、 次 ノ様 ナ 雌方 ノ液禮 培地 ガ、最 モ良 好 デ ア

ルレ事 ヲ知 ソ タ。

卵 黄 寝 出液 、100cα 「グ リセ リ ン」2.5aa、 「サ ポ ニ ン」

0.05五 、 之 ヲ卵 黄 液 膿 培 地 ト名 ヅ ヶ ヨ ウ。 卵 黄 浸 出

液 ト云 フ ノ ・・、鶏 卵 ノ卵 黄1個 二劉 シ、蒸 溜 水400aa
　

ヲ加へ 擾拝 シ乍ラ、10分 間程瓦斯 ノ上デ煮沸ンテ

濾 シタ濾液デアル。此 ノ液膿培地 ハ深部 デ登育シ、

、。鹸 白金耳ノ様 ナ附 量 ノ結繭 ヲ混入 シテモ
15日 ノ後 二 ・・立派 二聚 落 が深 部 デ獲 育 シ、血 液 ヲ加 ヘ

テ モ、 ソ 君 フイ ブ リ ソ」中 デ、「ケ ン」粒 ノ様 ナ聚落 ガ

澤 山獲 育 ス ノレ事 が謹 明 サ レタ。 此 ノ液 腱 培 地 デヘ シ

カ ラバ何 日位 放 置 シタ ラ適 當 デ ア ラ ウ カ ト思 ヒ、20cα

宛 「ス ビッツ が ラス」ニ トリ、 之 二人 型 結 核菌 及 ビ牛型

1結 核 菌 ヲ 白金 耳 宛 混 入 シ
、 之 二血 液 ヲ2.5qα 宛1億

加 へ、37℃ 二放 置 シ、 當 日、5H、10日 、15日 、20日 、

25日 、30日 ト遠 心 ンテ銀 杏 培 地 二培 養 シ テ見 タ ラ、當

日培 養 デ ハ 全部 陰 性 デ アツ タ が、5日 後 デ ハ聚 落 ハ極

ク少 最 デ ア ル ガ共 二陽 性 ヲ 示 シ時 日 ノ経 過 ト共 二聚

落 ノ数 モ壇 加 シ15日 デ ハ数 へ切vナ イ程 ノ聚 落 が號

育 シ、30日 二於 テ ハ培 地 一 杯 二登 育 ン タ。ヨ ツ テ3-

4週 間 デ 充分 二培 殖 シ得 ラ レル モ ノデ アル ト云 フ事 ガ
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ワ カ ツタ。實 際 上 患 者 カ ラ ノ血 液 培 養 二於 テ ハ次 ノ標

ニス レバ ヨイ。

口裡3cm、 長 サ10cm、 容 景 凡 ソ60c・c・ノ沈 澱 管 二度 盛.

ヲツケ 之 二滅 菌 シz卵 黄液 膿 培 地 ヲ20c・c・宛 入 レ綿 栓

ン、 更 二滅 薗 消 毒 シ テ貯 へ、之 二患 者 ノ静 脈 血 ヲ滅 菌

的 ニ ト リ2.5cα 宛 混 ジ、静 カ ニ振 盈 ン、 充 分 溶 血 サ セ

タ後「・巧 ブ イン」デbヂ37℃ ノ艀 卵 器 二3-4週 間 放

置 シ、 後1分 間3000廻 輔 ノ遠 心 器 デ25分 遠 心 シ、上

澄 ヲ棄 テ、 ソノ沈 渣 ヲ、鈴米 氏銀 杏 鶏 卵 培 養 基 二塗 リ

37℃ ノ艀 卵 器 一 入 レtケ 月 間観 察 シ ソ ノ聚 落 ヲ肉 眼

的 二登 見 ンタ場 合 ・・之 ヲZiehl・Neelsenデ 抗 酸1生 デ ア

ル事 ヲ確 メ、 爾第2代 培 養 ヲ作 リ動 物 試 験 ヲ行 ヒ、ソ

ノ陽性 ノモ ノ ・ ミヲ陽 性 トンタ。大 抵 ハ培 地 一 面 二澤

山 ノ聚落 ヲ作;レ が常 デ ア ルレ。余 ・・一 患 者 ニ ッ キf)c.c.宛

探 血 シ、2.5c.c.宛 分 注放 置 ンタ、 使 用 ス ルレ試 験 管 ハ ロ

裡2.5cm、 長 サ2.Ocmデ アノレ。 之 ・・培 養 基 ノ面 積 ヲ

廣 ク ン、沈 渣 ヲ多 ク ノ試験 管 二分 割 培 養 ス ル手 数 ヲハ

ブ ク爲 デ ア ル。

此 ノ方法 デ 果 シ テ ドノ 程 度 マ デ菌 が 読 明 出 來 ル カ ト

思 ヒ佐 々木(人 型 喀 疲 ヨ リ)、菊 地 薗(人 型 流 血 ヨ リ)ノ

孚L剤ヲ作 リ 、。蔽 一 、。鹸 白餌 宛力・一・犠 シ

1タ結 果 白 金 耳迄 護 明 ス ノレ事 が出 來 タ
、 以 上 二100億

ヨツ テ、 余 ノ方 法 ハ血 中 ノ微 量 ノ結 核 菌 ト錐 、詮 明 出

來 ル確 信 ヲ得 タ。

此 ノ方 法 ニ ヨ ツ テ培 養 シタ 成績 ノ・次 ノ様 デ ア ル。

流 血 中結 核 薗 培基 試 験 成 績

■

次 二余・・結核性疾患患者 ノ死亡 ノ際、可及的早ク心臓

穿取ニヨツテ探血 ン培養 ンタ成績ハ次 ノ様 デア,レ。

屍膿血液中結核薗培養成績

診 噺 瞼査順 陽臥 員
一一一 一一 一 一一

初 一 感 染110 1

輕 症 及 ビ中等度肺結核131 0一

早 期 浸 潤121 0

慢 性 肋 腹 炎ゴ3ii「1 0
一『

腹 肋 膜 炎i10

一

3

1

一一 一 　

血 行撒 布 ヨ リ來 レ;レ肺 結 核117 5

重 症 肺 結 核9 2

総 言†L __130

仰 チS.4%

11
一

診 断

重 症 肺 結
髄 人購 性順
核Tl「 一一「一6

}結　核㎝雁 旛
膜 炎

肋 腹 膜 炎

血行 撒布 ヨ リ來 レ'レ肺結 核

}一

4

一
2

O
ヨ

一_綴 計

帥 チ75%

61

一一一 一一
のμ
一一 一

〇劃
一一

oヨ

12 一

一
7二 剴 ス ル討論 今 村 荒 男

一 白金 耳 ハ何 竈 デ ス カ。2彪 白くa耳 二 ・・抗 酸 性薗1億

個 内外 トナ ツ テ ヰ ルレカ ラ若 シモ100億 トス レバ 非 抗

酸 性 菌 モ亦 抗酸 性 菌 ト ン テ 増 殖 スルレカ ト面 白 イ事 ト

思 ヒマ ス。

7二 劃 ス ル討 論 浦 大微 生 物 戸 田 忠.雄

結 核 薗 ノ菌 量 ヲ 白金 耳 デ 言 フ コ トハ誤 リデ アノレ ト思

フ。コ レニ何 分 ノ1ト 云 フ ガ如 キ言 ヒ方 ヲナ ス ノハ誤

解 ヲ マ ネ ク恐 レ ア リ。吾 々ハ演 者 が行 ノ・ルレ ・ガ如 キ實

験 ニ モ 無 薗 的 秤 量 法 ヲ用 フルレヲ可 ナ リ ト倍 ズ ル モ ノ

デ ア ルレ。

答 辮 熊 谷 岱 藏

結 核 菌 一 白金 耳 ノ 何 萬 倍 何 億 倍 ノ稀 繹 菌 量 ト云 フ ノ

ハ 決 シテ数 學 的 ノ 稀 繹 菌 量 ヲ 意 味 ス ノレモ ノデ ナ イ極

微 量 ノ薗 ヲ意 味 ス ルレモ ノデ ア ル。
1

8.結 核 二於ケル菌血症

熊 谷 岱 藏
飯 淵 友 麿(東北 大熊谷内科)
小 川 辰 次

飯淵 ハ初メ流血中 ヨ リノ結核菌培養二於テ「フィブリ

ン」法 ヲ獲表 シ、更二之ヲ改良 シテ優秀ナ成績 ヲ得タ。

小川 ハ叉更二之 ヲ改良 シテ増殖法 ヲ此ノ席上デ登表

シタ。

余等・・以上ノ三種ノ方法ニヨツテ實験 シタ個々ノ患

者ニッキ、肺ノX線 鳥眞、種 々ノ生物反旛及ビ臨脈的

所見ヲ正確二調査シ、薗血症 ノ態度 ヲ明ニセントシ

タ。

結核菌が初メテ膿内二侵入 シタ時、郎チ初感染及 ビ淋

巴腺結核二於テ・・、割合二薗血症が見プレ、之ガ更二

進行 シテ胸膜炎 トナリ、浸潤性早期型 トナ レバ菌血症

ハ見ラレナイ。叉血行撒布ノ著明ノモ ノデハ屡 く薗血

症がアリ、重症肺結核ノ末期デハ何レモ菌血症 が詮明

サレ,レ。叉肺臓ニハX線 爲眞デ殆 ンド攣化ノ無 イ様ナ

者デモ肺以外 ノ器官結核/存 ハル時ハ屡 く薗血症 が

アノレ。

之 レヲ「アーのレギー」ノ状態カラ襯察スァレト補膿結合

反鷹ガ強陽性二出テルモノハ、薗血症ハ無ク、 「ツベ
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ル ク リ ン」/皮 内反 磨 ノ 弱 イ モ ノニ暖 ζ薗 血 症 ガ詮 明

サ レ,レ
0

9.肺 結 核 患 者 二於 ケ ル結 核 菌 菌 血 症 二就 テ

上 坂 竹 屹(金 澤 市若 松療 養 所)

演 者 ハ昨 年 來 結 核 薗 々血 症 二 就 テ 知 見 ヲ得 ル タ メ若

松 療 養 所 二於 ケ ノレ取 容 患 者 ニ ツ キ血 液 培養 調 査 ヲ行

ヒ シニ今 日マ デ ノ1・コ ロ全症 例108例 、培 養 同数160

何 中陽 性3例 ヲ得 タ。之 力"施行 二當 ツ テ徒 二追 試 ノ ミ

ニ 終 止 セ ズ、培 養 基 ノ選 澤 ニモ 注 意 ヲ携 ヒ、 陽 性 症 例

二就 テ モ些 力知 見 ヲ 得,レ 庭 が ア ヅ タ ・ ノ此 庭 二其/

大 要 ヲ報 告 ス ・レ次 第 デ アノレ、先 ヅ培 養 基 二就 テ ・・飯 淵

氏 法 ト共 二 次 デ キ ル ヒ 子 ル氏 液 状 培 養 基 ノ血 液 二 封

ヌ ルレ権用 ヲ試 ミtZ、由 來 此 ノ液 状 培 養 基 ハ結 核 菌 二i封

テ シ極 メテ確 實 ナ 比較 的 迅 速 ナ ル 獲 育 ヲ 見 ル培 養 基

タ ル事 ハ事 實 デ アルレガ、ソ ノ 尺血液 培 養 ヘ ノ鷹 用 ノ、日

モ 淺 ク今 日絵 リソ ノ報 告 力"ナイ。キ ノレヒ子 アレ氏 液 状 培

・養 基 二 ・・2種 ア リ、ノ＼型 薗 二適 ス ルSysernahrboden

1・牛 型 菌 二適 スノレMinassernahrbodenト7・"ア リー 面

此 レニ ョ リテ雨 型 ノ分 類 ノ補 助 トモ ナ シ得 ベ シ ト稚

一tiラvテ ヰ ノレ
。 余 ノ培 養 例108例 中2・r>例ハ飯 淵 氏 法

ノ ミニ ヨ リ、S3例 ・・同 時 二 飯 淵 氏 法 一 ヨ リテ 得 タ ルレ

Fibrinnetzヲ 集 メ 無菌 的 二Sysernahrboden二 移 セ

シ ナ リ。3例 陽性 ノ内1例 ハ飯淵 氏 法 ニ ヨノレモ ノニ テ

2例 ハ 液 状 壇 養 法 ニ ヨルレモ ノデ ア ルレ、 液状 培i養法 ハ

Fibrinnetzノ 悉 ク集 ノ得 ラ ノレ・便 コtガ ア ル、然 シ飯淵

氏 法 ニ ヨルレ1例 モ液 状 培 養 法 一 ヨ レ アレ1例 モ 約3週

間 二 立派 ナColonieヲ 認 メzaノ デ此 ノ鮎 優 劣 ・・ナ カ

ツタ、 他 ・1例 ・・Colonie塘 殖 ガ液 暗 濁 ノ タメ 明瞭

デ ナ ク沈 渣 捕 集 後 多数 ヲ認 メタ モ ノ デ アル.陽 性 症例

中1例 ・・末 期 ノ重 症 結 核 ナ リ シモ他 ノ2例 ハ輕 症 二

囑 ス,レ肺 結 核 及肺 門 結 核 粂 腹膜 炎 デ ア ツ タ.醗 ツ テ從

來 陽 性 ト報 告 サvシ 内 ニ モMakrocolonieヲ 認 メタ 】・

云 フ報 告 ハ極 ク少 ク、叉 人 告 シ ク ハ牛 結 核 菌 タ ル ヲ謹

明 セ ラ レ シモ ノ ・・更 二少 イ、私 ハ液儂…培 養 ノ陽 性 率 ガ

諸 家 ノ ソ レヨ リモ 人 型 菌 獲 育 一 圭 ト シテ適 ス ノレ ト云

フ培 養 基 ノ如 上 ノ性 質 カ ラ必 シモ 少 イ ト思 ・・ナ イ ガ

是 等 ノ鮎 二關 シ テハ 更 二 例 数 ヲ 重 子 タ上 デ ナ ケ レバ

明 言 出 來 ナ イ。爾 陽 性 症 例 ガ反 ツテ寧 ロ輕 症 者 二認 メ

ラ レシ事 ハ報 告 二債 ス ルレト思 フ。

10.肺 結 核 患者 ノ尿 中 二於 ケ ル結 核 菌

ノ楡 索 二就 テ

井 高 伺 夫(慈 悪 大 内科)

健 腎 ヨ リ細 菌 ガ排 出 サ ルレ・ヤ否 ヤ ニ 關 シテ ・・多 数 ノ

實 験 が行 ハ レツ ・ア,レモ未 ダ 諸 家 ノ論 誼 ノー 致 ヲ見

ザル 次 第 ナ リ。

結 核 薗 二關 シテ ハ先 二本 學 會 二於 テ 谷 澤 氏 ・・健 康 ナ

,レ「モ ノレモット」二結 核 菌 ヲ注 射 シ、 薗 ノ腎臓 ヨ リ排 出

サ ルレ ・状 態 ヲ検 シ、病 腎 二於 テ ・・多 数 ノ薗 ヲ排 出 シ腎

組織 ノ著 明 ナ ル攣 化 ナ キ場 合 モ菌 ノ排 出 ヲ 否 定 シ能

・・フごト結 論 サ レタ リサ テ 然 ラ バ 臨 抹 上 腎臓 結 核 其他

ノ腎 臓 疾 患 ヲ否 定 シ得 ノレ肺 結 核 患 者 ノ 尿 中 二結 核菌

が排 出 サ ルレヤ否 ヤ ニ關 シテ、ダイ ス ト博 士 ハ圭 トシ テ

外 科 的 治療 ヲ加 ヘ ラ レタ ル、 肺 結 核 患 者31例 二就 テ

培 養 及 動 物 實 験 ヲ行 ヒ、12例 ハ ソ ノ尿 中 二結 核 薗 ヲ

謹 明 セ シ コ トヲ報 告 セ リ。 余 モ亦 本 問題 二 關 シ テ、興

味 ヲ有 シ、 我 慈 悪 會 讐 院 、結 核病 棟 ノ患 者 ニ シテ内科

的 治 療 ヲ加 ヘ ラ レタ ル モ ノ ニ就 キ 昨 年 來 ダイ ス ト氏

ト同 様 ナ ノレ方 法 ヲ以 テ各 く1例 二就 キ 各 く23日 間、

各 日 ノ全 尿 ヲ集 メ ソ ノ沈 渣 ヲ ト リ培 養 及 染 色 標 本 ヲ

作 リ、 實 験 シ得 タ ノレ成 績 ヲ本 學 會 二 於 テ 號 表 セ ン ト

ス ル モ ノナ リ。

10二 劃 ス ル追 加

氏 ノ講 演 ハ非 常 二面 白 ク邦 聰 致 シマ シタ.

僚 友,佐 藤 榮 君 ・・Deistノ 方 法 ニ ヨ ラ ズ ニ、 集 菌法

ヲ考 案 シマ シタ、ソ ノ力 法 ・・尿20cq-10%ノ 硫 酸10

c.αヲ加 へ、更 二之 レニ脆 汁2c.c.ヲ 加 ヘ テ30'放 置 シ、

・遠 心 シテ ソ ノ沈 渣 ヲ銀 杏 培 地 二塗 ノレノ デ ア リマ ス。氏

ノ方 法 ニ ヨ リマ ス ト屡 く重 症 肺 結 核 患 者 ノ末 期 二、流

血 中 二結 核菌 ヲ謹 明 サ レナ イモ ノデ モ尿 中 二 結 核 薗

ヲ謹 明 サ レ タ ノデ ア リ マス、 ヨ ツテ恐 ラ クノ・健 腎 カ ラ

モ 出 テ來 ル ノ デ ハナ イカ ト思 ヒ マ ス、一 言 追 加 シテ オ

キ マ ス。(小 川 辰 次)

11.献 酬 ニ ヨ ル結 核 ノ傅 染

本 間 英 史(東 京)

我 ガ國 古 來 ヨ リ ノ習 慣 デ ア ル獄 酬 、郎 酒 盃 ノ交 換 ニ ヨ

ツ テ、 病 氣 結 核 ・・、 廓 染 セ ラ1レ ・モ ノデ ア ァレカ ドウ

ヵ、私 ハ此 疑 問 ヲ解 決 ス)レ事 ・・、 結 核 ノ、 諸 般 ノ疫 學

的 事 情 ヲ悶 明 スルレ上 二、肚 會 的 ニモ學 術 的 ニ モ大 二必

要 ナ事 ト考 へ此 實 験 二.著 手 シタ ノデ アノレ。

共 結 果 ノ・若 シ、 開 放 性 結 核 患 者 ガ ア ツ ア、結 核 歯 ヲ、

共 喀 疲 中 二、 時 々誰 明 シ得リレが如 キモ ノ ニ於 テ ・・、其

者/ロ ニ セ ル酒 盃 ハ、共 内容 ノ日本 酒 叉 ハ之 ト同 等 以

下 ノ酒精 量 ヲ含 有 ス ノレモ ノナ ル 限 リ、之 ヲ受 ケ タ第 二

人 者 二、 少 ナ ク トモ 、結 核 菌 ヲ、 感 染 力 ヲ有 スノレノ状
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態 二於 テ移 行 セ シ ムノレモ ノデ ア ノレ事 ・・確績 デ ア ツ テ、

有 菌 開放 性 結 核 患 者 ト、 酒 盃 ノ交換 ヲ行 フ事 ハ、甚 ダ

シ キ危 瞼 二暴 露 セ ラ レテ 居 ルレモ ノデ アル事 ヲ言登明 シ

タ^

而 カモ共 危 瞼 ノ程 度 ハ、 甚 ダ高 ク、献酬 當 日 二於 テ、

共 患 者 ノ喀13沖 二、結 核 ノ陽i≠ヒヲ 見 ・レが如 キ場 合 二於

テ ハ、共 患 者 ノロ ニ セ ノレ酒 盃 ノ、 約40乃 至50%ノ 高

率 二於 テサ へ、結 核 菌 が感 染 可能 ノ有 様 二 於 テ、 甲 ヨ

リ乙 二移 行 ス ル モ ノデ アルレ事 ヲ、言登明 シタ ノデ ア ル。

11二 射 ス ル質 問 糸 川 欽 也

動物 實験 二 於 テ結 核病 墜 ノ「±1ト イフ コ ト・・ドウ イフ

病 攣 デ ア リマ ス カ。

12・ 「ク ル。プ」性 肺 炎 蛇 二肺 結 核 患 者 ノ喀

疲 ヨ リ分 離 セ シ肺 炎 墜 疎 菌 二就 テ

小 野 博(大 阪帝 大 留 學 部 今 村 内 科)

實 験 方 法

「ク ル
ップ」性 肺 炎 ノ患 者材 料 ハ 昭和7年4月 以 降 ノ今

村 内科 入院 患 者及 大 阪 市 内 ノ病 轡 院 ヨ リ蒐 集 シ タルレ

モ ノ ニ シテ肺 結 核 患 者 ハ 全 テ 昭 和6年4月 以 降 ノ今

村 内科 入 院 患 者 ヨ リ之 ヲ選 べ リ。喀 疾 ノ槍 査 ハ2日 乃

至5日 ノ間 隔 ヲ以 テ数 同 乃 至 数10同 施 行 シ早朝 含漱

後 滅 菌 「ベ トリー ・シ ヤー レ」二喀 出 セ シモ ノヲ直 チニ

實 験 二供 シタ リ。喀 唆 ハ 白金 線 ヲ以 テ分離 シ ソ ノ中 心

部 ヨ リ小 指 頭 大 ノ粘 液 或 ・・膿 様 部 ヲ探 リ「コッホ」北 里

氏 法 ノ攣 法 ナルSchroeder-Mennesノ 喀 疾 洗}條法 二

慣 ヒ滅菌 生理 的食 璽水 ヲ以 テ 試験 管 ヲ替 ヘ テ洗 瀞 液

ノ透 明 トナ ノレ迄 少 ク トモ6同 振 盆 洗 潅 シ周 園 ノ 上 氣

道 ヨ リノ分 泌 物 ヲ除 去 シテ所 謂 肺疾 ヲ得、 ソ ノー 白金

耳 ハ 直 チニ1%葡 萄 糖 加家 兎 血液 寒 天 ノ 不 板 培 地2

枚 二塗 擦 培 養 及 染 色 標 本(チ ー ル、 子 ルレゼ ン、 グ ラ ム

及 き 一 ムザ氏 染 色 法)ヲ 作 製 シ淺部 ・・食 聴 水 「エ ムルレ

ヂ オ ン」トシテ ソノ0・5αc.ヲ15瓦 内 外 ノ 廿 日鼠 ノ腹

腔 内 二注 射 セ リ。培 養 ハ血 温 ニ テ21乃 至49時 間後 二

槍 シテ肺 炎 墜球 菌 ト 目 セ ラルレ ・集 落 ヨ リ純 粋 培 養 ヲ

得 一 方 廿 日鼠 ノ弊 死 セ シ モ ノ ハ ソ ノ心臓 血液 及 脾 臓

nリ 培 養 ヲ行 ヒ之 モ 亦喀 疾 ヨ リ ノ純 梓 培 養 ト同様 二

10乃 至15瓦 ノ 廿 日鼠 ノ腹 腔 内注 射 ニ ヨル最 小 致 死量

ヲ測 定 セ リ。 叉 分離 菌 二就 テ ・・グ ラ ム氏 染 色 法 、動 物

盟 内 二於 ケ ルレ英 膜 形 成 、膿 汁 溶 解 現 象 及 「イ メ リ ン」分

解 能 力 ヲ検 シテ 「フ レ ンケ ルレ、ワ イク ゼ ルレバ ウム」ノ肺

炎讐 球 菌 ナ ル コ トヲ決 定 セ リ。更 二菌 型 分 類 ハ試 験 管

内凝 集 反 慮 二擦 リ、之 二使 用 セ シ免 疫 血清 ・・笛染 病 研

究 所 ヨ リ分 譲 セ ラ レ シ ロソク フエ ラー研 究 所 所 藏 ノ肺

炎墜 球 菌 第1型 、第ll型 及 第 皿型 ヲ以 テ製 セ シ家 兎 免

疫 血清 ニ シテ ソノ凝 集 債 ・・第1型800倍 、第 皿型 及 第

皿型 ハ夫 々400倍 稀 繹 ナ リ。

「グ ル
ップ」性 肺 炎 患 者 ノ喀褒 ヨ リ分

離 セ シ肺 炎 墜 球薗

「ク ルップ」性肺 炎 患 者132例 ノ喀疾 ヨ リ分 離 セ シ肺 炎

墜 球 菌 ノ菌 型雄 二死 亡例 ハ 次表 二示 スが如 シ。

「ク,レップ」性 肺 炎 二於 ケ ル肺 炎 墾 球

菌 蛇 ニ ソ ノ死 亡 率

＼
、 薗 型

類 別 ＼ ＼
「ク ノレップ 」

性 肺 炎例 数

百 分 率

死 亡 例 数

各型二於ケ,レ
死亡百分傘

第1型

67

50.S

16

23.9

第 π型

34

25.7

9

26.5

第皿型

8

6.1
一 ぢ一

62.5

x刷 鋤

23

4
●71

7

30.4

肺炎患者死亡例 ト菌毒力

1

10

3

37:
1≒2

M.LD
(mg)

10-5

10曹一4

10-3

10-2

10-1

0.2

0..5

計

各 菌 型 菌 株 職

・ 型1皿 到 皿 到x属

21

1
　 　 　 　　 　 　 　 　　

3

6

1

り∂

の
冒

0
ヨ

0
0

3 0
召 1

1

16 9 5

3

1

1

の
召

7

而 シテ是 等 ノ内他 ノ菌 型 株 ト混 合 セ シ モ ノ6例 ア リ。

即 チ

第1型 トX團 ノ混 合2例

第 江型 トX厩 レ 混 合3例

第 皿型 ト築H型 ノ混 合1例 ナ リ。

爾 昨年 來 ノ「グ リッベ」流行 時 二 得 ラ レシ「の レップ」性

肺 炎 中 プ.イ フェノレ氏 菌 ・混 合 セ シモ ノ9例 ア リ。

肺 結 核 患 者喀 疾 ヨ リ分 離 セ シ肺 炎 讐球 菌

肺 結 核 患 者 ニ シテ ソ ノ喀 疾 中 ニ ー過 性1又 ハ 月鯨 二亙

リテ結 核 薗 以 外 ノ随 件 細 菌 例 ヘ バ 、連 鎮 状 球 菌 、 葡 萄

朕 球 薗 、 肺 炎 墜 球 菌 或 ハ プァイフェ,レ氏 「イ ンフ ル エ ン

ザ」薗 等 が多 数 二出 現 ス ルレコ トア リ。 而 シ テ是 等 ハ無

害 ノ寄 生 細 菌 トシ テ存 在 ス ル 場 合 ト何 等 カノ機 會 二

於 テ 人膿 二i封スル病 原 性 ヲ得 テ 呼 吸 器 二炎 衝 ヲ來 シ
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一 過 性(急 性)或 ・・慢 性 ノ混 合 感 染症 状 ヲ呈 シ テ結 核病

竈 二悪 影 響 ヲ與 へ 或 ・・患 者 ノー般 状 態 ヲ不 良 二導 ク

ガ如 キ場 合 ア リ。

余 ノ肺 結 核 患 者250例 二就 テ 検 索 セ シ虜 二擦 レバ喀

疾 中 二随 件 細 菌 ノ 陽 性 ナ リ シモ ノ107例(42.8ク 。)ニ

シ テ コ ノ内 肺 炎 讐 球 薗 ハ63例(25.20の 即 チ随 件 細 菌

ノ58.9%二 及 ブ高 卒 ナ リ。之 ヲ表 示 ス レバ次 ノ如 ン。

喀 褒 中 随 件 細 菌 陽 性 者

検 査総 倣250例 中107例(42,876)

薗出現
＼ ご状態

、、

出現菌 ＼＼

混合感染
症状 ヲ猷
除セルモ
ノ

急性混/陵1生混
合感染合感染 計

各 種 ノ 細 菌'(
肺炎球 ヲ含ム)

19

7.6% 、2119」2毘
1

107

428%

肺 炎 墾 球 薗
12

4.8% 6119]、411ヲ6
63

25,296

吸 引 性 肺 炎 等 ノ成 因 二就 テ ノ・Cumming・ ・連 鎮 状 球

菌 二注 目 シKrasujanskij,Verdina,Finkel等 ・・肺 炎

璽 球菌 ノ 混合 感 染 二重 鮎 ヲ置 ケ リ。 余 ・・肺 出血 患 者

120例 二就 テ検 セ シ ニ喀 血 後 二混 合 感 染 ヲ認 メ ンモ ノ

83例(69.2ク6)ニ シ テ ソノ内61例(58.3%)・ ・肺 炎 璽i球

薗 二因 ルレ混 合 感 染 ナ リ キ。而 ン テ肺 結 核 及 肺 出血 患者

二 出現 ス ノレ肺 炎蔓 球 菌 ・・次 表 二示 ス が如 ク 「ク ル,プ 」

性 肺炎 二於 ケ ル モ ノ ト異 リテ本 型 菌 二 少 〃X閣 二多

シ 。

菌 出 所I

l

}肺 炎璽球菌薗型
菌株藪

』一一『

63

1 皿 皿
一 一 一 一 一

3

4,796

X團
… 沁

46.1%
肺 結 核
患=者喀疾

13

20,6ク6

一i

8

28.5%

喀血患者
喀 疲

16

26.2%

14

22.9%
・1.ぞ196 611

伺 肺出血患者ノ喀血後二於 ケル結核病竈 ノ進展或ノ・ 爾是等肺炎墜球薗 ノ毒力ハ次表二示スガ如シ。

肺 炎 些 球 菌 毒 力

10-15g「 ーマ

ウ ス 」 腹 腔

内 注 射 ニ ヨ

ルM.L.D.

(mg.)

10-5

10-4

「クルップ」性 肺 炎 患 者

1型 ∬型 皿型X罵

肺 結 核 患 者 喀 血 患 者

1型il型 皿型 覇1型 哩1哩 瑚

0
召

11 311
10-3 9 6 4 O

」

10-2 2212 2 3

1 1

0
4

1

10-1 14 7 1 6

1 0
ヨ 1 1

2 7 5 3 0
ヨ

8 6 9 4 7

0.2 3 3 4 1 1 0
召 2 1 1'

0.5 0
ヨ

0
召

0
ヨ 1 0

召 1 3 3

2.0 ⊥ 3 3 4 4 6

無 毒3
1

1 312 31 6 3 1 i11
累
計
各型67 34 8

123巳
3

}

18i3 29 16 14
i
O131

薗株翻13263 61
1

而ンテ「クルップ」性肺炎二於テ菌毒力 ト登病性、萄型

ト死亡率及死亡7例 ト菌毒力 トノ關係 ヲ見ルニ強毒

薗必 ズシモ人謄二封 シテ重篤ナノレ症状 ヲ示サズ、ヌ溺

毒薗二依 リテモ重篤ナノレ症状 ヲ示 シテ死二到ラシム

ルコトアリ。故二「マウス」二封スルレ毒力ヲ以テ直チニ

人禮二封スノレ毒性 ヲ云 々スルコト能 ・・ズ。叉肺結核患

者二出現セル肺炎墜球薗二於テモ弱毒菌 ノ存在必ズ

シモ症状ヲ示サズ ト云フヲ得ザルナリ。肺結核並 二肺

出血患者ニンテ結核薗以外 ノ随件細薗就中肺炎璽i球

薗 二因ル混合感染 ・・高卒二存在スルが故二患者 ノ経

過 ヲ好韓 セシメ或 ノ・ソノ豫後 ヲ良好 ナラシメンが爲

二是等混合感染 ヲ誰明シ且之ヲ除去スル必要アリト

認ム。

本報告ノー部 ・・今村 ノ宿題報告中 ノ混合感染 二於テ

述ベラレタ リ叉表 ハ類似ノモノアルモ今村 ノ報告 ヨ

リモ例数墳加セ リ。

13.健 康者並二肺結核患者二於ケル「イン

7ル エンザ」」細薗學的研究

雀 夢 秀 墓(大阪献 騨 部今村内科)

實験方法

余等ハ昭和8年11月 上 旬ヨリ昭和9年2月 下旬迄二
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大阪地方二於 テ登生セシ「グリッペ」患者二就テソノ喀

疾 ヲ探取シ之ヲ滅菌生理的食鞭水ヲ以テ洗瀞 ン、ソノ

中心部ノ所謂肺疾 ヲ取 リテ培養、染色(プ ァイフェルレ,

グラム及 ギームザ氏染色法)並 二動物通過帥チ15瓦

内外ノ廿 日鼠 ノ腹腔内注射 ヲ行ヘリ。使用セシ培養

基ハ1%葡 萄糖加家兎血液寒天卒板並二肝臓 「ブイヨ
ロ

ン」ニ シ テ 血 液 寒 天 培 地/]枚 ・・空 氣 ヲ窒 素 瓦 斯 ニ テ

置換 セ シ硝 子罎 内 二 牧 メ テ嫌 氣性 培 養 ヲ行 ヘ リ。廿 日

鼠 ノ 弊 死 セ ンモ ノ ニ就 テ ハ ソ ノ 心血 及 脾 臓 ヨ リ前 記

ノ培 養 法 ヲ施 行 セ リ。

濾 過 性病 原 膿 ノ検 索 二就 テ ハ 「グ リッ・㍉ ノ定 型 的 ナ ノレ

症 状 ヲ示 セ ル10例 ヲ選 ビ ソ ノ喀 褒 二滅 菌 生理 的 食 囎

水 ヲ加 ヘ テ5倍 二稀繹 シ 更 二5分 ノ1量 ノ健 康 家 兎

血 清 ヲ加 へ 、450乃 至760粍 水 銀 桂 ノ陰 魅 ニ テ 「ベ ル

ケ フェル ド」濾 過 器 ノN及Wヲ 濾 過 セ リ。濾 法 ハ喀 疾 二

於 ケル ト同様 ノ培 養 法 ヲ行 フー 方 、1.Oc・α ヲ健 康 成 熟

家 兎 ノ睾 丸 實 質 内 二注 射 シ10日 目毎 二世 代 ヲ累 子 叉

0.esc.αヲ健 康成 熟海 狸 ノ 氣 僧;内 二 注 入 セ リ。 濾 過 性

1ヴィー・一一Jtzス」二 就 テ ・・余 等 ノ施 行 セ シ 方 法 ニ テ ハ之 ヲ

詮 明 ス,レ能 ノ・ザ リキ。

「イ ンフ ル エ ンザ」患 者 喀 疾 ノ培 養 成 績

大 正7年 ノ 「パ ンデ ミー」 ノ際 我 國 二於 テ 石 原氏 等 ハ

プァイフT一ルレ氏 菌 ノ検 出率68%ヲ 示 ン、 西 澤氏 等 ハ 瞼

鏡 的 二、36%培 養 上7.ろ%ヲ 示 セ リ。 而 シ テ多数 ノ

報 告 者 ノ・プァイ フ。ル氏 菌 ノ他 二肺 炎墾 球 菌 ヲ 高 率 二

検 出 セ リ.余 等 ノ培 養 成 績 ハ次 表 二示 スが如 ク ニ シテ

12月 中 旬 ヨ リ1月 中旬 二至 ルレ「グ リッペJ流 行 ノ極 期 ニ

ア リテ ・・プァイつ.,レ氏 薗 ヲ殆 ン ド純 粋 培 養 ノ獣 態 ニ

テ槍 出 シ得 タ ルレモ ノ90%以 上 二及 ベ リ。 尚 肺 炎墜 球

菌 ヲ稽1高 率 二認 メBernhardt,v.Wiesner等 ノ問

題 トセ ルDiplococcusepidemicusト 見倣 サルレ・モ ノ

3例 ζ2.2%)ヲ 得 タ リ。 而 シテ喀 啖 中殆 ン ド細菌 ヲ認

メ ザ ル モ ノ11例(7.9%)ナ リ。

「イソ フル エ ンザ」患 者喀 褒 ノ培 養 成績

ン
梓

ノ

殆
純
養

ノ

菌
ド
培

モ

プア氏 プア氏肺轡

純

養

ノ

ド
培

モ

ン
粋

ノ

肺
球

ノ
セ
ノ

及
墜

等
合

モ

菌
炎
菌
混

ル

球菌殆騨1総

實 婁女(
138)

93 23 8 3 11 116

百分卒 67.4 16.6 5.8 2.2 7.9 84.1

肺 結 核 ト「イ ンフ ルレエ ンザ」トノ關 係

肺 結核 二於 ケ ル混 合 感 染 トシテ「イ ン フ ノレエ ン ザ」ノ之

二及 ボ ス影 響 二就 テ ハ「イ ンフ ル エ ンザ」流 行 ノ年 次 ト

報 告 者 トニ ヨ リテー 致 セ ザ ルレが 如 キモ女 獄 ヲ 按 ズ ノレ

ニ大 膿 二於 テ1889年 度/大 流 行 時 二 ・・肺 結 核 患 者

ノ 「イ ンフルレエ ン ザ」罹 患卒 及死 亡 率 ・・高 度 ナ リ シモ

1919年 度 及 ソ ノ後 数 同 ノ小 流 行 二 際 シテ ノ・肺 結 核 二

封 シテ危 瞼 ナァレ影響 ヲ及 ボ サ"リ シ場 合 多 キ ガ如 シ。

今 同 ノ 「グ リッペ」流 行 時 二於 ケ ルレコ ノ 間 ノ消息 ヲ識 ラ

ゾ1・欲 シ テ余 等 ・・先 ヅ昨 年12月1日 ヨ リ今 年3月20

日二至,レ今 村 氏科 外 來 患 者約1000名 ノ内 ヨ リ臨 抹 的

蛇 二X線 梅 査 上 確 實 二 肺 結 核 病 竈 ヲ有 ス ルレモ ノ ニテ

「グ リッペ」流 行 時 二定 型 的 ノ感 冒症 状 ヲ伴 ヒタ リ ト云

フ病 歴 ヲ 有 スルレ93例 ヲ得 テ 調 査 セ シ ニ ソ ノ内8例

(8.6%)二 活 動 性 肺結 核 ヲ認 メタ リ。 仰 千、

右 鎮 骨 下 早 期 浸 潤1例

右 鎮 骨 下 早 期 空 洞1例

肺 上 葉 ノ滲 出型 結 核2例

肺 尖 結 核 ニ シテ氣 管枝 炎 ヲ合併 セ ル モ ノ4例

_シ テ是 等 ハ果 シテ 「グ リツペ」ガ誘 因 ト+リ テ肺結 核

ガ活 動 化 セ シヤ不 明 ナ ル モ其 後 ノ 経 過 ヲ 槻 察 ス ル ニ

急 激 ナ ル進 展 ヲ示 サ 、リレモ ノ ・如 シ。

次 二昨 年12月1日 ヨ リ今 年3月20日 迄 ノ 今 村 内 科

入 院 患 者 ノ内 ヨ リ肺 結 核 患 者182名 二就 テ 調 査 シ タ

ルレ庭 二擦1ノ バ

定 型 的 ノ「ヅ リッペ」二罹 患 セ シモ ノ

4例(2.2%)

上 氣 道 ノ加 答 見症 状 ト共 二高 熱 ヲ件 ヒ シモ ノ

6例(3.3%)

帥 千感 冒症 状 ヲ件 ヒ シモ ノ10例1:5.5%)ナ リ。

是 等 ノ内2例 ハ 既 二重 症 患 舌ニ シテ 肺 結 核 ノ経 過 二

及 ボ ス影響 二 就 テ 云 々ス ァレ能 ハ ザ ルレモ他 ノ8例 二於

テ ノ・悪 影響 ヲ及 ボ サ ・"リキ。

.又慢 性 混 合 感 染 ト認 メ ラノレ ・モ ノ、即 チ喀 疾 ノ培 養 上

1箇 刀 以 上連 績 的 ニプァイフ.JL/氏 菌 ヲ認 メ時 二:;s度

内 外 ノ中 等度 獲熱 ヲ件 ヒ シモ ・9例 征 執 ノモ ノ1S例 、

合 計27例 ニ シテ之 二感 冒症 状 ヲ 呈 セ シ モ ノ ヲ加 フ ・/

バ37例(20.3%)ナ リ。之 ヲ 「グ リッペ」ノ非 流行 時 帥 チ

今 同 ノ 流 行 以 前 二調 査 セ シ 塵 二擦 レバ250例 中喀 疾

ノ培 養 上 プγイ フ、,レ氏 菌 ノ慢 性 混 合 感 染 ト認 メ ラ レ

シモ ノ23例(9.2%)ニ シテ 「グ リッペ」流 行 時 蚊 二流 行

直後 一 ・・肺 結 核 患 者 二於 テ モ プ7イ フ=:.ルレ氏薗 ・・随 件1

細 菌 トシ テ ノ 出現 率 ヲ高 ム ル モ ノ ト認 メ ラノレ。而 シテ
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是 等 ノ 慢 性 混 合 感 染 例 二於 テ ハ肺 炎 些 球 薗 等 ノ混 合

感 染 例 二比 シテ肺 結 核 二封 ス ル 影 響 ハ 概 シテ不 良 ナ

ラ ザ,レモ ノ・如 シ。 次 表 ハ 「グ リッベ」及肺 結 核 患 者 ヨ

リ分 離 セ シプァイ.亙 氏 薗 ノ 廿 日鼠 ノ腹 腔 内 注 射 ニ

ョ ル最 小 致 死 量 ヲ示 ス モ ノニ シテ 「グ リッペ」二於 ケ,レ

モ ノニ於 テ ソノ毒 力 強 キ ガ如 シ。

プァイ フェル氏 菌 ノ毒 力 試 験

菌
＼ 出

＼ 所

　

10-15g.＼ 、「
マ ウ ス 」.

二封 ス ル ＼

M.LD.

識 「(mg・)

弄

一1£

無 毒

累 計

肺患感
結者冒

核 ノ

定〆

型 リ

π
的_

1

加

答

見

上

氣

道

ノ

1

り01

10

10
副

64

01

合
感
染

慢
性
混

有

熱

〇
三

無

熱

0
0

1

3

11

81

8

-

一
生

2

一
9

1

健 ノ リ

康 「,と
者 グL

純現
粋セ
培ル
養モ

訂

他 合
ノ・セ

細,レ

薗 モ
トノ

混

14 3

27 11

25 6

6 2

21 1

93 23

116
ト

余 等 ノ 検 索 ニ ヨ レバ今 同 ノ 「グ リッペ」流 行 二 於 テハ

プ。イ フヱル氏「イ ソ フル エ ンザ」薗 が喀 疲 中 ノ主 要 細 薗

ナ リシ モ ノ ト認 ム。

肺 結 核 患 者 ノ「グ リッペ」二i封ス ルレ罹 患 率 ハ低 ク特 二入

院 患 者 二 於 テハ 外 界 ヨ リ隔 離 セ ラ レタ ル コ トガー 因

子 ナ リ シナ ラ ン。叉 肺 結 核 二於 ケ ノレ「グ リッペ」蛇 ニ プァ

イ フェ,レ氏 薗 ノ混 合 感 染 ハ ソ ノ経 過 二封 シテ 悪 影 響 ヲ

及 ボ サ ・っレモ ノ ト思 惟 セ ラ ♪レ。

2.補 膿 結 合 反懸

14.實 験 的 家 兎 結 核 二關 ス ル研 究

第 一 報 血 清 學 的反 癒 二就 テ

控 」木m--il「e(金澤獣 谷野内科)

余ハ家兎二結核薗ヲ感染シ、其 ノ病攣進行二件フ生物

學的諸攣化ヲ検索シ血清反磨(圭 トシテ補禮結合反磨)

二於テノ・次ノ如 キ成績ヲ得タリ。

(1)結 核 菌「エキス」ヲ圭成分 トセノレ抗原 ヲ以テ行ヘル

補膿結合反臆iノ號現期ハ感染後亭均16日 ニシテ、 ソ

レ以後生存期間中一程度ノ結合債ヲ持績 セリ。而 シテ

反磨ノ號現蛇二反磨度ノ強弱 ハ共 二家兎 ノ病理學的

攣化ノ進展 ト極 メテ良ク並行セリ。

(2)家 兎結核血清 ト「ワッセ,レマン」反慮用抗原 トノ補

盤結合反旛・・弱陽性 二現 レ・事 アレドモ、被瞼血清 ヲ

65度 二加熱スル時・・反慮消失,ス。倫徽毒沈降反慮モ確

實ナルレ陽性成績 ヲ認メザリキ。

(3)結 核菌「エキス」ハ徴・毒家兎血清 トモ弱度ナがラ陽

性反窓 ヲ呈ス。

(4)結 核家兎血清 ノ結核菌「エキス」二i封スル「レアギ

ン」ハ熱抵抗性 ヲ有ス。

(5)結 核家兎血清中二骸現スル「レアギン」ハ薗膿、菌

蛋白並二「リポイ ド」性分ヲ以テ交錯吸牧試験 ヲ行 フニ

「リポイ ドJト密接ナルレ關係 アルレヲ知 リ得タリ。

15.Witebsky,Klingenstein及 ビKuhn

氏結核補膿結合反憲二就 テ

青 木 義 勇
都 富 亭(長 崎轡大細菌)
花 城 純

本反慮 ノ抗原ハ結核薗 ノ酒精不溶性「ビリヂン」可溶性

「アセ トン」不溶性「ベンツオール」可溶性部分二「レチ

千ン」ヲ添加セノレモノニシテ、原著者等二擦 レペ 共

反磨術式(抗原稀繹法)ト相侯チ結核抗膿 ノ詮明二最適

ナル ト共 二、從來至難 トセラレ・タノレ旦氏反磨物質ヘノ

非特異性反慮ヲ清解 シ得ベシトイフ。演者等ハ253ノ

結核血清(肺 結核153、 海軍胸膜炎61、 肺尖加答見、

慢性氣管枝炎41、 外科的結核8)及 野照血清(徽 毒血

清39、 健康血清33)二 就 キ施行・y4z)レ本反鷹 ノ追試成

績 ヲ基 ゲ、併 セテ同時二検シタル数種 ノ豫後剣定的諸

反磨血球沈降速度、血液滴像、コスタ反慮、高田反磨、

ウェル トマン血清凝固反磨、血清「リパーゼ」)及ビ「ツ

ベ,レクリンアレルレギー」トヲi封比考按 シテ本反磨 ノ意

義 ニマデ言及スル トコロアラントス。

猶ホ癩血清 二於ケル本反晦、癩結節二就キ本抗原製法

ヲ轄用セノレ青木及村尾 ノ業績、蚊二抗酸陛菌分類二慮

用 シ得ベキヤノ可能性 二就キ附設ス。

16・ 大塚健康相談所來訪者"・v結核補胆

結合反意成績

嘉 罪 髪 糞(大塚麟 相談所)

余 等 ハ鴻 上 氏 法 ニ ヨ リ結 核補 膿 結 合 反 晦 ヲ 行 ツタ 成

績 ハ次 ノ如 クデ ア)lz。 肺 結 核 患 者515名 中 ツ ル バ ン、

ダ座 ・・)Lttト分類 二;Jレ 第1期 患 者198名 中陽 性 者・'

145名73・2%、 第2期 患 者221名 中 陽11生者 ・・177名

80・1%、 第3期 患 者83名 中 陽 性 者72名S6 .5%ZF均

76・5%ノ 陽 性 傘 ヲ 見タ .ヌ 熔 疾 中 二 結 核 薗 ヲ謹 明
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セ ルS3名 中補 禮 結合 反 慮陽 性 者 ノ・72名86.7%ヲ 得・

タ リ。 更 二微 熱 ア リ、咳漱 喀 疲 ア リテX線 所 見 二著 ン

ク攣 化 が ナ イ ガ結 核 疑 似 者229名 中補 罷 結 合 反 臆 陽

性 者 ハ116名 帥50.7%ヲ 詮 明 シ得 タ。此 内f)〉"・'・]レク

リン」反鷹 陰性 者 が31名 ア ッ テ 中補 膿 結 合 反 鷹 陽性

者 が17名51.8%ア ツ タ.自 畳 的 ニ モ他 昼 的 ニ モ何 等

異 常 ノナ イ者217名 二就 テ補 盤 結 合 反 庶 ヲ 試験 シタ

結 果42名17.O%ノ 陽 性 者 ヲ得 タ。 此 内 ニ モ 「ツ ベ

ノレ ク リ ン」陰 性 者63名 中補 膿 結 合 反 磨 陽 性 者 ハ8名

12.7%ヲ 得 テ居 ル。 要 ス ルレニ卵 黄 培 養 基 ヲ「ア ン チ ゲ

ン」トシ テ使 用 シタ ♪レ場 合 其補 禮 結 合反 鷹 ハ確 實 ナ所

デ86.7%ノ 陽性 率 ヲ示 シ叉 「ツ ベ ル ク リン」陰 性 健 康

者 ニモ ー一割 強 ノ 陽 性 傘 ヲ 示 シテ居 ル ノ ヲ見 レ・バ未 ダ

以 テ完 全 ト云 フ ヲ得 ズ。 一 層 ノ特 異性 ア ノレ 「ア ン チゲ

ン」ノ出現 ヲ望 ムモ ノデ ア ルレ。

17.補 膣結 合反 懸 ニ ヨル結 核 ノ血 清 學

的 診 断 法 二關 ス ル研 究

1.結 核 菌 培 養 濾 液 卜卵 黄 「レチ チ ン」k7混

合 液 ヲ抗 元 トセ ル補膿 結 合反 懸 二就 テ

潔 井額(麟 病研究所)

著着等ハ結核 ノ血清 二封 シ補膿結合反慮上比較的特

異的二反庶スル抗元 ヲ求メッ・アノレが今同ハ結核薗

培養濾液 ト卵黄「レチチン」トノ混合液 ヲ抗元 トセル補

盟結合反鷹ノ成績二就キ報告スベシ。

著者等ハ材料 トシテ傳研保存 ノ人型結核薗青山B菌

ノロングノ合成培地"於 ケノレ約3ケ 月 ノ培養濾液虹

二「メ)L/ク」ノ卵黄 「vチ チン」1%純 酒精溶液ヲ使用

シ、結核菌濾液ハ之 ヲ豫メ生理的食盤水ヲ以テー定二

稀繹 シ(1例 ヲ示メセバ18倍)ソ ノ10立 方糎 ヲ豫 メ前

記ノ「vチ チン」溶液0.6立 方糎ヲ入 レタル試験管(直

裡約2.5糎)ニ ナ,レベク急二加へ約30分 間室温二放置

シ然ル後抗元 トシテ使用ス。但 シコノ混和液ハニ輩位

ノ補盟二封 シテ結合下量 ガ丁度1立 方糎ナルコトヲ

標準 トセノレが故二結核菌ノ培養濾液二就テハ、ソノ製

品ノ異ノレニ從ヒ時 々ソノ稀繹度 ヲ攣更 スノレヲ要ス。爾

補膿結合反磨 ノ術式ハスベテブラウニング氏法 二 身

レリ。検査セル血清ハ圭 トシテ東京市大塚健康相談所

ノ患者血清ニシテ所長寺尾博士蛇 二新井學士 ノ好意

ニヨリ分與 ヲウケシモノナリ。

検査セルレ血清 ノ内著者等 ノ抗元 二i封シ陽性 ノ反慮 ヲ

示メシ且ッヲッセルマン氏反磨陰性ナル血清 二就 キ同

研 究 所 ノ臨 脈 上 ノ診 噺 ノ 結 果 ヲ 基 礎 トン(1)肺 結 核

(2)肺 門 淋 巴 腺結 核(3)肺 尖 結 極14)陳 奮肋 膜 炎(5)

結 核 以 外 ノ疾 患(但 ン徴 毒 、癌 、 癩 ヲ除 ク)叉 ・・著 明 ナ

,レ疾 病 状 態 ニ ア ラ ザ ルレモ ノ ニ大 別 シ 雨 者 ノ 成 績 ヲ比

較 セ ン ー 本 反 晦 ノ陽 性 率 ハ ソ レゾ レ(1)39例 ノ内

76.9%、(2)8例 ノ内62.5%、(3)13例 ノ内50%、

(4)36例 ノ内30.7%、(5)264例 ノ内9.4%ナ ルレ成

績 ヲ手11:タリ。

爾 本 反 慮 ト徽 毒 患者 血 清 トノ關 係 ヲ槍 索 ス ノレタ メ臨

抹 上 結 核 ヲ有 セ ブごン テ ワソセ,レマ ン氏 反 鷹 強 陽 性 ノ患

者 血 清 二就 キ本 反 晦 ヲ試 ミタ ル ニ、16例 ノ内81.2%

ノ陽 性 奉 ヲ得 タ ルレが何 レモ本 反 磨 ハ 弱陽 性 叉 ハ 中等

度 陽性 ニ シテ弧 陽性 ノモ ノ1例 モナ シ。

爾本 抗元 トペ ス レ ドカ氏 抗 元(大 塚 健 康 相談 所 製 造 ノ

モ ノ)ト ノ比 較 研 究 ト ンテ 同一 患 者 血 清 二就 テ雨 抗元

ヲ使 用 シ 補 盟 結 合 反 鷹 ヲ 試 ミタ ノレニ陽 性 率 ハ 略 ζ同

一 ノ成 績 ヲ得 タ リ。爾 本 抗 元 ・・癩 血清 二封 ンテモ 高度

ノ陽性 ヲ示 メ ス。

18.結 核補 腔 結 合 反 懸 ノ診 断 的 債 値 二就 キテ

川 上 三 景(東 京 市療 養所)

結 核 補 膣 結 合 反 磨 が論 断 上 鷹 用 シ 得 ル範 園 二 到達 セ

ル ノ・Wassermann,Besredkaノ 凝 表 以 來 ニ シテ、 近

クノ・鴻 上 、Neuberg,Klopfstock,Witebsky,Klingen-

stein等 ノ研 究 ニ ヨ リー段 ノ進 境 ヲ來 セ リ。此 反 慮 ノ

債 値 ・・1二 「ア ソチ ゲ ン」如 何 ニ ヨルレ事 ・・勿 論 ニ シ テ、

今 同 余 ハ先 ヅ結 核 薗 卵 黄 培養 ヲ「ア ンチ ゲ ン」トシ テ健

康 者蛇 二結 核 患 者 二試 ミテ 共 診 噺 的 償 値 ヲ批剃 セ リ。

本 「ア ンチ ゲ ン」二nリ 東 京 市 療養 所 入所 患 者(725名)

ヲ試 ミタ ルレニ其 陽性 卒62.2%ナ リ、 之 レガ ヤ ・低 率

ヲ示 ス ハ診 断 確 定 ノ爲 、輕 症 患 者 ヲ多 ク選澤 セルレ事 が

影 響 セ リ。

封 照 ト シ テ 同所 看 護 嬬(262)二 試 ミタ ルレニ、 陽 性 卒

30・4%ナ ルレモ、 是 等 ハ大 部 分 弱 陽 性 反 雁 ニ シテ、中 等

度 以上 ノ陽 性 反 磨 ヲ呈 ス ル者 ハ非 常 二少 数 ナ リ、之 レ

ニ反 シテ患 舌二於 テ ハ 強 陽性 反謄iヲ 呈 ス ルレ者 多数 ナ

リ。

次 二臨 抹 的所 見 蛇 経 過 ヲ極 メ テ詳 細 二 観 察 シ得 タル

患 者(245名)ヲ 材 料 ト シ テ 次 ノ諸 鮎 二就 キ テ観 察 セ

リ。

(1)活 動 性 、 非 活 動 性 患 者 ノ比 較 、活 動 性 患 者 ハ 陽性

率77・5%、 非 活 動 性 患 者40%ナ リ、然 モ活 動 性 ノ者

ニ ハ強 陽 性 者 多 ク、非 活 動 性 患 者 二 ・・中等 度 以 上 ノ陽
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性 ヲ呈 ス ル モ ノ少 シ。此 非 活 動 性 患 者 ハ少 敬 ノ病 竈 明

カ ナ ラザ ルレ者 ヲ除 キ大 多数 ハ硬 結 型 「レ ン トゲ ン」像 ヲ

刀{ス モ ノナ リ。

(2)開 放 性 結 核 。 高 度 ナ ルレ陽性 率(S2.2%)ヲ 示 ス。

(3)「 レン トゲ ン」像 トノ關係 。 滲 出型 ノ者 、病 竈 ノ廣

キ者 程 陽 性 率高 度 ナ リ。

(4)赤 沈 反 鷹 トノ比 較 。 陽性 者 ニ ハ 促 進 セ ラルレ ・者

多 ク陰 性 者 二 ・・正 常 値 ノ者 多 シ。

(5)血 液 像 トノ關 係 。 陽性 者 ニ ハ 白血 球 核 左傾 高度

ナ リ。

(6)熱 及 ビ(7)登 病 時 期 ト ノ關 係 二 就 キテ ハー 定 ノ

關 係 ヲ見 出 ス事 ヲ得 ザ リキ。

健 康 者 二於 ケ ノレ補 膿 結 合 反 磨。

最 モ特 有 ナ ル ・・中等 以 上 ノ陽 性 者 ノ少 キ黒占ナ リ、弧 陽

性 者4名 中3名 ・・マ ンツ ー 反 磨 陽性 靱 化 後 間 モ ナ キ

モ ノニ シテ、之 レ ハ注 意 ス 可 キ朕 態 二在 ル 者 ト見倣 ス

可 キ モ ノナ リ。

(1)赤 沈 反 慮 ハ陰 性 者、 陽性 舌共 二 大 部 分(73%)正

常 値 ヲ示 ス。

(口)不 明 ノ薇 熱 ア ル 者 ノ・陽性 率 ヤ ・高 キ が如 シ。

(・・)不確 實 ナ ノレ臨 肱 的所 見 ヲ有 ス ルレ者 、結 核 性 疾 患 ノ

既 往 症 ア ル モ ノ、 「レ ン トゲ ン」ニ ヨ ツテ、肋 膜癒 著 、

横 隔 膜 蓮 動 制 限 ア ルレ者等 ・・然 ラザ ノレ者 二比 シ、ヤ ・陽

性 者多 キ カ ノ観 ア ルレモ ノ(ナル差 異 ナ シ。

結 論 。 補 罷 結 合 反 磨 ヲ活 動 性 結 核 ノ診 断 二 磨 用 セ ン

が爲 メ ニ ノ・ 其 「ア ソチ ゲ ソ」ハ活 動 性 結 核 二高 傘 陽 性

度 ヲ示 シ健 康者 二 最 低 陽性 率 ヲ 示 ス モ ノ ナ ラザ,レ可

カ ラ ズ。 然 ルレニ結 核 菌 ハ徴 毒 等 トハ 異 リ、健 康 成 人 ノ

大 部 分 ガ禮 内 二生 結 核 菌 ヲ有 シ、其 作 用 ニ ヨ リ、 種 々

ナ ル程 度 ノ生 物 學 的 反 鷹 ヲ惹 起 シ・テ、共 一 部 が抗 膿 産

亙 デ ア リ、共 吊 が一 程 度 二達 ンテ補 禮 結 合 反 鷹 陽 性 ト

ナ ル 、 一 方 二於 テ結 核菌 ノ・生 理 的 機 能 二障 碍 ヲ與 へ 、

共 度 或 閾 ヲ越 エ テ臨 脈 的 二認 識 セ ラ ノレ・モ、此2ツ ノ

生 物 學 的 攣i化ハ 必 ズ シ モ 併 行 ス ルレモ ノ ト瓜 惟 ス ルレ事

ヲ得 ズ、抗 膿 量 力"一定 度 以 上 二達 シ同 時 二所 謂 活 動 性

結 核 ナ ノレ獣 態 二蓬 セ ルレ者 が 同 反 慮 二診 断 的 債 値 ヲ與

フ ノレモ ノナ リ。故 二補 禮 結 合 反 慮 ノ成 績 剣 定 ニ ハー 定

ノ注 意 ヲ要 ス.

今 健 康膿 ト見 ユ ル者 ノi封照 例/陽 性 率 ハ30.4%ナ ル

ガ、之 レ・・ノく膿 二於 テ活 動 性 結 核 ヲ有 ス ル 者 ト見 ル事

ヲ得 ズ、今 弱 陽性 者 ヲ除 キ、 中 等度 以 上 ノ陽性 二償 値

ヲ置 ケ バ陽 性 率 僅 カニ7%ト ナ リ、然 モ此 大 部 分 ハ 多

少 ノ疑 ハ シ キ症 候 ヲ有 ス ル者 ナ リ、然 レ共 一 方 二於 テ

ハ、 患 者 ノ陽 性 卒 ・・56%二 下 降 ス。

以上 ノ事 ヨ リ本 「ア ン チゲ ン」二9リ 中 等度 以 上 ノ陽 性

反 磨 ヲ呈 ス ル場 合 ニ ハ 活 動 性 結 核 ノ 有 力 ナ ル根 糠 ト

ナ ス事 ヲ得 。然 レ共 陰 性 ノ場 合 ニハ 活 動 性 結 核 ノ存 在

ヲ否 定 スルレ事 ヲ得 ズ。

14→18二 封 ス ル追 加

東 北 帝 大 熊 谷 内科 赤 沼 茂 芳

補 禮 結 合 反 磨 二關 ス ル四 氏 ノ演 説 中 ニハ 各 種 製造 法

ニ ヨル「ア ン チゲ ン」ノ優 劣 ハ論 ぜ ラ レテ ヰル が、使 用

セ ル結 核 菌 ノ菌 二關 シ テ ハ不 明 デ ア ルレ。ン カルレニ人型

結 核 菌 二於 テモ菌 ニ ヨ リテ「ア ン チ ゲ ソ」性 が著 シ ク異

ル モ ノデ ア ルレコ トヲ附 記 ン、 臨 林 的 二用 フルレ「ア ンチ

ゲ ン」ニハ 各種 薗 株 ヨ リ得 タ ノレ結 核菌 膿 ヲ混 合 シ テ製

造 使用 セ 子バ ナ ラ ヌ。本 論 二關 ス ル詳 細 ハ明 日熊 谷 敏

授 ヨ リ明 示 ノ筈 。

赤 沼 氏 ノ追 加 二蜀 シ テ(1♪ 寺 尾 殿 治

大 塚 健 康 相談 所 二於 テ使 用 セ ルレ「アyチ ゲ ン」用 ノ菌 株

ハ 東 京 市療 養 所 磐 員 小 林吉 人 氏 が 牛 コ リ分 離 セ ル牛

型 菌Y、K株 デ ア ッ テ之 ヲ ベ氏 卵 黄 培 養 基 二1週 間培

養 セ ノレモ ノ ヲCア ン チ ゲ ン」トシ タ.同 株 ハ獲 育迅 速 ニ

シテ 且均 等 デ ア ルレ。之 ハ 陽 性 ヲ見 ズ率 ハ相 當 二多 イ が

報 告 ノ如 ワ結 核 感染 ノ謹 明 デ キ ナ イ例 ニ モ12.7%モ

ア ルレノデ臨 脈 上 診 噺 ノ補 助 トシテ之 ヲ 見 ノレノ ミデ夫

ノ ミ ヲ重 要親 シテ居 ノレノデ ハ ナ イ。叉 傳 研 デ併 試 シテ

頂 イタ成 績 ヲ 拝 見 ス ルレ ト人 型 株 一 ヨルレモ ノ ト殆 ン ド

ー 致 シタ成 績 ノ模 様 ナ ノデ吾 々モ 意 ヲ強 ウ シテ居 ル
。

赤 沼 氏 ノ追 加 二劃 シ テ(2)柿 下 佐 々木

使 用 致 シマ シタ菌 株 ハ 金澤 監 科 大學 細 菌 學 敏 室 ノ保

管 人 型 菌 株 デ ア リマス 。

赤 沼 氏 ノ追 加 二封 シテ(3)

東 京 市療 養 所 加 藤 三 郎

東 京 市 療 養 所 二於 テ川 ヒ タ ル結 核 補 膿 輔 向反 磨 「ア ン

チ ゲ ソ」ハ鴻 上 慶 次 郎 博士 ノ創 製 セ ルレ方 法 ニ シ テ、從

ツ テ同 氏 ノ多 年 、使 用 セ ルレ菌株 二 種 ヲ卵 黄 培 養 基 二掘

氏3S度 ノ艀 卵 器 中 二約26日 乃 至2S日 間 培養 ン此 間

時 々結 核 菌 獲 育 ノ程 度 ヲ検 シ 充 分 均 等 ニナ ツタ 際 二

之 レ ヲ取 出 ンテ規 定 ノ操 作 ヲ加 へ 調 製 セ ル モ ノ_シ

テ、毎 回 同一 程 度 ノ「ア ンチ ゲ ニ テ ー ト」ノ有 ル ヤ否 ヤ

ヲ確 定 シ得 タ ル後 常 二本 試 験 二使 用 ンツ ・ア リ、質 問

者 ノ云 ハ ノレ・如 ク使 用 ス ル 菌 株 二 俵 リ免 疫 元 トシテ

ノ債値 二大 差 ア ル モ ノナ ル 事 ・・本「ア ン チ ゲ ン」製 作 ノ



第5號 】 総 會 演 訊 要 旨 269

當 初 ヨ リ認 メ居 レ リ。

赤 沼 氏 ノ追 加 二劃 シ テ(4)

長 大 細 薗 青 木 義 勇

演 者 ノ使 用 セ ノレ抗 原 ハ左 ノ如 ン。

實 験 例 ノ大 部 分 ハWitebsky氏 ニ ヨ リ逡 致 ヲ受 ケ タ

)レOriginal-Antigenニ シテー 部 ノ、自家 製 抗 原 ナ リ。

自家 製 抗 原 ハ人 型 結 核 菌 三 株 、 牛 型 結 核菌 、鳥 型 結 核

菌、 「千 モ テー 菌 、口腔 ヨ リ培 養 匂 レ非病 原 性 各一 株

ナ リ。人 型 ノ三 株 及 牛型 菌 ・・抗 原 力Original-Antigen

ト同 様 ニ シテ、特 二菌 株 ノ選 揮i二留 意 ス ベ キ必 要 ア リ

トモ思 ・・vズ 。 但 シ鳥 型 菌 以 下 ハ稽R劣 ル。詳 細 微 生

物 學 會 二於 テ獲 ノミノ筈 。

3.療 養 所 建 築

19.結 核 療 養 所 建 築 上 ノニ 三 所 見

三 戸 時 雄(京 都 宇 多野 療 養 所)

文 献上 二墾 ゲ ラ レタ ルレ療 養 所 建 築 上 ノ 基 礎 要項 ヲ 参

考 的 二管 述 シテ、自 分 ノ経 験 上 是等 ノ要 項 中、本 邦 ニ

テ ・・夏 期 ノ通 風 ヲ最 モ考 慮 セ ザルレベ カ ラザ ノレ事 ト、放

熱 器 ヲ廊 下 側 ノ室 内 壁 二 接 シテ設 クベ キ事 等 二南 側

廊 下 ト北 側 廊 下 トノ使 用 目的 二就 イテ述 ベ ン トス。

特 別 講 演

20・ 「サ ナ ト リウム 」建 築 二就 テ

神 岡 三 郎(東 京 市 技 師)

1.敷 地

地 方 的 分類 都lliノ 郊 外 、海 岸 及 ビ高 原 敷地 ノ選 定

二當 ツ テ ハ地 方 的 分 類 ノ各 ニ ツ キ交 逼
、氣 象 及 地 形 ヲ

考 慮 シ更 二將 來 ソ ノ地 方 ノ獲 展 ニ ヨ リ「サ ナ トリ ウ ム」

建 築 ガ塵 埃 、 煤 煙 騒 音 ノ 害 ヲ 受 ク ノレ憂 ヒ ナ キ ヵ ヲ考

究 ス。

2.一 般 計 蓋

病 陳、 病 院 本 舘、 留 局 藥 局 、汽 罐 室洗 濯 場 ノ配 列 及 間

隔。敷 地 ノ廣 サ バ將 來 ノ増 築 ヲ豫 想 シ テ定 メ病 棟 が増

築 セ ラ レタ場 合 建 物 相 互 ノ交 蓮及 ビ 作 業 二支 障 ヲ起

サ ・s」plZヤウ計 鑑 ス 建 物 ノ配 置及 間 隔 ・・術'k條 件 ヲ浦

足 シ外 部 トノi連絡 及 内 部 ノ交 通 ヲ圓 滑 二 進 行 セ シム

ベ キ モ ノナ リ。

病 棟 ノ配 列 二於 ケ ル1パ ビ リnン 」式 ト集 團 式 ヲ比 較 シ

病 棟 内 二於 ヶ;レ作業 能 率 ヲ明 カニ ス。

3・ 病 棟及 病 室

探 光換 氣 充分 ニ ン テ 騒 音 ノ 妨 ゲナ キ ヲ理 想・トシ左 記

ノ事 項 二關 シ論 ズ。

1.病 症 程 度 及性 別 ニ ヨル分 類

鉱

翫

4

5
。

病室ノ形及面積 、1人 病室及大病室 ノ比較

日光浴室及「ベラソダ」

雛段式病室

憲ノ面積、種須及構造

4.建 築材料

木造建築 ト「コンクリー ト」造建築 ノ比較

室ノ種類ニヨル床壁天井ノ材料ノ特徴及適不適。

21・ 死結核菌、脱脂結核菌及結核菌類脂腔

注射二依ル「ツベルクリン=ア レルギー」

卜疑集素産生二關スル實験研究

籍 村詳 孝(大鮪 騙 究所)

試 験 動 物 ハ健 康海 狽 ヲ使 用 致 シマ シタ、注 射 材 料 ハ人

型 結 核 菌 ノ加 熱 死 菌及 同 型 菌 ・第 一 次「ア ノレコーリレ」、

第 二 次 「エー テ ルレ」使 用 ノ「ソク ス レ ト、月見脂 法 二依 ・レ、

完 全 暁 脂 菌 及 共 ノ 「ア ル コ ールレ」蛇 二「エ ー テ ノレ」移行 類

脂 膿 及 「ツ ベ ルレク ・ス ト・ ミ ソ」ノ五 禾重ヲ用 ヒ マ シタ。

分 量5・ 「ツ ベノレク ・ス}・Pミ ンJヲ 標 準 トシ テ、 「子 フ

ロメ ー一タ」及 福 原 菌 量 計 二依 リ各 抗 原 ノ1 。0%ノ 「エ ム

ルレジ オ ン」ヲ作 リ隔 日 二背部 皮 下 二各 液 ノ1.Oqα 宛 ヲ

注 射 致 シ マ ンタ(郎10mg宛 デ ス)。

最 後 注 射 後1週 間 、2週 間 及4週 間 ノ三 期 二別 ツ テ各

列10頭 宛 ノ試 験 動 物 ニ ッ キ 、ロエ ー マ氏 反 鷹 ヲ槍 シ、

ツ イデ各 動 物 ノ探 血 ヲ行 ヒ、「ッ ベ ノレク ・ス トnミ ン」

液 ヲ抗 原 トシテ、 凝 集 反 鷹 ヲ 検 シ次 ノ結 果 ヲ得 マ シ

タ。4週 以 後 ノモ ノ ニ就 テハ 研 究 中 デ有 リマス 。

第1週 二於 テ ハ 雨 類 脂 腫 及 余 ノ 脆 脂 菌 群 二於 テ ハ、

ロエ ー マ氏 反 鷹 陰 性 デ有 リ、 死 菌 及 「ツ ベ ルレク ロス ト

ロ ミン」群 二於 テ ハ亭 均 中等 度 ノ陽 性 ロ エ ー マ氏 反磨

ヲ示 シ マ シタ。凝 集 反 鷹 ハ 雨 類 脂 膿 群 二於 テ、微 カ ニ

之 ヲ認 メ、死 菌 群 二於 テ バ カナ リ著 明 ナ ノレ凝 集 反 鷹 ヲ

現 シ、余 ノ脱 脂 菌 群 ニ テハ 更 二 弧 度 ノ 反 鷹 ヲ呈 シ、

「ッ ベ ノレク ロス トロ ミ ン」群 ニ テ ハ是 等 ノ諸 群 中最 モ弧

度 ノ反 磨 ヲ呈 シ マ シ タ。

最 終 注 射 後2週 間 ノモ ノニ於 テ ノ・、類 脂腱 群 ハ何Vモ

ロ エー マ氏 反 慮 陰 性 デ 有 リマ ン テ、 「ツベ ノレグ ロス ト

ロ ミン」群 ノ牛数 ハ陰 性 、 牛 数 ハ強 度 二陽性 ヲ現 シ、

死 菌 群 及 余 ノ脱 脂菌 群 二概 シテ、中 等 度 ノ ロエ ー マ氏

反 鷹 陽 性 ヲ示 シマ シタ。凝 集 反 癒 ハ類 脂膿 群 二於 テ極

メ テ弱 度 ニ シテ、 余 ノ脱 脂 菌 群 及 「ッ ベ ノレク ロス トロ

ミン」群 ・・高 度 デ ア リ、 死 菌 群 ・・不1ヤミ其 ノ債 ヲ低 ク現

ン マ ンタ^
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次 二最 終 注 射 後4週 間 目 ノモ ノニ於 キ マ シ テ ハ、類 脂

盟 群 ハ ロエ ー マ氏 反 磨 ハ陰 性 デ有 リマ ス が 死 菌群 最

モ著 明 ナ ノレロ エ ー マ氏 反 磨 ヲ呈 シ、余 ノ脱 脂菌 群 之 二

次 ギ「ッ ベ ルレク ロス トロ ミン」群 二 陽性 傘 ノ高 クナ ツ テ

居 ル ノ ヲ認 メ マ シ タ、凝 集 反 鷹 ハ類 脂 膿 群 ハ何 レモ弱

度 デ構 スノレニ足 リマ セ ン ガ他 ノ群 二於 ケ ル モ ノモ、各

共 ノ群 ノ2週 間 目観 察 二係7レ 成 績 二 比 シテ凝 集 債 が

非 常 二低 ク、 特 二死 菌 群 二於 テ 最 モ 共 ノ債 ガ低 ク ナ

リ、 「ソ ベ,レク ロス トロ ミン.群 及 余 ノ脱 脂 薗 群 デ ハ最

初 ヨ リ ハ遙 力 二低 イ ノデ 有 リマス が、然 ン カナ リ ノ高

度 ヲ保 ツテ 居 ル モ ノ ト見 ラ レル ノデ 有 リマス 。

以 上 ノ實 験 成 績 ヲ総 合 シ テ見 マス ト、雨 類 脂 盟 群 ニ テ

ハ、 徹 頭 徹 尾 ロエ ー マ氏 反 庶 陰性 ニ ン テ、是 等 ノ群 ノ

現 ハ ス凝 集 反 磨 モ亦陰 性 二 近 ク聡 ス ノレニ足 ラナ イモ

ノデ ア リマ ス。第1週 間 目 二於 ケ ル、 余 ノ脱 脂'菌群 ハ

ロエ ー マ氏 反 膳 陰 性 ナ ルレニ 拘 ハ ラ ズ凝 集 反 磨 ハ 實 二

強 度 デ有 リマ ス。

第4週 間 目 二於 テ ハ「ソ ベ ノレク ロ ス トロ ミン」群=Sテ ハ

ロ エ ー マ氏 反 晦 ハ非 常 二強 度 ナ ルレニ拘 ハ ラ ズ 凝 集 反

鷹 ハ微 弱 ニ シ テ、ロエ ー マ氏 反 慮 ト凝 集 反 磨 トノ・卒 衡

的 二行 カナ イ事 が 目 二立 ツ鮎 デ有 リマ ス。

ロ エ ー マ氏 反 磨 ト凝 集 反 胞iハ必 ズ ンモ不 衝 シ ナ/事

ハ全 實験 ヲ通 ジ テ各 動 物 デ モ認 メ ルレ事 が 出來 ノレノデ

有 リマヌ 。

22.結 核 冤 疫 反 懸 二關 ス ル研 究

結 核 菌 腔 蛋 白 、培 養 液 蛋 白酋 二薗 艘 残 津

ノ冤 疫 學 的 性 歌 二就 テ

山 崎 政 治(金 澤 讐 大 大 里 内科)

著 者 ハ人 、 牛 爾 型結 核 薗 艦 蛋 白、培 地蛋 白(「グ リセ リ

ン、 ブ ィオ ン」培 地 及 ビLong氏 無 蛋 白合 成 培 地)蛇

二完 全 二脱 脂 ン且 ツ蛋 白 抽 出 ヲ 行 ビ ン菌 禮 残 津 二就

キ免 疫 學 的性 状 ヲ検 索 シ次 ノ如 キ成 績 ヲ得 タ リ。

(1)是 等 物 質 ハ何 レモ補 膿 結 合 素 及 ビ 沈 降 素 ヲ形 成

ス、 而 シテ薗 艦 残 津 以 外 ハ凝 集 素 ノ形 成 ヲ認 メ難 シ。

(2)薗 留 蛋 白 「グ リセ リ ン、ブ イ オ ン」培 地 蛋 白並 二薗

膿 残 澤 ハ 結 核 血 清 二i野 シ屡 く陽性 補 膿 結 合 反磨 ヲ呈

ン、 就 中 培地 蛋 白及 ビ薗 腱 残 澤 二 於 テ 著 シ、 然 ル ニ

Long氏 培 地蛋 白 ・・殆 ド結 合 セ ズ。

(3)生 膿 内 抗原 性 蛇 二試 験 管 内 「ア ンチ ゲ ン」性 ハ、菌

盟 残 津/ミ ノ・人型 菌 ノ牛 型 菌 二優 ルレニ封 ン、他 ノ蛋 白

ハ何 レモ人 型 菌 ノ方 劣 ルレ。

(4)是 等 各 免 疫 血 清 ・・夫 々爾 他 ノ1ア ンチ ゲ ン」トモ種

々ナ ル程 度 ノ類 囲 反 磨 ヲ呈 ス 。

(5)是 等物 質 ハ何 レモ 「ツ ベ ルレク リ ン」作 用 ヲ呈 ス。

(6)是 等物 質 ヲ以 テklレ 免 疫 家 兎 ニ ハ「ッベ ルレク リン」

皮 膚 過 敏 症 ヲ賦 與 セ ンメ得 ズ。

(7)是 等 物 質 ノ注 射 ニ ヨ リ動 物 バー 時 膿 重 減 少 ヲ示

ス モ ノ ア ル モ弊 死 「ア ナ フィラ キ シー」等 ヲ來 ス事 無 キ

ガ如 ン。

23.結 核 豫 防 接 種 二關 ス ル實 験 的 研 究

青 山 敬 二

島 山奇lrne(有 馬 石チf究戸斤)

宮 本 雄 三 鄭

結 核 二封 シ、死 菌 「ワク チ ン」ヲ以 ツ テ能 クー 程 度 ノ豫

防数 果 ヲ墾 ゲ得 ベ キ コ トニ關 ス ル基 礎 的 實 験 ハ、前 同

獲 表 ンタ通 リデ ア リマス が、 其 内 、特 二吾 々自 ラ興 味

ヲ感 ジタ重 要 ナ事 實 ハ、唯1同 ノAO前 虜 置 ニ ヨッ テ

可 ナ リ顯 著 ナ豫 防数 果 ヲ牧 メ タ黒占デ ア リマ ス。吾 々ハ

此 ノ事 實 ヲ更 二確 メ ル爲 メ、再 ビ同 様 ノ實 験 ヲ行 ヒマ

ンタo

第7回 實 験 力"帥チ ソ レデ ア リマ ス。 試 獣 ハ4-500瓦

ノ雄 「モ ルレモッb」46頭 、 内16頭 ・・封 照。

賓 験 開 始 時 二、 試 獣 ノじレー マー 」反 慮 陰 性 ナ ル ヲ確 カ

メ タ上 、2週 間 ヲ経 テ、30頭 二AO1號1.Ocα 宛 ヲ

皮 下 接 種 シ、共 後3週 目二再 ビ「レー マ ー」反 慮 ヲ検 シ

タ;レ庭 、9頭 帥 チ被 接 種 獣 ノ約3分 ノ1ガ 弱 陽 性 ヲ呈

シ マ ンタ、 吾 々ハ此 ノ反 慮 ノ相 違 ガ、感 染 二封 ス ル感

度 ト何 等 カ ノ關 係 ヲ示 ス カ モ 知 レナ イ ト云 フ想 像 カ

ラ、試 獣 ヲ假 二陽 性群 陰 性 群 ト別 ケ テ観 察 ンマ シ タ。

感 染 接…種 ハ、AO前 施置 後5週 帥 チ2度 目 ノ 「レー マ

ー」反 慮 カ ラ2週 目デ
、感 染 ・・中等 度 毒 力 第34號 ノ3

萬 分 ノ1彪(薗 量 ハ水 分 ヲ含 マ ザ ルレ箕 際 薗 量)皮 下 接種

ヨ ヨ リ共 後20週 デ撲 殺 剖 見 二附 シタ課 デ ア リマス。
ノ

表 蚊 二圖 ハ、肉 眼 的病 攣 ノ比 較 ヲ示 ス モ ノデ ア リマ ヌ

カ"、概 手舌白勺ニ ハ

豫 防群 ノ病 攣 ハ封 照 二比 シテ 、明 カ ニ輕 度 デ ア リ、 其

内、「レー マ ー」反 慮 陽性 陰性 雨 群 間 ノ差 異 ハ、 別 二顯

著 デ ナ イ ト云 フ結 果 ヲ示 シテ居 リマス。 尤 モ、此 鮎 二

關 シテ確 噺 ナ 批 列 ヲ下 ス コ トハ不 稔 當 デ ア ル ト思 ヒ

マ ス ノデ、軍 ナ ノヒー一小 實 験 ノ結 果 トン テ報 告 ス ル ニ止

メ マ ス。

次 ノ第8同 實験 デへ 最 初 二「v-一一・v・一」反 慮 ヲ槍 シタ

コ トハ 前 同様 デ ア リマス が
、其 後 ノ實験 方 式 ハ全 然 異

ナ ツ テ居 リマ ス。

豫 防接 種 トシテ ハ、AO1號 ヲ0.1-1.Oαqヲ 各 同 増
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量 的二5回 、其間隔 ヲ2週 、3週 、4週 、5週 ト順次

延長 シテ接種 シ、共後5週 目二第34號 株ノ實際菌量

1萬 分ノ1竈 ヲ以ツテ皮下感染ヲ行ヒ、15週目二剖見

二附ンタモノデアリマス。

此ノ實験デハ、豫防群 ノ病攣がi封照二比べテ輕度デア

ノレコ トハ認メラレマスが、甚ダ顯著ノ差 ト言 フ課 二行

キマセヌ。尤モ此ノ實験デハ、感染ガ前同ノモノヨリ

3倍 弧力デアッタXliヲ考慮ンナケレバナリマセヌ。

吾 々ハ從來 ノ實験 ト今回 ノモノトヲ総括シテ見タ結

果成績ハ毎回必ブシモー様 二良好 デアノレトハ言ヘヌ

ケレ共大膿 カラ見テ、吾等ノ方法 ニヨツテー一程度 ノ豫

防数果ヲ牧メ得タモノト思 フ次第デアリマス。

24.弱 春生結核菌ノ冤疫 二關スル研究

(第二同報告)

BCGノ 人膿皮下接種試駿拉 ビニBCG及 ビ

TF16Sノ 猿 二於 ケル小實験 二就テ

戸 田 忠 雄
・橋 本 多 計 治(滞 洲磐大微生物學)

箭 頭 正 男

BCGヲ 看護婦約4G名 二就 キマyツ ー氏反鷹陽性群及

ビ陰性群二分 チテ皮下接種試験 ヲ行 ヒ硬結骸生ノ有

無、マンツー氏反鷹陽性輔化率 ヲ牛年 レ亙 リテ観察

セルモノニ就 キテ報告セントス。

次二BCG及 ビ余等1人 戸田ノTF16S株 二就キテ

猿二行へ,レ免疫實験及 ビ病原性試験 二就キテ知 リ得

タルレ鮎 二就 イテ報告セントス。

25.人 膿 二於ケルBCG豫 防接種 ノ経過

大阪帝國大學今村内科敏室

今 村 荒 男
中 谷 繁 一
澁 川 隆 曹

黄 楊 一 雄寳
來 善i欠

藤 井 明
梅 谷 秀 雄

1920年 ヨリ1930年 二至,レ間海猿家兎白鼠猿 ヲ以テ

BCG二 關 ス,レ動物實験 ヲ行ヘリ。 之ニヨリBCGガ

動物 二i野ンテ無毒 二非ラズシテ大量接種 ニョリ結節

ヲ作ル事 ヲ知 レリ。ガ然 シ進行性 ノ結核 ヲ惹起セシ例

ヲ見ザ リキ。免疫實験二於テハ試験感染 ノ毒力結核薗

二封 ンテ免疫 ヲ與 へ其免疫力 ハ生鳥型薗或ヒバ毒力

結核菌 ノ死薗「ワクチン1ヨ リモ大ナ)1/コトヲ知vリ 。

此 ノ成績 ヨリンテ1930年 ヨリ人盟二BCG接 種 ヲ始

メタリ、人膿二於テハ主二皮下接種ヲ行フ、殊二成人

ニテ・・スベテ皮下接種ヲ行ヘ リ。余等 ノ實験的研究二

ヨvバBCGヲ 経 口的 二 與 フルレヨ リモ皮 下 接種 ガ ヨ

リヨ キ免 疫 ヲ 得 ル コ トヲ知 リタ ルレ故 二 余 等 ハ 皮 下i接

種 ヲ用 ピ タ リ。初 メ ハ圭 トシ テ本 大學 病 院 二於 ケ ル 新

入學 ノ看護 婦 生 徒 二接 種 ヲ行 ヘ リ、余 等 ノ成 績 ヲ次 ノ

如 ク糸慰括 セ リ。

第1.看 護 婦 生 徒 二行 ヒタ ルレBCG豫,防 接 種 ノ経 過

余 等 ハ1927年 以 來本 大 學 病 院 二入 學 セ,レ看 護 婦 生 徒

二「ッベ ルレ〃 リ ン」皮 内反 鷹 ヲ行 フ。 初 メ ハ2000倍 液

0.1雇 皮 内注 射 二qリ 全 ク無 反 鷹及 ビ直裡0.6糎 以 下

ノ登 赤 アノレモ ノ ヲ「ツ ベノレク リン」反 鷹 陰 性 ト見倣 シテ

取 扱 ヘ リ。 後 ニ ハ1000倍 液0.1彪 皮 内注 射 ニ テ直 径

0.8糎 以 下 ノ獲 赤 ア)レモ ノ ヲ陰 性 ト見 倣 セ リ。 余 等 ノ

陰 性 ト見倣 ンタ ルレ者 ノ大 部 分 ハ「ツ ベ ルレク リン」反Jil9,ハ

無 反 晦 ナ リキ。例 ヘ バ最 近1933年 ノ看 護 婦 生 徒53名

中1000倍 液0.1逮 …一 テ 無 反 膳 ノ者47名 残 リ6名 ハ

0.8糎 以 下 ノ登 赤 ア リ シモ ノ ナ リ。 コ ノ 弱 陽 性 ノ者

ヲ非 感 染 者 トハ云 ヒ 得 ザ レ ドモ非 感 染 者 ト見 倣 ンテ

BCG豫 防接 種 ヲ行 ヘ リ。ヌ01000倍 液0.1彪 ニ テ無 反

磨 ノ者 ノ大 部 分 ハ 非 感染 者 ト認 メ得 ノレ故 二BCG豫

防接 種 ヲ行 ヘ リ。斯 ク テ余 等 ハ次 ノ如 キ表 ヲ得 タ リ。

此 ノ表 ニ ヨ レバ大 膿 二於 テ「ソ ベ ル ク リ ン」反 磨 陰 性叉

ハ弱 陽性b認 メ タ ルレ者 二於 テ(BCG接 種 ナ キ)罹 病 率

ハ90名 中13名 ニ テ14.4%ニ シテ死 亡 者 ハ90名 中6

名 ニ テ帥 チ6.7%二 相 當 ヌ。 叉 「ソ ベ ル ク リ ン」反 磨 陽

性 者 二於 テ ・・罹 病 率 ・・158名 中16ニ テ10%一 ン テ

死 亡 者 ・・1名 ニ テ0.6%二 相 當 ス。然 ノレニBCG豫 防

接 種 ヲ 施 行 セ ル モ ノ ニ於 テ ハ罹 病 卒 ハ126名 中6名

ニ シ テ郎 チ4.8%、 死 亡 者 ・・1名 ニ シ テ0.8%二 相 當

ス。罹 病 率 ヨ リ云 ヘ バBCG豫 防接 種 ヲ施 行 セ ル モ ノ

最 モ少 ン。 帥 チ第 一封 照 ノ約3分 ノ1、 第2i封 照 ノ約

2分 ノ1二 相 當 ス。此 ノ三 群 ハ ス ベ テ 同 ジ條 件 ノ下 二

生 活 セ ンメ タ リ。第1i封 照 二於 ケ ル死 亡 者6名 ハ入 學

當 時 「ツベ ル ク リン」反 慮 ハ全 ク無 反 磨 ナ リキ。叉 第2

封 照 二於 ケ ル死 亡 者1名 ・・入 學 當 時 相 當 ノ陽 性 ヲ示

セ リ。然 ル ニ「レ ン トゲ ン」所 見 ニハ何 等 認 ムベ キ モ ノ

ナ シ。衙BCG豫 防接 …種 者 中 ニ テ死 亡 セ ン1名 ハ入 學

當 時 「ツベ ル ク リ ン」反 磨 ハ全 ク無 反 磨 ナ リキ。然 レ ド

モ「レ ン トゲ ン」所 見 二於 テ左 側 肺 門 淋 巴腺 ノ腫 脹 ヲ認

メ タ リ。

然 モ入 學 當 時 ヨ リ死 亡 セ ン期 間 ヲ 見,レニ第1及 ビ第

2封 照 二於 テ ハ 早 キ モ ノハ8ケ 月邊 キ モ ノモ3年 以

内 二死 亡 セ リ。然)lz二BCG豫 防接 種 ヲ施 行 セ シモ ノ
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ハ3年 後 二罹 患 シ、3年6ケ 月 後 二 死亡 セ

リ。

第2.BCG豫 防 接 腫 二於 ケ ルレ注 意 ス ベ キ

事 項

(1)BCG豫 防 接 種 ヲ 受 ケ シ者 ノ総 テノ・勤

務 ヲ績 ケ之 ニ ヨル猷 勤 者 ヲ見 ザ リキ。

(2)「 ツ ベJレク リ ン」反 磨 全 ク無 反 鷹 ナ ルレ者

二接 種 セ シ場 合 二於 テ ハ局 所 反 晦少 ン。 然

ル ニ 多少 反 磨 ア リ シ者 二於 テ ハ局 所 反鷹 ト

シテ硬 結 ノ ミナ ラズ膿 瘍 ヲ認 メ タ ノレモ ノア

リ。

(3)局 所 反 磨 ト シテ ・・0.05種 ヲ 接 種 セ ン

場 合 ニ ハ膿 瘍 ヲ 生 ジ 切 開 セ ンモ ノ ア リ。

0・01涯 接 種 ノ 場 合 ニ バ カ ・ル モ ノ ナ ン。

0・03選 接 種 セ シモ ノ ニ モ膿 瘍 ヲ作 リシ モ ノ

ア リ。0.02薩 接 種 二於 テハ 稀 二硬結 ヲ生 ズ

ルレモ 膿 瘍 ヲ認 メ シモ ノナ シ カ ・ノレ故 二成 人

ニ テハ0.02睡 ヲ適 量 ト認 ム。ス ベ テ ノ場 合

二於 テ接 績 淋 巴 腺 ノ腫 脹 及 ビ疾 痛 ヲ認 メ ザ

リ キ。

(4)BCG接 種 者 ニ ア リテ ハ 「ツ ベ ルレ ク リ

ンJ反 鷹 が早 ク陽 性 輔 化 ス)1/モ ノ多 シ。然 レ

ドモ 余等 ノ大 學 病 院 二於 テ ・・自然 感 染 ニ テ

「ッ ベ,レク リン」反 磨 陽 性 トナ ル モ ノモ亦 多

ジ。 帥 チ1927年 以 降 ノ看 護 嬬 生 徒 ニ ソ ノ

例 ヲ見 ル。1927年 入 學 ノモ ノニ ア リテ ハ當

時34.0%ノ 陽 性 率 ガ2年 後 ニ ハ75.0%3

年 後 ニ ノ・88.5%3年 後 ニ ハ93.s%ト ナ レ

リ。 叉1929年 入 學 ノ モ ノ ヲ見 ノレニ 入 學 當

時38.5%ノ 陽 性 率 ガ牛 年 後 ニノ・ろS.5%二

1年 後 ニハ68.9%二1年 牛 後 ニメ73.u%

二輔 化 セ ル ヲ見 タ リ。 斯 ク 自然 感 染 ニ テ

「ツベ ル ク リン」反 鷹 ハ陽性 輔 化 ヲ起 ン ウルレ

モ ノナ リ。」又BCG接 種 者 ヲ見 ノレニ1930年

入 學 ノ者 ハ當時43.9%陽 性 卒 ヲ 示 セ ル ヵ"

4年 後 ノ今 日二於 テ ハ100%ノ 陽 性 卒 トナ

ル ヲ見 タ リ。

(5)BCG豫 防 接 種 後 ニ ハ補 膿 結 合 反 磨 ノ

陽 性 ニ ナ ルレモ ノア リ。 叉 全 血 液 内 菌 屠 殖 陽

性 ナ リ ンモ ノが接 種 後 菌 増 殖 陰 性 トナ ル者

多 シ。

第3.摘 要
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以 上 ノ成 績 ヨ リ見 テ

(1)BCG接 種 二基 ク進 行 性 結 核 ノ登 生 ヲ認 ムルレ能 ・・

ズ。

(2)「)ソ ベ ル ク リ ン」反 磨 陰 性 者 二BCGヲ 接 種 ス,レ

コ トニ ヨ リ結 核 罹病 ヲ 多少 減 少 セ シメ ル ノ数 果 ア リ

ト認 ム。

(3)而 ジテ ソ ノ数 果 ハ 絶i封的 ナ ラザ)lz故 二他 ノ豫 防

方 法 ヲ閑 却 ス ル能 ハ ズ。

(4)第1同 接 種 後 一 定 期 間 ヲ経 テ「ツ ベ ル ク リ ン」反 磨

ヲ調 べ 陰性 者 ニ ハ再 接 種 ヲ施 行 ス,レ ヲ必 要 トス。

(tL))BCG豫 防 接 種 ニ ヨ リ自然 感 染 ヲ全 然 防 グ者 ト認

ム能 ハ ズBCG接 種 ニ ヨ リテ 自然 感 染 ニ ヨル 登 病 ヲ

防 グ ニ数 果 ア リ ト認 ム、カ ・ルレ故 二 自然 感 染 ノ成 立 後

ハ後 者 ニ ヨル免 疫 力 二頼 リBCG接 種 ヲ必 要 トセ ザル

ナ リ。

(6)感 染 者、非 感 染 者 ヲ確 定 ス,レ事 ハ面 倒 ナ ル が余 等

ハ今 後1000倍 「ツ ベ ルレク リ ン」0.1蛭 皮 内反 磨 ニ テ 直

1径0 ・4以 下 ノ者 二BCG豫 防 接 種 ヲ行 ハ ン トス。1000

倍0.1蛭 ニテ全 然 無 反 磨 者 ノ 大 部 分 ハ非 感 染 者 ナ リ。

js〈O.1-O.4糎 反臆i者 一;一.ノ・既 感 染 ア リ シモ「ツ ベ ルレク

リン、ア レル ギ ー」弱 ク、免 疫 力 モ低 下 セ)1・,故二BCG

像 防 接 種 ヲ行 フ モ可 ナ リ ト考 フ。

第 ユ

26.「 グ リセリン」加牛臆汁馬鈴薯上二纏代

培養 シツ 、アル1人 型結核菌7青 力及ビ

豫防穀力試験二就テ

中 谷 繁 一(大 阪帝大讐學部今村内科)

BCG菌 ガー牛型結核薗 ヨリ軍二特殊培養基上ノ縫代

培養 二因 リテ作ラレンモノナルカ或 ハ全然特別 ノ菌

株ナノレカノ問題 ハ種 々ナ,レ薗株 ヲ以ツテ縫代培養ヲ

追試 ン始メテ解決サルレ・可キモノナ リ。

余モ共ノ間 ノ消息 ヲ知ラン トン傳染病研究所 ヨリ分

與サレ吾敏室 二保存サ,レ・人型結核菌青山Bヲ 昭和

3年6月 以來BCG薗 ト同 ジク5%「 グ リセ リン」加牛

謄汁馬鈴薯培養基上二縫代培養 ス ルレ事百代 二至 リシ

ヲ以ツテ其 ノ毒力趾 ビニ豫 防数力試験 ヲ施行 シ次ノ

如キ成績 ヲ得タリ。爾叉同時二BCG薗 ニテ卒行實験

ヲ行 ヒタルヲ以ツテソノ成績ヲモ併セ報告セ ントス。

因 ミニ該結核薗ハ3%「 グリセリン」寒天上 二縫績 ンテ

培養 シツ・アル青lllB菌 ト匠別ンテA、B菌 ト命名シ

居 レリ。

該菌 ハ青山B菌 ヨリ移植後約20代 マデハ培養基上ノ

號育困難 ニシテ辛 ジテ縫代培養 ヲ績ケ得ルレ状態ナリ

シモ、其ノ後ハ漸次培養容易 トナvリ 。然 レドモBCG

菌 ト異 リ聚落稽 ミ粘稠ナ リ。塗抹標本 ノ所見上 二・・特
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異 ナ,レ鮎 ヲ認 メ ズ。

第1表 ・・其 ノ毒 力 試験 成 績 ニ シテAB菌/0.5雇 一

〇・1選 ト青 山B菌 ノ0.OOImeト ノ病 攣 略1一 致 ス。

BCG菌 二於 テ ハ1.0彪 二於 テ試 獣(14號)ノ 肺 臓 二唯

1個 ノ結 節 ヲ認 メ シ ノ ミナ リ。

第2表 ハ豫 防敦 果試 験 成 績 ニ シテA、B菌 ノ豫 防 接 種

量0.01睡 、0.02彪 ノモ ノニ於 テ ハ封 照 二比 較 シ テ病

攣 少 キ モ0.05隠0.1地 ニ テ ・・却 ツ テ 封 照 二比 シ病

攣 稽 く弧 キ観 ア リ。 之 ハA、B菌 ヲ皮 下 二接 種 セ シ ノ

ミナ ルレ海狸 ノ解剖 所 見 ヲ参 照 ス ルレニ0.05彪 以 上 ニテ

ノ・既 二攣 化 ア リ、更 二重 感 染 二因 リテ増悪 セ ンモ ノ ト

考 ヘ ラ ル、 爾A、B菌 皮 下 接 種海 狸 ハ接 種 部 位 二膿 瘍

ヲ形 成 ン ソ ノ約3分 ノ1ノ ・約40日 ニテ 臼潰 シ療 痕 ヲ

形 成 シテ 治癒 セ リ。(表 中 ノ符號 ハ膿 瘍 ノ大 キ サ ニ シ

テ麻 實 大 ② 、 米粒 大 ○ 、 小 豆大O、 碗 豆 大 ◎ 、自潰 治

癒 ・・Hニ テ 示 セ リ)。 第3表 ・・BCG薗 二就 テ ノ成 績

ニ シテ0・01麺 ニテ モ確 二免 疫 力 ア ル ヲ知)レ。

以 上 ノ成 績 ヨ リ考 察 ス ノレニ人 型 結 核 菌 ヲ5%「7"リ セ

リ ン」加'卜臆 汁 馬 鈴 薯 上 二繊 代 培養 ス ル事 ニ ヨ リ、 著

シク ソノ毒 力 ヲ減 ゼ シ メ得 、且 其 ノ免 疫 力 爾 存 在 ス ル

ヲ認 ム ル モ、BCG菌 二比 較 スノレニ ソ ノ毒 力 二於 テ未

ダ可 成 リノ懸 隔 ア リ。然 レ ドモBCG菌 二於 テ モ百 代

前 後 ニ テハ 爾家 兎 、海狸 二相 當 ノ毒 力 ヲ示 セ,レ事 實 ヨ

リシ テ今 後 培 養 ヲ 縫績 セ バBCG菌1・ 同 程 度 二至 ルレ

事 不 可能 二非 フごト信 ズ。

27.肺 細 胞 核 成 分 ノ結 核 感 染 二及 ボ ス影響

(績 報)

篇 口諭 享(郁 研究所)

雄性家兎ノR氏 反磨陰性ナルモノヲ用 ヒ

第一群AO第3號31E1同 皮下…接…種

第二群AO第3號3耗 及肺臓胞核乾燥粉末 「プロ

キロ」0.05瓦 皮下接種

第三群 肺臓胞核乾燥粉末「プロキロ」0.05瓦 皮下

接種

第四群 封 照

右四群ヲ作 リ、第1、 第2、 第3ノ 夫 々前虜置ヲ終 リ

タ ノレ後2ケ 月 ニ シテ第 四群 ト共 二人 型 結 核 菌(有 研 第

34號 株)1000分 ノ1mg皮 下 二感 染 接 種 ン共 後2ケ

月 ニ シ テ剖 検 シ次 ノ結 果 ヲ得 タ リ。第 一及 ビ第三 群 ノ・

結 核 罹 患程 度 ハ 第 四群 封 照 二 比 ンテ輕 度 ニ ンテ且 ッ

第 一 及 ビ第 三 雨 群 ノ間 ニ ハ大 差 ヲ認 メ ズ。第 二 群 ハ第

四群 封 照 ト殆 ン ド大 差 ナ ク、結 核罹 患最 モ強 度 ナ ルレヲ

認 メタ リ。

28.脛 ロ 的投 與 二依 ル實 験 的 「ツベ ル ク リ

ン ア レル ギ ー」死 二就 テ

肇 型 醤 落(大阪献 騨 部今村内科)

最 初 「口ベ レ ト、 コッホ」ガ結 核 罹患 海狼 二藪 薩 ノ結 核

生 菌 叉 ハ 死菌 ヲ注 射 ヌ ルレ事 ニ ゴ リ其 海 狸 ハ 数 時 間 以

内 二艶死 ス,レ事 ヲ見 タ。 之 ガ結 核 菌 ニ ヨル 「バ クテ リ

エ ン、アナ フィラキ シー」ノ最 初 ノ實 験 トモ言 フベ キ モ

ノデ アル。 其 後 結 核 菌 「バ クテ リエ ン、ア ナ フィラ キ シ

ー」ハ、 「デ ルレ」「ロー ゼ ナ ウ」「ア ンダ ー ソン 」「バ ルレ ト

ウ。ン」「ク ノレー ゼ 」佐 多 「1ノーベ ンス タ イン」「フ リー ド

ベ ルレゲルレ」及 ビ三 田 等 ノ澤 山 ノ研 究 ガ アル。

次 二 「ツベ ノレ〃 リ ン」「ア レルレギー」ノ 研 究 一 ノ・種 々ナ

ルレ方 法 ア リ佐 多 ・・結 核 罹 患 家 兎 二「ッ ベ ノレク リ ン」ヲ注

射 ス ル事 二依 リ其 家 兎 ノ禮 温 ガ 憂 化 スルレ事 ヲ認 メ此

事 實 ヲ 「ツベ ノレ〃 リ ン、アナ フィラキ シー」デ ア ル トシ

タ。

績 イ テ輻 原 ノ・結核 罹 患海 狸 二「ツ ベ ル ク リ ン」ヲ注 射 ス

ルレ ト共 海 狸 ハ24時 間 以 内 二弊 死 ス ル コ トヲ登 見 シ タ.

コ レ1ツ ベ ルレ"リ ン」二俵 ル 「ア レルレギ ツ シュ、 トー一ド」

ノ最 初 ノ登 見 デ アル。

翻 テ「アナ フィラキ シー」二關 スノレ成 書 ヲ見,レ ニ其感 作

及 ビ再 庫 置 ハ必 ズ「パ ラ エ ンテ ラ ー ノレ」二行 フモ ノ ト書

イテ アルレ。

然 ノレニ先 般 井 上 ・・蛋 白 「ア ナ フィラ キ シー」 ヲ紅 口的 二

登 見 シ得 ル事 二成 功 シタ。此 方 法 ヲ以 テ結 核 罹 患 海 狸

二 「ツ ベ ノレク リン」ヲ経 口的 二與 一 「ツ ベ ノレ〃 リ ン
、 ア

レルレギ ー」死 ヲ起 シ得 ル カ ヲ實 験 シタ
。

實 験 方 法

健 康 海狸2000瓦 前 後 ノモ ノ ニ張 力結 核 菌1000分 ノ1
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竜 ヲ皮下 接 種 シ60日 後 二井 上 法 二依 リ2.0%「 サ ポ ニ

ン」溶 液2.0耗 トらソベ ルレク リン」1.0蛭 トヲ 同時 二経

口的 二與 ヘ タ ル モ ノ10頭 中2頭 ・・24時 間 内 二 弊 死

シ タ。

次 二2.0%「 サ ポニ ン」溶 液2.O立 毛 ト 「ツ ベ ル ク リ ン」

2.0蝿 トヲ同 時 二與 ヘ ラ タ ル モ ノ10頭 中6頭 ・・24時

間 内 二弊 死 シタ。
　

次 二脆 汁1.0耗 ヲ経 口 的 二 投 與 シ15分 後 二 「ソ ベ ルレ

ク リ ン」1.0耗 ヲ投 與 セ ルレモ ノ ・・10頭 中1頭 モ 墜 死

シ ナ カ)ソタ ガ、

脆 汁1.0耗 ヲ経 口的 二 投 與 シ15分 後 二「ソ ベ ル ク リ

ン」2.0蛭 ヲ投 與 セ ル モ ノノ・10頭 中4頭 ・・24時 間 内

二瞥 死 シ タ.

i封照1・ シ テ「.ツベ ル ク リ ン」1.0蝿 及 ビ2.0耗 ノ ミヲ経

口的 二 投 與 セ ルレモ ノ ハ1頭 モ 整 死 ス ル モ ノ ヲ見 ナ カ

ソ タ6

次 二2.0%「 サ ポ ニ ン」溶 液4.Oi#E .叉ハ脆 汁2.0立 毛ヲ軍

猫 二経 口的 二與 ヘ テ モ動 物 ハ整 死 シナ カソ タ。

第28番 二封 ス ル質 問 青 山 敬 二

「サ ポ ニ ン」加「ツ ベ ル ク リン
ー経 口投 與 ハ生理 的腸 吸 牧

ト趣 ヲ異 ニセ ズ ヤ ヲ思 ハ シム帥 チ「サ ボニ ン」ニ ヨ リ粘

膜 ヲ損 傷 ス ル コ トア,レベ ク 從 ツテ 眞 ノ 腸 吸 牧 ト云 フ

ヨ リハ寧 口粘 膜 内 接 種 二 相 當 ス ル が 如 キ傾 向 二 因 セ

ズヤ。

答 辮 藤 岡 長 生

サ ウ云 フ見解 モ成 立 スJレ ト思 ヒマ ス。併 シ「サ ポ ニ ンJ

ハ ス ベ テ ノ藥 物 ヲ ヨ ク 吸 牧 サ ス媒 介 ヲ 行 フ トイ フ實

験 ハ澤 山 ア リマ ス。ソ レハ 井 上 氏 ガ大 阪 磐學 會 デ 既 二

登 表 サ レタ通 リデ ス。

29.不 完 全抗 原Fシ テ ノ 「ツベ ル ク リン」

(縷 報)

編 ㌔ 肇(鶴 研究所)

試 獣 二「ア の レゲ ン」トシテ ノ作 能 ヲ登 揮 シ得 ザルレ少 量

ノ「ツ ベ ァレク リ ン」二肺 組 織 細 胞 ノ核 成 分 ヲ混 ズ ルレ事 ニ

ヨ ツ テ右 少 量 ノ「ツ ベ ル ク リン」が能 ク「ア レル ゲ ン」性

ヲ獲 得 ス ル 事 實 二就 テ ノ・既 二報 告 セ リ。此 ノ現 象 ヲ確

カ ム ルレ目的 ヲ以 ソ テ前 同 同 様 ノ 實験 ヲ繰 リ返 シタ ルレ

他 右 記 細胞 核 成 分 並 ニ ソ レ ト「ソ ベ ルレク リ`ン」混 合 物

ノ接 種 ガ試 獣 ノ血 液像 二 如 何 ナ ル 影響 ヲ 及 ボ スカ ヲ

観 察 セ リ。

1.「 ツベ ル ク リ ン」ハ之 ヲ不 完 全 抗 原 ト見倣 ス ヲ至 當

トシ、共賦活素 トシテ生艦 ノ細胞核成分ノ意義重大ナ

リ。

2.本 實験 二於 ケノレ血像 ノ動向 二差 シタル特長ヲ認

メズ、唯、右試験材料接種後何 レノ場合 ニモー過性

「エオジノフィリー」現象 ヲ認 ム。

3.以 上反復セルレ實験成績 ノ結果二徴 ンテ、右 ノ現象

ハ「ツベノレクリン」ノ皮膚過敏症二關スル限 リ、其本質

二鰻ルレ・モノタルレベキヲ思ハシム。

30.AO拉 二各臓器春(肺臓胞核、脾臓胞核)

ヲ以テ前虚置 ヲ施セル家兎眼球結核過

敏反照 二就テ

谷 口 修 一(有 馬研究所)

1.i封 照群ハ結核感染僅 カニ極輕度 ナノレ過敏反慮ヲ

認 ム。

2.AO前 虜置群二於テ・・、結核感染後漸次過敏反鷹

ヲ現出セリ。其度比較的強 シ。

3.AO蛇 二肺臓胞核前塵置群二於 テハ、注射後激E

間 ニシテ、何 レノ群 ヨリモ極メテ強 キ過敏反磨ヲ現出

シー週後殆 ンド清失セリ。

4.AO虹 二脾臓胞核前慮置群ニテハ、結核感染後強

度ナル過敏反慮現ハ レタルレモ共猶現期極メテ遅延セリ。

31.肺 結 核患者 二封スルマントー氏皮内反

感及住吉氏「デルモツベ リン」反感比較

隻㌔彌青調(大 阪)

私 ハ昨 今 盛 二行 ハ レツ ・ア リマ ス マ ンツ ー氏 反 慮 ト、

昨 年 學 界 二 獲表 致 シマ シタ、 住 吉 氏 創 製 ニ ヨルレ「デル

モ)ソベ リ ン」皮 膚 反 臆iト ノ比 較 及 ビwestergren茂 法

赤 血 球 沈 降 速 度 トノ關係 二 就 テ 報 告 セ ン トス,レモノ

デ ア リマ ス。

本 「デ ル モ ツ ベ リ ン」ノ使 用 法 ヲ略 述 致 シ マス が、先、

背 部 若 シク ハ上 腫 内部 等 ノ皮 膚 ノ軟 部 ヲ、「エー テ ルレ」

或 ・・酒 精 ノ類 ヲ以 ツ テ清 拭 シ、之 二本 剤 ノー 滴 ヲ落 ン

マ ス・ ソ ンテ清 息 子 、叉 ハ硝 子 棒 ヲ以 ツ テ粕n強 ク摩

擦 ス ル事 、 約3分 ノ後 、更 二示 指 ニ テ充 分摩 擦 吸 牧 セ

シメ 、次 デ充 血 セ ル塗 擦 部 油 紙 ヲ以 ツ テ ナ ・フ ノデ ア

リマ ス・ カ ク シテ本 刎 塗擦 後24時 間 、4S時 間 、72時

間 ノ経 過 ヲ閲 シ マ シテ 反 晦 ノ 程 度 ヲ 次 ノ如 キ標 準 デ

4ツ ニ大 分 致 シマス。

(+)「 プ ラス」1ツ ハ皮 店 二多 少 ノ登 赤 ヲ來 シ2、3ノ

登 疹 ヲ認 メ 得,レ時。

(十十)2ッ ハ皮 膚 二登 疹10個 内外 ヲ生 ズル モ ノ.
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(冊)3ツ ・・登 疹 著 明_シ テ 疹 先_多 少 ノ膿 庖 ヲ生 ズ

ノレ モ ノ 。

(一)ハ 全 ク塗 擦 皮 碑 二攣 化 ナ キ モ ノ。

次 ニ マ ンツ ー氏 反 慮 ノ成 績 ハ

(十)R一 ノ直 径 力"5mm-1cm以 下 ノ モ ノ。

(什)R一 ノ直 径 力"1.1cm-一 一2cm以 下 ノ モ ノft

(柵)R-一 ノ直 裡2cm以 上 ニ シテ什 二膿 庖 アル モ ノ。

(一)皮 膚 二攣 化 ナ キ カ、R或 ハ0ノ ミニ シテ1ナ ク、

或 ハー ノ直 裡4mm以 下 ノ モ ノ。

等 二 匠 別 シマ ス。 く佐 藤 、 若 林 氏)

次 二實 験 デ ア リマ ス ガ「デルレモソ ベ リン」・・右 上 腫 内側

二塗 擦 シ、マ ンツ ー氏 反 鷹 ハ左 上 臆 二皮 内注 射 ヲ行 ヒ

マ シタ、被 検 者 ハ112名 デ ソ ノコ トゴ トク ニ赤 沈速 度

ヲ測 定 致 シマ シ タ。

参 考 ノ爲 二吾 々が年 齢20-25歳 ノ青 年 團 員 ニ シ テ普

通 勢 働 二從 事 ス ルレ者300名 二封 シ、「デ ルレモ ツ」反 鷹 ヲ

槍 査 シマ シタ所 、其 ノ陽 性 率 ハ、第1表 甲 ノ如 クデ ア
OOOO

リマ ス。

次 デ第 四 師 團 二入 瞥 セ,レ 肚 丁 健 康 者813名 二封 シ僚

友 宮 田學 士 ノマ ンツ ー氏 反 磨 ヲ 調 査 シ マ シタ 結 果 ハ

第1表 乙 ノ如 ク デ ア リマ ス。此 ノ雨 表 ヲ比 較 シマ ス ト
む む 　 く　

「デ ルレモ ツ ベ リ ン」ハ マ ン ツー氏 反 慮 二比 シテ陽 性 率 が

高 イ ノデ ア リマ ス。

其 次 二我 々 ノ病 院 デ診 療 致 シマ シタ患 者 二 「デ ノレモ ッ

ベ リ ン」 ヲ 検 シマ シ タ数 力"約3000人 以 上 ヲ 行 ツ テ居

リマ ス が、最 近1ケ 年 間 二於 ケ ノレ144名 二就 テ共 ノ陽

性 率 ヲ槍 ベ テ ミマ ス ト第1表 丙 ノ 様 ナ 成 績 デ ア リマ
OOOO

ス 。

サ テ本 論 二入 リマス が、肺 結 核 患 者 ヲ重 症 、 中 等症 、

輕 症 トニ匠 別 致 シ マ シ テ槍査 シ マ シタ 、輕 症 患 者 ハ第

2表 二示 ス如 ク 赤沈 速 度 モ 比 較 的 緩 徐 デ ア リマ シテ

マ ンツー 氏 反 慮 ト「デ ルレモ ツ ベ リ ン」反鷹 ノ比 較 ヲ ミマ

ス ニ第3表 ノ如 クデ ア リマ ス。(甲 、 乙、 丙)
む む む

次 デ 中 等症 ノ患 者 ヲ ミマス ル ニ 沈 降 速度 ・・絵 程 早 ク

ナ ツテ居 リマス。(第4、 第5表 、 甲、 乙設 明)

サ テ 重症 患 者 ノ表 ヲ ミマ ス ルレニ、多 少 ノ興 味 ヲ獲 見 シ

マ シ タ、沈 降速 度 ハ概 シテ 早 イ迅速 デ ア リマ ス ガ 田淵

某 女 ノ如 キ、 沈降 速 度 が僅 ヵ15ヲ 示 ス ニ拘 ラ ズ、 叉
　

マ ンツ ー氏 反 慮 ガ可 成 ノ陽 性 ヲ示 ス ニ拘 ラ ズ 「デ ルレモ

ツベ リ ン」ハ(十)(一)デ ア リマ シタ、 シカ モ此 ノ患 者

ハ死 ノ輔 蹄 ヲ取 ツテ居 リマ ス、帥 チ沈 降 速 度 ノ商 ノ ス

ク ナ ィ ノモ決 ンテ安 心 が 出來 ナ イ ノデ ア リマ ンテ 「デ

ルレモ ッ ベ リン」ノ反 鷹 ガ出 ナ カ ツタ ト云 フ ソ レ ジ タ イ

ガ結 核 ノ豫 後 ヲ多 少 トモ 吾 人 二 敏 エ テ呉 の レノデ ハ

ア リマ ス マイ カ。 古 賀 某女 ノ如 キ、輻 井 男 ノ如 キ、 長

谷 川 某 女 ノ如 キ「デ ノレモ ツ ペ リ ン」ノ著 明 二反 鷹 ンナ イ

ノハ死 ノ輔 錦 ヲ取 ッ テ居 リマ ス、沈 降 速 度 ガ可成 早 ク

トモ 、「デノレモ ツベ リン」反 慮 力㌔∫成 著 明 二饗 現 シテ居

ル ノハ、ヤハ リ良 好 ノ轄 蹄 ヲ取 ツ テ居 ノレ ト云 フ意 味 ノ

考 エ デ ミマ ス ト結 核 ノ診 断/一 助 トナ ノレカ ト思 ハ レ

マ ヌ。

以 上 ノ如 キ吾 々 ノ實 験 二徴 シ マ シ テ、

要 ス ノレニ 「デ ル モ ツ ベ リシ」ノ特 徴 ノ・、

1.其 操 作 ガ簡 輩 ナルレコ ト。

2.本 法 ヲ行 フモ局 所 病 憂 ノ増 悪 ヲ認 メザ ノレコ ト。

3.副 作用 ノ著 シ キモ ノ ヲ認 メ得 ザ ル コ ト.

結 論 トンマ シテ(「 デルレモ ツ ベ リ ン」反 鷹 ノ、ピルレケ氏 反

磨 ト近 値 デ ア リマ シテ)マ ンツ ー氏 反 鷹 ハ 陽率 が低 イ

ト云 フ事 ハ マ ンツ ー氏 反 磨 ノ優 秀 ヲ 詮 ス ノレモ ノ デ ア

ルレ ト思 ヒマ ス ガ、赤 沈 反 磨 ニ モ可 成 ノ歓 鮎 ガ ア リマス

ノデ此 ノ三 反 鷹 ヲ合 セ行 ソ テ診 噺 ノ萬 全 ヲ 期 ス ル ト

云 フ事 モ ア ナ ガ チ 徒 爾 デ ナ ロ カ ト信 ズ ル 次第 デ ア リ

マ ス。

31ノ 追 加 阿 部 四 鄭

住 吉 氏 「デ ルレモ ツ ベ リ ン」ノ結 核 ノ診 噺 及 治療 二封 ス ル

臨 殊 的 諸 観 察 ヲ昨年 ノ大 阪留 事 新 誌 第4巻 第7號 第8

號 第9號 二之 ヲ記 述 シテ オ キ マ シタ が、只 今演 者 ノ述

ベ ラ レタ實 験 ノー 部 分 トヨ ク 似 タ 鮎 が ア リマス ノデ

並 ニ ソレ ヲ簡輩 二申 上 マ ス、 帥 チ 健 康 ナ ル看 護 婦30

名 二就 テ ビル ケ=氏 反 磨 ト「デ ル モ ツ ベ リ ン」反磨 トヲ

同 時 二比 較 シテ 見 マ シタ ニ雨 者 共 略 く70%ノ 陽性 率

ヲ起 ンマ シタ ピ;レケ ー氏 反 慮 陽 性 ナ ルレモ ノ ハ多 ク 「デ

ル モ ツベ リ ン」反 晦 モ陽 性 、 ピル ケ ー氏 反 磨陰 性 ナ ル

モ ノ ハ「デ ル モ ツ ベ リン」反 慮 モ亦 多 ク ハ陰 性 デ ア,レ ト

.云 フ成 績 二到 達 ンタ ノ デ ア リマ ヌ。

32.特 殊 化學 工場 從 業 者 二於 ケ ル 「ツベ ル

ク リ ン、ア レル ギ ー」及 ビ結 核 病 ノ調 査

.澁 川 隆 曹内 藤 信 雄(阪 大
今村 内科)

米 田 庄 三 鄭

日本 二於 ケJ1/最 大 ノ 色 素 工 場 タ ルレN染 料會1辻 從 業 勢

働 者 二於 ケ ルレ調 査 ノ摘 要 ヲ述 ブ。同 工 場 ハ大 阪 市 内 工

場 地 帯 ニ ア リテ煤 煙 ・・濠 々 ト空 ヲ覆 ヒテ空 氣 ヲ 汚染

ン・ 且 圭 トシ テ「アニ リンJ色 素 ヲ取 扱 ヘ ル關 係 上
、工

場 内 ニ ハ亜 硫 酸 「ガス」、堅 酸 「ガス」共 他諸 種 ノ刺 戟性
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臭氣充滞 ン叉色素 ノ細粉飛散ス、且勢働者入肚當時 ノ

均禮検査 ハ可及的緩大ナリ。自然的衛生環境斯 ノ如ク

ニシテ然 シテ経濟的環境叉著 シ ク良好ナリトハ云フ

肯旨ノ、フごe.

却 設 以 上 ノ有 毒 性 「ガ ス 」ガ勢 働 者 均 膿 二如 何 ナ ル 影響

ヲ及 ホ・ス ヤ、先 ヅ之 ヲ最 近7ケ 年 ノ罹 患 統 計 ニ ヨ リテ

覗 フ ニ、 第1表 ノ如 ク、

第1表 某特殊化學工場從業者疾患統計(昭 和元年一・7年)(澁 川、内藤調査)

度
昭和
元年

鼻 腔 及 其 附 厨 器 疾 患12
　}函 喉

疾 患220

急 性 氣 管 枝 炎 6

慢 性 塾 管 枝 炎}/

肺

流 行 性 感 冒
刻/

3

感 冒

カ月 膜 炎

/
4

肺 結 核/

消 化 器 疾 患1135
虚泌 尿 生 殖 器 疾 患 6

皮牌及皮下組織 ノ疾患

骨 及 蓮 動 器 疾 患

急 性 傳 染 病

剰1経 系 及 感 畳 器 疾 患

血 行 器 ノ 疾 患

23

1

PO

51

3

其 他15

重
ロ

464

畠.
●

り
一
3年 4年 :

晶

盗「
)

271Sl18

6年
」
・。

'
馴

戸
`

88

107

/
7

39140

10390

/1/
31

4 111/
1

381
　

402}276
　

21

3935ご お

6147・69

105

9

7394

7i4

の
ヨ

6

513

1

3S3

3

4 1

321382

.蔓一1 /1/ /

1 5

545562団39

12128

139 106106

【
イ

70

249

43

616
4347

21711S5
2715

1{2
つ 　 　

5255501739

71Sl9

114i125139
1

4i7 0
ヨ

111

55

197

38 51

2111255

77341

32129・35

1794172811366

4441i26

158611713!1852

」」誉
面

175i

罹患奉

1・EI"7F一均(銚

25.03.5

564

578

20

21

29

2145

17

6

3595

72

752

33

309

1365

181

80.0

82.5

2.S

3.0

4.1

306.4

2.4

0.8

513.ポ

10.三 「

107.4

4.デ

44.1

195.0

25.S

33848.2

11.4

11・旦

0.4

0.4

0.6

46.6

0.3

0.1

73.3

1.4

15.3

o・1

6.3

28.0

3.7

6.9

濡 化 器疾 患 最 モ 多 ク、感 冒 之 二次 グ。 鼻 腔 、咽 喉 氣 管

枝 疾 患 ノ多 キ ハ刺 戟 的「が ス」ノ影 響 ナ ル ベ シ。 然 ル ニ

肺 結 核 及 ビ肋 膜 炎 ノ少 キ ノ・最 モ 著 目ス ベ キ 鮎 ナ リ。

部 チ 肺 結核 ・・0.1夕 。肋 膜 炎 ・・0.3%一 シテ,700人 中).

(1)大 不博 士 ノ紡 績 職 工 二 於 ケ ノレ結 嬉 死 亡 卒 が0・86レ リ リ 　

%也Mフ ニ比 ジテ甚ダシキ相違ナ リ。又2)助 川浩

氏が、大阪府下工場勢働者現業員二於ケルレ肺結核ハ大 一
り つ こロ 　　 　

膿0.42-0.57%ト ス ノレニ比 シテ モ尚 僅 少 ト言 ・・ザ ノレ

能 ・・フご。 「勢 働 科 學 研 究 」第9巻 第1、2號(昭 和7年

1-3月)三 宅 學 士 ノ某 紡 績 會 祉 二 於 ケ ル調 査 ニ テ モ

第2表 ノ如 ク肺 結 核 罹 患奉 ・・1.1%二 蓮 ス。

斯 ノ如 ク結 核 獲病 ・・少 キ モ、「ソベ ルレク リン」皮 内 反慮

(1000倍 稀繹 奮 「ツペ 〃 リ ン」0.1・…)ニ テ検 セ ルレ「ツ

ベ ル ク リン、 ア レつレギー」 ノ獲現 率 ハ 陽 性 折73・4-

80.2%ニ シ テ他 ノ 團 艦 生 活 者 二比 シテ低 率 ナ リ1・言

フ能 ・・フご。即 チ(A)結 核 椹 患 ・・必 ズ シモ他 二比 シテ低

率 ナ ラ ・ごシテ(B)結 核 凝 病 ・・甚 シ ク低 卒 ナ リ、コ ノ原

第2表 大阪府下某紡績工場從業者ノ結

核罹患統計(三 宅秀隆氏調査)
1_

一年度別

疾患名 一

昭 和(1年

5年
7梱 鴇 罹 患 拳

(全 員 二

封 ス,レ)一一一一一 一 一

肺 結 核
一含9

互7

24 14
}一 　一一

12

ユ4

1ゲニゴ
一

1.1%

肋 膜 炎 7 8 11.5 0.7%

慢性氣管枝炎 3

4

i1 8 了 3.2 0.2%
-一 一

腹 膜 炎 2 4 0 2.5 0.1%

因 ヲ那 邊 二求 ムベ キ ヤP吾 人 ノ調 査 ニ テ ハ 第3表 ノ

如 ク血 球 数及 ビ 血 色素}1し二大 ナ,レ攣 動 ヲ見 ズ。 血 中

「ビ リル ビ ン」量 ノ概 シ テ上 昇 セ ル傾 向 ヲ認 ム
。 「ビ リ

ル ビ ン」量 ハ入 肚1ケ 刀 乃 至3ケ 月 ノモ ・二 最 モ 多 キ

如 シ。

由 之 観 是 本 工 場 二 於 ケ ルレア ル影 響 ハ 人 膿 二 溶 血 ヲ來

ン ソノ結 果 血 中「ビ リル ビ ン値 ノ上 昇 ヲ來 ス モ ノ ・如

ク、然 シテ 此 持績 的 作 用 ト結 核 駿 病 率 ノ僅 少 ナ ル事 ト

ノ間 二何 等 カ ノ關係 アル ベ ン ト想 像 セ ラ ルレ。 血 中 「ビ
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(調 査 者、米 田)

3 表

(調査者、澁川、内藤)

検査事項

検査人員

一 ±

血 中1ビ リ)L・tビ ン」 量

(B.E.nachH.v.d.Bergh)

云

・

計

爾

以
上

0

(U

　
　

コ

0
召

りθ

μ0

0

■⊥

の
ヨ

AU

「0

可⊥

¶⊥

「り

AU

AU

¶⊥

0
ヨ

pO

AU

O

IL泓 祷}・33・i4・
i

皿 仁3示精
1{[
21811

30
後
月ケ

杜

21

入

ト
皿 43

2112

入 杜 後IV
1年 以 上

計

。io

15 41

6429

5810

〒10
ヨ300

1271164

pO

46

　 　へ

百 分 卒(%)3.71、 。.。3、.814、.。1、6.5

0

0の

1

0

0・1・06

-1一 一

11.202

1

2■ ・・7

4

0

4

0 59

1」402

血液所見(7ド均〉

赤
血
球
倣

血

色
素

量

(ザ

ー
リ
)

761530萬

「

;
731460萬

771528萬

白
血
球

7800

6900

6SOO

1ツ ベ ルレク リ

ン」反1態波 内)

S3
1568萬

陽
性
卒

_%

響(健 康 看 護 姶生 徒50名)1ユ4・ ・i34・・i2S・・122・・2・ ・

73.4

陰

性

肇

一一.彩 一一

26.6

76.7[23.3
'
　

75.5P4.5

1.0

0

7… 卜 ・.2い9.S

1.0

0

0.2

0

トル ビ ン」値 ヲ上 昇 セ シム ルレ如 キ條 件 ハ 結 核 ノ進 展 二

阻止 的 二作 用 ス ル モ ・ナ ル事 ハ、本 會 二於 ケ ノレ今 村 数

授 宿 題 報 告 蛇 ビニ今 村、 澁 川 、 米 田 「肺 内注 射 療 法 ノ

實 験 的 研 究 第 二 報 」ニ テ違 ベ ルレ所 ナ リ。

33.マ ン トー一氏 反 照 ノ際 二生 ズ ル水 泡

液 中 ノ細 菌 二就 テ

藤 村 珍 男 子(大 塚 健 康 相 談 所)

余 ハ大 塚 健 康 相 談 所 二於 テ 寺 尾博 士 ノ 指 導 ノ下 ニマ

ン トー 氏 反 磨 ノ際 二生 ズルレ水 泡 中 ノ 細 薗 感 染 ノ有 無

ヲ調 査 セ リ。昨 年 中 ニ マ ン トー氏 反 磨 ヲ行 ヒ タ ノレー般

民 衆7.302人 ノ中著 明 ナ ノレ水 泡 ヲ形 成 セ ル者 男47名 、

女S2名 ノ前 勝 水 泡 ヨ リ無 菌 的 二内 容 液 ヲ プ ラ ワッツ氏

注 射 針 ヲ以 テ吸 出 シ テ之 ヲ 塗 沫 乾燥 セ ンメ リ。フ の レ

氏液 ヲ以 テ染 色 シ 顯 微 鏡 的検 査 ヲ行 ヒタ ノレ結 果 ノ、次

ノ如 シ。

墜 球菌 男4人 、 女14人 、 葡 萄 状 球 菌 男2人 、女4'人 、

連 鎮状 球 薗 男1人 、 女4人 、些 球 菌 ト柞 菌 トヲ有 セ ル

者男4人 、 女3人 、葡 萄 状 球 菌 ト墜 球 菌 トヲ有 セ ル者

女1人 、 総 計男11人 、女27人 ニ シテ全 然 細 薗 ヲ認 メ

ザル 者男36人 、女55人 ナ リ。 爾細 薗 ヲ認 メ タ ル 者 ノ

百 分 率 ハ男 ハ23.4%、 女 ハ32.9%ナ リ。 而 シテ細 菌

感染 ヲ起 セ ル者 ノ内 約 牛倣 乃 至3分 ノ1ハ 淋 巴管 炎

ヲ件 ヘ リ。然 レ ドモ細菌 感染 ナ キ者 ニモ男 女 共 二其 約

3分/1ハ 淋 巴 管 炎 ヲ 件 ヘ ノレヲ見 タ リ。 由是 観 之 、

マ ソ トー氏 反 晦 ノ際 二生 ズルレ水 泡 ハ 無 菌 ニ ンテ 細 薗

感 染 ハニ 次 的 二起 ノレモ ノ ト考 ヘ ラル。

33.討 論 阪 大 今 村 内 科 小 野 博

水 泡 液 中 ノ細薗 ガ 將 シテ 禮 外 コ リ迷 入 セノレモ ノナ リ

ヤ否 ヤ ヲ速 断 ス ル能 ・・ズ。仰 チ吾 人 が 日常 維験 セノレガ

如 ク、 「クル ップ」性 肺 炎 二於 テハ 強 心 剤 等 ノ 皮 下 注 射

局 所 二膿 瘍 ヲ見 ルレコ トア リ。而 モ ソノ患 者 ノ喀疾 ヨ リ

分 離 セ シ、病 原 菌 ト認 メ ラ ルレ・肺 炎墜 球菌 ト同型 ・モ

ノヲ膿 中 ヨ リ培 養 ス ♪レコ ト屡1ア リ。故 二演 者 ノ患 者

材 料 二於 テ モ重 症 ノ モ ノ ニ 於 テ ハ或 ・・混 合 感 染 薗 が

出 現 セ シヤ モ知 レズ。培 養 蛇 二免 疫 反 鷹 等 ニ ヨ リテ断

定 ヲ下 ス必 要 ア ラ ン。

34.血 液 像 及 ビ 白血 疎 機 能 上 ヨ リ観 タ

ル肺 結 核 二就 テ

倉 金 五 郎

1・ 本 報 告 ハ昨 年1ケ 年 中 二 於 ケ ルレ金 澤 市 若 松 療 養

所 敢容 患 者 二就 テ ノ検 査 成 績 ヲ纏 メ、且 特 二其 際 白血

球 ノ貧 食 機 能 二迄 研 究 ノ歩 ヲ進 メタ モ ノデ ア ノレ。

1・ 血 球 籔及 ビ血 球 種 類 ノ卒 算 定 ニ ハ 誤 差 ヲ極 力寡

クス ル爲 ノ特 別 ノ注 意 ト操 作 ノ熟 練 トヲ必 要 トス ノレ

コ トハ 勿論 デ ア ツ テ、演 者 ハ 從來 指 示 セ ラ レテ居 ノレ範

園 内 二於 テ特 ニ ソ ノ鮎 二充 分 ノ意 ヲ 用 ヒ タ コ トヲ圭

張 拘 レモ ノデ アル ガ、ソ ノ詳 細 ハ原 著 二譲 ノレト シテ此

虜 ニハ 共結 果 ノミ ヲ統 計 的 二観 察 シ、封 照 ト司ク比 較

シテ吾 々 ガ 日常 行 ツテ居 ノレ検 血所 見 ノ本 疾 患 二於 ケ

ルレ意 義 ヲ先 聞 明 ナ ラ シメ度 イ ト思 フ。
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1・ 赤 血 球 数 ハ 勿論 表 掲 ノ如 ク男 女 二差 がア リ、故 二

之 ヲ男 女 別 二結 核 患 者 ト比 較 ス ル ニ 李 均 数 二於 テ何

レモ差 異 ヲ認 メ シ ム,レコ トガ ナ イ。但 シ攣 差 範 圃 二於

テ患 者 ハ健 康人 ヨ リ明 ヵ 二攣 差 係 数 が大 デ アル。之 ハ

患 者 二於 テ血 球 数 二減 少 が 存 ス ル ト共 二 他 方 塘加 ヲ

ホ ス モ ノが ア ル コ トヲ示 ス モ ノデ アル。

病 型 二就 テ云 ヘ バ女 子 二於 テ 病 勢 ノ 進 行 ス ル モ ノノ・

然 ラ ザ ルレモ ノ ヨ リモ 明 カ ニ貧 血 傾 向 ヲ有 ス ル ガ、此事

が最 モ明 瞭 二断 言 出來 ル ト思 フ。ソ ノ他 ノ仔 細 二就 テ

ハ煩 雑 ニ ワ タ ル カ ラ今 之 ヲ略 ス,レ。

1.血 色 素 モ亦 勿論 男 女 二於 テ差 力"存ス ル。故 二男女

別 二患 者 ト比 較 ス ルレニ 何 レモ 患 者 二於 テ 血 色 素 低下

ヲ認 メ ル、病 型 デ ハ男 子女 子 共 二病 竈廣 汎 ナ 程、 病 勢

ノ重 キ モ ノ程 血 色 素 含 硅 が低 ク、且 之 二加 フノレニ女 子

デ ハ滲 出型 二於 テ増 殖 型 ヨ リ モ 血 色 素 含 硅低 下 ヲ認

メ ル。

ユ.血 色 素 係 薮 ハ 男女 差 ガ ナ イ。 患 者 デ ・・病 竈 贋 キ

程 、 叉 滲 出型 二於 テ 倣値 が低 イ。

1.白 血 球 数 ・・男 女 二差 力"ナク、患 者 デ ハ明 カ ニ主 ト

ン テ増 加 ヲ認 メ ノレ。 病 竈 廣 キ程 、病 勢 慢 キ程 、 而 シテ

滲 出型 二於 テ増 加 が 筈 ンイ。空 洞 ノ有 無 ニ ハ 直接 關 係

ン テ ナ イ。

1.中 性 嗜 好 多 核 白血 球 百 分 率 ハ男 女 二差 ナ ク、患 者

二多 イ、 叉病 竈 廣 キ程 、 病 勢 強 ク、滲 出型 二 於 テ便 ガ

大 デ ア ル。

1.iエ オ ジ ン」嗜 好 白 血 球 ハ男女 差 ナ ク、健 康 者 ト患

者 ノ間 二差 異 ヲ見 ナ イ。停 止 型 二於 テ他 ヨ リ極 僅 カニ

多 イ コ トガ屡 くノ様 デ ア ル。

1.盤 基性 細胞 ハ男 女 差 ナ ク、患 者 ニ モ病 型 ニ モ特 二

差 異 ヲ認 メ シ メ ナ イ。

1.大 軍 核及 ビ移 行 型 百 分 肇 デ ハ 健 康 人 ト患 者 トノ

間 二、 患 者 二於 テ僅 カ ニ寡 キ關係 が存 ス ル。

1.淋 巴球 百 分 率 ハ患 者 ノ方 が遙 カ ニ寡 イ、病 型 デ ノ・

病 竈 大 、病 勢 重 ク、滲 出型 ナ ルレモ ノ ニ於 テ低 率 デ ア ノレ。

1.淋 巴球 絶 封 数 ハ男 女 健 常 人 、及 ビ患 者 ノ間 二攣 化

ガ ナ イヤ ウデ ア,レが、病 型 ヲ別 ケ テ考 ヘ ノレ ト停 止 型 二

著 シク進 行 型 二於 テ 好 輔 者 ヨ リモ 僅 カニ低 イ彼 ヲ持

ッ テ 居 ノレ。之 二櫨 ッ テ 見 ル ニ淋 巴球 百分 卒 ノ低 下 ハ 圭

トシテ 中性 多核 ノ塘 加 一機 由 ス ル 比 較 的 淋 巴球 寡 少

デ ア;レが、僅 カ ノ例 二 於 テ淋 巴球 絶 封 数 ノ明 カナ減 少

ヲ來 ス モ ノデ アル コ トガ知 ラ の レ。

1.核 分 葉 数 ハ 患 者 ノ方 が遙 カ ニ寡 イ。 病 竈 大 、病 勢

進 行、 滲 出型 二於 テ何 レモ ソ ノ減 少 ヲ詮 明 ス ル。

1.貧 喰率 ・・男 女 二差 ナ ク、患 者 二於 テ低 下 ヲ認 メ ル

ケ レ ドモ、病 型 カ ラ'・唯 病 竈 ノ廣 サ ニ ノ ミ圭 トシテ關

係 ス ル ヤ ウデ ア,レ。

1.以 上 諸 成績 ヲ綜 合 ス,レ ニ當 リ、最 モ必 要 ナ鮎 ・・之

二 依 ツ テ病 竃 ノ大 小 ヲ知 ル ニ モ非 ズ、ヌ.培殖 ト滲 出 ノ

雨 型 ヲ別 タ ン が ソ ノ目的 ニ モ非 ズ、實 二疾 病 ノ豫 後、

病 勢 ノ如 何 二 關 ス,レ モ ノデ ア ルレ。

此 鮎 二於 テ 、ノ ミナ ラ ズ準 均 値 が成 可 ク多 ク封 照 ノ懸

隔 シテ居 ル モ ノ ヲ求 ム ル ニ、血 液 像 所 見 中臨 然 上最 モ

償 値 多 キモ ノハ、血 色 素 含 量 ノ低 下 、 白血 球 総 藪 塘 加

殊 二 中性 多 核 白 血球 ノ培 加 、淋 巴 球 百 分 率 減 少 、核 分

葉 数 ノ左 方 移 動 ガ圭 ナ,レモ ノ デ ア ラ ウ。

併 シ、是 等 ノ結 果 ヲ 見 レバ列 明 ス ル ヤ ウニ、 何 レノ成

績 二就 テ 見 ル モー 義 的 ノモ ノ ハ殆 ン ド寡 ナ イ。白血 球

ノ ミニ就 テ ハ ソ ノ或 程 度 以上 ノ 壇 加 ハ 豫 後 甚 ダ シク

不 良 ナ ル コ トが確 カデ ア ル ガ、ソ ノ限 界 二就 テ ハ更 二

吟 味 ヲ要 ス ル ノデ ア ツ テ 之 二 關 シ テ ハ 今 後 更 二研究

ノ結 果 報 告 シタ イ ト思 フ。共 他 ノ詳 細 二就 テ ハ検血 所

見 ノ全 部 ヲ綜 合 シ、特 二上 記約 五 種 目 二就 テ考 察 ヲ圓

満 二下 ス コ トが 必要 デ ア リ、 夏 二他 ノ 例 ヘ バ赤 沈 成

績 、 榮 養 、熱 ノ型 式 等 多 角 的 二観 テ始 メ テ 豫 後 二就 テ

ノ正 シイ管 見 ヲ 下 ス コ ト盆 く重 要 ナ ルレコ トヲ 知 ル/

デ ア,レ。

1.貧 喰 能 ノ如 何 ガ 患 舌 ノ病 勢 ヲ ト知 スル ノ有 力 ナ

ル鍵 ヲ與 ヘ ル ヤ ウ ナ結 果 ヲ與 ヘ テ居 タ トス レバ、該 検

査 法 ハ 治 療 方 面 二直 チ ニ 重 大 ナ指 針 ヲ與 フル モ ノデ

アルレコ トハ 疑 ヲ容 レナ イ が、不 幸 ニ ソ ノ確 實 ナ詮 明 ハ

得 テ 居 ラナ イ。

核 分葉 籔 ノ著 明 ノ減 少 ヲ知 レバ 浮 游 セ ノレ白 血球 二機

能 的 差異 ノ存 ス ル コ トヲ全 然 否 定 シ得 ナ イ ガ、診 ク共

貧 喰能 二就 テ丈 見 ル ナ ラバ 核 分葉 敷 ト貧 喰 トノ間

二密 接 ナ病 竈 ノ 廣 サ ニ磨 ジテ ノ ミ食 喰 卒 低 下 ヲ詮 明

シ得リレノデ アツ テ是 等 核 分 葉 激 ノ 寡 キ 白血 球 が必 ズ

ンモ 直接 二著 シキ 機能 低 下 ヲ意 味 ス,レモ ノ トハ 思 惟

セ ラ レナ イ。

35・ 結 核 ノニ 、 三 血 液 反 感 二就 テ

九 州 帝 國 大 學 磐 學 部 金 子 内科 敏 室

田 中 豊 一

野 間 潔

伊 東 砧 俊

緒 言

近 來 結 核 特 二肺 結 核 ノ 病 勢 診 漸 或 ・〉豫 後 到 定 二利 用
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セ ラ レ,レ血 液 反 磨 ハ 實 二多 数 二昇 リー 々枚墾 二 逗 ガ

ナ イ程 デ ア,レガ、私 達 ハ共 中操 作 比 較 的 簡 軍 デ臨 脈 上

ノ晦用 容 易 ナ ノレ次 ノ四 反 鷹 、印 チ赤 血液 沈 降 反 晦 、血

清 高 田氏 反 鷹 、1'レゾノレチ ンJ反 磨 及 ビ ミユ ンデ)レ氏 反

鷹 ヲ同時 二肺 結 核 患 者4S例 二就 キ前 後70回1・ 、是 ノ

封 照 トシテ健 康者20例 二就 テ楡 査 シ、臨 抹 的 蛇 二 「レ

ン トゲ ン」所 見 ト比 較i封照 ン、 是 等 諸 反 慮 ノ清 長 ト病

症 ノ輕 重.病 型 、病 勢 トノ關 係 二就 テ槻 察 シタ ノデ其

成績 ヲ拉 二報 告 シ皆 様 ノ 御 批判 ヲ 仰 が ン トス ノレモ ノ

デア リマ ス。

文 獄 二徴 ス ル ニ赤 血球 沈 降 反 鷹 ノ 結 核 症 二 於 ケ ァレ臨

脈 的 債値 アルレコ トノ、既 ニー 般 二 認 メラ レテ オノレ所 デ
　

ア リ、lvゾ ル チ ン」反 磨 、 ミ ユ ン デ,レ 氏 反 雁 ハ 最 近 二

於 テ モVernes(1926).Goiffonu.Pretet(1927),

Pierretu.Langeron(192S),Dufouru.Badoux〆1930,・,

RalPhandDavies(19:}Ol),本 多(192S ,1,片 山 「1933)等

多 数 ノ 諸 氏 ニ ヨ リ本 症 病 症 ノ輕 重 、病 勢 ノ 診 断 或 ハ 豫

後 判 定 二債 値 ア,レ モ ノ ト報 告 サ レ、血 清 高 田 氏 反 磨 二

就 テ ノ・Pang」r(1931)、 久 保 、 高 後(19:33,)諸 氏 ノ 報 告

ガ ア リ、 他 レ モ 本 症 ノ 重 症 者 二 陽 性 二 現 ハ レ、 ソ ノ 活

動 性 如 何 ヲ トヌ ルレニ 役 立 ツ モ ノ ト シ テ 是・}ル ノ デ ア リ

マ スo

實 験 成績

先 ヅ封 照1・セル 健 康 者20例 二於 テ ハ第1表 二明 ナ ルレ

如7赤 血 球 沈 降 反 賑 ハ2、3ノ 例 外ハ アルレガ殆 ン ド総、

テ ニ於 テ正 常 値 ヲ示 ンテ 居 リ、 高 田氏 反 鷹 及 ビ「レゾ

ル チ ン」反 鷹 ・・全 部陰 性 、 ミユ ンデ ・レ氏 反癒 ハ 弱陽 性

が1例 、陽 性 力陰 性 力疑 ハ シ キモ ノが2例 ア ル外 ハ全

部 陰 性 デ ア リマ ス。 仰 チ健 康 者20例 二於 テ ハ是 等 ノ

諸 反 磨 ハ 赤 血 球 沈 降 反 鷹 トミユ ンデ ル氏反 鷹 トー 於

テ2、3ノ 例 外 ヲ観 タ外 ・・全 部 陰 性 ヲ示 シテ ヰ ル ノデ

ア リマス 0

次 ハ結 核 二就 テ デ ア)レガ之 ヲ臨 殊 的 蛇 二「レン トゲ ソ」

所 見 二櫨 リ重 症 、 中等 症 、輕 症 ノ三 種 二分 ケ テ観 察 ス

ル ト、重 症 デ病 勢 ・進 行 性 ナ ル肺 結 核 デ29同 検 査 セ

ルレモ ノデ ハ第2表 二示 ス 如 ク 赤 血球 沈 降 反 晦 ハ1時

間20粍 以 上 ヲ 病 的 促進 トセ バ 之 ハ25例 デ ア ツ テ

S6.2%1・ ナ リ、高 田 氏 反 磨 ・・陽性 、 弱陽 性 ノ モ ノ9例

ナ ル が各 試 験 管個 々二就 テ観 テ 陽性 傾 向 ヲ 示 ス モ ノ

ヲ加 へ,レ ト18例62.1%ト ナ リ、「レゾ,レチ ン」反 磨 ハ

陽 性 ノ モ ノ25例86・2%、 ミユ ンデ)レ氏 反 慮 ノ・陽性18

例62.0%デ ア リマ ス。 即 チ重 症 例 二 於 テ ハ総 テ ノ反

磨 ノ陽 性 度 ハ誠 二高 卒 ヲ示 ン、其 中赤 血 球 沈 降 反唯 ト

「レ ゾル チ ン」反 鷹 トノニ 反 鷹 ハ 最 モ高 傘 デ 共 二86・2

%、 次 ハ高 田氏 反 鷹 トミユ ンデ ルレ氏 反 鷹 デ 共 二61・2

%ヲ 示 シテ居 ノレノデ ア リマ ス。

次 二各反 磨 相 互間 ノ關 係 二就 テ 観 ルレニ是 等 ノ四 反 賑

全部 が一 致 シテ 陽 性 ナ ノレモ ノ・・29例 中19例 デ51・7

%二 當 リ、而 シテ豫 後 全 ク不良 ト見倣 サ レ其 後 死 亡 セ

ノレs例 デ ノ・腸結 核 ヲ圭 トセ ノレ唯1例 ノ 外 ・・几 テ が全

反 鷹 陽性 ナ ノデ ア リマ ス。次 二三 反鷹 以 上 が一 致 ンテ

陽性 ナ ノレモ ノ・・19例 デ65.5%、 二 反 際 以 上 が同 時 二

陽性 ナ ノレモ ノ26例 デ約90%、1一 ソ ・反 鷹 テ モ陽 性

ナ ル モ ノノ・2S例 デ91.6%ト ナ リ淺 リ ノ1例3.9%丈

ケ ガ 全 反 磨 ガ陰 性 ヲ示 ンテ ヰ ノレノ デ ア リマ ス。叉 是 等

ノ反 鷹 中 デ モ 同様 ノ態 度 ヲ 示 シテ 居 ・レモ ノ ヲ墾 ゲ ルレ

ト、 赤 血 球 沈 降 反 鷹 ト「レゾ ノレ4ン 」反 鷹 ト・・23例 、

約,90%二 於 テー一致 シテ居 ルレが其 他 ノ反 鷹 間 二於 テー

致 ヲ見 タ モ ノ・・夫 々16例 或 ・・17例 デ 大 差 力"ナイ ノ

デ ア リマ ス。併 シ高 田氏 反 鷹 ト ミユ ンデ ノレ氏 反 磨 ノ陽

性 ナ ル モ ノ夫 々1S例 ナ ノレガ其 中 僅 カ ニ1例 ヲ除 キ他

ノ17例 力"全ワー 致 シ居 ルレコ1… 興 味 ア'レコ ト ・思 ヒ

マ .ス。 叉 重 症 例 中 デ モ腸 結 核 ヲ主 トセ,ン第16,策17、

第1Sノ:;例 二就 テ ベ回 検 査 セ ル戌績 二於 テ ハ 赤 血液

沈 降 反 鷹1・「レゾル 千 ン ・反鷹 ト・・共 二陽性 デ ア ノレ ・二

反 シ高 田 氏 反嘱 ト ミユ ン デ'レ氏 反 晦 ト ハ 共 二殆 ン ド

陰 性 ナ ノレ鮎 モ注 目 二値 ㍗ レモ ノデ ア リマ ス。

次 二 中等 症 ・24例 デ ハ第3表 ・如 ク陽性 ナ'レモ ノ赤

血 球 沈 降 反 鷹15例 デ62・5%、1レ ゾ1レ4ン 」反 鷹11

例45.S%、 ミユ ン デル氏 反 鷹12例50.0%、 高 田氏

反 磨 が陽性 傾 向 ・モ ノヲ合 セ テ8例ll3.3%デ ア リV

ス。卯 千中 等症 テ'ハ高 田氏 反 磨 ノ陽性 度最 モ低 〃他 ノ

三 反 慮 間 二・・k差 ナ ク何 レモ50%内 外 ヲ示 シ、 重 症

例 ノ場 合 二比 シテ是 等 諸 反 磨 ノ陽 性 度 モ 亦低 下 ンテ

ヰ ル ノデ ア リ マ ス。

次 二各 反 鷹 間 ノ關 係 ヲ澱 ルニ四 反 鷹全 部 が一 致 シテ

陽性 ナ ルレモ ノハ唯1例 ノ ミテ4.1%、 三 反1愈以上 ザー

致 匂 レモ ノS例:;:3.3%、=反 鷹 以上 ガー 致 セ ルレモ ・

ハ16例66.6%、 何 レ カ ・一 反 磨以 上 →j"陽性 ナ ルレモ ノ

21例87.5%デ .卸翅 匡ガ陰 性 ナ ル モ ノ・・窪 リ ノ3例 デ

12.5%ナ ノデ ァ リマス。而 シ テ オ互 ヒ間 ノ並 行 度 ニ ノ・

大 差+ク20%内 外 ヲ示 ン堀 悪 ノ傾 向 ニ アル策2例 デ

・・之 ト蛇 行 シ テ 「レ ゾル 手 ンJ反 鷹 トミユ ンデ,レ氏 反

磨、 叉 同 ジ ク第3例 デ ・・赤 血 球 沈 降 反 鷹 ト 「レ ゾルレチ
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ン」反 磨 が夫 々一 致 シテ ソ ノ陽 性 度 モ 亦 高 ク ナ ツ テ居

ノレノデ ア リマ ス。

最 後 二輕 症 ノ17例 二於 テ ・・第4表 ノ如 ク赤 血 球 沈 降

反 鷹 ノ陽 性 ナ'vモ ノが9例 デ52.9%、 「レゾ ル チ ン」

反 慮4例23.5%、 ミユ ン デル氏 反 慮5例29.4タ6、 高

田 氏 反 磨 ・・陽 性 傾 向 ヲ 示 ス モ ノ ヲ副 ヘ テ(;例25.0%

デ ア リ、輕 症 デハ 赤 血球 沈 降 反 磨 ・ ミガ共 陽性 度 比 較

的 高 イ が他 ノ三 反胞iバー一様 二低 イ 陽 性 度 ヲ 示 シ テ キ

ル/デ ア リマ ス。

次 二四 反 慮 全 部 が一 致 シテ陽 性 ナ ルレモ ノ・・1例 デ5.S

ク6、三 反 磨 以 上 ガー 致 セ ルレモ ノ・・4例 デ23.5%、 二

反 膳 以 上 ガ7例 デ41.4%、 一 反 磨 デ モ 陽性 ナ ル モ ・

ハ11例 デ64.7%ト ナ リ、 礎 リ ノ6例35.3%カ"全 反

鷹 陰 性 ナ ・デ ア リマ ス 而 シテ 相 互 間 デ 同一 態 度 ヲ

示 スモ ノデ ノ・赤 血 球 沈 降 反 臆 ト高 田 氏 反 慮 ガ ろ例 デ

29.4%、 他 ノ反 慮 間 ハ2、3例 宛 デ ノ〈差 ノ・見 ラ レマ セ

ンo

結 言

以 上 ヲ蓮 覧 スル ト第5表 二示 ス が如 ク 是 等 ノ諸 反 磨

・・健 康 者 デ ハ殆 ン ド全 部 が陰性 ト云 ツ テ モ ヨ イガ、肺

結 核 二於 テ ハ病 症 ノ輕 重 、 病 勢 ノ充 進 、豫 後 ノ不 良 二

蛇 行 シテ共 陽 性 度 モ 亦 漸 次 高 率 ヲ 示 シ テ ヰル ノデ ア

リマ ス。而 シ テ此 中 赤 血球 沈 降 反 磨 ・・其 ノ陽 性 度 最 モ

高 ク、 次 ハ 「レ ゾル チ ン」反 磨、 ミユ ンデ ノレ氏 反 慮 、 高

田氏 反 庶 ノ順 トナ ツ テ キ ルレが、重 症 例 デ ハ赤 血 球 沈 降

反 慮 ト「レ ゾルレチ ン」反 磨iハ 同 卒 デ86.2>'b、 高 田 氏反

胞{ト ミユ ンデ ル氏 反 庶bが 亦 同 率 デ 共 二62.0%ヲ 示

シテ ヰ ル ノデ ア リマ ス。

要 之 是 等 ノ反 鷹 ハ何 レモ臨 鉢 上 一 癒 用 シテ 本 症 ノ病

症 ノ輕 重、 病 勢 、或 ハ 豫後/如 何 ヲ知 ル上 二便 値 ガ ア

ル モ ノ デ ア リ、特 二 是 等 ヲ同時 二 合セ行 フナ ラバ共 頂

値 ヤ盆1以 テ 大 ナ ル モ ノ ガ ア ラ ウ ト思 フモ ノデ ア リ

マ'ス
0

36.血 液 滴像 法 ノ研 究(績 報)

高 垣 秀 雄(大 阪 帝 大 讐學 部 今 村 内科)

余 ・・1933年 第11回 日乍結 核病 學 會 二 於 テ、1928年

Schillng,Meyer,Bierast諸 氏 二依 リ創 案 サ レ血 液 滴

像 法 二使 川 セ ラノレ ・濾過 紙 ノ代 リ ニ 種 々ナ レ 日本 紙

ヲ用 ヒ テ實 験 セ ルレ結 果 途 二杉原 奉 書紙 ヲ以 テ 充 充 ソ

ノ目的 ブ達 成 シ、優 ルレトモ劣 ラ ザ ノレ事 ヲ報 告 セ リ。 併

セ テ該{糞 書紙 上 二 現 ハ レタ ル血 液 滴像 二 依 リ 肺結 核

患 者 ノ豫 後 判 定 一 好 都 合 ナ ル事 ヲ認 ノ タルレモ ー般 二

血 液 滴 像 ハ 温度 二左右 サ ル ・事 甚 大 ニ シ テ 同 一血 液

ヲ以 テ セ ルレ該 滴 像 が温度 ノ異 ナ レ ル 場 所 二於 テ ソ ノ

陽 性 率 二 大差 ア ル事 ヲ認 メタ リ。即 チ温 度 ヲ度 外覗 シ

テ血 液 滴 像 法 ヲ論 ズノレ能 ・・ザル事 ヲ報 告 セ リ。

今 同 ハ余 ノ考 案 ニ ナ レルレ血 液 雌 一 血 清 滴像 ヲ 胞淵 セ

ル2、3i新 所 見、 仰 チ、(1)ア ドラ ー、 ラ イマ ン氏 法

ノー 鎚 法 。(2)肺 結 核 患 者尿 が血 中1コ ン ゴー ロー ト」

除 去 能 力 二封 ス'レ影 響 。(3)血 液 滴 像 ヲ磨 用 シ血 中謄.

汁 色 素詮 明 鮭 二定 量 法 。 以 上 二就 キ報 告 ス。

(1)ア ドラー 、 ラ イマ ン氏 法 ノー 攣 法 トハ ー 方 二於

テ家 兎血 清 ヲ以 テ「コ ン ゴー ロー ト」溶 液 コ順 次 稀繹 シ

奉 書紙 上 二血 清 滴 像 ヲ作 製 シ 之 ヲ標 準比 色 血 清滴 像

トス.他 方 二於 テ 種 々 ノ牛 型 結 核 薗}il:ヲ 静 脈 内 二注

射 シ罹 患 セ シ メタ ル結 核 家 兎 二禮 重 庭 當 リ1%「 コ ン

ゴー ロー ト」水 溶 液0.5瓦 ヲ 耳 静 脈 内it三射 シ15分 間 ,

毎 二 左 心室 ヨ リ探 血 シ、 血 清 ヲ分 離 シ 奉 書 紙 上 二血.

清 滴 像 ヲ作 製 シ之 ヲ 標 準比 色血 清 滴 像 ト比 色 シ血 中

「コ ンゴー ロー ト」除 去 能 力 ヲ 窺 ・・ン ト スル 方 法 ナ リ。

本 實験 二於 テ結 核 家 兎 バー 般 健 康 家 兎 二比 シ血 中 「コ

ン ゴー ロー ト」除 去 能 力 遅 延 ス ル ヲ認 ム、 殊 二1雇 量

ノ牛型 結 核 薗 ヲ以 テ 罹 患 セ シ メ タルレ結 核 家 兎 一 於 ゲ

ノレ遅鍍 ハ 養 鰍 乃至 ま。魑 ノ裡 結核菌 ヲ以

テ罹 患 セ シ メタ ル結 核 家 兎 二 於 ケ ル ソ レ ヨ リモ 大 ナ

ルレヲ認 メ タ リ。

(2)肺 結 核 患 者 尿 ガ血 中「コ ン ゴー ロ・一 』 除 去能 力 二

封 ス ルレ影 響 トハ近 時 健 康 人 尿 ガ血 中 異物 殊 二色 素 「ア

ゾ フ ク シ ン」 ノ除 去能 力 ヲ促進 ス ルレ性 ヲ有 ス ル事 ヲ報

告 セ ル モ ノ ア リ。 妓 二於 テ肺 結 核 患 者 尿 ガ血 中 ニコ ン

ゴ ー。・一 ト」ノ消 長 二封 シ如 何 ナ ル 影響 ヲ與 フ ル モ ノ

ナ リヤ ヲ實験 セル 成 績 ナ リ。

本實 験 ・・健 康 家 兎 ノ 耳 静 脈 内 二 肺 結 核 患 者 尿 ヲ3・0

瓦 注 射 シ約1分 間 後 二1%「 コ ン ゴー ロー ト」水 溶 液盤 二

重 竜 當 リ0・5瓦 静 脈 内 注 射 シ15分 間 毎 二 左 心 室 ヨ リ

探 血 シ ソ ノ血清 滴 像 ヲ作 製 シ 標 準 比 色 血 清 滴 像 二比

色 シ血 中1コ ンゴ ー ロー ト」除 去 能 力 ヲ窺 ヒタ ルレ方 法 ナ

リ。

本 實 験 二於 テ 重 症 肺 結 核 患 者 尿 ガ 中等 症 及 ビ輕 症 肺,

結 核 患者 尿 ヨ リモ著 明 二血 中「コ ン ゴー ロー1・)ノ 除 去 、

能 力 ヲ促 進 ス ル性 ア ノレヲ認 メ タ リ。

(りt》)血液 滴 像 ヲ 磨 川 シ 血 中謄 汁 色 素 謹 明 虹 ビ ニ定 量

法 。

本 實験 ノ根 櫨 ハ種 々 ナル 中性 賂 類 、.酸 、及 「アノレカ リ」,
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ノユ%濃 皮水溶液 ヲ吸牧乾燥 セ シメタル奉書紙上二

於 ケル血液滴像ハ無條件 二陽性反磨 ヲ呈セルレヲ登見

'セノレコト及 ビ黄疸患者血清並 ビニ血液滴像 二於テソ
　

ノ脆 汁 色 素 ハ滴 像 邊 縁部 二集 合 セ ン トス ノレ性 質 ヲ有

ス(血 液 蛙 ビニ血 清 中 ノ「トリ・ミフ ラ ビ ン」、「パ ンセ プ

チ ン」等 ノ黄 色 色素 ・・滴 像 中央 部 二集 合 ス)ノレコ トヲ

獲見 セ ルレニ ア リ。

以 上2ツ ノ性 質 ヲ利 川 シ 右 紙 上 二 黄 疸 血 液 滴 像 ヲ作

製 ス ル 時 ハ血液 滴 像 ・・陽 性 ヲ 現 ・・シ脆 汁 色 素 ・・滴 像

邊 縁 部 二集 合 シ來 ル。之 レニ グメ リン氏液 或 ・・エ ー一,レ

リッヒ氏「ディア ツ オご液 ヲ注 加 スルレコ トー ヨ リ滴像 邊 縁

部 二謄 汁 色 素 反 鷹 陽 性 ヲ示 ス。即 チ本 血 液 中 ニハ脆 汁

色 素 ノ存 在 ヲ讃 明 シ得 タ リ ト思考 ス。叉 脆 汁 色素 含有

ノ 多票 ニ ゴ リ7"メ リン線 色1更盤 二 濃…淡 ノ 差,異 ヲ 示

ス ヲ以 テ標 準 比 色 血 液 滴 像 ヲ 作 リ之 レニ 比 色 ス ルレコ

ト_ヨ リ血 中 謄 汁 色 素 量 ノ大膿 ヲ知 リ得 ノレモ ノ ナ リ。

帥 チ 特 去 ヲ 鷹用 ス ノレ時 ノ・唯1乃 至2滴 ノ 血液 ヲ以 テ

充 分 二血 中謄 汁 色 素 ヲ誰 明蛇 二定 量 シ 得 ル簡便 ナル

7新 方 法 ナ リ。

36討 論 拉 二質 問 傳 研 武 田 徳 晴

余 ハ ア ドラー 、ラ イマ ン ノ綱 状 織 内被 細 胞 磯 能 検 査 法

二i野 シテ批 判 的 ノ研 究 ヲナ シ、種 々ノ分 量 二 於 テ拍1行

中 二注 入 セ シ「コ ン ゴー 赤 ノ分 布 、 排 泄 、 網 内細 胞 ニ

ヨル囁 取 量 ヲ精 細 二調 ベ タ ルレ結 果 、血 行 ヨ リ消 失 セ ル

「コ ンゴー 赤 」ノア'レ部 分 ノ ミガ絹 内細 胞 ノ掘 取 二基 ク

モ ノナ ルレコ トヲ確 メ、乍法 ヲ綱 内細 胞 ノ機 能 検 査 法 ト

稔 ス ル ニ ノ・ソ ノ根 慷 絵 リニ薄 弱 ナ ルレコ ト ヲ指 摘 シ、ソ

ノ研 究 ノー 部 ヲ昭 和5年 ノ本 會 ニ テ號 表 シタ リ。抄 録

ハ「結 核」二、原 著 ハ1昭和 ・5年ノ賓 験 讐 學 雑 誌 二描 載 セ

,レガ御 一 讃 ノ機 會 ヲ得 シヤ。

答 辮 高 垣 秀 雄

血 液滴 像 法 ノ研 究 二於 テ 余 ノア ドラー、ラ イマ ン氏 法

ノ攣 法 ナ ルレモ ノ ハ、「コ ンゴー ロー ト」水 溶 液 ヲ家 兎 静

脈 内 二注 射 シテ血 中「コ ンゴー ロー ト」ノ除 去 能 力 ヲ{ξ

書紙 上 二現 ハ シタ ル血 清 滴 像 一 俵 リ窺 ヒタ,レモ ノニ

シテ、網 状 織 内被 細 胞 系 ノ機 能 二依 レ モ ノナ ・レヤ 否 ヤ

ノ實験 ニ ア ラ フごシテ、 輩 二所 謂 ア ドラー 、ライ マ ン氏

法 ノー・攣i法 二過 ギズ。

37.肺 結 核 患者 ノ高 田 氏 血 清 膠 質 反 懸

柳 澤 康 夫(刀 根 山病 院)

演 者 ハ 刀根 山病 院 入院 中 ノ患 者 二 就 キ 高 田 氏血 清 反

雁i蛇 二赤沈 反 磨 ヲ槍 査 シテ 次 ノ如 キ結 論 ヲ得 タ リ。

].肺 結 核病 機 硬 化性 ニ シテ 臨}沐上 治 癒 ヲ 示 セノレ知

キ場 合 ニハ 本 反 鷹 常 二陰性 ナ リ。 滲 、ll性、増 殖 性 混 合

型 二 於 テ・・圭 ト シテ 滲 出性 ナ ル如 キ 症 例 二於 テ ・・陽

性 反臆iヲ示 現 ス ルモ ノ極 メ テ多O、 滲 出性 病 竈 輕 度 ナ

ル時 ハ陽 性 率 ハ遙 カ ニ降 下 シ、培 殖 性 病 型 二於 テ ・・多

クノ・陰 性 ナ リ。

2.本 反 磨陽 性 ヨ リ陰 性 ヘ ノ韓 向 ・・病 機 及 ピー 般 症

状 ノ輕 快 ヲ意 味 シ陽性 ヘ ノ輔 化 ハ塘 悪 ヲ 思 ハス ルレ如

キ症 例 多 シ。

3・ 重 篤 ナ ル 含併 症 ヲ 有 ス ル 如 キ例 二於 テ ・・本 反 鷹

陽 性 ナ リ。

4.赤 沈JAg,ノ 促 進 度 トギ 反 鷹 ノ 陽性 率 ハ ヨ ク動 行

ス。從 デ1坂 鷹 ノ・肺 結 核 ノ豫 後;'iJ定ニノ・簡軍 ニ シテ比

較 的 確 實 ナ ルレー良 法 ナ リ ト推 奨 セ ン トス。

38.肺 結 核 患 者 赤 血 球 沈 隆 反 雁 遅 延 異 状 例

奨II糧 罎σ聯 熔 學欝 村内科)

余等 ・・近 江 「サ ナ ト リウ ム」 二 療 養 セ ル患 者 二就 テ 、

「ッ ベ ルレク リ ン」反 甑 胸 部 「レン げ ン
.傷 眞、喀 覆検

査 及 ビ胸 部 理學 的 所 見 ヲ詳 細 調 査 ナ シ7ル レ結 果 、明 ラ

ヵ二肺 結 核 ト診 断 ン 得 ル モ ノニ シテ其 ノ赤 沈 反 磨 ・

特 二逞 延 シ、ウ王Zテ ・レグ レ ン、 カ ・ソツ 氏 法 ノZF一均値

10・0以 下 ヲ示 ス モ ノ30例 二就 キ、 ソ ノ臨1111所『Lヲ併

セ テ此 庭 二報 告 ス。

1.量 則定'方Ψ去

立一壬」Z=テヱヒ11レ ン、 カ ッ ッ氏 ノ術 式 二因 リ3.8%杓 椴

酸 曹達 溶 液 ト肘 静 脈 ヨ リ探1血 シタ ・レ血 液 ノ比 ヲ1劉

4ナ ラ シ メ輝 カ ニ混 合 ノ後 、 之 ヲ沈 降 「ピペット1二 吸

引 直 航セ シ ノ、1時 間値(a)、2時 間 値(b)ヲ 検 シ

a+b
う

5-一 ノ方 式 ニ ヨノレヱト均 値 ヲ求 メ タ リ。毎 常検 査 時

間 ハ午 前9時 ヨ リ午 前11時 ノ問 ニ シテ室 温 振 氏15

以 上20度 以 下 二於 テ1ケ 刀 ノ問涌 弓晋 キテ2乃 至3

同 宛 反 復 梅 査 ヲ行 ヘ リ。

被 検 者 二就 テ調 査 シタ ル結 果

■

O

●

●

●

●

「⊥

可⊥

ー
ル

¶
⊥

「
⊥

-

⊥

佳 別 ・… 男 子24例 、 女 子6例

年 齢 … ・16歳 以上40歳 迄

灘 重 … ・50.0-60.0冠

ピノレケ反 磨 一陽 性 者28佃]、 陰 性 舌2例

喀 啖槍 査 結 核菌 陽 性fl-12例 、 陰 性 者1S例

胸 部X像 所 見 何 レ モ 圭 塘 殖 性 結 核性 病 竈 陰 騎

ヲ示 シ、 早 期 浸 潤 、尺空洞 性 及圭 滲 出性 重 症 型 ノ モ ノ

ナ シ。含併症 トシテ 肋 膜 炎性 滲 出液1猫 留 ヲ認 ムル モ ノ
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2例 ア リ。

1・ 胸 部 理 學 的所 見 ・・X像 二該 當 ス ル 部 分 二概 子呼

吸 音 ノ粗 裂 、 呼 氣 延 長 叉 ハ水 泡音 ヲ聰 取 シ、閉 鎖 性 患

者 ニ シテ水 泡 音 ヲ聴 ス ノレモ ノ9例 ア リ。

1・ 膿 温 滲 出性 肋 膜 炎 ヲ 合 併 セ ル2症 例 二於 テ37

度5分 内外 ヲ示 セ]1/ノ 他 ハ何 レモ 無 熱 者 ナ リ。

1.赤 血 球 数 概 子正 常 数 一 シ テ 男 子 ハ480萬 乃 至

580萬 ヲ算 シ、 女 子 ハ400萬 乃 至430萬 ヲ算 ス。

1.血 色 素 ・ZF均9996、 色素 係 激1.0以 上 ノ モ ノ6

例,

1,白 血 球 数 ・・一般 二増 加 ヲ認 メ、1萬 軍 位 ヲ算 ス ル

モ ノ8例 ア リ。

1.各 種 白血 球 百 分 卒

a、 囎i基'1どヒ系田」1包・・0-0.5-1.096 ,

b、 「エ オ ジ ン」嗜 好 性 細 胞 ・・2.0・一一r).O-".0%、 李
'

均4.7%。

u、 軍 核 細 胞3.5-一 一一ろ.0-7.0ク6、7F均5.996。

d、 淋 巴 球2:;.0-3S.5%、 下 均27.51%、 就 中 、

30.0%以 上 ノ モ ノ11例 。

e、 中 性 嗜 好 性 細 胞 雫 均62.0%ニ シテ 左 旋 性 ヲ

示 サ ブご第1型 ・・O-3.0-7.0%ヨ エ均2.S%ニ シ テ ソ ノ

3.0%以 下 ナ ル モ ノ14例 ア リ。

1.血 液 滴 像 反 鷹

マ ・fヤ ー ビ ラ ス ト創 案
、二 因 ノレGuttadi:iphotヲ1;1∂ く今

村 内 科 高 垣 學 士 ハ 改 墜 シ 日本 紙 ヲ以 テ 、彼 等 創 案 者 ノ

濾 紙 使 用 二 代 用 シ血 液 滴 像 反 雁 ヲ行 ヘ リ、同 氏 ヲ煩 ・・

シ右 ノ 血 滴 反 臆 ヲ検 セ ルレ ニ 症 修1沖 反 胞1(+)ノ モ ・1

夙(±)ノ モ ノ3例 、 他 ・・(一)ナ リ。

】.赤 沈 反 唯 成 績

何 レ モ 不 均 値10.0以 下 ・モ ノ ・中

第1同 成 績(症 例30例)

李 均 値1.0以 下 ・e'"例

,・1.1以 上3.0以 下 ・…9例

":,1.1以 上5.0以 下 … ・3例

"ろ ・1以 上10.0以 下 …11例

第2同 成 績'症 例30例)

7卜均 硫1
.《1以 下5例

・・1・1以 上:;.0以 下 …15例

"3・1以 上5.0以 下 ・・-5例 、

,,5.1↓V.」 二10.0以}F-fラ:」 ,

第3回 成 績(症 例1・7)例)

不 均 値1・0以 下 … ・5例

"1.1以 上3.0以 下 ・…5例

,,3.1以 上5.0以 下 一一・・1例

,,5.1以 上10。0以 下 ・…6例

以 上 、総 括 シ テ結 核 患 者 ニ ンテ其 赤 沈 反 磨 著 シ グ遅 延

シー 般 健康 者正 常 値 ニモ及 バ ザ ル 異状 例 二就 キ報告

ス。症 例 ハ何 レモ肺 結 核 ト明 力二認 ム可 キ臨 殊 所 見 ヲ

有 ス ル モ輕 症 乃 至 中 等症 ノ モ ノ多 〃 極 悪 重 症 ナ,レモ

ノ ハ無 ク從 テ足 背 浮 腫 、「ヂ ア ツ オ」反 鷹 陽 性 者等 ハ報

告例 中 二無 ン。

38二 劃 ス ル追加

九 大 金 子 内科 伊 東 砧 俊

余 ハ 重 症 肺 結 核 患 者 二於 テ 異 常 ノ 赤 血 球 沈 降 反 鷹 遅

延例 ヲ2例 経 験 セ リ。(ウ エ ス タ ー グ レ ン氏 法 、 室 温

1ffc氏16-17度)

第1例 ハ34歳 ノ婦 人 、 一 見急 性 肺 炎 ヲ思 ハ シ ムル症

状 ヲ具 シ テ入 院 、 吾 々 ノ概 察 期 間 ハ 約3週 間 ナ リシ

ガ、 入 院 時 ノ赤 沈 速 康 ハ1時 間100ヲ 越 ヱ シモ ノガ、

死 前3H目 ・;一一ハ1時 間S・0ナ リキ。實 験 ノ誤 リヲ催 レ

テ ソ ノ翌H、 即 チ死 前2日 目 二再 検 セ ンニ此 度 ハ1時
の

間8.0ナ リキ。 此 患 者 ハ、死後 剖 検 セ シガ 雨側 ノ肺 結

核 ヲ明 カニ議 シ得 タ リ。

第2例 ハ25歳 ・男 子 、 【レ」線 學 的 ニ モ 明 カニ 雨側 肺

結 核 ヲ諦iシ得 ル 慢 性 肺 宗、腎核 症例 ナルレが、 探 血 時 鵤 温

37、S度 ナル ニ、 赤 沈速 度1時 間6.0ヲ 示 シタ リ』

39.日 本 人 ノ赤 血 球 沈 隠 速 度7正 常 値 二就 テ

寺 尾 殿 治

暫 蓄 羨 圭(大塚健康相談卵
藤 村 珍 男 子

余 等 ・・大塚 健 康 相 談 所 ニ ウトテ 綜 合 的診 査 ヲ 行 ヒ勇 膿

二全 然 異 常 ナ キ男64り 名 、女56S名 二就 テ其 赤 沈 反 恋

ヲ検 査 シ、H奉 人 ノ赤 沈 速 度 ・正 常 値 ヲ定 メ ン ト企 テ

タ。 ウ エ スZ一 グ レと氏 法 二則 リ1時 間 、2時 間 、2α

時 間 ノ3回 測 定 ヲ行 ツ タ。是等 ノ統 計 ヲ見Jtz二 年 齢 ニ

ョ ツ テ・・共 差 ヲ認 メ 難 列 甥IIニ ヨ リ
、叉 春木 博 士 等 ノ

云 ・・ルレ ・如7室 温 ニ ヨ リ多 少 ノ差 が ア リ、更 二詳 二見.

ル時 ハ殆 ン ド個 性 的 二異 ル トモ云 ヒ得 ル ノ デ ア ル。今

男 子8歳 力 ラ66歳 以 上 ノ者640名 二就 テ 見]レ=之 ヲ

四 季 二 分 チ1(膿 室 温 二 於 テ 観 察 シタ ル所 ・・次 二示 ス

如 ク デ アノレ。

春 ・'3、4、5月)・・1時 間10粍 迄 、2時 間20粍 迄,20時

間SO乃 至90粍 迄 力"多 イ、夏(6、7、8月)ハ1時 間15粍

迄 ・2時 間30粍 迄 、20時 間90乃 至100粍 迄 ガ 多 イ。
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秋(9、10、11月)ハ1時 間10粍 迄 、2時 間20粍 迄 、

20時 間80粍 迄 が多 ク、 冬(12、1、2月)ノ ・1時 間5粍

迄 、2時 間20粍 迄 、20時 間70乃 至80粍 迄 が多 イ、故

二是 等 ヲ以 テ男 子 ノ赤 沈 速 度 ノ正 常値 ト認 メ テ ヨ イ。

女 子8歳 乃 至71歳 以 上 迄 ノ者 二就 テ槻 察 スル ニ春 ハ

1時 間15乃 至20粍 迄 、2時 間30乃 至40粍 迄 、20時

間90乃 至100粍 迄 ガ 多 ク、 夏 ・・1時 間20乃 至25粍

迄 、2時 間30乃 至40粍 迄 、20時 間100乃 至110粍

迄 ガ多d。 秋 ・・1時 間15乃 至20粍 迄 、2時 間30乃

至40粍 迄 、20時 間110粍 迄 力"多ク、 冬 ハ1時 間10

粍 迄 、2時 間30粍 迄 、20時 間100粍 迄 ガ多 イ故 二 之

数 ヲ以 テ正 常 値 ト考 ヘ ラ レル。余 等 ノ数値 ハ從 來信 ゼ

ラ レタ値 ヨ リモ遙 二大 デ ア ノレが實測 ノ 結 果 ハ 斯 襟 ナ

数 字 トナ ソテ 現 ハ レタ。女 子 ハ 月経 時 ニハ確 二其 数 ヲ

±曾スモ ノ デ本 槍 査 ノ 男 子 二比 シ 多 イ ノハ共 爲 ト考 へ

子 バ ナ ラ ヌ。 然 シ増 大 シテ モ著 シ イ コ トハ ナ イ。

39二 劃 シテ 京 城 磐 專 内 科 成 田 夫 介

私 共 力"京城 二於 テ 青 少 年 約1000名 二就 キi囁氏15度

内 外 ノ氣 温 ノモ トニ測 定 シマ シタ 結 果 ニ ヨ リマ ス レ

バ赤 血 球 沈 降 速 度 ハ年 齢 ト多大 ノ 關 係 ヲ 有 スル コ ト

ヲ認 メ タ イ ノデ ア リマス。例 ヘ バ中 等學 校 初 年 級 二 於

テ・・1時 間 後 ノ測 定値5mm以 下 ノモ ノ少 ク 】Omm内

外 ノモ ノ多 イ ノデ ア リマ ス が 專 門學 校 上級 生 二 於 テ

・・反封 ノ關係 ヲ示 ンテ大 多数 ・・5mm以 下デ10mm以

上 ノモ ノハ稀 デ ア リマ ス。從 テ 專 門學 校上 級 生 ノ場 合

ニノ・10mm以 上 二 赤血 球 沈 降 速 度 促 進't)レ 場 合 ノ・寧

口初 期 肺結 核 二封 シ 早 期 診 噺 的 債 値 サ ヘ ア,レ コ トヲ

経 験 イタ ン マ シタ。

斯 ク ノ如 ク赤血 球 沈 降 速 度 が 年 齢 ニ ョ リ多大 ノ相 違

ヲ有 シテ ヰ ル事 實 ハ該 」,度測 定 ヲ 結 核 ノ早 期診 断 叉

ハ豫 後判 定 二資 ス ノレ際 二考 慮 ス ペ キ重 大 ナ ル鮎 デ ア

ル ト思 ヒマ ス。

答 辮 寺 尾 殿 治

私共 ハ年 齢 ニ ヨ リ特 二 赤血 球 沈 降 速 度 二 著 シ イ差 異

ア リ ト・・認 メ ラ レナ カツ タ。統 計 ヲ作 成 ス ルレ際 二年 齢

群(5歳 以 上5年 間 隔 宛 デ高 年 二至 ル)別 二 研 究 シタ

ノ・・何 レ機 會 ヲ得 テ登 表 ノ豫 定 テ アルレ。

40.AO注 射 ニ ヨル結 核 ノー 診 断 法

(第=報 、 臨 跡 的 治 癒 二傾 ケ ル結 核

患 者 二就 テ ノ試 験)

坂 本 輯

齋 藤7F入 郎(宮 崎 縣 立 病 院 内科)

若 山 静

先 ヅ吾 々・・吾 々 ノ 「第 一 報Jノ 概 略 ヲ述 ベ ル コ トニ ス

ノレ。微 量 ノ「アノレ トツ ベ,レク リ ン」皮 下 注 射 ノ直 前及1

時 間 後 二赤 沈 反 磨 ヲ検 ス ルレコ トーsソ テKoch氏 診

断 法 ヲ改 良 シタ,レGrafeu.Reinwein雨 氏 ノ診 断 法

(ZurVerfeinerungundVerbesserungderbiologisc

henDiagnosederLungentuberkulose.Beitr5gezur

KlinikderTuberkulose.Bd.54.S.402.1923)ヲ 吾

々ハ追 試 シタ ル ニ、注 射後1時 間 二於 テ ヨ リモ注 射 後

24時 間 二於 テ ノ方 が赤沈 反 磨iが 著 明 二促 進 ス ノレ ノ事

實 ヲ認 メ、Grafe氏 等 ノ法 二 ・・爾 改 良 ノ絵 地 ア ル モ ノ

ナ ラ ン ト思 フテ居 ツ タ。

次 二吉 田氏 法(結 核 ノー 新 特 殊 診 噺 法 二就 テ、 結 核 、

第9巻 、II召和6年12月)ヲ 吾 々・・極 メ テ輕 症 ナ ルレ結 核

患 者 二就 デ追 試 シタ ガ少 薮 例 二 於 テ ハ吉 田氏 法 ヲ 直

第]表 試 験 方 法

直前

融 陸)獣
1St.・ …

1垂St.

2St,

3St.

4St.・ … ・

5St.・ … ・

6St.

7St.… ・・

8St.・ … ●

9St.

10St.・ … ・

11St.・ … ・

'膿温、赤沈反晦、白血球
総数、白血球類別

白血球総数

・・…・…白血球総数

白血球総敷、白血球類別

白血球総籔

膿温

膿温

骨豊温

12St… ・一 ・… ・…骨豊温

24St.・ …一一・……・膣 温 、 赤 沈 反 鷹

49St.… ・一一一 ・…f浩 温 、 赤 沈 反 謄i



288 総 會 演 設 要 旨 【第12巻

チ ニ正 シイ トハ 申 シ粂 子 ル結 果 ニ ナ ツ タ。依 ツテ 吾 々

ノ・Grafe氏 等 法 ト吉 田 氏 法 トヲ合 併 シテ 同 時 二行 ヒ、

コ レ ヲ「第 一 報 」(實地 讐 家 ト臨 肱 、 第10倦 、第12號 、

昭 和8年12月)ト シテ報 告 シ テ置1タ 。

其 後 吾 々ハ叉 モ ヤ槍 査 方 法 ヲ少 シク攣 更 シ、其 方 法 ハ

「第1表 」二示 ス蓮 リデ ア,レ。其 際 赤 沈 反 慮 ヲ槍 ス ル ニ

・・Westergren氏 法 ヲ用 ヒ、 室 温 等 ニモ 注 意 ヲ彿 ツ

タ。 白血 球 槍 査 ハ吉 田 氏 二從 ツタ 。

其 ノ成 績 ハ 各 例 二就 テ述 ブ ベ キデ ア ル が、時 間 ノ關係

上 「第3表 」ニ テ概 略 ヲ示 ス コ ト ・ン タ。

第2表 試 験 成 績

、、 検 査 事 項
＼ 、

被瞼者 ＼ 一
膿 温

臨肱的健康者ヌ.
ハ非結核患者

臨1休的著明ナル
活動性結核患者

臨休的治癒二傾
ケァレ結核患者

不 攣

不 攣

時 二・・一 時 上 昇

不 攣

赤 沈 反 鷹

不 攣

多 ク ハ遅 延 、 稀
ニハ 促 進

遅 延 、 稀 ニ ハ不

白血 球 線 数

不 攣 、ヌノ・増 多

減 少

少 シ ク減 少、 叉 ハ

不 攣 、 叉 ハ堆 多

白 血 球 類 別

不

不攣、又ハ左方移動、淋

巴球減少叉・・右方移動

右方移動、時ニハ淋巴球
少 シ〃壇多

要 スノレニ吾 々 ノ方法 ノ・少 シ複 雑 ナ ルレコ トノ・猷 黒占デ ア

ル が、 共 ノ成 績 ノ正 確 サ ・・今 迄 ノ経 験 デ ハGrafe氏

等 法 ヨ リ モ亦 吉 田 氏 等 ヨ リモ 優 ツ テ居 ノレ様 二思 ノ・レ

ル。 吾 々 ・方 法 デ ノ・臨 脈 的 精 査 ノ結 果 、健 康」又・・非 結

核 患 者 二於 テ ・・著 憂 ナ ク、著 明 二活 動 性 ナ ァレ結 核 患 者

二於 テ ・・未 ダー 定 セ ルレ攣 化 ヲ示 サナ イ(恐 ラ クAOノ

量 ヲ コ リ少 ナ ク セ ノミヨイ カ ト思 ノ・レル)が 、 臨 鉢 的治

癒 二傾 イ タ ト思 ・・レルレ結 核 患 者 二於 テハ 「第2表1二 於

テ 見 ノレが如 キ攣 化 ヲ見 ルレノデ、カ ・ノレ疾 患 ノ活 動 性 ヲ

見 ルレニ相 當 有 力 ナ ルレー 参 考 トナ シ得 ル ト瓜 ノ・レル。然

カ モ其 ノ墜 化 タ ルレヤ病 勢 ヲ シテ ー 時 的 二 輕 快 セ シ ム

ルレが如 キ モ ノ1・見倣 シll}ルレ/デ 、 吾 々・・之 レヲPht-

hisisincipiensノ 活 動 性 試験 トシテ 鷹川 シ得 ル モ ノ ナ

ラ ン ト信 フごノレ次 第 デ ア ルレ(詳 細 ・・近 ク誌 上 二報 告 ス

ル豫 定 デ ア ルレ)。

第40二 剴 ス ル追 加 太 縄 壽 郎

刀 根 山病 院 二於 テ モ「AO」 ヲ治 療 的 絶1川 ノ際 接 種 前 ト

接 種 後24時 間 、48時 間 、1週 間 後 二赤 血 球 沈 降 速 度

ノ傾 向 ヲ観 テ屠 ノレニ、病 型 ヲ停 止性 進 行 性 二匠 別 シテ

共 結 果 ヲ槻 レバ 、停止 性 ノモ ノー ・・勿 論 デ アノレガ進 行

性 ノモ ノニ共 速 度遅 延 ヲ 時 間 的 二 示 ス モ ノ多 ク ア ノレ

コ トヲ興 味 ヲ感 ズ ノレモ ノナ リ。

41.吉 田氏 反懸 卜肺結 核 患 者 ノ豫 後

灘 ㌔ 匿侑騨 究所)
昭和6年 間二有馬研究所附隔書院 ヲ訪 レタ肺結核患

者中吉田氏反塊1ヲ 検査 シタ267名 二封 シテ満2ケ 年

後、帥チ昭和9年3月 二通信或・・訪問等ニテ其後 ノ輔

蹄 ヲ調査ヲ行 ソタ。過去2年 間二住所攣更 ノタメニ約

牛数以上不明デアノレガ返答 ヲ得 タ110名 二就テ共結

果ヲ報告致 シマス。

1.性 別 男70名

2.年 齢1-10歳

11-20歳

21-一一?.O歳

31-40歳

41-50歳

51歳 以 上

3.吉 田氏 反鷹 成 績

・H十18名

十十31名

.十49名

一12名

{.輔 蹄

吉 田氏 反 磨 惜

死 亡 人 数12

生 存 人 数6

5.現 在 状 態

女40名

2名

:';O名

47名

]6名

11名

4名

十十 十 一

S40

234512

現在繍 騰 醗畷
柵

忙

+

・

一

…

…

從
者
ニ
ル

事

ス

仕
事

帯

料
へ

能
者
不

レ

事

ノ

仕

ナ 「+

0

17
-_

39
_-

11 -
(1)
"
∂

・
Q
U

0

瞼 者

分 肇一て「一『

4.8
一一
3.4

1.6
一

3.3
1

6.1
一

6.3
　 ■ 旨

0 1
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疲 勢 シヤ
ス キ 者

帯 5 27.7

十十 7 22.5

十 14 28.5

0 0

帯

i 什

咳1歎ロ客ヲ炎3
十

4 22.2

722.5

19

ユ

5

「
7

38.7

登 熱

33.3

柵

感 冒

什
P'て・7

22.5

十 41 28.5

2言.o

柵 μ
つ 27.7

十十13 41.9

十 4

8

逢2・s

41.ll

柵 12

死 亡 者ll斗1

+

}一
,■Il■曜匿口M"T

8

4

66.6

25.S

8.1

0 0

以 上 二依 ツテ 吉 田 氏反 賑 ・・共 陰 性 及 陽 性 ノ強 弱 ニ ヨ

ツテ 僅 二2ケ 年 問 経 過後 ノ 結 果 デ アノレが 肺結 核 患 者

ノ豫 後 ヲ推 定 シ得 ル モ ノ ト思 ヒマ ス。

42.乳 免全 血 液 内 二於 ケ ル結 核 菌 増 殖

二關 ス ル知 見

西 川 爲 雄(阪 大 今 村 内科)

諸 種 菌膿 ノ 全 血 液 内培 養 ノ・A.E.Wright氏 ノ原 法

二端 ヲ號 ン、 爾來 、諸 家 ノ幾 多 改 良 工 作 ヲ加 ヘ ラ レ、

本實 験 方 法 ヲ基調 トシテ、多 大 ノ進 展 ヲ免 疫 血 清學 研

究 二爲 シタ ノレ・・周 知 ノ事 二囑 ス。然 レ ドモ、 乳 見 二關

スル 限 リニ 於 テ ハ 本 實験 方 法 二依 ルレ研 究 少 ク 僅 二5

例 ノ報 告 二接 勾 レノ ミ、 就 中、結 核 菌 二封 スル乳 見 全

血 液 ノ態 度 二 關 ス ァレ研 究 二 至 ツテ ハ此 ノ感 更 二深 キ

ヲ畳 ユ ノレナ リ。 印 手、Sonaakノ 結 核 「ア レルレギー」ト

乳 見 全血 液 殺 菌 作用 ノ比 較 研 究 ア リテ、興 味 ア ノレ報 告

ヲナ セ ル モ、 共 ノ例 少 ク、 且 ツ、系統 的 ナ ラザ ノレ恨 ア

リ。 其 ノ他 、Dirneru.Lucasノ ・麻 疹 患 者血 清 中 二結

核 薗 ヲ培 養 セ1レ研 究 ノニ 報 告 ニ シテ、 未 ダ、乳 見 ノ登

育 ∫1齢 二從 ツテ 全血 液 ノ 結 核 茜 二 封 スノレ態 度 ノ系統

的研 究 、 母 子 ノ全 血 液 内 二於 〃 ルレ結 核薗 増殖 ノ封 比、

乳 見 諸種 疾 病 ニ ヨ リテ 全 血 液 内結 核 菌 増 殖 ヘ ノ影 響

等 ノ 重 要 ニ シテ興 味 ア ル報 告 二接 セ フミ、 昭 和4年 以

來 、 今 村 敏 授 ノ指 導 下 二左 記實 験 項 目二從 ヒ、乳 見約

2700名 二就 キ研 究 シ、一 定 ノ成 績 ヲ得 タ ル ガ故 二報 告
ノ

セ ン トス。

爾 、 報 告/一 部 ハ昭 和8年 乍會 二於 テ獲 表 セ リ。

實 験 順 序 及 ビ成 績

(1)健 康 乳 見 全 血 液 内 一 於 ケ ルレ結 核 菌 増殖 ノ 目齢 的

差 異 及 ビ榮 養 類 別 ニ ヨノレ差 異。

(イ)母 乳 榮 養 見 ノ場 合

月 齢 ノ進 ム ニ從 ヒ テ、多 少結 核 菌 塘 殖 二阻 止 的 作 用 ノ

登 現 ス ノレヲ認 ム、 更 二、 注 目 ス可 キ ノ・母 膿 ノ結 核 「ア

レノレギー 」 ト ノ密 接 ナ ノレ關 係 ノ有 ス ノレ事 ナ リ。 術 、 乳

見 榮 養 状 態 及 ビ禮 質 ノ開 係 ス ルレモ ノ ・如 シ。

(口)人 工 榮 養 見 ノ場 合

月齢 ノ進 ム ニ從 ヒ テ、多少 結 核菌 増殖 二阻止 的 作用 ノ

出 現 スノレヲ認 ム ルレモ、母 乳 見 二比 シテ遙 二 弱 シ。 然 モ

保 育 者 ノ結 核 ト ノ關 係 が、 影 響 ス ル事 前 者 二 同 ジ。

以 上f可 レモ、乳 見 ・・マ ン トー 氏1∠鷹 陰性 者 二就 テ試 ミ

タ リ。

(2)母 子 ノ金血 液 内結 核 薗 増 殖 ノ關 係 。

(つ 母 乳 榮 養 見 ノ場 含

雨 者殆 ン ド雫 行 スル モ ノ ー シテ、結 核 菌 増 殖 阻 止 作 用

ハ雨 者 ノ間 二其 ノ差 殆 ン ド認 メ ラ レズ、 僅 二、少 敷 例

二於 テ認 メタ ノレモ、結 核 感 染 機 會 ヨ リ考 フ ノレレバ 甚 ダ

興 味 ア ノレ事 實 ナ リ。

(口)人 工 榮 養 見 ノ場 含

雨 者 ノ關 係 、前 者 二比 シテ、 稽 く準 行 セ ザ ル モ、大 艦

一 定 ノ關 係 ヲイ∫ス・レナ リ
。 而 シテ、結 核 感 染 機 會 ヨ リ

考 フ レバ意 味深 キ事 ナ リ。

以 上 、f可 レ モ,保 育 舌タル 母禮 ヲ検 査 シ、喀 疾 ヲ検 シ、

乳 見 結 核 反 慮 陰 性 者 ノ ミニ就 テ 施 行 シタ ル モ ノナ リ。

(3)度 内「ッベ ルレ η リ ン」反鷹 ト全 血 液 内結 核 薗 塘殖 ノ

關 係,

(イ)ノU二 、母 乳 何 レ ノ榮 養 兄 ヲ問 ・・ズ、マ ン トー氏 反

鷹 陽 性 舌 ハ 其 ・陽 性lll度 二 順 ジタ ノレ結 核 菌 塘 殖 阻 止

作 用 ・出 現 スノレヲ認 ム 然 モ、雨 者 ノ關 係 ハ大 膿 李 行

的 ナ リ。 而 シテ、 此 ノ關 係 ・・母 禮 ノ場 合 ト同 ジ。

(ロ)母 子 各 々 ・「ツ ベ ル ワ リ ン.皮 内 反 慮 ト全血 液 内 結

核 薗 培 殖 ノ關 係

母 乳 榮 養 見 ノ場 合 ハ、マ ン トー氏 反 鷹 ・・雨 者ZF行 的 關

係 ヲ有 シ、 陽 性 度 ハ母 膿 二比 シテ、乳 見 ハ納 ヒ弱 度 ナ

ノレモ7ド行 的 ナ リ。 而 シテ、結 核薗 増 殖 二封 ン テハ 雨 者

殆 ン ド差 異 ヲ認 メ 得 ズ干 行 的 ナ リ。 僅 二、少 藪 例 二例

外 ヲ認 メタ ノレノ ミナ リ。
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人 工 榮養 見 二 於 テ ハ マ ン トー 氏 反 慮 陽 性 度 ガ 前 者 ノ

場 合 二比 シテ稽 くZF行 セ ザ)レ如 ク、母 子 ノ全 血 液 内 結

核 薗 培養 成 績 ・・(二)ノ(口)ノ 場 合 ト同 ジ 關 係 二於 テ

表 レ來 ルレナ リ。

(4)BCG「 ワ 〃 チ ン」接 種 二擦 ル乳 見 全 血 液 内 結 核 薗

培 殖 ヘ ノ影 響

BCG「 ワ ク チ ン」0.02瑳 ヲ1ケ 月 ノ間 隔 ヲ 置 キ テ皮

下 二3同 注 射 シ、施 行 後1ケ 月 ニ シ テ「ツ ベ ル ク リ ン」

皮 内 反 磨 ト同 時 二探 血 検 ンタ ル モ ノナ リ。BCG「 ワ ク

チ ン」接 種 二櫨 リ明 二乳 見血 液 中 二結 核菌 墳 殖 阻止 作

用 ノ 出現 ス ルレヲ認 ム。 且 ツ、「ツベ ル ク リン」反 鷹 陽 性

牝 ノ程 度 トZF行 的關 係 ヲ有 ス。

(5)非 結 核 性 諸種 疾 患 ニ ヨ)tz乳 見 全 血 液 内 結 核 菌 増

殖 ヘ ノ影 響 。

(イ)消 化 不 良 症 、 慢 性 的疾 患 二於 テ攣 化 ヲ認 メ ブ。急

性 ノ場 合 二於 テ、 中毒 症 状 ヲ件 フ 場 合 ハ壇 殖 二影 響

ア リ。

(口)「 アセ トン」尿 ヲ供 ヘ ノレ重 症 清 化 不 良 、血 液 内結 核

菌 ノ塘 殖 、 甚 良好 ニ シテ 、死 期 ノ近 ク ニ從 ヒ テ其 ノ程

度 甚 シ"、 「ア セ ト ン」尿 ノ清 失 ト平 行 的 二結 核 薗 増 殖

ノ阻 止 セ ラル ・ヲ認 ム。

(ハ)乳 兄脚 氣 、攣 化 ヲ認 メ ズ。

(二)氣 管枝 加 答 見 、攣 化 ヲ認 メ ズ。

(ホ)肺 炎(氣 管枝 性 、 「ク ノレー プJ性 、肺 炎 菌 性)攣 化 ヲ

認 メ ザ ル モ、肺 炎 経 過 後 二 多少 影 響 セ ラ レ結 核 菌 ノ増

殖 良 好 ナ ル ヲ認 ムル 事 ア リ。

(へ)先 天性徽 毒 、 憂 化 ヲ認 メ ズ。

(ト)初 生 兇 黄疸 、 攣 化 ヲ認 メ ズ。

(6)乳 見 重 要諸 種 傳染 病 二擦 ノレ影 響 。

(イ)水 痘 、 攣 化 ヲ認 メ ズ。

(ロ)麻 疹 、 影 響 セ ラ レ麻 疹 期 中結 核 菌 増 殖 ノ 良 好 化

ス ル事 、 「ツ ペ ル ク リン」皮 内 反 鷹消 失 ト 不 行 的 ニ シ

テ、豫 後 良 好 ナ ル患 見 二於 テ ノ・結 核 菌 壇 殖 阻 止 作 用 ノ

出現 早 キ ヲ認 メ タ リ。 而 シテ、榮 養 ノ低 下 ハ阻 止 作 用

/出 現 ヲ遷 延 スル モ ノナ リ。

(・・)百 日咳 、 影 響 セ ラ レルレ場 合 ト 然 ラザ ノレニ 様/例

モ認 ム、 倫 、経 過 後 反 ツ テ 阻 止 作 用 ノ出 現 著 シ キ モ ノ

ア ノレヲ認 メ タ リ。

(7)結 核 性 磯 膜 炎.薗 増 殖 甚 ンク良 好 ナ リ。 然 シテ、

彊 膜 炎 症 状 ヲ呈 ス ル如 何 二關 セ ズ、「ツ ベ ノレク リン」皮

内反 磨iノ 陽性 度 減 退 二7F行 ス ル事 ヲ認 メ タ リ。

(s)乳 見 全 血 液 内結 核 菌 培 殖 ノ経 過 的1観察 。

母 子 夫 々「ツ ベ ル ク リ ン」皮 内反 慮 陰 性 者 ニ シテ健 康 ナ

ル モ ノ ト、母 膿 「ツ ベ ノレク リ ン」皮 内 反 磨 陽 性 者 ニ シテ

孚睨 ヘ ノ感 染 機 會 ア ルレ群 ヲ分 チテ観 察 セ リ。

前 者 二於 テ ハ 母 膿 全血 液 内結 核 菌 壇 殖 ノ 消 長 二不 行

シ テ乳 見全 血 液 二憂 化 ヲ呈 ス ル事 ア ル モ大 禮3ケ 月間

二於 テ・・攣 化 ヲ認 メ得 ズ。 後 者 二於 テ ハ 今 日爾 、観 察

中 ノモ ノモ ア リテ、大 膿 二就 テ 「ツ ベ ル ク リ ン」皮 内 反

慮 トZF行 的 ニ シ テ、 且 ツ、陽性 化 ス ル以 前 二乳 見 全 血

液 内結 核薗 増 殖 二影 響 セ ラ レタ ノレ事 實 ヲ認 メ タ リ。

43.結 核 性 病 竈 二於 ケ ル多 核 白血 球 二就 テ

竹 内 清

結 核 病 攣 ノ組織 學 的所 見 ト、其 結 核 菌 ノ状 態 トヲ併 セ

テ検 査 シ、」又實 験 的 二動 物 二結 核病 憂 ヲ作 成 ンテ 見 タ

結 果 力 ラ 考ヘ テ、結 核 二於 テ ハ從 來 カ ラ考 ヘ ラ レテ居

ル ヨ リハ寧 ロ モ ツ ト白血 球 、特 二多核 白 血 球 ノ参 與 ヲ

考ヘ ナ ケ レバ ナ ラ ヌ ト思 フ ノデ ァ ルレ。

今組 織 内 二於 ケ ノレ結 核 菌 ・・如 何 ナ ル 分怖 ト形 態 ノ下

二存 在 ス ル カ ト云 ヘ バ 大禮 二於 テ次 ノ四 ツ ノ場 合 二

分 類 ス ル事 が 出來 ル ト思 フ。 仰 チ、1.多 藪 散 在、

2.集 落 、3.凝 集 攣 性 、4.少 婁気叉 ハ 絶 無 。

1.多 数 散 在一 ト云 フハ 無 藪 ノ細 薗 が 、散 在 性 バ ラ

バ ラ ニ存在 シテ居 ル状 態 デ ア ツ テ、此 時 、薗 ハ 常 二棍

棒 状 デ ア リ、染 色 力 モ良 好 デ願 粒 等攣 性 ヲ示 ンテ居,レ

事 ノ・少 ナ イ。 菌 多 敷 散 在 ス ル所 二於 テ ハ、常 二白血 球

特 二 多核 白 血 球 ガ浸 潤 集 結 シ、叉 幾 分 力壊 死 二昭 ヰッ

テヰ,レ状態 ヲ示 ンテ 居,レ。余 ノ・此 白 血球 ノ集 團 ヲ白血

球 性 膿瘍 様 病 竈 ト名 ヅケ 結 核 病 憂 ノ内 特 二重 要 ナ ルレ

組 織 攣 化 デ有 ノレト考ヘ ル所 ノ モ ノデ有,レ。此 白 血球 性

病 竈 ハ 空洞 壁 、乾 酪肺 炎 ノ初 期 、周 園 炎 症 等 特 二病 攣

ノ進 行 ヲ示 ス所 二於 テ見 ラ ル ・が、ヌ粟 粒 結 核 ノ中 心

ヤ、 叉 細 葉 性 病 竃 ニ モ見 ノレ事 モ ア リ、結 核 薗 ガ無 数 二

散 在 シ テ ヰ ノレ所 カ ラ之 レが 新 シ ク生 ジ 登 展 シツ ・ア

ル病 攣 ト云 フ事 が出 來 ル ノデ ア ル。

2.集 落一 一 菌 が著 シ ク多 倣 密 集 シ テ集 落 ヲ 形 成 ン

テ ヰノレ所 見 デ有 ル ガ、菌 ノ形 態 ・・此 場合 、 全 ク完 全 ナ

棍棒 ヲ示 シテ居 ル事 ガ 多 ク瓢 粒 等 ノ 憂 化 ヲ示 スモ ノ

が少 ナ イ。 此 集 落 が凝 集 デ ナ クテ、菌 ノ繁 殖 ニ ヨ リテ

塘 加 シテ出來 タ モ ノデ有 ルレ事 ハ 菌 が棍 棒 状 ヲ 呈 シテ

攣牲 ヲ呈 サ ナ イ ト云 フ事 ノ外 二、薗 が一種 ノ綱 ノ目 ノ

ヤ ウナ構 造 デ排 列 シテ居 ル事 デ分 力,レ(尤 モ集 落 ノ中

心部 ハ網 ノ 目モ分 ラ ヌ位 密 實 デ ア,レ)。

此 集 落 ノ近 所 ハ薗 が 普 通 「多 数 散在 」シテ居 ル カ ラ、從
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ツテ集 落 モ亦 白血 球 性 病 竈 叉 ハ 其 壊 死 デ 以 テ取 リ園

マ レテ居 ル ノ が普 通 デ ア ル。 而 シテ、集 落 ヲ獲 見 スルレ

病 竈 ハ 白血 球 性 病 竈 デ モ 特 二攣 化 ノ 激 シキ場 所 二於

テ號 見 セ ラ の レノデ帥 チ例 ヘ バ 空 洞 壁 ノヤ ウナ所 二

於 テ登 見 セ ラ レルレ事 が多 ク 否 寧 ロ集 落 ト空 洞 ト・・關

連 セ,レモ ノデ ア ルレ事 ヲ思 ハ ンメ ノレ。反 封 二云 ヘ バ 空洞

トハ此 意 味 二於 テ 結 核 病 憂 ノ最悪 ノ 病 攣 ト云 フ事 が

出來 ル ワ ケ デ ア ル。

4.少 数 又 ハ絶 無 結 核 ノ 特 殊病 憂 トンテ 考 ヘ ラ

レテ ヰ ル所 ノ結 核 結 節 ノ多数 二於 テ ・・、菌 ノ数 ハ却 ツ

テ極 厘 力 ・ヌ.ハ 登 見 出來 ヌ事 ハ屡 ζ遭 遇 ス ルレ所 デ ア

ル。殊 二結 核 性病 攣 トシテ 古來 カ ラ特 有 トシテ塞 ゲ ラ

レテ居 ル所 ノ上 皮様 細 胞 結 節、淋 巴球 性 結 節 等 ノ場 所

ニハ 菌 ハ比 較 的少 数 二登 見 セ ラ レ、叉 乾 酪 ノ古 キモ ノ

ヤ結 締織 性結 節 ナ ドニ ハ殆 ン ド費 見 出 來 ヌ ノデ ア ル。

此 菌所 見 ノ上 カ ラ見 レバ、結 核 病 攣 トシテ古 來 カ ラ特

有 ト云 ・・レルレ攣 化 即 チ 淋 巴球 結 節叉 ・・上 皮 様 細 胞 結

節 其 他 ノ結 節 ハ寧 ロ病 攣 ノ後 績 憂 化 ト 見 ノレベ キ モ ノ

デ有 ル。

以 上結 核 菌 ノ 所 見 カラ 結 核 病 憂 ヲ四 種 二分 類 シ タ が

此 所 見 ヲ根 慷 トシテ 結 核 病 攣 ヲ 夫 々次 ノ如 ク分 類 ス

'レ事 が 出來'レ。

師 チ1.菌 多 数 散 在 ハ 白血 球 性 病 竈 二 於 テ、2.菌 集

落 ハ 同 ジク 白血 球 性 病 竈 ノ 特 二 激 シキ モ ノ郎 チ空 洞

形 成等 二 於 テ.3.菌 凝 集 ンテ墜 性 セ ル ・・乾 酪 化 二於

テ、4.培 殖 性 縫 化 二於 テ ・・薗 少 徽 叉 ・・絶 無 デ アル 。

而 シテ是等 諸 型 ハ、以 上 述 べ タ所 力ラ分 明 デ ア ル ガ如

ク、結 核 病 攣 ノ機 序 ヲ自 ラ物 語 ツテ ヰ ノレモ ノデ有 ノレ ト

考 ヘ ラ レノレ。 即 手、結 核 菌 二封 シテ表 ノ・ル ・所 ノ反 鷹

ハ先 ヅ 白血 球 デ 有 ツ テ併 カモ 多 核 白lnt球 ガ圭 トナ ツ

テ表 ハ レ、此 白血 球 集 團 が盆 く培 悪 シテ 途 二空洞 トナ

ァレモ ノ ト、叉 白血 球 集 團 ガ薗 ノ死 滅 ト共 二乾酪 化 二昭

ヰ ァレモ ノ トア リ、次 二最 後 二増殖 性 炎症 ヲ來 ス。 部 千

斯 ク 考ヘ テ來 ルレ ト 白血 球 性 病 竈 が 結 核病 縫 ノ主 膿 ト

ナ ル ベ キ モ ノ デ、乾 酪 化 、培 殖性 炎 ナ ドハ後績 ノ從 反

磨 ト考 フベ キ現 象 デ アル ト云 へ,レ。

今 實験 的 二動物 二結 核菌 ヲ 注 射 シテ 病 攣 ヲ作 ツ テ 見

,レナ ラバ.肺 二粟 粒結 核 ヲ作 ツ タ場 合 モ、肺 二直 接 吸

入 セ シメタ場 合 モ、 亦 皮 下 二注 射 シタ場 合 モ、其 生 ズ

ル結 核 病 攣 ノ順序 ハ 凡 ソ同一 デ アツ テ、次 ノ如 クナ ツ

テ表 ハ レ'レ。 即 チ、1・ 多 核 白 血球 ノ集 結(注 射後 既

二1時 間 ヨ リ)。1・ 白血 球 穎 粒 ノ消失(24時 間 ヨ リ)

1.白 血 球 胞 禮 ・酸 性 色 素 染 色 力 ノ増 加(5日 位 ヨ リ>

1.白 血 球 胞 膣 ・形 不 明 トナ ノレ(1週 間位 ヨ リ)1.限

界 線 ノ形 成(1週 間 位 ヨ リ)1.上 皮 様 細 胞 、淋 巴球 ノ

出現(1週 間 位 ヨ リ)1.乾 酪 ノ完 成 、 結 節 ノ形 成(3

週 間位)。 即 手實 験 的 見地 カラ ス レバ 結 核病 攣 モ膿 瘍

ノ形 成 モ 多 核 白血 球 集 團 ガ 主 禮 トナ ノレ事 ハ 同一 デ有

ツ テ、唯 異 ナ ル所 ハ壌 死 ノ有 様 ガ結 核 二 於 テ ハ凝 固 壊

死 、 自llチ乾 酪 トナ ルレニ射 シ膿 瘍 ・・融 解 壊 死 トナ リ、從

ツ テ之 レ・・結 節 ヲ形 成 シ、他 ハ液 化 ス ル黙 が異 ナ ル ノ

ミデ ァ ルレ。此 鮎 二於 テ 白血 球 殊 二多 核 白血 球 が結 核 病

攣 ノ形 成 二 重 大 ナ ル役 目 ヲ有 シ テ オルレ/デ ア ツ テ、教.

科 書 等 二現 ハ ルレ・古 來 カ ラ ノ 結 核 病 攣 ノ 機序 二就 テ

少 シ考 へ 直 ス必 要 が 有 リ・・セ ヌ カ ト考 ヘ ル次第 デ ア

)レo.

43番 二封 ス ル追 加 有 馬 頼 吉

試 獣 ノ腹 腔 二 多量 ノ結 核菌 ヲ注 入 シテ、時 間 ヲ追 ヒ テ

之 ヲ楡 査 ス レバ、屡 く終 ニ ハ化 膿状 態 トナ ルレ。 コ ノ化

膿 機 輔 二與 ル細 胞 ハ主 トシテ、多核 白血 球 デ アル。 ソ

ノ外 、炎 症 性 化 膿 ノ場 合 ニ モ之 二参 與 ス ノレ細 胞 ハ圭 ト

シテ 多 核 白血 球 デ アノレ。結 核 ノ乾 酪 性 攣 性 バー 種 ノ化

膿 ナ ルレが故 二、之 二参 與 ス ノレ細 胞 が、 上 皮 様 細 胞 ヌ.ハ

淋 巴球 ニ ア ラ ズ シテ、主 トシテ 多核 白血 球 デ アノレハ.

興 味 ア ル検 索 ノ結 果 デ ア ルレ ト思 フ。(自 抄)

44.肺 結 核 症 二於 ケ ル横 隔 膜 棘 経 ノ病 理 組

織 學 的 研 究(第 二 報)

小lli重 雄(慶 大 病 理 細 菌)

余 ハ肺 結 核 二 於 テ 横 隔 膜 紳 経 が 如 何 ナ ル態 度 ヲ取 ノレ

モ ノナ ・レヤ ヲ紳 経 病 理 學 的 方 面 ヨ リ窺 ・・ン ト欲 シ
、曇

二横 隔 膜 祠】維 捻 除 術 ニ ヨツ テ肺 結 核 患 者 コ リ 得 タ ルレ

トコ ロ ノ新 鮮 ナ ル材 料 ヲ 選 ビ テ 病 理 組 織 學 的槍 索 ヲ

行 ヒ、 其 ノ成 績 二就 キテ ・・既 二 報 告 セ ・レ トコ ・ナ,レ

モ、更 二成 績 ノ正 鵠 ヲ期 セ ン ト欲 シ剖槍 屍 ヨ リ得 タ ルレ

トコ ・ ノ材料 二就 テ 精 細 ナ ノレ検 索 ヲ 行 ヒタ ノレヲ以 テ

並 二其 ノ病 理 組 織 學 的 所 見 ノ大 要 ヲ報 告 セ ン ト欲 ス。

45・ 諸 種 結 核 菌 製 剤 静 脈 内 接 種 二依 ル海 狸

ノ諸臓 器 二於 ヶ ル組 織 反 賑 二就 テ(績 報)

早 川 芳 郎(有 馬 研究 所)

1人 型 結 核 菌 生 菌 及死 菌 、 奮 「ツベ ・レク リ ン」、AO

及BCGノ 静 脈 内接 種 二於 ケ ノレ海 狸 ノ組 織 反 鷹 ヲ槍 セ

ン トシ上 記 製Ptlj/10分 ノ1選 ヲ膿 重200瓦 乃 至300

瓦 ノ雄 性 海 猿 二 静 脈 内 接種 ヲ 施 行 シテ其 後1週 、3

週 ・6週 、9週 ・間 隔 ヲ以 テ剖 検 シ、肉 眼 的拉 二顯 微
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鏡 的 二肺 、 脾 、 肝 、 腎、骨髄 各 種 淋 巴 腺 二就 テ結 核 性

攣 化{覆生 状 態 、其 他 一 般 組 織 學 的 憂 化 ヲ検 シ上 記製 剤

二 依 リテ各 異 ナ リ 〃 ル 所 見 ヲ 得 タ レバ拉 二之 レヲ報

告 ス。

IIAO及 加 熱AO、BCG及 加 熱BCG、 鳥 型 結 核 菌 及

加 熱 鳥 型 結 核 菌 、加 熱 人 型 結 核 菌 及 藩 「ッ ベ ル ク リン」

ノ1000分 ノ1瑳 ヲ海 狸 二静 脈 内接 種 ヲ施 行 シ、 其 後

1週 、3週 、9週 、1S週 、30週 二亙 リテ剖 検 シ(1)

ノ如 ク各 種 臓 器 ヲ検 シタ ノレモ ノ ヲ報 告 ス。

(訣)46.結 核菌 注 射 ニ ヨ ル實 験 的 澱 粉

襟 髪 性 二關 ス ル知 見 補 潰

坂 村 養 三(有 馬研 究 所)

毒 力 ヲ異 ニ セ ルレ三 株 ノ 生及 死 人型 結核 菌/乳 剤 ヲ廿

日鼠 ノ皮 下 ニミ11射 ヲ 反 復 シテ 澱 粉 様 憂 性 ノ登 現 状 態

ヲ比較 研 究 ジタ リ。

47.肺 膿 瘍 獲 生 二 關 ス ル實 験 的研 究

武 田 義 章(大 阪 帝 大小 澤 外 科)

肺 膿 瘍 ・・特 有 ノ症 状 ヲイ∫ス ・レヲ以 テ 相 當良 好 ナ1レ治

療 成 績 ヲ墾 ゲ テ ヰ レ事 ノ・今 日周 知 ノ事 實 デ ア リマス。

然 ン乍 ラ是 等/肺 膿 瘍 ハ 共 大 イサ ガ比 較 的小 サ ク シ

テ 、即 チー 肺 葉 ノ何 施 力 二孤 立 的 二存 在 ス ル 力或 ・・.叉

各 肺 葉 二散 在 ス ル ガ如 キ 圭 トシテ 細 菌 感 染 二俵 ツ テ

戊 立 ンタ モ ノ デ ア リマ ス。今 日私 が 申上 ゲ ン トス ルレモ

ノハ モ ツ ト別 ナ意 味 ノ肺 膿 瘍 デ ア リ'マヌ。

皆 様 モ御 経 瞼 ア ノレ如 ク 稀 デ ノ・ア リマ ス ガ た静 脈 二登

生 ンタ ル血1・fl(Thrombus.1カ'何 等 カ ノ機 會 二於 テ血4;;;

ヨ リ遊 離 シテ肺 動 脈 ヲ栓 塞 ス ルレ場 合 が ア リマ ス。コ ノ

際 患 者 ・・急 慷 ナ ル呼 吸 困難 ヲ訴 工 直 チ ニ或 ・・数10分

以 内 二死 亡 スノレ汚が 大 部 分 ヲ 占 ム ル ノ デ ア リマス ガ

時 二極 メ テ 稀 二 死 ヲ免 レ レ者 モ ア リマ ㌔ 此 ノ際 死 ヲ

免 レタ ノレ滑 ノ 肺 費 ノ運 命 二關 ジテ ノ・未 ダ十 分 ナ ルレ報

告 ヲ見 ナ イ ノデ ア リマ ス 私 ・・肋ql扱 ビ肋 膜 腔 二・・全

然 手 ヲ鰯 レノレコ トナ ク シテ、即 チ肋 膜 ノ 方 ヨ リ來 ル影

響 ヲ全 ク除 外 シテ肺 動脈 ノ 血 流 ヲ 全 然 遮 噺 シテ斯 ノ

場 合 二於 ケ ルレ肺 臓 ノ運 命 ヲ椀 索 致 シマ シタ 所 、今 日迄

二行 ノ・レタ ノレ肺 動 脈 結 紮 實験/成 績 ト 非 常 二異 ナ ルレ

結 襲 二到 達 ンマ シタ 故 ソ ノ慨 略 ヲ 報 告 仕 様 ト思 ヒマ

ヌ,

實 験 ・・膣 重1妊 以 下 ノ 幼 若 家 兎 ト2iEEJII上 ノ 成 育 家

兎 ノニ 種 ヲ用 ヒ、之 ヲ「パybホ ン ス コ ポ ラ ミ ン」妊 當

リ1蝿 筋 内注 射 ニ ヨル 麻 酢 ノ 下 二前 頸 部 ヨ リ入 ツ テ

前 縦 隔 賓 ヲ開 キ、 胸 腺 ヲニ ツ ニ割 ソ テ心 嚢 ヲ 心 臓 幕

底 部 二 於 テ小 サ ク破 リテ 左 側 肺 動 脈 ヲ 絹 紙 ヲ以 テ完

全 二結 紮 シテ、 筋 肉 及 ビ皮 膚 縫 合 ヲ 螢 ミテ手 術 ヲ終

ル。 術 後 一 定 期 間 後 二 屠 殺 シテ之 ヲ観 察 致 ジマ シタ。

其 成 績 ・・第1圃 二 示 ス ガ如 ク 正 常 肺 二 比 シ殆 ン ド憂

化 ナ キ モ ノ.結 締 織 ノ増 殖 ヲ來 スモ ノ。肺 臓 ガ結 締 織

性 器關 ノ如 クナ ノレモ ノ。肺 膿 瘍 ヲ作1レ モ ノ ノ四 通 ノ攣

化 ヲ示 シ、斯 ノ中肺 膿 瘍 ヲ形 成 ス,レ モ ノ・・只 今迄 ノ所

全 實 験 動 物 ノ約30%デ ア リマ ス。 肺 膿 瘍 登 生 ノ順序

ハ第2固 二示 ス ガ 如 ク 術 後3日 以 内 ハ 術 側 肺 ノ充血 、

5日 以 内 ・・著 明 ナ ノレ浮 腫 、7日 目 ニハ 全肺 葉 實 質 ハ壊

死 二陥 リテ 胸 壁 及 ビ横 隔 膜 ト張 ク癒 著 ヲ瞥 ミ、 】0日

_シ テ 中 心 部 ヨ リ化 膿 ガ始 マ リ、14日 一 シテ術 側 肺全

葉 力・一 ノ膿 嚢1、Eitersack)ノ 如 〃ナ リマ ス。斯 ノ膿 ヲ

槍 ベ テ モ細 菌 ・・至 ツ テ少 ワ、肺 ノ組 織 標 本 デ 見 ル ト残

存 セ ノレ太 キ氣 管枝 ノ 粘膜 上 二 細 菌 が集 團 ヲナ シテ所

々 二附著 セ1レ像 ヲ認 メ マ ヌb

以 上 ノ所 見 二依 ツテ肺 動 脈 ヲ 結 紮 シテ 惹 起 サ ルレ・肺

膿 瘍 ハ肺 動 脈 ヨ リ ノ血 流 が 全 然遮 断 サ レタ ル が爲 メ

ニ術 側肺 ノ・榮 養 障 碍 二陥 リ、更 二 肺實 質 ノ壌 死 二陥 リ

タ ル コ トガ主 因 ヲナ スモ ノ デ ア リ、壊 死 叉 ・・膿 瘍 ヲ來

サ ナ カ ツ タ肺 ハ 氣 管 枝 動 脈 ヨ リ ノ血 行 が十 分 デ アツ

タ が爲 ナ ラ ム ト考 ヘ ノレモ ノ デ ア リマ ス。

私 ハ是 等 ノ實 験 成 績 二俵 リ左 側肺 動脈 ノ血 流 ヲ 完全

二遮 斯 ス1レ時 ノ・約 】0日 間 ニ シテ肺 臓 ノ、榮 養 障 碍 二依

ル壌 死 ノ爲 メ ニ術 側 肺 全 葉 ノ 肺 膿 瘍 ヲ 來 ス場 合 ノア

ル コ トヲ賓 験 的 二 誰 明 致 シ マ シタ。 ギ附 圃 略)

5.肺 構温 度 ・血 墜 ・基 礎 代 謝 内分 泌

48.肺 騰 温 度 ノ實 駿 的 研 究

森 澤 誠 一(阪 大今 村 内科)

余 ノ實験 ・・之 し η十 篇 二分 ヰ 各 實 験 二於 テ 種 々ナノレ

條 イ'トノモ トニ 於 ケ ル肺 臓 温 度 ノ毛鐘化 ヲ槻 察 セ リ。

(温 度測 定=ノ ・総 テThermoelementeヲ 使 月1セ リ)。

第1笠 験 二 於 テハ2妊 内外 ノ 健 常 家 兎400瓦 内外 ノ

健 常 海 狽/生 理 的 状 態 二 於 ケ ル肺 臓 温 度 鼓 二 身船 各

部 ノ温 度 ヲ検 セ リ。

第2箕 験 二 於 テ ・・實 験 的肺 細 ～稼 兎(慌 重2庭 内外

0・1乃 至0・4種 牛 型菌 氣 管 内 接 種)蛇 二肺 結 核 海6冥(膿

重350瓦 内外100分 ノ1竈 上 池 菌 氣 管 内接 種)ノ 結核

感 染1ケ 月 後 二於 ケノレ肺 臓 温 度 蛇 二 均 禮 各 部 二於 ケ

ルレ温,隻 ヲ†愈セ リ。

第3實 験 二 於 テ ・・外 界 温 度 ノ 月市臓 温 度 二 及 ボ ス影 響

部 チ健 常 家 兎 ノ均 膿 各 一 局 部 .叉ノ・全 均 ヲ冷 却 、加 温 ヲ
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同時 二行 ヒシ場合ノ肺臓温度ノ攣i動ヲ検セリ。

第4實 験 二於テハ外氣 ノ攣動ニヨルレ肺臓温度 ノ攣化

蛇二異常瓦斯(酸 素炭酸、燈用瓦斯)吸 入ニョノレ攣化 ヲ

検セリ。

第5實 験二於テハ光線 ノ肺臓温度二及ボス影響i部チ

太陽直射光線紫外線照射二司レ攣動 ヲ検セリ。

第6實 験二於テハ異常肋膜腔 ノ肺臓温度二及ボス影

響 ヲ帥チ生理的食鞭水「リビオ ドーノレ」胸腔内注入ノ場

合人JII氣胸施行ノ場合蛇二實験的肋膜炎 ヲ惹起セン

メタノレ場合ノ胸腔内温度ノ攣動 ヲ検セ リ。

第7實 験 二於テノ・病的腹膜腔 ノ肺臓温度二及ボス影

響即千腹膜腔二空氣 ヲ注入セ ン場合厩二實験的腹膜

炎 ヲ惹起センメタル場合ノ攣動ヲ槍セ リ。

第8實 験 二於テ・・實験的肺尖肺結核 ヲ惹起センメ結

核時期ノ相違 二因ノレ攣i化蛇二蕉一ソベルレ〃))ン」注射二

因ノレ攣化及 ビ血液循環障碍(潟 血空氣栓塞、「アナフ。

ラキシー」ニヨルレ墜動 ヲ検セリ。

第9實 験 二於テハ磯餓及過激 ナ ノレ運動ニヨノレ墜動 ヲ

検セリ。

第10實 験二於テ・・諸種藥物(交 感神経 一刺戟的二働

ク藥物、副交感紳経二麻靡的二働ク藥物、副交感紳経

二刺戟的二働 〃藥物、痙攣毒、下熱剤、麻癖刺、強心

剤、血液凝固充進藥、攣i質藥、潟下藥、臓器製鋼)ノ

肺臓温度二及ボス影響 ヲ検セ リ。

(歓)49.肺 結核患者 ノ血墜測定成績及 ビ

ワル ドフ才ゲル氏法槍査成綾二就キテ

小 倉 勇(大 阪帝大今村内科)

肺結核患者 ノ血座測定成績二就キテ多撒 ノ報告アリ

余モ亦昭和7年4月 ヨリ我今村内科入院中 ノ肺結核

患者ニテ血塵ヲ測定セ,レ500名 二就テ其 ノ成績 ヲ報

告セントス患者ハ何 レモ仰臥位 ニテリバロッチ血歴計

(「マンセット」12糎)ヲ 用 ヒテ測定 シ其 ノ方法ハコロト

コフ聴診法二依 リ最低血歴 ハ其第五黒占ヲ探 リテ午後

第

2時 ヨ リ同3時 牛迄 ノ間 ニテ測 定 セ リ。

「1)先 ヅ年 齢 性 別 ヨ リ見 レバ

第1表
1

年 齢

(歳)

男 子i
血女 子 眼血 歴!人 敷 歴1人 籔

16-19 109-63 46 107-63
一 一 一一

30 76

20-29 110-65 145 108-65 9S 243

30-39 112-65 70 110-64 34 104

40-49 114-68 32 116-70 11 43、

50以 上 121-71 P 24 119-73 10 34
1

師 一般 二健 漿人 ヨ リ低 ク 年 齢 ノ進 ム ニ 從 ヒ高 ク男 …

女 子 ヨ リモ高 シ

(2)病 型別

第 2 表

病 型

輕 症

中等症

重 症

血㌔;耐 血女
119-72

子

歴1人 数

114-68

103-62

74115-68'60

129108-6667

数
計
人
合
瑳㌃

115i100-601ろ6

195

171

卸重症者程低 シ。

(3)赤 血球沈降速度(中 等債)ト ノ關係 ヲ見レバ次 ～・

如 シ。

第3表

,

中鞭1血 歴 人敷 中等債 1血 座瞬
1-9 124-71 31

一一一

60-69 1105-6559 }
10-19

一 ▼

117-69 58 70-79
1103-62i48

20-29 114-68 54 80-89 101-60 40

30-39 113-67 53 90-99 99-59 23

40-49 112-66 52 100以 上 99-59 7

5σ一59 109-66 54 1

表 ノ如 ク赤 血球 沈 降速 度 ト血 歴 トハ 大 盤 逆 行 的 二攣 ・

化 ス ノレモ死 期 二近 ヅ ク際 二 沈 降 速 度 ノ 方 ハ速 カナ リ.

ンモ ノ が減 少 ス ル ニ反 シ血 膣 ハ 高 クナ ルレ事 無 シ。

(4)血 液 像 トノ關 係 ヲ 見 レバ

4表

赤血球刎 血 歴 人剃 白 血 球 数 血倒 人剛嶋騨 血 歴 人販
300萬 以下 97-51 5 6000以 下 113-69 27 30-39 101-51 3

▼

301-350 103-63 20 6001-7000 115-68 34 40-49 100-64 13
層

351-400
」

106-66 54 7001-8000 113-67 58 50-59 105-64 57

401-450 110-64 92
●

8001-9000 111-66 61 60-69 110-66 119
-

451-500 113-66 96 9001-10000 106-66 64 70-79 116-69 100

501-550 117-67 54 100{11-11000
艦

105-65 30 80-89 118-71 30

551以 上 119-70 15 11001-12000
巳

105-64 22 90以 上 120-72 4

12000以 上 104-64 301
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即 赤 血 球 数及 ビ血 色素 敬 ト・・其 数 増 加 ト共 二血 墜 値

モ高 クナ レ モ 白血 球 数 ニ テ・・此 ト 反 封 的關 係 ニ ア リ

却 ツテ血1墜値 ・・低 下 ス。

(5)低 血巫(1つつmmHg以 下)二 就 キ テ 見 レ・・500名

中93人18.6%内 男子 ・・317人 中59人(18.696)女 子

1S;;人 中31人(18.5%)ア リ男女 共 二同 比 卒 ナ リ。

再 二之 ヲ年 齢 、 病 状 別 二 見 レバ次 ノ如 シ。

年 酬
16-一 一19

20-29

30-39

40-49

50以 上

第 P↓ 表

男 子i女 子
7}一

全部

(76) -
1S.4

實 一 吸 … つっ1-一 實一藪_一 一一一%-

10146人 中21.7'4/二;〔) 13.3
1

29/14520.0
●

20/98 20.4 20.1
一 一'一 一:

11/70旨15.7 6/34 17.6
9『

】6.3
一一

513215.6 2111 18.1
『 一一

16.3

4/24117.6 2110 20.0 17.6

部若年者ハ其 ノ約四割 ハ低血歴者 ニシテ而 力モ低血

魅者中ノ過牛倣(68%)ヲ 占 メ男女共二殆 ンド同卒ナ

リ。

病 型別 ヨリ見レバ

第 6 表

1908年 ワ,レ ドフォめ レ氏 が患 者 ノ仰 臥位 二於 ケ]1・t血睡

ヲ測 定 ン次 デ患 者 ヲ 起 立 セ シ メ 直 チ ニ共 ノ血1墜 ヲ測

定 ン此 ノ雨 者 ヲ比 較 シ以 テ 心 臓 機 能 ヲ 検 査 セ リ郎 通

常 ・場 合 ニ テ ハ血 騰 ハ起 立 位 ニ テ15粍 以 内 ノ上 昇 或

ハ10粍 以 内 ノ下 降 ヲ示 シ若 シ10粍 以 上 下 降 ス ル時 ・・

心 臓 機 能 不 全 ノ兆 ナ リ トセ リ1914年 カー一 ン氏 ノ・之 ヲ

i追試 シ略 く信 用 ス)レニ足Jレ ト述 べ1918年 二大 橋 笠 井

雨 氏 ・・百数 十 名 ノ患 者 ニ テ 之 ヲ追 試 シ 直 立位 ニ テ15

粍 以 内 ノ上 昇 叉 ノ・10粍 以 内 ノ下 降 ヲ示 ス 者 ノ中 ニ モ

心臓 機 能障 碍 ノ既 二著 明 ナ,レ者 ア リシガ10粍 以 上 下

降 セ シモ ノハ悉 ク 心 臓 腎 臓 血 管 等 ノ侵 サ レ タ ル疾 患

ナ リ シ・コ トヲ報 告 セ リ余 モ 亦 肺 結 核 及 灘 性 肋 膜疾 患

者 等190鹸 名 二付 キ本 法 ヲ施 行 セ リ今15粍 以 内/上

昇 及10粍 以 内 ノ下 降 セ ル モ ノ ヲ(十 、トシ10粍 以 上下

降 セ ノレモ ノ ヲ(一)ト セ バ

之 コ病 型別 二 見 レバ次 ・如 シ。

第7炎

病 型陵 男

輕 症

子1女 子

愛如 勇…1實 吸1%
1/741.3 1/60}1・61

7・gi6/671s.gs.2

レ6
二■iL

病 型1＼

へ

中等症 10/1281

判定

(+)

輕症睡 症障症陣 炎
肺 結

ろ755

(一 〉 0 の
」

核

32

瞬 性腹膜炎

げ
)
阿
) 18 り

ゆ

48/11541.727/56149.2.1:;.s重 症
6■L___」 ■■■幽_■一一v-一 一_._L_

男 女 共 二重 症 者 程 低 血 魅 者 多 フ特 二 重症 折 ノ約 牛 数

ハ 低 血 歴 舌ナ リ。

・爾 雨 側 播 種 性 肺 結 核患 ～穿60名 中 其 ノ73ア 。ハ低 血魅 者

ニ シ テ而 カ モ是 等 ノ中 ニ ノ・理 學 的診 噺 上 差程重 症 ト

思 惟 セ ラ レザ ルレ者 可 成 ア リ此 際 赤血 球 沈 降 反 磨 ノ悪

性 ナ ノレモ ノ多 数 ア リ。

(6)豫 後 ト ノ關 係

10日 毎 二測 定 セノレニ豫 後 ノ良 好 ナ ル モ ノ ハ漸 次 血腿

上 昇 ス ノレモ 悪 化 ノ モ ノ・・下 降 ス。

・(7)ワ ノレ●ドフォケ"Jレ氏7去†愈査J戊糸責

第

自陣i症 及大 部 分 ・中 等症 肺 結 核 患 者 ・・ 乍法 二依 ノレ心

臓 機 能 完 全 ナ ル 者 二囑 シ 重 症 肺結 核 患 舌 ノ大 部 分 ハ

共 ノ不全 者 二團 ス 温 性 肋膜 炎 患 者 モk多 数 不 全 者 二

隔 ス ノレモ之 ・・其 ノ滲 出液 ノ減 退 ト共 二(一)ノ モ ノガ漸

次(十)ト ナ ル。

爾(一)ナ リ シ肺 結 核 患 者 ノ・其 ノ 多 数 ノモ ノノ・入 院 中

二死 亡 シ 其 他 ・モ ・モ豫 後 不 良 ニ シテ(十)ト ナ リシ

モ ノハ極 少 数 ナ リ。

人1;氣 胸 術 二依 ノレモ … 其例 数 少 キ モ 大 膿 氣 胸 ノ同

数 ヲ電 ヌルレニ從 ヒ(十)ナ リ シモ ノ が(一)ト ナ ノレ者 多 キ

ガ如 シ。

肺 活 吊 ト'關 係

1.・法 ト併 セ テ測 定 セ,,L肺 活 量 ト ノ關 係 ヲ見 レバ

82乏

＼
＼肺 活 量
＼ 、
＼、
・＼

＼

区氏 法 ＼＼一

1000cα 以 下 1001-1500 1501-2000

」
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以 上 少 数 ナ ルレモ 大 膿 肺 活 最 ノ少 量 ナ ルレモ ノハイく法 ニ

テ 心臓 機 能 不 全 者 多 ク 肺 活 量 ノくナ ル ニ從 ヒ本 法 ノ心

,臓 機 能 完 全 者 ナ ノレモ ノ多 シ。

伺 此 報告 ・ 血歴 二 關 ス)1/大 部 分 ハ大 阪 讐 事 新 誌 第4

巻 、 第9、10、11ノ 今 村 荒 男 ノ 「肺 結 核 ノ豫 後 」二 記載

セ ラ,レ,
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50.肺 結 核 患 者"・r基礎 代 謝 研 究

矢 部 法(東 京 市療 養 所)

肺 結 核患 者 ノ新 陳 代 謝 ・・Robinu.Binet登 表 以 來 一

般 二充 進 セ ル モ ノ トセ ラ レタ,レカ"、Tissot・ ・之 二反

封 シ、 近 クノ・Monseauxモ ー一般 二充 進 セ ズ シテ、

却 テ低 下 セ ル モ ノ少 カラ ザ ノレ事 ヲ狡 表 セ リ。叉治 疲 的

方 面 二於 テ モー 方 二 於 テハ 新 陳 代 謝 ノ低 下 ヲ計 ラ ン

トス ル モ ノア リ、 一 力 二於 テ・・G.Klempererノ 如

ク,之 レ/ヲ促 進 セ シメ テ治 癒 機 輔 ヲ高 メyト スル モ ノ

ア リ。 臼分 ハ肺 結 核 患 者 ノ基礎 代 謝 ヲ計測 シ、如 何 ナ

ル病 型 、病 勢 ニ ア,レモ ノガ、 基 礎 代 謝 ・充 進 ヲ示 ス

カ、 叉 如 何 ナ ル因 子 が共 基 因 ヲナ ス カ つ研 究 シ、進 ン

デ、此 レ ヲ診 噺 、 治 療 ノ方 面 二廣 用 セ ン トメ。

今 同 ・・先 ヅ 停 止性 硬 結 型蛇 二 停止 性 塘 殖1喚l!結核 患 者

ノー 群 ノ基 礎代 謝 二就 テ報告 ス,レ者 ナ リ。

装 置Knippingノ 瓦 斯 代 謝 測 定 器

術 式KnipPing:DieKlinischeGasstoffwechse1-

untersuchungP.Rona及KnipPing:Stoffwechsei

undEnergiewechse1

二擦 ル。

正 常 基 礎代 謝 ・・DuBoisノ 表 二壕 レ リ。

健 康 舌 ノi封照 ト↓〈テ本 所 職 員蛇 二看 護 婦26名 二"7キ

テ行 ヒ、ソ ノ結 果 ノ・4名 が 十10%一 十15%ノ 範 圏 ニ ア

ル ノ ミー シテ他 ノ・総 テ ±10%以 内 ノ範 園 ニ ア リ。

停 止 性 硬 結 型 壇 殖 型患 者

}く部 分 ガ ±10以 内 二在 リ、 十15%以 内 ノ者1;名 、 十

15%一 十25%ノ 範 園 ニ ア ルレ者2名 ナ リ。・

結 論 、 コ ノ成 績 ヲ健 康 者 ト比 較 封照 ス ル ニ、停止 性 硬

結 型 蛇 停 止 性 培 殖 型 患 者/基 礎代 謝 ハ ノく部分 正 常 値

ノ範 園 内 ニ ア リ、 小 数 例 が稽 ミ充進 セ ル ニ過 ギ ブご.

51.甲 欺腺 及 ビ胸 腺 卜結 核 ノ關係 二關 ス ル

實 験 的 研 究

石 丸 康 太 鄭 σく阪 帝 大 讐 學 部 今 村 内 科)

結 核 ノ病 攣維 過 二 向 ツテ 膿 質 的素 因 が 重 要 ナ ル關 係

ヲ有 ス ルノ、周知 ノ 事 蟹 ニ シテ 特 二 内分 泌 腺 機 能 ノ如

何 ハ 之 レカ"有力 ナ ルレ要 素 タ ル・・贋 ク 験 知 セ ラル ・所

ナ リ。就 中 甲}伏腺 ノ機 能 ハ今 日略 分 明 ノ域 二達 シコ レ

が結 核感 染 二向 ッ テ緊密 ナ ルレ關係 ヲ 有 スノレハ疑 ヒ ヲ

容 レザ ル所 ナ リ。然 シ テ胸 腺 二於 テ ・・ソ ノ機 能 ハ當 今

爾 ホ明確 ・・.p閾明 セ ラルレ ・二 至 ラザ ルレモ/.ア リ ト錐 モ

亦 之 レガ結 核病 機 ニー定/關 係 ヲ 有 ス ベ キ事 想 像 二

難 カラ ザノレ所 ニ シ テ、是 等 内 分 泌腺 機 能 ・・結 核 感 染 二

依 リテ複雑ナ,レ影響 ヲ招來ル所 アルベク叉他方是等

内分泌腺機能 ノ攣動ハ結核病機 ニー定 ノ影響 ヲ波及

スル ト共二延 イテ之 レ・ト關聯 ヲ有スルレ他 ノ内分泌腺

機能 ヲ動揺セシメテ以 テ重大ナノレ影響 ヲ及ボス所ア

)レベキヲ信 ジテ疑・・ズ。妓二於テ余ハソノ間 ノ關係 ヲ

精細二確知セン事 ヲ期 シ先ヅ結核感染二依ノレ内分泌

腺特二甲状腺胸腺組織 ノ攣i化ヲ観察 シ.次 イデ甲状腺

或ハ胸腺機能 ノ鉄狽又ハ 甲朕腺或 ハ胸腺物質給與が

結核病墜経過二及ボス影響 ノ如何 ト蛇ビニ斯 ノ如キ

内分泌系統 ノ機能ノ攣動ガ結核感染 ヲ累加スル事二

俵 リテ他ノ内分泌腺組織 二如何ナノレ影響 ヲ與フノレ乎

二就 イテ實験的研究 ヲ途行 シタリ。

第1實 験 結核感染 ノ甲状腺及胸腺組織二及ボ ス影

響 二就イテ。

實験力法

膿重250瓦 内外及450瓦 内外ノ幼若及 ビ成熟2群 ノ

海狸 ヲ分 チテ次 ノ如ク塵置 シタ リ。

1第1群 結核菌2・o轍 下擁
幼若群縣 灘 鍍 。ひ室内注入

鯉li灘羅縫齢
以上 ノ如 ワ塵置 シタルレ後菌接種後15日 、30日及90日

目 ノ3期 二分割剖槍シ、各内臓淋巴腺 ノ結核性攣化 ヲ

病理組織學的二検索 シ、内分泌腺・・何 レモソノ新鮮重

量 ヲV"'lill後同様ノ検索ヲ途ゲタ リ。

實験成績

1.結 核感染二依 リ海狸甲状腺 ハ組織學的二次ノ如

キ攣化ヲ來ス。

イ、結核感染 ノ初期 二當 リ結核病機 ノ未 ダ輕微ナル

時期二於テ・・濾胞縮小シ膠様質ハ稀薄叉ハ消失、上皮

細胞 ・・肥ノく塘殖 シ血管充盈セル該腺機能 ノ充進二見

ノレ培殖性甲状腺腫 ノ像 ヲ呈ス。此 ノ攣化ハ特 二幼若獣

二著明ニンテ成熟獣二於テハ多クハ後述 ノ膠様甲状

腺腫 ノ像二近似 シ叉ハ共 ノ移行型 ヲ示ス。

口、結核病機 ノ稽 く進行セノレ時期二於テ・・濾胞振大

ヲ見ル事多ク濃厚ナル膠様質 ヲ充盈 シ上皮細胞ハ軍

暦ニシテ扁ZF、 胞核亦扁干 トナリ、血管振張 ヲ見ル事

少キ膠様甲状腺腫ノ像二近似 シ其 ノ機能 ノ休止乃至

低下 ヲ思・・ンム。

・・、更二時 日ヲ経過 シ結核病機 ノ高度二増悪 ヲ來ス
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二及 ビテ ・・前 述 ノ攣 化 ヲ 増 強 シ又 ・・濾 胞 大 小 不 同 ト

ナ リ時 二著 明 二萎 縮 シ形 状 不 正 不規 則 、加 フル ニ配 列

疏 粗 整 然 タ ラ ズ錯 綜 セ ルレモ ノ多 ク、甚 シキ ・・濾 胞 崩 壊

ヲ致 シ膠 様 質 ・・盈 虚濃 淡 一様 ナ ラ フご、上 皮 細 胞 扁 卒 ニ

シ テ且 萎 縮 攣 性 シ之 加 ソ ノ脱 落 ヲ見 ノレ事 数 次 、結 締 織

ヲ壇 殖 シ血 菅 減 少 セ ルレ該 腺 機 能 ノ 減 退 乃 至 頽 艇 ヲ見

ルレニ至 ルレ。

二、 結 核 節 形 成 ハ稀 レ ニ之 レヲ認 ム。

2.結 核 感 染 二俵 リ海 猿 胸 腺 ・・組 織 學 的 二次 ノ如 キ

攣 化 ヲ呈 ス。

イ、 結核 感 染 ノ初 期 二常 リ 全 均結 核 ノ 未 ダ輕 微 ナ ルレ

時 期 二於 テ ハ著 シキ攣 動 ヲ認 メ難 シ.

ロ、 結 核 病 機 ノ稽 く進 行 ス ノレニ及 ビ、皮 質髄 質境 界 明

瞭 ノ度 ヲ減 弱 シ、皮 質 叉 ・・髄 質 ノ狭 少 進 ンデ腺 小 葉/

萎 縮 ヲ漸 屠 シ、時 二實 質 殊 二 皮質 細 胞 粗 疏 ナ ルレア リ。

ハ ッサ ル氏 小・膿 概 子減 少 シ、核 崩 壊 叉 ハ硝 子様 攣 性 等

ノ老 大墾塗性 二隔 ルレモ ノ多 ワ、「エ オ ジ ン」嗜 好細 胞 減 少

二傾 キ問 質 増 殖 ヲ徴 ン且 血 管充 盈 ヲ 減 弱 セ ルレ該 腺 ノ

萎 縮 退行 性 攣 化 ヲ來 ス。

ハ、 更 二時 日 ヲ経 過 シ結 核 病 機 ノ 更 二高 度 二墳 悪 ス

ル ニ至 リテ ノ・、皮 質 髄 質 境 界 鮮 明 ノ度 ヲ減 失 シ、 實 質

ノ萎 縮 ヲ來 ジ、・・ッサ;レ氏 小 膿 減 少 シ且 老大 攣 性 二隔

リ、「エ オ ジ ン」嗜 好 細 胞 減 少 シ、 間 質 著 明 二屠 殖 シ、

實 質 内 二結 締 織 ヲ 増 殖 ン 之 加 フ ノレニ實 質 細 胞 粗 疏 攣

性 ヲ來 ン ソ ノ間結 核 節 ヲ形 成 ス,レモ ノア リ。血 管 振 張

ヲ見 フごシテ組 織 ノ退 行 性 攣 化 ヲ壇 強 スノレニ至 ノレ.

二、 結 核 節 形 成 ・・稀 レニ之 レヲ認 ム。

3.叙 上 ノ甲状 腺及 胸 腺 二 於 ケ ノレ攣 化 ハ 特 二結 核 菌

心 室 内注 入 二俵 ルレ感 染 ヲ 受 ケ タ;レモ ノ ニ苦 明高 度 ニ

シテ其 ノ組 織 内結 核 病 憂/號 現 ・・結 核 菌 皮下 接 種 群

二・・之Vヲ 諦iシ得 タ ル モ ノナ シ。

4.幼 若 海 狸 二於 テ ハ感 染 早期 二 甲 状 腺 ノ 増 殖 性 攣

化 ヲ催 起 ス ルレ事 著 明 ナ ノレモ成 熟 獣 二於 テ ハ 著 ン カ ラ

フごジテ却 ツテ早 期 ヨ リ 膠 様 甲 状 腺 腫 像 叉 ノ・ソ ノ移 行

型 ヲ示 ス モ ノニ シテ、爾 後 ノ経 過 二於 テ ・・幼 若 成 熟 雨

群 ノ問 二格 段 ノ差 異 ヲ見 ズ。

胸 腺 二於 ケ ルレ攣 化 ・・各 時期 ヲ 通 ジテ 幼 若 獄 二著 明 二

之 レ ヲ誇 シ得 タ リ。成 熟 獣 二於 テ ハ 感 染 時 ソ ノ胸 腺 ハ

ー 定 度 ノ退 行 性 攣 化 ヲ 惹 起 セ ノレモ ノー シテ 結核 感 染

二 墓 ク攣 動 ・・顯 著 ナ ラザ ルレモ、結核 病 機 ノ増悪 著 シキ

ヲ見 アレニ及 ビ テ ハ退 行 性 攣 化 増 悪 ・・促 進 セ ラ ノレ。

第2實 験 甲状 腺 叉 ノ・胸 腺 機 能 鉄 損 ノ結 核 感染 二及

ボ ス 影響 二就 テ(特 二 内 分 泌腺 ノ攣 化 二就 テ》

實 験 方 法

禮 重250瓦 内 外 ノ海 狸 ヲ使 用 ス。

第1試 験 健 康 海 猿 ヲ3群 二 分 チ、第1群 ・・甲状 腺 ヲ

切 除 ジ、 第2群 ハ胸 腺 ヲ切 除 ン、第3群 ハ全 然 施 置 ヲ

加 ヘ ズ、 其 後30日 、45日 及 ビ75日 目剖 楡 ス。

第2試 験 健 康 海猿 ヲ3群 二分 チ、第1群 ハ甲 状 腺 ヲ

切 除 ジ、 第2群 ハ胸 腺 ヲ切 除 シ、第3群 ハ何 等 虜 置 ヲ

加 ヘ ズ ンテ、 切 除 後15日 目結 核 菌0.5選 ヲ皮 下 接種

ン、 接 種 後30日 及60日 目剖 検 ス。

實 験 成 績

1.海 狸 甲状 腺 ヲ切 除 スレ 時 ハ 早 期 ニ ハ 膿 重 培加 ヲ

來 ス モ後 之 レ ヲ抑 制 シ、胸 腺 ハ著 攣 ナ キ 力輕 度 ナ ル萎

縮 退 行 ヲ來 シ、 副 腎 著攣 ヲ蒙 ラ フご、睾 丸 ハ[11一期 一・.ハ登

育 良 好 ナ ラザ ル モ後 概 シテ 良好 ナ ル號 育 ヲ見 ル。

2・ 海 狸 胸 腺 ヲ切 除 ス ノレ時 へ 早 期 ニ ハ 著 シキ膿 重 塘

減 ヲ見 ザ ノレモ後 漸 〃著 シ 〃之 レ ヲ抑 制 シ、甲状 腺 ハ早

期 二 ・・膠 様 甲 状 腺 腫 ノ像 二 近 似 シ」又 ハ 退 行 性 攣 化 ヲ

示 シ夏 ニー 定 期 ヲ 経 過 スルレニ亦 概 シテ 膠 様 甲 状 腺腫

ノ像 ヲ呈 ス ルレカ叉 ハ却 ツ テ ソ ・移 行 型 ヲ示 ス。副 腎 著

墜 ナ シ。睾 丸 ハ早 期 ニ ハ獲 育 時 二良 好 時 二不 良 ニ ンテ

概 言 ン難 キ モ後 ソノ良 好 ナ ル 號 育 ヲ途 グ ル モ ノナ リ。

3.甲 状 腺 切 除 後15日 目結 核 感 染 ヲ惹起 セ シム ノレ時

ハ 甲状 腺 切 除 ヲ 受 ケ ザ ル 結 核 海 狸 胸 腺 副 腎 二 筈攣 ヲ

見 ル ニ至 ラザ ルレ早期 二於 テ 既 二 胸 腺 ハ 退 行 性憂 化 ヲ

獲 現 ス ノレ事 多 〃副 腎 ハ 著 鎚 ヲ 蒙 ラザ ル カ叉 ハ宣 質殊

二皮 質細 胞 二退 行性 攣 性 ヲ 來 シ、 睾 丸 獲 育 障 碍 セ ラ

ルレ。 更 二時 日 ヲ経 過 ス ルレニ從 ヒ、胸 腺 副 腎 睾 丸何 レモ

叙 上 ノ繕 化 ヲ 増 弧 ス ルレモ ノ ニ シテ 通 常 ノ結 核 感 染 二

依;レ モ ノニ於 テ ハ胸 腺 及 ビ副 腎 ノ・漸 ク退 行 性 攣化 ヲ

促 進 シ來 ル モ ノニ ンテ 睾 丸 ・・却 ツ テ 過 牛 二號 育良 好

ナ ノレヲ示 シタ リ。

4・ 胸 腺 切 除後15日 目結 核 感 染 ヲ惹 起 セ シ ムル時 ハ

甲状 腺 ハ所 謂 膠 様 甲状 腺腫 二 見 ノレ攣 化 ヲ 増 張 ジ通 常

ノ結 核 感 染 二見 ノレ如 キ壇殖 性 ノ攣 化 ヲ來 サ ズ。副腎 ハ

稽 ζ著 シキ 退行 性 攣化 ヲ 惹 起 シ睾 丸 獲 育 障 碍 セ ラ レ

更 二結 核 病 竈 ヲ形 成 ス ノレモ ノ ア リ.更 二時 日 ヲ経 過 ス

ル ニ從 ヒ甲状 腺 ハ 多 ク・・前 述 ノ 憂 化 ヲ 培 強 シ叉 ・・退

行 攣 性 ヲ來 シテ組 織 ノ荒 蕪 ス ル ニ至 レル モ ノ ア リ。副

腎 睾丸 亦 其 ノ 攣 化 ヲ培 強 シ來 ルレ ト共 二結 核 病 攣 ノ獲

生 多 キ ヲ加 フ ノレモ ノー シテ 通 常 ノ 結 核 感 染 二於 テ ハ

甲状 腺 多 〃・・常 態 、 副 腎 僅 カニ退 行 シ、睾 丸亦 多 〃 ・・
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著 墜 ナ ン。

5・ 甲 状 腺 切 除 叉'・胸 腺 切 除 ハ 之vヲ 受 ケ タ ァレモ ノ

ノ結 核病 攣 ヲ増 悪 スノレモ ノ ー ンテ是 等 機 能 ノ鉄 損 ハ

結 核病 攣 ノ進 行 二向 ツテ 重 篤 ナ ルレ影 響 ヲ 及 ボ ス モ ノ

ナ リ。

第3實 験 甲状 腺物 質叉 ハ 胸 腺 物 質 給 與 ノ結 核 感 染

二及 ボ ス 影響 二就 テ(特 二 内分 泌 腺 ノ攣 化 二就 テ)

實 験 方 法

盟 重250瓦 内外 ノ海 狸 ヲ使 用 ス。

第1試 験 健 康 海 狸 ヲ3群 二分 チ、 第1群 ニ ハ「手 ロ

キ ン ンJ(1.0%溶 液 「・ッシユ」製)ヲ 毎 同O.1c.c.宛15

同(1ケ 月 二亙 リ)皮 下 注 射 シ、 第2群 ニ ハ10.0%糖

胸 腺 水 製 「エ キ ス」 ヲ毎 回0.5c.c.宛10同(1ケ 月 二亙

リ)皮 下注 射 シ、 第3群 ニ ハ全 然 塵 置 ヲ加 ヘ フご、 注 射

開 始 後30日 及 ビ90日 目剖 検 ス。

第2試 験 前 同 様 二 庭 置 シ タル3群 ノ海 狸 二就 イ テ

ソ ノ注 射 開 始 後30H目 二、 結核 菌1.0殖 宛 皮 下 接 種

シ、 接 種 後60日H剖 槍 ス。

第3試 験 豫 メ結 核 菌1.0竈 宛 皮下 接 種 セ ルレ海 猿 ヲ2

群 二分 チ共 ノ後1ケ 月 二亙 リ、 第1群 ニ ハ 「チ ロ キ シ

ン」ヲ、 第2群 ニ ハ胸 腺 「エ キ ス」ヲ前 掲 ノ如 キ要領 ニ

テ皮 下 注 射 ン、 菌 接 種 後60日 目剖 槍 ス。

實 験 成 績

1.「 チ ロ キ シ ン」叉 ハ胸 腺1エ キス 」注 射 二 依 リ海 瞑

禮 重 培 加 ハ抑 制 セ ラ レ特 二 「チ ロ キ シ ン」注 射 二於 テ

著 シ。

2.「 チ ロ キ ンン」注 射 二依 リ海 猿 甲状 腺 ハ 早期 ニ ハ

膠様 甲状 腺腫 ノ像 ヲ呈 シ或 ハ其 ノ移 行 型 ヲ表 ハ ン、後

一 ハ殆 ン ド前 者 ノ像 ヲ見 ノレニ至 ノレ。胸 腺 副腎 ハ著 ンキ

攣動 ヲ蒙 ラズ。 睾 丸獲 育 抑 制 セ ラルレ ・モ ノナ リ。

3.胸 腺 「エ キ ス.・注 射 二俵 リ、海 猿 甲状 腺 ハ早 期 ニハ

大部 分 ハ膠 襟 甲状 腺 腫 ノ像 ヲ 示 ン後 ニ ハ ソノ攣 化 ヲ

増 強 ン叉 ハ濾 胞 崩 壊 、上 皮 細 胞 萎 縮 墜 性 、 結 締織 増殖

等該 腺組 織 ノ攣 性 二移 行 ス ル ヲ見 ノレ。胸 腺 ハ萎 縮 シ早

期 二「イ ンボ ル チ オ ン」二昭 リ、副 腎 ハ著攣 ヲ來 サ ズ、

睾 丸獲 育 ・・良 好 ナ リ。

4.「 チ ロ キ シン」注 射 後 結核 感 染 ヲ 惹 起 セ シム ノレ時

ハ 甲状 腺 ハ膠 様 甲 状 腺 腫 ノ像 二近 似 ン、通 常 ノ結 核 感

染 二屡 ζ見 ル如 キ培 殖性 ノ攣 化 ヲ示 サ ズ。胸 腺 ハ ソ ノ

退 縮 ヲ遷 延 ン殖 常 ノ 感 染 二 見 ルレ如 キ退 縮 性 憂 化 ヲ認

メ難 ク、副 腎 著 攣 ナ ク睾 丸登 育 障 碍 セ ラル。 更 二結 核

感 染 後 二「チ ロキ ジ ン」ヲ注 射 ス ルレ時 ハ 甲状 腺 胸 腺 睾 丸

共 二前 述 ノ如 キ墾 化 ヲ 呈 ス ルレモ 唯 副 腎 ニハ 輕 キ退 行

性 憂 化 ヲ獲 現 ス ノレモ ノ ニ シテ 時 二結核 病 竈 ヲ形 成 ス

ルレニ至 の レモ ノ ア リ。

5.胸 腺 「エ キス 」注 射 後 結 核 感 染 ヲ 惹 起 セ シ ムノレ時

ハ 甲状 腺 ハ著 明 二組 織 ノ 荒 蕪 緩1性 ヲ 來 ・y胸腺 ハ高 度

ナ ル退 行 性 攣 化 ヲ 促 進 シ 副 腎 亦 退 行性 縫 化 ヲ見 ル事

著 シ。 睾丸 ハ 著憂 少 シ。 更 二結 核 感染 後 二胸 腺 「エ キ

ス」ヲ注 射 ス ァレ時 ・・甲状 腺 ハ 優 性 退 行 ヲ 來 ス事 著 シ

久 副 腎胸 腺亦 同 前、睾 丸 ノ・概 シテ 獲育 良 好 ナ ル モー

牛 二障碍 ヲ蒙 リ・ezリ。

6.「 チ ロキ シ ン」叉 ハ胸 腺 「.Lキ ス」注 射 ヲ受 ケ タ ルレ

モ ノ ・結 核 病 縫 ハ 之 レ ヲ受 ケ ザ ル モ ノ ・夫 レニ略 ζ

一 致 シテ大 差 ヲ認 メ難 久 帥 千該 物 質 ノ給 與 ・・結 核病

憂 ノ進 行 ヲ阻 止 ス ル能 ハ ザ ノレヲ詑 ヌ ル モ ノナ リ。

52.實 験 的 結 核 肺 ノ 「ヴ.タ ミン」C量 二就 テ

需 彗 明 蕩伽 く今村内科)

演 者 等 ハ實験 的結 核家 兎 ノ各 臓 器 「ヴィタ ミン」C量 ヲ

2-6Dichlor・phenol・indophenol蛇 二2-4.Dinitrophe-

nylhydrazinヲ 用 ヒテ検 査 シタ ノレニ、 他 臓 器 二於 テ ハ

記 ス ベ キ攣 異 ヲ認 メ ザ リ シニ、肺 臓 二於 テ ノ ミ健 常 ノ

モ ノ ニ比 シ極 メ テ著 明 二培 量 セ ノレヲ験 知 シタ ザ 軍 位

量 二於 テ3.6倍 、 全 肺 含 有 量 トシテ14.5倍)。 結 核 薗

睾丸 接 種 家 兎 ニ ア リテ 著 明 ナ ルレ結 核 病 攣 ヲ 惹 起 セ ル

睾 丸 ノ「ヴィタ ミ ン」C量 ハ 輩 位 量 二於 テ寧 口減 少 シ、

結 核 感 染 ヲ 受 ケタ ノレ脾臓 腎 臓 ノ如 キ モ減 少 ス ル ノ傾

向 ヲ有 ス ノレヲ以 テ肺 臓 「ヴィタ ミ ン」C量 ノ増 大 ハ 「ツ

ベ ルレケ ノレ」トハ直 接 ノ關 係 ヲ有 セ ザ ル ベ ク、 塵埃 ヲ吸

入 セ シメテ肺 炎 ヲ起 サ シ ム;レモ、ソ ノ増 量 ヲ誘 引 シ得

ザ ル ニ ヨ リ、肺 組 織 ノ炎症 ソ ノモ ノ ニ ヨ リテ モ之 ヲ解

ス ルレヲ得 ズ。

極 メテ燃 嶢 酸 化 セ ラ レ易 キ 「ヴィタ ミン」Cが 常 二酸 素

二露 出 サ レツ ・アル 肺 臓 二於 テ 健常 時 稽 く一 定 値 ヲ

保 有 ス ルレノ ミナ ラズ、結 核 感 染 時 二培 量 ス ・レ・・今 日 ソ

ノ意 味 ヲ閲 明 ス ル ヲ得 ザ ル ト錐 モ 興 味 アル事 項 ナ リ
。

53・ 病 的 艘 液 ノ「マグ 子 シウ ム」及 ビ「カ ル

シ ウム」含 有 量 及 ビ其 消長

富 澤 宗 爾(京 都 府 立 讐 科 ノく學 淺 山 内科)

從 來 滲 出液 蛇 二滲 漏 液 ノ 有 機 成 分 二 關 シテ ハ既 二多

数 先 進 諸 家 ノ報 告 ア リ、無 機 成 分 殊 二 「カ ルレシ ウ ム」含

有 量 二關 シテ ハ嚢 二 古 川 氏 等 ハ 健 康 人 胸 腔 液 二就 テ

「加 レシ ウ ム
」及 ビ蛋 白質 含 有 量 ヲ測 定 セ シ ガ小川 氏 等
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ハ滲 出液 二就 テ「加 レシ ウ ム」ガ智B塘 量 セ ル ヲ認 メ 且

其 消 長 ・・患 者熱 型1・相 反 ス ト稚 セ リCarl・ ・滲漏 液 二

就 テ 「カルレシ ウ ム」蛇 二「マ グ 子 シ ウ ム」ヲ測 定 シ 「加 レ

シ ウ ム」ハ血 清 二比 シ減 少 セ ノレモ 「マ グ 子 シ ウム」・・殆

ン ド攣 化 ナ ン ト云 ヘ リ、 妓 二於 テ演 者 ハ圭 トシ テ 「カ

'レシ ウ ム」蛇 二 「マ グ 子 シ ウ ム」ノ是 等 病 的 膿 液 二於 ケ

ル關 係 ヲ明 ニ セ ン ト欲 シ先 ヅ肋 膜 炎 、腹 膜 炎 、 心 臓 繍

膜 障 碍 、 「子 フ ロ ー ゼ」肝 硬 礎 症 、蛇 二癌 腫 等 ノ諸 疾 患

患 者 艦 液 ノ 「加 レシ ウム」及 ビ 「マ グ 子 シ ウム」ヲ測 定

ス ルレト共 二雨 者 ノ比 ヲ求 メ 更 二 當 該 患 者血 清 ノ是 等

含 有 量 ヲ求 メ テ之 ト封 照 シ次 二 上 記 諸疾 患 ノ経 過 二

從 ヒ是 等 ヲ測 定 シ共 大 要 ヲ報 告 セ ン トス。

實 験 方 法及 ビ材 料

患 者 ハ凡 テ 當 院 外 來及 ビ 入 院 ノ 診 噺 確 實 ナ ルレモ ノ ヲ

選 ビ空 腹 時 血 液 及 ビ膿 液 ヲ 探 取 シテ 之 ヲ遠 心 沈 澱 シ

共 上 清 ヲ以 テ實験 二供 セ リ 「加 レシ ウ ム」・・Kramer..

Tisdal1法 二依 リ「マ グ 子 ン ウ ム」・・Denis氏 法 二 準

櫨 セ リ。

實 験 成 績

1.滲 出液 二就 テ(第1表)

第1表 二示 セ ノレが如 ク約30例 ノ結 核 性肋 膜 炎 二就 テ

見 ル ニ「加 レシ ウム」・・8.1乃 至11.6mg%ノ 間 ヲ動 揺

ン李 均9.5mg%ニ シ テ之 古 川 氏等 二依 ル 健 康 人 胸腔

液 ノ「カ,レ ンウ ム」量7.5mg%二 比 シ著 シ〃 堀r量 セ)レ

モ ノ ト考 ヘ ラ ルレ、次 二 「マ グ 子 ン ウム」・・1.7乃 至3.6

mg%ニ シテ唯1例 ヲ除 キ多 ク ノ・2.2乃 至3。6mg%ノ

間 ヲ動 鑑 ン亭 均2.8mg%ナ リ從 ツテ 「マ グ 子 シ ウム」

ノ「加 レシウ ム」二封 ス ルレ比 ・・0.22乃 至0.427F均0.32

ナ リ。

2.滲 漏 液 二就 テ(第1表)

第1表 二示 セ ル が如 ク約13例 ノ諸 種 疾 患 二就 テ検 ス

2レニ 「カル ン ウ ム」・・6.9乃 至9.4ZF均8.Omg%ニ シ

テ 滲 出液 ノ約82、%二 當 ルレ、次 二「マ グ子 シ ウ ム」ハ2.0

乃 至3.87F均2.7mg%ニ シテ殆 ン ド滲 出 液 ト大 差 ナ

ン ト錐 モ 唯癌 腫 患 者髄 液 二 於 テ 精 ζ高 債 ナ ル が如 ク

考一ラノレ遷 臣 亭均・・34ニ シテ之 ヲ滲出液 二比

ス レバ稽 ζ高 位 ニ ンテ、 就 中癌 腫 患 者 二 著 明 ナ ノレハ

「ヵ'レシウ ム」含 有 量 稚 ζ低 下 セ ルレタ メ ト 「マ グ 子 ン ウ

ム」含 有 量 ノ梢 く高 債 ナ ノレが爲 ナ リ。

3.血 液 ト病 的盟 液 二就 テ(第2表)

第2表 二示 セ ノレが如 ク先 ヅ「加 レシ ウム」二就 テ 見 ル ニ

滲 出液 ハ 血清 二比 ン明 カニ低 値 ヲ示y約 共85%二 當

)レモ滲 漏 液 二於 テ ノ、共 度 甚 ンク血 清 ノ約75%二 當 レ

リ次 二「マ グ 手 シ ウ ム」含 有 量 ・・全 ク其 趣 ヲ異 ニ シ滲 出

液 ニ テハ 約889ウ 滲 漏 液 ニ テ ハ約92%ナ リ、次 二血清

或 ・・盟 液 個 々二於 ケ ノレ「マ グ 子 ン ウ ム」ノ 「加 レシ ウム」

二封 ス ノレ比 ・・滲 出液 二於 テハ 殆 ン ド同 債 ヲ 示 ン滲 漏

液 二於 テ ハ精 ミ高 偵 ヲ示 セ リ。

4.疾 患 ノ経 過 ト其禮 液 二就 テ(第3表)

次 二 上 記 諸疾 患 ノ維 過 二從 ヒ盟 液 「ア ノレカ リ」土 類 ヲ測

定 セ ル ニ第三 表 二示 セ ル ガ 如 ク 経 過 良好 ニ ンテ螢 熱

減 退 ン 尿 一lli=増加 一 般 状 態 佳 良 トナ レァレモ ノ ニ於 テ ハ

「加 レン ウ ム1ノ 塘 加 ヲ來 セ ルレ ト共 二「マ グ 子 ン ウム」ノ

徐々二減少セ・レヲ認メ從 ツテ其比瞥 ハ鰍 低下セ

ル ヲ 見,レ然 ル ニ 不良 ナ ルレ経 過 ヲ 取 レルレモ ノニ於 テ ハ

全 ク共 趣 ヲ異 ニ シ「加 レシ ウム」ノ減 少 ス ル ニ連 レ著明

ナ ノレ「マ 〃●子 シ ウム」ノ培 枯 セ ル ヲ認 メ從 ツ テ雨 者 ノ比

ハ著 ン ク高 債 トナ レ・;レヲ言忍 メタ リ。

維 括

(1)「 加 レシ ウ ム」 ノ 是 等病 的盟 液 二 於 ケ,レ含 有llレ ・

健 康人 胸腔 液 二比 シ堆 吊=シ且 「マ グ 子 シ ウ ム!ト 共 二該

疾 患 ノ維 過 二 依 ツ テー 定 ノ消 長 ヲ 瞥 ミー 般 二其 経 過

良 好 ナ ノレモ ノ ハ「加 レシ ウ ム」ノ増加 「マ ク'手 シ ウ ム」ノ

減少從ツテ 薯誓 ノ低下 ヲ認メ不良ナノレモノニ於テハ

之 二反 ン「加 レシ ウム」 ノ減 少 「マ グ 子 シ ウ ム」ノ塘加

Mg從 ツ テ ー ノJ二昇 ヲ言怨1・。Ca

(2)滲 出液 及 ビ滲 漏 液 ノ「力;レシ ウ ム」及 ビ 「マ グ 子 ン

ウ ム」含 有II;:ノ差異 二就 テ 考 フル ニ 滲 出 液 二於 テ ノ、雨

者 ノ血 清 二 封 ス,レ比 ・・85乃 至88%ニ シテ殆 ン ド相

等 シケ レ ドモ 滲 漏 液 二 於 テ ノ・雨 者 ハ 甚 ン ク相 異 ナ リ

「加 レン ウム ・ハ血 清 ノ共 二比 シ低 下 甚 ン ク約75%「 マ

〃'子 シウ ム)・・反 之92%ニ シテ殆 ン ド血 清1・大 差 ナ キ

儂 ヲ見 ル。

54.結 核 卜血 液 乳 酸

大 阪 市 立 刀 根 山病 院(院 長 太 縄 博 士)指 導 渡遡1博士

農 野 昇 騎

血 液 乳 酸 ノ定llレ ・Mendel・Goldscheiderノ 松 野 氏攣

法 ニ ヨル。

呼 吸 困難 、貧血 及 獲 熱 ニ ヨルレ影 響 ヲ可 及 的 除 外 ン得 ル

肺 結 核 患 者44名 ノ血 液 乳 酸 静 止 偵 ヲ測 定 シマ ンタ結

果zF均 債12.33mg/dlデ 健 康 者 ノ準 均 偵12.65mgld1

ト殆 ン ド差 ヲ認 メー・セ ン。健 康 者 ノ最 高 便 ヲ15mgldl

トス レパ、 ソ レ以上 ノ債 ヲ示 ス 者7名=約16%ア ツ

テ、 最 高 債 ハ20.85mg!dl二 止 ツ テ ヰ マス。15mgld1
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以 上 ノ債 ヲ示 ス 者 ハ滲 出1生 ノ者 二 多 ク、企 部 肺 … 葉 以

上 二Jiリ 病 墜 ガ ル'リ、 川1活 最 二於 テ50%以 ,ヒノ減少

が ア リ、1例 ヲ除 〃 トキ ハ全 部 赤 沈 反 癒 中 間植20以

上 ヲ示 シ相 常 病 壁 ノ弛V,IE'i'ナ者 デ アル。

次 二感 染 後2乃 至4週 間 目 ノ結 核 家 兎 二 乳 酸 曹 蓮25

%溶 液 毎 妊2.5cq静 脈 内注 射 ヲ(テ ヒマ ス ニ注 射 後15

分 二 於 テ7ド均 増 加llll32.49mg/dlデ 健 康 ノ・11.23mg/dl

二比 シ少 イノデ ア リマ スガ、注 射 後1時 間及1時llq牛

二於 テ ハ何 レモ注 射 前 ノf血二略 ミ恢 復 シテ、曲線 班 多

二 於 テ ハ 差 ヲ認 メナ イ ノ デ ア リマ ス.注 射 後15分 二

於 テ結 核群 ノ方 が 喩 入 サ レ タ乳 酸 ヲ他 ノ化 合 慌 二分

解 含成 スノレ}幾構 が促進 シテ ・キル ヤ ウデ ア リマ 入。 シ カ

シ 文厭 ニ モ現 ・テ 荊 レ如 ワ乳 醐1川 賦 験 二H,・lfi1液

乳 酸 ・?ff長 ・・個 性 二nリ 相 當X澱 ガ ア1レ ノデ確 實 二

決 論 スル ニ ハ両 多 数動 物 ノ實 験 例 ヲ必 要 トシマ ス。叉

1同一 動 物 デ附 加 試験 ヲJte復 ス ル ト1馴 レ」力現 ・1レ傾ti11

ガ ア'レヤ ウ ニ思 ハ レル場 合 モ ア リ、感 染 後 ノ期 間 モ 杉

慮 二置 カナ 〃 レ バナ ラナ イ ノデ、ソ ノ鮎 二關 シテ ハ今

後 研 究 ンテ報 告 シ タ イ ト存 ジマ ス。

1「ア ド ・ナ リン1ヲ 厩1/20騨 脈 内 二
・1射/9='ス ニ、

dl射 後30介 二於 デ ト!塘 勃 田醗 康家 兎17.22、 結 核

9・46m9/dlデ ア リマ スカ"、注 射・後1廿 寺問1・」ニ ハll,∫レモ

略1注 射 前 ノ値 二{荻復 シテ ヰ マ ス。コ ノ場 合 ニ モ結 核

家 兎 ノ方 ガ1ア ドレナ リ ン}ノ 刺 戟 ニ ヨ リ血 中 二現 レ

タ乳 酸 劣 起置 ス'レ能 力 力充 進 シ テ ヰ ル カ、 或 ハ「ア ド

レ ナ リン!ニ ヨノレ乳 酸 生 成 機li瓢ガ 抑 制 サ レテ ヰ ル ヤ ウ

ニ思 ハ レマ ス。然 シ コ ・場 合 モ 側 どヒヲ考 ヘ ナ ケ レバナ

ラ ナ イノデ 更 二至じ験 ↑列 ヲ看凌ミタ イ ト'猷ヒ ・マス。

蔽 後 二毎'REilti,ツベ ♪レ ワリ ン」10倍 稀 鐸 液0.1cα 静 脈

内ll謝 ラ行 ヒマ ・・一一b血 液 孚し酸 ・培 加 ス・レモ ノ ト遜 化

ナ キモ ノガ ア ツテ、健 康 ト結 核 ノ問 二差 ヲ認 メル コ ト

h"デ キナ カ ツタ
o

'以上 ノ成 績 二1越 結 論 シ マス ニ 肺 結 核 患 者 ・血液 乳

酸静 止 儂 ハ豫 後 二關 シ テ意 味 ガ少 イ。

.比較 的軽 度 ナ結 核 個 膿 二於 テ ハ 乳 酸 盧 置能 力 ノ低 下

ヲ認 メ ル コ トカ"デキ ナ イ ノデ ア リ・マ,ス,ムシ・ロ初期 ノ

實験 的結 核家 兎 二於 テ ハ乳 酸 ノ 慮 置 能 力 ガ 充 進 シテ

荊 レ感 ガ ア リマス 。

結 核 個盟 ハ健 康 盟 二比 シテ種 々刺 戟 ニ ヨ リ 「ア 手 ドー

ジス」ヲ恭 起 ス,レ傾 向大 デ ア ル ノ ハ、 刀 根 山病 院 二於

・勿 レ渡 邊 博 」:等 ノ成 績 ヲ 始 メ既 二周 知 ノ事 實 デ ア リ

・マス。 「ア チ ドー ジス抄 乳 酸 トノ關 係 病 墾 ・進 行 セ

'レ結 核 家 兎 及 肺 結 核 患 者 二於 ケ ル 乳 酸 代 謝 機 能 ノ 動

的 観 察 ハ今 後研 究 ンテ報 告 シタ イ ト思、ヒ マ ス。

55.結 核 患 者 血 液 燐 酸 及 類 脂 肪 艘 ノ消 長 二就 テ

病 的 膿液 ノ燐 酸 、類 脂 肪 艘 並 二食 塑 量

林IE治 「京 都 府 立 讐 科 ∫{學淺山 内 科)

絡 論

結 核 性 疾 患 殊 二 肺 結 核及 肋 膜 炎 患 者 二 種 々ナ ルレ物 質

代 謝 機 能 ノ障 碍 ヲ來 ス』茎ハ、先 人 ノ 疹究 研 索 セ ルレ所 ナ

リ ト錐 モ 未 ダ確 然 タ ル事 實 ヲ知 ラ フ㌔ 殊 二脂 肪 及 類 脂

肪 膿 代 謝 二關 シテ ノ、生 理 的 蛇 二病 理 的 二肺 臓 ノ 關 與

ヌ ノレ事 實 ハ認 ノラ ル ・所 ナ レ共 未 グ ソノ詳 細 ヲ 悉 サ

ズ。 況 ンヤ ソ ノ構 成 複 雑 ナ ル 燐 酸 二 於テ ヲヤ。

妓 二 於 テ 余 ハ肺 臓 ノ 生理 的蛇 二病 的状 態 二 於 ケ ル脂

肪 、類 脂肪 偲 及 燐 酸 ・代 謝 状 態 ヲ探 究 セ ン ト欲 シ本實

験 二 首 手 セ リ。余 ハ 先 ヅ肺 結 核 患 酋及肋 膜 炎患 者 血 液

ノ燐 酸 、 類 脂 肪 禮 及食 鞭 ヲ測 定 シテ之 ヲ 健 康 者 ノ ソ

レ ト比 較 シ、同 時 二肺 臓 ト最 モ緊 密 ナ ノレ關 係 ヲ有 ス'レ

肋 膜 炎 滲 出 液 ト 他 ・諸疾 患 二 於 ヶ ・し滲 出 液 及滲 漏液

二就 キ テ前 記 諸 物 質/含 子1'量ヲ 測 定 比 較 シ タノレヲ以

テ演 者 ノ ロ的 二封 ス ルレー行 租 トシテ 鼓 二 得 タノレ成績

ヲ報 告 ス、

實 験 材 料 及實験 方 法

實験 材料 トシテ ハ 主 トシテ 當 淺 山 内 科 入院 中 ・ 患 者

及 健 褒 蕎血 液 ト、1κ種 疾 患 二件 一ア病 的 儂 液 ヲ川 ヒ、實験

力法 ハ、燐 酸 バベ ル・ドアヂ ー氏 法 二糠 リ「コ レス テ リ

ン」、 脂 肪 及 血 漿 燐脂 肪 禮 ハ ブ㍉レー ア氏 比 濁 法 ヲ以 テ

測 定 シ、 全血 液 燐 脂 肪 艦 ノ ミハ1エ ー テ ルJ二 抽 出 シ得

ル燐 酸 化合 物lll=?比 色 法 ヲ以 テ測 定 セ リ。食 鞭 ハ コ ラ

ニ ー ・ル ス 千 ニ ア ワ氏 法 ヲ以 テ セ リ。

實 験 成 績

得 タ ル實 験 成 績 ヲ表 示 セ ・・左 ノ如 シ。

表1.肺 結 核 及 肋膜 炎 患 者 血 漿 、 脂 肪 、 類 脂 肪 盟 、

燐 酸 及 食 蝋 。

表2.

表3.

臨

肺結核患者1血液「コレステ リン 及燐酸。

滲出液及滲漏液 ノ脂肪、類脂肪膿、燐酸及食

総括及考案

1.血 漿 二於eル 諸 物質 。

肺 結 核 患 者mt漿 ノ無 機 燐 酸 録 ・・増 量 ↓、特 二滲 出型 二

於 テ著 シ ワ、 肋 膜 炎 患 者 二 於 テ ハ梢1減 少 ス。線 脂 肪

ハ肺 結 核 二 於 テ培 量 シ、特 二塘 殖 型 二於 テ1膚:シ。 肋 膜

炎 二於 テ ハ反 之 多 少 ノ減 少 ヲ1レ レ。総 「コ レ'・テ リ ン・
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ハ肺 結 核 患 者 二増 量 シ、 特 二増殖 型 二著 明 ニ シテ、肋

膜 炎 二於 テ ノ、稽 く減 少 ス。 遊 離 「コ レス テ リ ンJト1コ

レス テ リ ンエ ス テ ルレ」 トノ比 ハ何 レニ於 テ モ健 康 者 二

比 シ大 ニ シテ、 増 殖 型 二於 テ ハ最 モ 健 康 者 二近 ク、肋

膜 炎及 滲 出型 肺 結 核 ハ 順 次 大 トナ ル。燐 脂 肪 膿 ・・何 レ

ノ場 合 二於 テ モ常 二壇 量 ス。

食 噸 ハ塘 殖 型 二於 テ稽 く高 ク、滲 出型 及 肋 膜 炎 二於 テ

稽 く減}1汐 見Jレ。

2.全 血 液 二於 ケ ル燐 酸 及 類 脂 肪 膿 。

無 機 燐酸 ハ肺結 核 患 者 二於 テ 稽 く増 量 ノ傾 向 ヲ 有 ス

ル モ増殖 型 二於 テ著 ンク高 値 ヲ示 ス。

総 燐 酸 ハ雨 型 共 二増 量 ス。酸 溶 性 燐酸 亦 増 量 ン、 特 二

滲 出 型 二於 テ著 シ。無 機 燐 酸 ト有 機 性 酸 溶 性 燐 酸 トノ

比 ・・肺 結 核 患 者 二於 テ ・・健 康=者 二比 シテ減 少 シ、特 二

滲 出型 二於 テ著 シ。

総 「コ レス テ リン」ハ 肺 結 核 患 者 二於 テ増 量 ヲ見、特 二

滲 出型 二多 シ。 遊 離 「コ レス テ リ ン」ト「コ レス テ リン

エ ス テ,レ」ノ比 ハ 何 レモ 大 ニ シ テ待 二滲 出 型 二於 テ著

明 ナ リ。

燐 脂 肪 ハ何 レニ於 テ モ培 量 ヲ見 ル。特 二滲 出型 二於 テ

多 シ。

3.滲 出液 及 滲 漏 液 二於 ケ ル脂 肪 、「コ レ ステ リ ン」及

「レチ チ ン」ハ 何 レモ健 康 者及 肋 膜 炎 患 者血 漿 ノ 含有

量 ヨ リ少 ナ ク、無 機燐 酸 及 食 盤 ・・何 レモ血 漿 二比 シ多

量 二 含有 サ ル。

脂 肪 、「コ レステ リン」及 燐 脂肪 艦 ハ共 二滲 漏 液 二少 ナ

ク、遊 離 「コ レス テ リソ 膏 「コ レス テ リ ンエ ス テ ル」ト

ノ比 ハ滲 出液 二小 ニ ンテ、 滲 漏 液 二大 ナ リ。 「レチ チ

ン」・・滲 漏 液 二於 テ脂 肪 及 「コ レス テ リ ン」二比 シ比 較

的 大 量 二含 マ レ「コ レス テ リ ン」ト「レチ チ ン」トノ比 ハ

滲 漏 液 二 於 テ著 ジ ク小 ナ リ。 非 結 核 性 滲 出液 二於 テ

ハ、 原 駿 疾 患及 其 ノ経 過 ニ ヨ リ不 定 ナ レ共 、滲 漏 液 以

下 二下 ル事 ナ シ。

肺 臓 ト脂肪 及 類 脂肪 膿 代 謝 ト ノ關 係 二 就 キテ 近 時 多

数 研 究 家 ノ業績 ヲ見 ル ニ至 レ リ。帥 チ佛 ノロー ヂ エ及

ビ子 が肺 臓 二脂 肪 膣 ノ抑 制 及 分 解 機 能 ヲ認 メ 、中村 、

彦 坂 其 他 ノ多薮 ノ學 者 ハ之 ヲ肯 定 セ リ ト錐 モ シユ ミッ

ツ及 パ イザ ー ハ コ ノ分 解 機 能 二就 キ疑 ヲ憧 ケ リ。ラ イ

ツ ハ 以上 ノ作 用 ノ他 二合 成 作用 ヲ認 メ タ リ。病 的 状 態

二於 ケ ル 血 液 脂肪 及 類 脂肪 膿 二關 シテ ハ近 時 熊 谷 敏

授 及 大 里敏 授 共 ノ他 多鍛 研 究 者 ノ實 験 ニ ヨ リ増 量 ヲ

認 メ ラル。 余 ノ賓 験 二於 テ モ亦 然 リ。 宮 澤 氏 ・・血 清

「コレステ リン」ハ滲出型二於テ「エステル抄 ナキヲ指

摘 ン余モ亦一昨年來血清「コレステリン」組成ニツキ研

索セ,レ途中偶然二右 ノ事實二遭遇 シ爾來 ソノ状態ヲ

検セルニ本實験二於ケル如 ク遊離1コVス テリン」ト

「コレステリンエステル」ノ比 二著 シキ差異アルヲ知

レリ。肺臓 ノ燐酸代謝 二關スル文獄ハ從來極メテ少ナ

クニ階堂氏 ノ・肺静脈血二於テ肺動脈血 ヨリモ無機燐

酸 ノ増加セルヲ見、肺臓内二於テ無機燐酸 ノ供給サ,レ

ル事ヲ説キ、」又人工氣胸ニヨリテ血液無機燐酸 ノ増量

ヲ見タル人アノヒモ未 ダ肺臓 ノ燐繁代謝二封スル機能

ヲ閲明スルレニ至 ラズ。病的状態ニアリテハ肺結核患者

二於テー般二無機燐酸 ノ血液中増加 ヲ謹セルモノア

リ。余ノ實験ニヨレバ血液無機燐酸バー般二増加 シ、

酸溶性燐酸モ亦培加ス ト錐 モ無機燐酸 ト有機性酸溶

性燐酸 トノ比 ハ健康者二封ス;レ場合 トソノ趣 ヲ異ニ

シ、滲出型二於テ著 ンク減少セルラ見,レ。燐脂肪禮ニ

アリテモ結核患者二於テー般二増量セルヲ見ル。

血液食鞭 二及ボス肺臓 ノ影響 二就 テ牧、ワ,レグレン及

二階堂氏二從 ヘバ生理的朕態二於 テー般 二抑留作凧

ヲ有 シ、強度ノ食唖飲乏二際 ンテ血液二移行スルモノ

ナレドモ、病的状態ニアリテハ特二肺結核 ノ病勢進行

セルモノニ於テ食聴減少ス,レモノト稻セラル。余 ノ實

験二於テモ滲出型二於テ食漿食亜 ノ減少ヲ、増殖型二

於テ増量 ヲ見ル。以上余ノ實験 ニヨリテ考察スルニ肺

臓ハ脂肪、類脂肪盤 二於ケ,レト同標 二燐酸代謝二於テ

モ無機燐酸ノ抑留及有機燐酸ノ分解作用 ヲ有スルモ

ノト想定 シ得ルレモノヨシテ余 ハ今後爾 コノ力面 二向,

ヒテ研索 ヲ進メントスルレモノデアル。

滲出液及滲漏液 ノ脂肪、類脂肪艦及食唖二關 ンテハ大

膿 二於テ從來 ノ諸研究者ノ業績二合致スルノ成績ヲ

得タリ。無機燐酸二關ンテハ血漿中ノ無機燐酸 ヨリモ

多量二含マル ・ヲ見ノレ。無機燐酸 ト有機酸溶性燐酸 ト

ノ比ハ不定ニシテー致セ,レ結果 ヲ見ズ。

結 論

1.肺 結核患者及肋膜炎患者全血液中及血漿中 二於

クルレ脂肪及類脂肪膿 ノ相互關係 ニハ著 シキ差異ヲ認.

メ ズ。

2.燐 酸 ハ肺結核患者二於テー般 二増量 ン、無機燐酸

ト有機性酸溶性燐酸 トノ比 ハ健康者血液二於ケ'レ比

ヨリモ小ナ リ。

3・ 脂肪及類脂肪膿 二於テモ塘量 ヲ見ル。滲出型肺結'

核 二於テ遊離「コレステリン」ト「コレステリンェステ・
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ル 」トノ比 ノ増 大 ヲ認 ム。

-4・ 血 漿 食 睡 ハ滲 出型 肺 結 核 二於 テ減 少 シ、増 殖 型 二

於 テ 塘加 ス。
　

5.滲 出液 及 滲 漏 液 ニ ア リテ ・・脂 肪 及 類 脂肪 儂 ・・滲

漏 液 二於 テ 著 シク 少 ナ ン。「レ チチ ン」ハ ソ ノ差 ハ脂 肪

及 「コ レス テ リン」二於 ケ ルレ程 著 シ カラ ズ。癌 性 ソ ノ他

・非 結 核性 滲 出液 二於 テ ハ ノく多数 ハ ソ ノ 中間 値 ヲ示 シ、

滲 漏 液 以 下 二下 ラ ズ。

56.結 核 患 者 ノ結 合 血 糖 二及 ボ スニ 三

解 熱 剤 ノ影 響

柳 下 誠(京 都 馨科 大 學 飯 塚 内科)

抑 々恒 温 動 物 ノ膿 温 ガ 略1一 定 度 二保 持 セ ラノレ・所

以 ハ 温 ノ放 散 及 ビ温 ノ 生 成 ニ ヨ リ調 節 セ ラ ル ・二 依

ルレモ ノナ リ。而 モ膿 温 調 節 ・・常 二間拶 二存 在 ス ルレ膿 温

'中櫃 ノ機 能 二依 ルレモ ノナj1/・・Isenschmidt,Krehl及

どLeschkeノ 温 刺 ニ ヨ リ明 カナ リ。H.H.Meyerノ ・

'膿 温調 節 中 櫃 ハ 輩 二膿 温 ヲ 上 昇 セ シム ル 中櫃 ノ ミ
ニ

非 ズ シテ 全 ク 相 違 セ ルレニ 種 ノ 作 用 ニ ヨ リ成 立 ス ル ヲ

述 べ前 者 ・・交 感 紳 経 二属 シ後 者 ・・副交 感 紳 経 二支 配

セ ラル ・モ ノ トナ セ リ。温 熱 中櫃 ノ刺 戟 セ ラ,レ ・ヤ理

學 的化 學 的協 調 ノ異 状 ヲ 來 ン温 放 散 蛇 ビ ニ 生 成 ノ生

理.作 用 障 碍 セ ラ レ途 二禮 温 ノ上 昇 ヲ 見 ノレモ ノナ リ。

部 チ獲熱 ノ現 象 ハ 温 中 嘔 ノ機 能 錯 誤 ニ シテH.H.

MeyerundKrehi氏 等 ハ膿温 調 節 器 ガ興1:ll状態 及 ビ

高 温 二調 節 ス ルレノ状 態 二 憂 ジタ ル モ ノナ リ ト定 義 セ

リ。

號 熱 ヲ惹 起 セ シム ノレモ ノハ、

1.皮 嘗 刺 戟 ニ ヨノレ祠輕 性 興 奮拉 ビ ニ 拶 内血 液 ノ温

度 ニ ヨノレ刺 戟。

2.内 分 泌 腺(甲 状 腺 、 副 腎及 ビ拶 下垂 膿)ニ ヨル刺

戟 。

3.化 學 的 刺 戟 師 チ 毒 素 ニ ョ ノレモ ノ 就 中 傳 染 病 二 見

ルレ細 菌 毒 素 ハPyrogeneSubstanzト シテ 重 大 ナ ルレモ

ノナ リ。

此 庭 二解 熱 剤 ハ異 常 二上 騰 セ ルレ禮 温 ヲ 低 下 セ シ ム ルレ

外 更 二紳 経 系 ヲ鎭 静 麻 癖 スルレノ作用 ヲ有 ス。解 熱 藥 中

Antipyrin厨 ・・温 中櫃 二働 キ テ共 ノ過 度 ノ興 奮状 態 ヲ

和 ゲ同時 二 血 管運 動憩 経 中櫃 汗 分 泌物 質 代 謝 ヲ 調 節

ス ル 中櫃 及 ビ 高 位 ニ アルレ温 中櫃 二 働 キ テ解 熱 作 用 ヲ

瞥 ムモ ノナ リ。

Antipyrjn属 中Aminopyrin(Pyramidon)ノ ・G.Krause

二依 レバ健 康 者 ノ 血 糖 ニ ノ・殆 ン ド認 ムベ キ影 響 ヲ見

ザ ルレモ 椿尿 病 患 者 二 於 テ ハ ソノ少 量 ヲ 用 フ レバ 多 ク

ハ血 糖 ヲ下 降 セ シメ、重 症 糖 尿 病 患 者 二大 量 ヲ與 フ レ

バ過 血糖 ヲ見 爾 「ビ ラ ミ ドン」ハ「イ ン シュリ ンニ ノ血 糖

降 下 作 用 ヲ促 進 ス'レモ ノナ リ1・。「ピ ラ ツ オ ロ ン」囑 中

Aminoantipyrin/Derivatト シテ ノ「ノバ ル ギ ン」ハ

約10年 前 ヨ リ出現 ン現 今 二 於 テ ハ 「ア ン手 ピ レチ ン」

ガ臨 肱 上 結 核 解 熱 齊肝 シテ鷹 用 ヲ見 ル ニ至 レ リ。次 二

皮 膚 血 管 ノ披 張充 血 汗分 泌 ヲ 來 シ生 理 的温 放 散 ヲ大

ニ シテ解 熱 作 用 ヲ瞥 ∠・モ ノノ・Salicylsδuse囑 中 二 見

ラ,レ。f。h桂皮酸 ・・Lmderer二 依 レバ結 核病 竈 ノ周 園

二 白血 球 塘 多 作用 ヲ 誘 起 シ結 締 織 浸 潤 ヲ.來 シ途 ニ ハ

鍛 痕 新 生 治癒 ヲ招 來 ス ル モ ノナ リ ト述 ベ タ リ。 「エ ノレ

ボ ン」ハ コ ノ肉桂 酸 ノ誘 導 禮 ニ シテ 圭 トシテ結 核 解 熱

等 トシテ用 ヒ ラル。礫 ソ テ解 熱 等 ノ含水 炭 素 新 陳 代 謝

二及 ボ ス 影響 ヲ見 ノレニ久 野 ハ「ア ンチ ピ リ ン」二 「 リ家

兎 二過 」血糖 ヲ見、Lepineノ ・結 合血 糖 ノ・「ア ン4ビ リ

ン」ニ ヨ リテ塘 加 セ リ トナ シ、 先 二我敏 室 角本 博 士 ハ

諸 種 解熱 藥 ノ家 兎結 合 血 糖 二及 ボ ス 影響 ヲ検 シ 「ピ ラ

ミ ドン」ニ ヨ リ結 合 血 糖 ノ下 降 ヲ見 タ リ。 更 二 我敏 室

舘 石博 士 ・・肺 結 核 症 二於 テ ハ 遊 離 血 階正 常 ナ レ ド結

合 血 糖 ・・著 ン ク培 加 セ 」レ事 實 ヲ報 ゼ リ。Ratheryet

Gruat一 ヨ レバ ー般 二異常 二高 キ結 合血 糖 贋 ・・臨 脈

上重 篤 ナ ノレ例 ニー 致 ス ル モ ノ ・如 ン ト。カ クノ如 ク結

核 症 二投 與 ス ルレ解 熱 剤 ヲ 考 フ ルレニ 培 肚 セ ル結 合 血 糖

ヲ低 下 セ シ ムノレ製 剣 ノ 支 給 ・・治 療 上 忽 ニ ス ベ カ ラ ザ

ルレ所 ニ シテ 既 二飯 塚 敏授 ハ第27回 日本 内 科學 會 宿題

報 告 二於 テ臨 抹 的 二特 二 結 合 血 糖 ノ 培 量 セノレ時 低 下

物 質 ノ支 給 等 ノ如 キ ハ 向 後 二淺 サ レタ ルレ幾 多 ノ問 題

ノー 部 ナ ル ヲ設 カ レタ リ、 余 ・・Pyramidon,Elbon ,

Antipyretinヲ 結 核 患 者 二投 與 シ血 糖 殊 二塘 加 セ1レ結

合 血 糖 二如 何 ナ ル 影響 ヲ及 ボ ス カ ヲ検 索 セ リ。帥 千入

院 中 ノ結 核 患 哲二付 キ 實 験 セ ル モ ノー シテ 遊 離 血糖

・・Hagedorn氏 法、 結 合 血 糖 ・・飯 塚 教 授 法 ニ ヨ リ測

定 セ リ。 實験 使 用 解 熱 倒 ハ 「ピラ ミ ド ン∫ エ ル ボ ン」

「ア ン千 ビ レチ ン」一 シ テ各 々輩 猫 二使用 シ 該 藥 倒 以

タトニノ、解 奔撫f乍∫目ヲ來 ス ガ女ロキ藥 齊1]ノ酉巳合・ノ、全 フコ 亀/

ヲ禁 ゼ リ、血 糖 ・・イ ヅ レモ以 上 ノ解 熱 鮒 使 用 前 及 ビ使

用 後7日 及 ビ10日 ノ前 後3同 二亙 リ測 定 比較 シ且 下

熱 如何 ヲ モ観 察 セ リ。

「ビラ ミ ド ン」1日0 .6瓦 投 與 匂 レ12例 ニア リテ ハ全

ク下 熱 ヲ見 シ モ ノ1例(33%)遊 離 血 糖 ノ下 降 例3例

(25%)上 昇 例4例(33%)動 揺 例5例k42%)帥 チー 定
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ノ律 ヲ見 ザ リキ.結 合血 糖 ハ 下 降例7例(5S%)上 昇

例4例(34%)動 揺例1例(8%)部 チー 般 二減 少 セ リ。

1エ ルレボ ン」1日2 .0瓦 投 與 セ ノレ7例 二於 テノ・全 ク 下

熱 ヲ見 シモ ノ1例(14%)ナ リ。 遊 離血 糖 下 降 例6例

(86%)上 昇 例1例(14%)仰 チー 般 二下 降 ス。 結 合 血

糖 ・・下 降例1例(14%)上 昇 例3例1(43%)動 揺例3例

(43%)師 チー 定 ノ攣 化 ヲ見 ズ。

「ア ン チ ビ レチ ン」1日1 .0瓦 投 與 セ,レ10例 二於 テ ノ・

解 熱 作用 ヲ見 タJレモ ノ5例(50%)ナ リ、 遊 離 血糖 下

降 例5例(50%)上 昇 例5例'50%)帥 チ成 績 相 牛 ス。

結 合 血 糖 下降 例4例(40%)上 昇L)例 ・グ2e%)動 揺 例4

例(40%)EPチ 多 ク ハ下 降 セ リ。

伺 下 熱 ト血 糖 ノ關 係 ヲ観 察 ス ノレニ、

「ピ ラ ミ ドン
」ニ ヨ リ下 熱 セ'レ4例 二於 テ 遊 離 血 糖 ノ

下 降 ヲ見 シモ ノ2例 實験 誤 差 ノ範 園 内 ヲ 動 揺 セ ルレモ

ノ2例 ナ レ共 概 子下 熱1・下 降 ハ 雄 行 セ,レモ ノ ・如 ン。

結 合 血 糖 ハ 下熱 セ ル4例 二於 テ下 降 ヲ示 セ リ。下 熱 セ

ザ ノレ8例 二於 テハ 結 合 血 糖 ハ 反 ツテ上 昇 ヲ 示 セ シ事

多 シ。

「エ ル ポ ン」下熱 例1例 二於 テハ 遊 離 血 糖 ハ 下 降 ノ傾

向 ヲ示 ン、結 合血 塘 二於 テ ハ實 験 誤 差 ノ範 園 内 ノ動 揺

ヲ示 ス ノ ミ。1ア ン チ ピ レチ ン」下 熱 例5例 二於 テ遊 離

血 糖 下 降 セ ノレモ ノ3例 極僅 力 二 上 昇 セル モ ノ2例 即

チー 般 二下 熱 ト蛇 行 プリレモ ノ ト云 ヒ得 、結合 血 糖 ハ著

明 ナ ノレ下 降 例3例 動 揺例2例 概 子 下 熱 ト結 合 血糖 ノ

下 降 トハ蛙 行 ス ル モ ノ ・如 シ。

諸 種 藥 剤 ノ影響 ・・明 ニ ソ ノ量 二 關 ス ル ヲ坦 テ 以 上 ノ

墾萎化 ノ・ソノ投 與 量 ニ ヨ リ 影響 セ ラ レベ キハ論 ヲ 侯 タ

ズ 、吾 人 結 核 患 者 ヲ虜 置 ス ル時 軍 二 下 熱 ノ ミナ ラ ズ藥

剛 ニ ヨ リテ 招 來 セ ラ ルレ ・種 々 ノ化 學 機 輔 二 好 影響 ヲ

モ タ ラス モ ノ ・使 用 コ ソ望 マ ンク考 フ ノレモ ノナ リ。下

熱 剛 ・・甚 ダ多 シ、以 上 ノ圭 張 ノ下 ニ コ ・ニ ハ 日常 屡 く

使AI7・ ルレ23ニ ツ イ テ検 セ ル結 果 ヲ述 ベ タ リ。

57.,何 ガ 故 二糖尿 病 者 二肺 結 核 症 ノ合

併 頻 獲 ス ル カ

山 家 操(京 都 醤 科 大學 飯塚 内 科)

糖 尿 病 者 二肺 結 核 ノ 合併 多 ン トハ 既 二成 書 二記 載 ス

ル所=一 シテ、本 邦 二於 ケ ル村 上 、輻 島 氏 等 ノ統 計 ハ17

%ヲ 示 ヌ ニ過 ギ ザ ル モ、WidleNaunyn氏 等 二依 レ・バ

實 二40乃 至60%ナ リ。我 ガ教 室 二於 ケ ルレ調 査 又 結核

症 ノ合 併 頻 號 ス ル ヲ示 ス。何 が故 ニ シ加 レカ ノ詳 細 ハ

今 日伺 不明 ナ リ。

偶 々、 余 ハ近 時 、糖 濃 度 ト諸 種 培 養 組 織 號 育 ノ關係 ブ

検 索 ンテ、興 味 ア,レ事 實 ヲ得 タ,レ ヲ以 テ鼓 二報 告 セ ン

トス。

文 獄 ヲ狩 ス,レニ、 糖 ノ組 織 號 育 二關 ン テWilis氏 ノ

業 績 ア リ。同氏 ハ葡 萄 糖 ノ組 織 顎 育 二歓 ク ベ カラ ザ ル

所 以 ヲ論 ジ。ソ ノ0.5乃 至1.0%ヲ 以 テ細 胞 内空 泡 ヲ

防 禦 シ得 トナ シ、鈴 木 氏 ハ 各種 糖 類 ノ組 織麟 育 二封 ス

,レ影 響 ヲ比 較 シ、萄 葡 糖 ノ0.02%乃 至0.05%二 ・・號

育 促 進 作 用 ナ ク、0.1%乃 至0.5%ヲ 以 テ登 育 促 進作

用 顯 著 ナ リ トナ シ、更 二濃 度 ヲ塘 加 ス レバ却 ツテ コ レ

ヲ障 碍 シ細 胞 ノ早 期 退 行 攣 性 ヲ招 來 ス ト述 ベ タ リ。昭

和5年 、 輻 光 氏 更 二之 ヲ追 試 シ各 種 糖 類 二就 キ、組 織

登 育 ト水素 「イ オ ン」濃 度 ヲ検 シ、鍛 的 計 測 ヲ以 テ ン、

葡 萄 糖 最 モ ソ ノ登 育 二良 ク、0.1乃 至0.2%ヲ 以 テ至

適 濃 度 ナ リ ト結 論 セ リ。我 教 室 舘 石 博 士 ハ健 康 人虹 ビ

ニ糖 尿 病 者 血 清 二就 キ細密 ナ ル比 較 研 究 ヲ途 ゲ、鶏 胎

見 心 臓組織 二於 テ ハ 葡萄 糖 濃 度0.1%乃 至0.3%二 於

イテ號 育 最 モ促 進 セ ラ レ、0.5%二 於 テ モ倫 劃 照 ヨ リ

良 ク、1.0%二 到 リテ登 育 不 良 ナ,レ ヲ見 、0.3%ヲ 以

テ至 適 濃 度 トナ セ リ。但 ・y是等i業績 ハ何 レモ特 種 臓 器

二就 キ 検 索 シタ ル モ ノニ シテ 個 々 ノ 臓 器 二於 テ比 較

研 究 ヲ試 ミタ ル 者 ナ シ。恩 師 飯 塚 敏 授 ハ我 敏 室 ニ テ検

索 セ ァレ種 々ノ事 實 ヨ リ 遊 離 過 血 糖 ハ 糖 尿 病 ニ ア ラハ

ル ・諸 症 状/眞 因 二非 ズ、二 次 的 二招 來 サ ル ・現 象 ニ

シ テ恰 モ 尿 毒症 二於 ケ ル血 液 尿 素 量 二 比 ス ベ キ モノ

ナ リ トシ、健 康 ナ ルレ組 織 二於 テ ハ大 約 糖 濃 度0,3%迄

ハ有 害的 二 作 用 ス ル モ ノ ニ非 ザ,レベ キ ヲ 圭 張 セ ラ レ

タ リ。此 ノ圭 張 二基 キ余 ハ各 種 濃 度糖 液 ヲ諸 臓 器 培養

組 織 二適 用 シテ各 臓 器 ノ糖 濃 度 二 封 スル 抵 抗 ノ 比較

ヲ試 ミタ リ。實 験 材 料 ・・鶏 胎 見 、諸 臓 器 二求 メ、第9

日 ノ胎 見 心 臓 、 肝 臓 、 第13日 ノ肺 臓 、 腎 臓 、第16日

ノ脾 臓 ヲ選 ビ テ培 養 シ、專 ラ被 覆硝 子 法 ヲ探 用 セ リ。

固 形 暦 二 ・・若 キ肚 鶏 ノ血 漿 ヲ川 ヒ、登 育 促進 成 分 トヅ

テ ハ鶏 胎 見 第Y日 ノ胎 見膣 搾 液 ド タ イ ロ ー ド」液 ヲ使

用 シ液 中 二於 ケ ノレ葡萄 糖 濃 度 ヲ大 約0.03%、0.1%、

0・3%、0・5%、LO%、2.0%ノ 如 ク分 チ テ検 セ リ。カ

ク ノ如 ギ封 照試 験 二於 テ ハ凡 ソ 深 甚 ナ'レ注 意 ト多 倣

例 詮 ヲ以 テ ナ ス ノ特 二 必 要 ナ ル ・・言 ヲ候 タ ズ。 卯 チ

「プ レパ ラーbl10枚 ヲー 群 トナ シ
、37度5分 ノ艀 竈

中 二静 置 シ、 組 織 ニ ョ リテ24時 間、48時 間 、72時 間

ノ成 長 度 ヲ描 甕 器及 ビ測 面 器 ヲ 用 ヒ テ 測 定 ン以 テ比

較 成 長 係 数 ヲ求 メ タ リ。
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帥 チ余 ノ實 験 ニ ョ レバ脾 臓 、 腎 臓、 肝 臓、心臓 ヲ通 ジ

何 レモ葡 萄 糖 濃 度 、 約0.1%乃 至0.5%二 於 イテ ソ ノ

獲 育 促 進 セ ラ レ1.0%以 上 二於 テ ハ ソ ノ曇 育 封 照 二比

ン不 良 ナ リ。0.3%二 於 テ登 育 最 モ良 シ、 拉 二甚 ダ興

味 ア ル ハ肺 組 織 ト糖 濃 度 ノ關 係 ニ シテ、他 ノ諸臓 器 二

於 テ ハ登 育0.3%二 於 テ最 モ旺 盛 ナ ル ニ肺 組織 ニテ ハ

他 ノ組 織 ト同 ジ ク0ユ%及 ビ0.3%二 於 テ登 育最 モ盛

ナ ァレモ、 ソ ノ至 適 濃 度 ノ・0.1%ナ リ。0.5%二 到 リテ

ハ ソ ノ登 育 既 二封 照 二及 バ ザ ル ガ如 ン。帥 チ糖 濃 度 二

封 シ肺 臓 最 モ抵 抗 弱 シ。既述 ノ如 ク糖 尿 病 ハ有 毒 性物

質 ニ ヨ リ惹 起 セ ラ ル ・症 候 群 ニ シテ、遊 離 過 血 糖 ハ糖

尿 病 ニ ア ラバ,レ ・諸 症 状 ノ 眞 因 二 非 ザ ルレハ飯塚 敏 授

ノ唱導 ス ル所 ナ リ。余 ノ實 験 二於 テ諸 臓 器比 較 的 高 濃

度 ノ糖 液 二於 テ獲 育 可 良 ナ ル事 實 ハ 亦 以 テ 飯 塚 敏 授

ノ圭 張 ヲ裏 書 ス ルレモ ノナ リ。然 レ ドモ健 康 ナ ルレ肺 臓 組

織 ハ他 ノ組 織 二比 シ 弱 度 ノ糖 濃 度 二依 リテ ソ ノ登 育

二抑 制 的 影 響 ヲ受 クノレヲ 見 レバ之 或 ・・糖 尿病 者 二肺

結 核症 ノ合 併 頻 嚢 ス ルレノー 因 タ リ得 ル ニ非 ザ ルレカ。

飯塚 敏授 ノ唱 ヘ ン如 ク遊 離 過血 糖 ハ 從 來 信 ゼ ラ レタ
'
ルレが如 キ組 織 臓 器 抵抗 減 弱 ノ眞 因 二非 ザ ル モ、糖 尿 病

準 備 ノ状 態 二於 テ ハ 弱 度 ノ 過 血 糖 モ 重 大 ナJレ意 義 ア

リ トス レバ 既 二抵 抗 減 弱 乃 至 ソ ノ傾 向 ヲ 有 ス ル肺 臓

組織 ハ更 二弱 キ糖 濃i度 二於 テ モ 既 二影 響 ヲ受 ケ、肺 結

核 症 登 生 二基 礎 ヲ 與 フ1レモ ノー 非 ザ ルレカ ト信 ズ ル モ

ノナ リ。此 ノ詳 細 二關 シテ ハ更 二實 瞼 的 事 實 ヲ以 テ登

表 セ ン トス。

57二 劃 ス ル 質 問

阪 大 今 村 内科 西 村 英 男

血糖 ト血 液 更 ニー 歩進 メテ組 織 ノ水 素「イ オ ン」濃 度 ト
　

ノ關係ハコレヲ無覗シ得ズ 且ツ結核菌ノ増殖 ト水素

「イナン」濃度 トノ問ニハコレ亦重大ナル關係 ノ存ス

ルヲ以テ貴下ノ行ハレ・y培養 二於テ水素「イオンJ濃度

ト薗±曾殖問題ハ如何二取扱 ハレンヤ御示敏 ヲ乞フ。

答 辮 山 家 操

結核ノ糖蛇二水素「イオン」濃等 トノ關係ハ爾本問題二

關スル論櫨ノー部 タランモ余ノ述 ベントスルレ由縁 ノ

モノハ蓉ラ肺臓組織 ノ他臓器二比 ンテ糖濃度二封ス

ル抵抗減弱ノ理由ヲ以テセンモノナリ。

58.滲 出液及ビ滲漏液 ノ蛋白禮内窒素

分布二就イテ

鷲 津 砧 道(京都府立磐科大學淺山内科)

病 的 組 織 及 ピ膿 液 ノ 化 學 的 成分 コ トニ 蛋 白膿 ノ移 動

蛇 二物 理 的 性 状 二關 ンテ ハ幾 多 ノ業 績 ヲ見 ル ト錐 モ、

ソ ノ蛋 白禮 ノ化 學 的構 造 ノ攣 化 二 就 キ テ ノ・未 ダ比較

的 等 閑 二附 セ ラ レタ ル憾 ナ キ ニ ア ラ ズ。 演 者 ハ血 液、

各 種 臓 器 蛇 二組織 蛋 白質 ノ 牝 學 的構 造 トコ レ・ガ病 的

機 輔 ニ ヨルレ攣 化 二就 テ ノ研 究 ノ傍 ラ、病 的盟 液 二就 キ

テ モ之 ヲ探 究 セ ン トシ、滲 出液 及 ビ滲 漏 液 ヲ用 ヒ ソノ

蛋 白膿 内 窒素 イ分 布状 態 ヲ見 、健 康 者 血 漿 蛋 白膿 二就

テ ノ成 績 ト比 較 セ リ。 即 チ病 的膿 液 ノ 蛋 白膿 窒 素 、

「フ ミ ン」窒 素 、 「モ ノ ア ミ ノ」窒素 、 「ヂ ア ミノ」窒 素 、

「トリプ トファン」等 ヲ測 定 ン 是 等 ノ關 係 ヲ 検 討 ン タ

リ。

實 験 方 法

本 實 験 ニ ハ肋 膜 炎 及 ビ腹膜 炎 ノ滲 出液 、 肝 臓 癌 、肝 硬

攣 症 及 バ ンチ氏 病 ノ滲 漏 液 ヲ材 料 トセ リ。是 等 ハ早 朝

空腹 時 二探 取 シ、 直 チニ20%ノ 三 瞳 牝 酷 酸 ヲ以 テ蛋

白 ヲ沈 澱 セ ンメ、 上 清 ヲ除 去 シタル 後 鯉 水 、次 イ デ酒

精 ヲ以 テ藪 同反 復 洗 潅 シ、 精 製 シタ ル蛋 白 ヲ20%ノ

睡 酸 ヲ以 テ20時 間加 水 分 解 シ、 グ ンス ラ1ン 氏 法 二

從 ヒテ分 析 ヲ行 ヘ リ。 叉 「トリプ トフ。ソ」ハ今 井 氏 法

二依 レ リ。

實 験 成 績

今 大 要 ヲ表 示 シ テ 設 明 セ ン トス 。第1表 ハ 滲 出 液19

例(慢 性肋 膜 炎及 ビ腹 膜 炎14例 、癌 性 腹 膜 炎4例 、 結

核性 膿 胸1例)滲 漏 液8例(肝 硬 攣 症3例 、 肝 臓 癌1

例 、 バ ンチ氏 病2例 、 急 性 黄 色 肝 萎 縮 症1例 、何vモ

腹 水)二 就 キテ行 ヒタ ル成 績 ナ リ。 是 等 ヲ綜 合 ス,レニ

滲 出液 ノ蛋 白膣 全窒 素956.2--726。6(S41.4.・ 「ア ミ ドJ

窒 素71.96-47.6(59.78)「 フ ミ ン」窒 素16.O-一 一5.32

(10.66)「 ト リプ トファン」5.88-7.11(6.49)「 モ ノ ア

ミノ」酸 窒 素644-408.0(526.0)「 ヂ ア ミ ノ」酸 窒 素

318.74-189.0(233.84)、 滲 漏 液 蛋 白膿 全 窒 素449.4

--147 ・Ol:298.2)「ア ミ ド」窒 素7.68-33。6(20.64)「 フ

ミ ン」窒素1.OS-4。90(2,99)「 モ ノ ア ミ ノ」酸 窒 素110.6

-299 .6(205.1)以 上 ヲ血 漿 蛋 白禮(15例)二 就 キ テ行

ヒタ ノレ成 績Espチ 蛋 白窒 素1017.7「 ア ミ ド」禮 窒 素73 .99

99「 フ ミ ン」禮 窒 素10.99「 トリプ トファン」7.12「 モ ノ

ア ミ ノ」酸 窒 素640.15「 ヂ ア ミノ」酸 窒 素367.65ト 比

較 ス ル ニ、 全 窒 素 ト「フ ミ ン」膿 窒素 「ア ミ ド禮 窒 素

及 ビ「モ ノア ミ ノ」酸 窒 素 ト 「ヂ ア ミ ノ」酷 窒 素 トノ比

ヲ求 ム レバ次 ノ如 シ。
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滲 出液 蛋 白 質 二於 ケ ル窒 素 ヲ 血 液 蛋 白膿 ノ ソ レ ト比

較 ス,レ ニ「フ ミ ン」窒 素 、「モ ノア ミノ」酸 窒 素 培 大 シ、

「ア ミ ド
」窒 素 及 ビ全 「ア ミノ」酸 窒 減 少 ス。叉 滲 漏 液 蛋

白膿 ニ ア リテ ハ総 「ア ミノ2酸 及 ビ 「モ ノ ア ミ ・」酸 窒

素 蛇 二「ア ミ ドJ窒 素 塘 加 シ「フ ミン」窒 素 減 少 ス。

以 上 ノ成 績 ヨ リ見 ノレニ 「ア ミノ」酸 窒 素 ト 「フ ミ ン」窒

素 トハ 相 反 シ テ培 減 ス ノレ傾 向 ア リ、拉 二興 味 ア ル ハ、

「ア ミ ド」窒 素 ト「モ ノ」及 ビ1ヂ ア ミ ノ」酸 窒 素 ノ關 係

ナ リ。是 等 ノ關 係 ハ1ア ル ブ ミソJ及 ビ「グ ロ ブ リ ン」含

量 ヨ リー 部 ノ設 明 ハ 可能 ナ レ ドモ ナ ホ 今 後 ノ研 究 二

須 ツ所 大 ナ リ。 卸 千 田所 氏 ハ 「ア ル ブ ミン」及 ビ「グ ロ

ブ リン」内窒 素 ノ分 布 ヲ比 較 シテ左 ノ成 績 ヲ得 タ リ。

「モ ノア ミ 「チ ア ミ

ノ」窒 素 ノ」窒 素

血 清 「ア ルレブ ミ ンー19.615.30

血 清 「グ ロ ブ リ ン」1.593.87

コ レニ依 リテ滲 出液 蛋 自膿 ノ加 水 分 解 成 生「ア ミノ」酸

ガ酸 性 二傾 〃所 以 モ理 解 セ ラ ルレ ・.但 シ門 脈 系 ハ肝 臓

ト消 化 管 トノ間 二 介在 シ從 ツ テ ソ ノ血 液 ノ 性 状 ハ他

ノ循 環 系 二於 ケ,レモ ノ ト著 シキ 差 異 ヲ 有 ス ル ガ故 二

腹 水 ノ滲 漏 叉 ハ 滲 出機 輔 トソ ノ蛋 白膿 トノ構 造 ノ關

係 ハ胸 水 二於 ケ,レ如 ク、ン カ ク簡 輩 二設 明 サ ル可 キ ニ

ハ 非 ザ'レ可 ク、 今 後 ノ研 究 二須 ソ所 ノくナ リ。

結 論

上 述 ノ結 果 ヨ リ次 ギ ノ事 實 ヲ知 ル。

1.滲 出 液 及 ビ 滲 漏 液 蛋 白膿 窒 素 分布 ハ 健 康 者血 漿

ノソ レ ト比 シ明 ナ,レ差異 ヲ認 ム。

2.滲 出 液 及 漏 出 液蛋 白禮 ト健 康 血 液 蛋 白膿 ノ 窒 素

分 布 ノ差 ・・「ア ミ ド'」盤 、 「フ ミン」膿 、1モ ノ」及 ビ 「ヂ

ア ミノ」酸窒 素 蛇 ビ ニ 「トリプ トファン」 二於 テ之 レ ヲ

認 ム。

59.實 験 的結 核 家 兎 二於 ケ ル血 清 沃 度 酸 値

蚊 二臓 器 沃 度 酸 寒 冷 値 二就 テ

北 村 女 雄(阪 大 今村 内科)

人 型 、牛 型結 核 薗 、BCG菌 ヲ接 種 感 染 セ シメ タル 結

核 家 兎 二於 テ、1週 間 目毎 二血 清 沃 度 酸 値 ヲ測 定 シタ

ル ニ該 値 ハ共 大 多数 ノ例 二於 テ 上 昇 シ、共 度 ノ・接 種 薗

「ト リ プ ト フ ァン」

全N×6.2

「モ ノ ア ミ ノ 」N

「ヂ ア ミ ノ 」N

2.2S

2.50

1.68

種 及 ビ菌 量 ニ ヨ リテ左 右 セ ラ レ、盟 重 ノ減 少 虹 二血糖

量 トハ略 く相 反 ス,レ ノ経 過 ヲ トル ヲ認 メ タ リ。叉共 臓

器 沃 度 酸 寒 冷値'・ 殆 ド総 テ ノ 臓 器 ニ ア リ テ減 少 ヲ示

シタ ル ニ反 シ、肺 臓 ニ ア リテ ハ堀1加 ス,レ ヲ検 シタル ヲ

以 テ 並 二報告 セ ン トス 。

60.結 核 動 物 ノ血 清 沃 度 酸 値 二及 ボ ス 「レ

ゾ ル チ ン」「プ ロ 、グ ル チ ン」ノ影 響 二就 テ

出 ぜ 明 蓋(阪姶 村内科)・

實 験 的 結核 家 兎 二 於 テ 其 血 清 沃 度 酸 値 ノ 異 常 二上昇

スル コ トハ北 村 氏 等 ニ ヨ リテ 既 二 詮 明 セ ラ レ タル所

ナ リ。

余 等 ハ 「レ ゾ,レチ ン」「プ ロ ・グ ル チ ン」が 健 常 家 兎血

清沃 度酸 値 ヲ著 ンク 下 降 セ シ ムルレ特 性 ヲ 有 ス ルレコ ト

ヲ強 知 シ、進 ミテ是 等 物 質 ヲ結 核 感 染 ニ ヨ リテ蛋 白代

謝 異 常 二昭 リシ家 兎 二 投 與 セ ジニ健 常 家 兎 二 於 ケJレ●

モ ノ ヨ リモ ヨ リ著 明 二 血 清 沃 度酸 反磨 物 質 ヲ 減 少 セ

ン ム ノレコ トヲ誰 明 セ リ。

61.結 核 家 兎 血 液 「カ タ ラ ー ゼ」ノ研 究

第 三 報 脾 臓 トノ關係

河 端1ル ノく阪 市 立 刀 根 山病 院)

脾 臓 が血 液 代 謝 蚊 ビ ニ免:嘆學 的 機 能 以 外 二、各 種 新 陳

代 謝 二i封シ又 血 液 循 環 上 特 殊 ナ 意 義 ヲ 有 ス ル コ トガ

閲 明 セ ラ レテ來 タ今 日、最 モ密 接 ナ ル 關 係 ア ル結 核 症

二 於 ケ ル該 臓 器 ノ影 響 ヲ検 討 ス ル コ トハ必 要 デ ア ル。

脾 臓 卜血 液 「カ タ ラー ゼJト ノ關 係 二就 イ テ ・・Winter-

nitzが 脾 臓 別 出後 ソ ノー 過 性 ノ減 少 ヲ來 ス コ トヲ記 ン

テ ヰ ル以 外 ア マ リ明 カデ ナ イ。

結核 罹 患 家 兎 ノ血 液 「カ」が、健 康 家 兎 トソ ノ態 度 ヲ異

ニス ル コ トハ 、嚢 二渡 邊 三郎 氏 が蠣 化 「ナ ト リ ウム」二

就 イ テ叉 演=者 ガ 箕 験 的 貧 血 二 際 シ テ詮 明 シタ所 デ ア

ノレo

今 度 ・・脾 臓 物 質 く三 共 「リエ ナ リ ン」)が 結 核 家 兎 血 液

「カ」二如 何 ナ ル影 響 ヲ 及 ボ ス カ ヲ 健 康 家 兎 群 ト比 較

研 究 シタ。

結 核 家 兎 ハ人 型 菌 膣 重 當)ifO.5竈 、血 管 内 接 種 後1--

3ケ 月 ヲ経 過 セ)1/比較 的 輕 症 ノモ ノニ テ何 レモ 「v一

マ ー」反慮 若 ク ハ 剖 見 ニ ョ リ結 核 ヲ 確 メ タ モ ノデ ア
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ルo

「カ タ ラー ゼ」ハ井 上 氏 法 二依 リ、同 時 二,ミゴス 氏血 色

素 計 ヲ用 ヒ血 色 素 量 ヲ測 定 シ、注 射 後 ノ動 揺 ヲ時 間 的

若 クノ・逐 日的 二追 求 比較 ンタ。

今 ソ ノ實 験 成績 ノ百 分 率 ヲ 圖 示 ス,レ ト表 ノ如 ク デ ア

ル。(赤 線 ハ7卜均値)

1.皮 下 注 射 試験

健 康家 兎 當 庭2.Oc.c・ 皮下 注 射 群(第1表)二 於 テ ・・.血

液 「カ」・・何 レモ注 射後30分 ヨ リ上 昇 ヲ示 シ(亭 均 最

高112%)、4時 間 後 復 蹄 ス ル モ ノ或 ハ 翌 日二亙 ルレモ

ノ ァ リ。 血 色 素 吊ニモ之 ニー 致 ンテ 大多 数 ハ培 加 シ(牛

均 最 高110%)翌 日一 ・・復蹄 ス ル.血 色 素「カタ ラー ゼ」

係 数 モ大 多数 培加 シテ キノレ。

當 冠1.Oc・c・注 射群 策2表 ノニ ケ}テハ 、雨 者 ノ増 加 著 明

ナ ラ ズ、 寧 ロ減 少 ヲ示 ス モ ノ が7リ 、「カ」係 数 モ増 減

不 定 デ ア ルレ。

結 核 家 兎群(第3-4表)二 於 テハ 、ソノ血 液 「カ」ハ1;

例 中5例 マ デ注 射 後30分 乃 至1時 間 ヨ リ何 レモ減 少

ヲ示 シ多 ク ・・視 日 二亙 ルレ(ZF均 最 低90%)。 血 色 素 量

モ殆 ン ド是 ト相 蚊 行 シ、 「カ」係 倣 ・・減少 ス ノレ。

コ ノ場 合 ソノ減 少 ハ1.Ocq注 射 群 二著 明 ニ シテ2.Oc・a

注 射群 中1例 ハ健 漿群 ノ如 ク1カ タ ラー ゼ」及 血 色素 量

ノ著 シ ク」竹加 セ ル モ ノ ァ リ。

要 之、 脾 臓 物 質 つ エ ナ リン」1-2.Oαc皮 下1回 」三射

ニ コ リ、 健 康家 兎 二 於 テ ノ・、血 液 「カ」ノ上 昇 作用 ヲ表

スニ拘 ラズ、結 核 家 兎 二於 テ ハ著 明 ナ ル低 下作 用 ヲ認

メ ル。

2.連 績 皮下 注 射試 験

次 二 「リエ ナ リ ン」盟 重 當 竜1.Oc・qヲi連 績5日 間 皮 下 二

注 射 ス ルレ ト、健 康群 二於 テ ・・注 射 翌 日 ヨ リ血 液 「カ」及

ビ血 色 素 量 ノ増 加 ヲ示 シ、前 者 バー 時 低 下 ス ルレコ トア

ル モ、 最 後 ノ注 射 後5日 ニ シ テ爾 上 昇 ノ マ ・留 ルレ。

結 核群 ニ テ ハ、血 液 」の 」ノ影 響 顯 著 ニ シテ何 レモ注 射

ト共 二漸 時 低 下 シ注 射 中 止 後 モ 永 ク 低 値 二留 ノレモ ノ

ア リ。血 色 素IIレ ・一 時 培 加 ヲ示 ス モ ノ ア ノレモ多 ク ハ直

チニ 減少 、注 射 持績 中低 値 ヲ保 チ テ復 蹄 ス ル モ ノ叉 、

最 終 注 射 後5日 ニ シテ 爾 復 錦 セ ザ ルレモ ノ ア リ。 「第 δ

一6表 ノ

次 二比 較 的少 量(膿 重 當竜0.2ua)Lt績 注射 試 験 二於 テ

ハ 結 核群 ハ ソノ程度 稽 く劣 ノレ ト錐 モ、健 康群 ト等 シ ク

注 射縫 績 ト共 二血 液 「カ」ノ上 昇 ノ傾 向 ヲ示 ス。 「カ タ

ラ ー ゼ」係 数 モ壇 加 ヲ認 ム。

帥 チ脾 臓 物 質 連 績 皮 下注 射 二於 テ モ、健 康 群 ハ ソ ノ血

液 「カ」及 ビ血 色 素 量 ノ増 加 ノ傾 向 ヲ見 タル ニ、結 核 群

二於 テ ハ ソ ノ逓 減 ヲ示 ス。然 シテ比 較 的 少 量 注 射 二於

テ ハ結 核群 二於 テ モ 増加 ノ傾 向 ヲ認 ム。

3.静 脈 内 注 射試 験

次 二「リエ ナ リ ン」膿 重 當 妊0.5c・c・ヲ耳 静 脈 内 二注 入 ス

ル ニ、健 康群 二於 テ ノ・(、第7表)ソ ノ血 液 「力」ハ注 射 後

直 チ ニ減 少 、1-3時 間 二亙 リ低 値 ヲ保 チ、4時 間 後

ニハ恢 復 ス。

血 色 素 堪 モ 同様 直 チ ニ減 少 大 膿 血 液 「カ」 ト蛇 行 ス ノレ。

當妊2.Oαc・注 射 ノ 場 合 ハ血 液 「ヵ」ノ影 響 ハ 比 較 的僅 少

デ ア ルレが血 色 素 量 ハ著 明 二減 少 ス ル。

結 核 家 兎 二於 テ、 感 染 後2週 ノ モ ノー テ ハ 第8表 ジ、

血.液 ドカ」ハ注 射 後15分 ニー 過 性 ノ上 昇 ヲ示 ス モ 直 チ

ニ低 下 健 康 群1・趣 ヲ等 シクス ルレ。感 染 第5週 以 後 ノモ

ノニ於 テ ハ(第9表)、 同量 注 射 ニ ヨ リ注 射 直後 ノ上昇

ハ 著 明 トナ リ稽1永 ク持績 シ、爾 後 減 少 ヲ示 サ ザ ル モ

ノア リ。同 ジ ク5週 群 二當冠2.Occ・tE射 シタ場 合 、「カ

タ ラ ー ゼ」ノ 上 昇 一一暦 顯 著 ニ シテ注 射 後15分 ヨ リ塘

加 ノ マ ・1時 間 二亙 リソ ノ後 何 レ モ 減 少 ノ傾 向 ヲ 示

ス モ ノナ シ。

血 色 素 量 ハ 注 射 後 一 日芋的 ノ増 加 ヲ 示 ス モ ノア ル モ大

禮 二 於テ 減 少、 殊 二5週 群 二 於 テ顯 著 デ ア'し。

要 之 、 脾 臓物 質 ノ静 脈 内注 入 ニ ヨ リ、健 康 結 核 群 共 、

ソ ノ血 色素1、:二・・大 膿 二 於 テ1--3時 間 二亙 リ10%内

外 ノ減 少 ヲ示 シ、血 液 「カ」ハ 健 康群 ハ コ レニ蛇 行 ンテ

ソ ノ低 下 ヲ認 メ、結 核家 兎 二於 テハ 必 ズ シ モ コ レ トー

致 セ ブご、感 染 後 ノ時 期 ニ ョ ツテ 寧 口増 加 ノ傾 向 ヲ示 ス

モ ノ ・襟 デ ア ル。

由來 脾 臓 ハ血 液 代 謝 二封 ン、 抑 制 、促 進 ノ雨説 唱 ヘ ラ

レ、 脾 臓 物 質 ノ大 量 ・・貧 血 的 二、少 量 ハ造 血 的 二作 用

ス,レ ト稻 セ ラル。叉 最 近 ソ ノ多相 的調 節作 用 ヲ説 クモ

ノア リ。

演 者 ノ場 合 二 見 タ ノレ血 色 素 量 ノ塘 減 へ 果 シテ是 ヲ脾

臓 物 質 ノ造 血 調 節 二蹄 ス ベ キ カ、或 ハ循環 外 血 液 ノ分

布 異 常 、或 ・・叉 水 分代 謝 異常 ニ ヨル血 液 ノ稀繹 濃縮 二

館 ス ベ キ カ ・・更 二研 究 ヲ要 ス。

叉結 核 感 染 ノ程度 及 ビ ソ ノ時 期 ニ ヨ リ血 液「カ」ノ態 度

ノ異 ナ ノレコ トハ 實 験 戒 績 ノー 部 ノ示 ス所 ニ シテ更 二

系 統 的 ノ研 究 ヲ必 要 トス ト錐 モ、少 ク トモ演 者 ノ感 染

程 度 及 ビ感 染 時 期 二 於 テ脾 臓 物 質 投 與 ニ ヨル血 液 「カ」

及 血 色 素 量 ノ影 響 が 夫 々健 康家 兎 ト結 核 罹 患家 兎 ト
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ノ間 二差 異 ア ル コ トハ興 味 アルレ所 ト思 惟 サ ル。

62・ 血 行 性 肺 結 核 ワ経 過 二就 テ ノ統 計的 観 察

松 岡 直 義(亭 塚 市杏 雲 堂分 院)

余 ハ杏 雲 堂 分 院 ノ「レ ン トゲ ンセ ー リエ ン」中 ヨ リ粟 粒

撒 布 病 竈 ヲ有 ス ァレモ/ダ ヶ203例 ヲ 選 ビ其 経 過 ヲ統

計 的 二観 察 ンタ。 同 ジ血 行 性 肺 結 核 ノ内 デ モUlrici

ノ所謂 寝 潤 型)infiltrierendeForm)・ ・今度 ノ統 計 二於

テ ハ之 ヲ除 外 ンタ。 其 結 果 ハ次 ノ如 クデ アルレ。(表)

経 過 良 好 ナ リ シモ ノ90例

上 線 像 二攣 化 ナ カ リ シモ ノ1S例

病 勢 進 行 セ ルレモ ノ95例

経 過 良 好 ナ リ シ・モ ノ ニ於 テ ハ 粟 粒 撒布 病 竈 ガ 次第 二

消失 シテ次 ノ四 型 二落 付 ク ノヲ認 メタ。郁 チ(表)

稠 密 性 繊 維 性 結 核(Neumann)

血 行 性 休 止 型(Redecker)

i彌蔓 性 繊 維 性 結 核(Neumann)

肺 上 葉 炎型

41例

2S例

18例

3例

デ稠密性繊維性結核二落付 クモ ノ最モ多イ(爲 眞供

覧)。

次二病勢進行セルモノ95例 中

血行撒布 ヲ繰返 ンタモノ55例

血行性撒布病型 ヨ リ空洞膠成後氣管枝性播種 二移

リシモノ25例

血行撒布止 ミ肺尖叉 ・・鎮骨下二空洞 ヲ生ジタノレモ

氣管枝性播種・・起 シテヰナイモノ5例

デ、之二由ル ト血行性肺結核 ノ進展スル場合ハ血行性

躍進ニヨル事が最モ多イ(窮眞供覧及表)。

余 ノ調ベタ血行性肺結核中肺臓以外 ノ結核ヲ合併セ

ルモノ5例 アツタ。共種類 ヲ塞ゲノレト(表)

喉頭結核

腸結核

腎朦結核

痔痩叉 ハ肛門

周園炎

ラ脊柑…「カリエス」

σ
1

0

0

0
ヨ

ー

-
占

9

s

中耳炎

腹膜炎

淋巴腺炎

副睾丸炎

子宮内膜炎

Pり

0
4

0
召

ー
ム

噌且

デ ア ァレカ"喉頭 結 核 ヤ腸 結 核 二就 テ ・・所 謂intゴakanali・

kul五reEntstehungヲ モ考慮 二入 レ 子バ ナ ラナ イ故 之

ヲ除外 ス ルレト腎 臓 結 核 脊 椎 「カ リー」ス」、肛 門 圃 園 炎 が

一 番 多 イ事 ニ ナ ルレ
。痔 痩 蛇 二肛 門周 園 炎 二就 テ モ議 論

ノ除 地 ハ ア ル が、此 場 合 ハ肺 臓 外結 核 ノー 二屡 ゲ テ 置

ク。

最 後 二肺 臓 外 結 核 ト肺 結 核 ノ症 状 経 過 ノ關 係 ヲ見 ル

二(表)

肺臓外結核が肺結核 ト共二輕快匂 レ場合16例

肺内病攣ハ輕快叉 ハ 休止 シテ肺臓外結核進展セル

場合17例

肺臓外結核ハ停止ヌ.ハ 輕快 ンテ肺 ノ症状進展セル

場合11例

肺臓外結核病攣 ト肺結核が共 二進行セル場合

13例

トナル。而テ肺臓外結核ガ肺結核 ト共二進展セル場合

二於テ喉頭結核5例 ト腸結核3例 トハ死期 二近 ク起

ツテ來 タモノ故之 ヲ除ケバ肺臓内病攣ガ肺臓外病攣

ト共 二進展 シタモノハ57例 中僅 力5例 二過 ギズ。大

盟 二於テ「肺臓外結核 ト肺結核 トハ共病勢交互二進展

ス)レ」ト云フLydtin,Pagel,Ulrici等 ノ説 トー致ス,レ

様デアル。然シ余ノ例 ハ之ヲ統計的二詮明ス,レニハ未

ダ数二於テ不充分デアル。爾今後ノ研究二待タ子バナ

ラヌト思フ。

63.初 感染 ヨリ肺結核襲生ヘノ「レ」線像拉

二生物學的検査 ノ推移 ヲ供覧ス

赤 紹 茂 芳(東 北帝大熊谷内科)

私 が皆様二供覧セントスル材料 ハ、数年以來熊谷内科

ノ外來叉 ノ・入院治療 ヲウケタ初感染患者及ビIl召和5

年以來私共が縫績的二結核ノ早期診断 ヲ施行 シ來ツ

タ、附罵病院看護嬬、附添婦、男女 中等學校生徒合計

大約2000名 ノ所謂健康者ニシテ、コレラノ未感染叉

ハ初感染 ノ人 々ガ如何ナルレ レ」線像並二生物學的検査

成績ノ攣化 ヲ示 シツ ・、初感染浸潤、肋腹膜炎、肺結

核等へ移行 シテユクカヲ精密 二調査研究 セル興味ア

,レ題材 デアリマス。

検査事項 トシテハ、均長、膿重、胸圃、髄温、肺活量、

マンツー氏皮内反雁、 赤血球沈降速度、 補膿結合反

磨、胸部「レ」線像ニシテ、年3回 ノ定期槍査ノ外二特

二自昼症状アリタルレ者及 ビ生物學的槍査成績二攣化

ヲ來 シタルκ二就テハ共間何回 トナク検査 ヲ繰返 ン

テ、以 ヅテ椎移状態ノ正確 ヲ期 ンタモノデアリマメ。

コ ・二示ス多数 ノ例 ハ 仰千コレラノ中ヨリ最モ著明

ナ'レ攣化ヲ現 シタモノデアリマシテ、各表ヲ精密二御

覧ニナツテ、未感染又ハ初感染患者が如何ナノレ過程ヲ

経テ肺結核kへ 移行 シテユクカヲ各 自ノ立場ヨリ御自

由二御剣噺願 フノが私 ノ演題 ノ圭旨デア リマス。

唯實例 ヲ参照ンテ、特二御注意 ヲ願 ヒ度 イト思フニ三

ノ!鮎ヲ申上ゲテオキマス ト.
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1.初 感 染 病 竈 ノ短 期 出浸

一般 二全 均違 和
、 熱 感 、 胸 痛 、 食 慾 不 振 叉 ハ頭 痛.脊

髄 痛 、咳 漱 等 ノ初 感 染 症 状 ア リテ 臨 抹 家 ヲ訪 問 ス レ患

者 ノ多 ク ハ タ トへ ㌧ソベ ル ク リン」反 磨陰 性 ニ シテπレ」

線 像 二何 等 病 的 ノ攣 化 ヲ 認 メ ナ イ場 合 デ モ 既 二赤血

球 沈 降 速 度 ガ促 濫 シ テ ヰル コ トが多 イ が、コ レ・ラ ノ自

覧 症状 ヲ持 タ ズ所 謂 健 康 者 ト見 ラ レル人 ノ中 ニ モ 「ツ

ベ ル ク リン」反 鷹 陰性 ニ ンテ 既 二 赤 血球 沈 降 速 度 促 進

ン、叉 ハ「ツベ ノレク リン」反慮 陰 性 、赤 血球 沈 降 速 度 正

常 ニ シ テモ 時 二 「レ」線像 二於 テ 数 日一 ンテ 出現 清 失

ス ルー過 性 ノ浸 潤 ノ獲 見 サ レル コ トガ ア リマ ス。 カ ・

)lz一過 性 ノ浸 潤 二就 テ ・・既 二FaBbender,L6ffler等
ヘ

ニ依 リテ 記 載 サ ソテ 居 リマ ス が、コ レが結 核 性 ノ初 感

染 浸 潤 デ ア ノレカ叉 ハ 非 結 核性 ノモ ノデ ァァレカバ其 後

二於 ケ;レ縫 績 的 「レ」線 像 虹 二 生物 學 的検 査 ノ 結 果 判

明 シ マ ス ガ、殊 二「)ソベ ルレク リ ン」反 態 ノ陽 性 輔 化 ニ ヨ

リテ之 レ が結 核 ノ 初 感 染 病 竈 デ アル コ トが 明瞭 トナ

リマス o

第1例1S歳 看護 嬬 生 徒 、初 感 染 病 竈 出現 消失 後9

ケ 月 ニ シテ「ツ ベ,レク リン」反 鷹陽 輔 シ同時 二同 側 ノ肺

門周 園 炎 ノ像 ヲ現 ハ ス。

第2例20歳 學 生 、 初感 染 病 竈 出現 後17日 ニ シ テ

清 失 ス ルレb同 時 二他 側 二 同様 ノ病 竈 出現 シ、 更 二14

日後 同様 二清 失 シ、1年2ケJ]後1ツ ベ ノレク リ ン」反 鷹

陽輔 ス。

2.「 ツ ベ'レク リ ン」反 磨 ノ陰 性期 間c

即 チ結 核 ノ潜 伏期 トモ イ フ ベ キ期 間 デ ア リマ シテ 勿

論 コ ノ期 間 二於 テ ハ赤 血 球 沈 降 速 度 ノ促 進 トカ、初 感

染 病 竈 ノ出浸 等 が行 ハ レ得 ルレノデ ア リマス ガ、人 間 二

於 テ ・・、結 核 感 染 ノ時 期 ヲ正 確 二知 ル コ トガ困難 ナ 鮎
ロ

ト、 侵 入 シタ結 核 菌 ノ多 寡 及 ビ 各 個 人 二於 ケ ル 「ア レ

ル ギー」獲 現 能 力 ノ相 蓮 等 二 俵 リテ仲 々一 律 ニ ハ行 カ

ナ イ ト思 ヒマ ス ガ、 少 ク トモNeumann,Mattes等 ノ

言 フ ヤ ウニ6乃 至7週 間 ト言 フ設 ハ 首 肯 出 來 ナ イ ト

思 ハ レマ ス。何 トナ レバ私 共 ハ明 二結 核 ノ 向感 染 ト考

へ得 ラ レルレ患 者 二 就 テ6ケ 月乃 至1年5ケ 月 ノ 長 期

ノ陰 性 時 代 ヲ持 績 シタ後「ソ ベ ル ク リ ン」反 鷹 が陽 性 二

輔 化 ンタ 多数 ノ例 ヲ持 ツ テ居 リマス。

第1例14歳 女 學 生 、 初 感 染 ヨ リ肋 膜 炎 號 生 、 陰 性

期 間6ケ 月。

第2例1S歳 看 護 婦 生 徒、 初 感 染 小 浸 潤 ノ 消 失 ヨ リ

肺 門 周 園 炎 騒 生 、 陰 性期 間9ヶ 月。

第3例20歳 學 生、 初 感染 病 竈 ノー過 性 的 消 失 、 陰

性 期 間1年2ケ 月。

第4例14歳 女學 生 、 初 感 染 ヨ リ肺 結 核 登 生 、 陰 性

期 間 ユ年5ケ 月 。

私 共 ノ経 験 デハ 結 核 感 染 後6ケ 月 乃 至10ケ 月 ヲ要 ス

ル モ ノ が最 モ多 イ ヤ ウデ ア リマス。

3,肋 腹 膜 炎 ノ{震生b

コ レハ熊 谷 敏授 二 依 リテ 既 二 登 表 セ ラ レタ トコ ロデ

ア リマ ズ カ"、肋 膜 炎 ・・多 ワ1ymphogen二 起 リ、hae・

matogen二 起)tzモ ノ・・腹 膜 炎 ヲ件 フ コ トガ多 イ ト云

フ コ トヲ實 例 二就 テ示 ンテ ア リマ ス。

第1例18歳 學 生 、 初 感 染;リ 肋 腹 膜 炎 ヲ経 テ全 身

結 核(血 行 撒 布性}へ 移 行 セ ル モ ノ.

第2例20歳 看 護 婦 、 未 感 染 ヨ リ初 感 染 寝潤 、 肋 腹

膜 炎 ヲ維 テ肺 瘍 血 行 撒 布 性)へ 移 行 セ ル モ ノ.

第3例19歳 看 護 婦 生 徒、 未 感染 ヨ リ肺 門 周 園 炎及

縦 隔 賢 肋 膜 炎 ヲ経 テ同 側 ノ滲 出性 肋 膜 炎 へ 。

第4例19歳 看 護 婦 生 徒 、未 感 染 ヨ リ葉 間肋 膜 炎 ヲ

経 テ 同側 ノ滲 出性 肋 膜 炎 へ 。

,第5例19歳 看 護 婦 生 徒 、 未 感染 ヨ リ初 感 染 寝 潤 ヲ

経 テ反 封 側 ノ滲 出性 肋 膜 炎 へ。

以 上 ノ諸 表 ニ ツキ御 臼由 ナ ル 御 批 判 ヲ 願 ヒ度 イ ト思

ヒマス0

64.健 康相談所二於ケル「レントゲン」診噺

ノ統計的観察蛙二肺「レントゲン」譲影

ヲ基礎 トスル診断二就テ

爆 部象 轟(棘 市騒 所)
新 井 英 夫
竹 中 進 一(大塚健康相談所)
藤 村 珍 男 子

演者等 ハ東京市立た塚健康相談所長寺尾殿治博士 ノ

好意二俵テ、同所二於テ開所以來撮影 シタ「レ」爲眞籔

1100数 十枚ヲ詳細二観察 ㍗レ機會ヲ與ヘラレタ。観

察二際 シテ記入シタ「カー ド」ヲ利用 シテ、健康相談所

訪問者 ノ統計 ヲ「レ」線爲眞診噺上試 ミテミタ。今同其
●

一 音Kヲ登 表 シヨ ウ1・思、フ。

「カー ド
」ニ ハ簡 軍 ナ 臨 抹事 項 ノ記 載 ノ他 二「レ」窮 眞 ノ

略 圖 ヲ記 入 シタ。「レ」爲 眞 ノ不 完全 ナ例 ヲ除 テ902例

ヲ得 タ。1例 二就 テ 数 葉 撮 影 シテ マ ル モ ノ ガ ア ル が 、

之 レバー 葉/「 カー ド」二記 入 シタ。

所 見 ハ肺 野 、 肺 門 、 肋 骨 肋 膜 、 横 隔 膜 、縦 隔 蜜 二分 ヶ

テ 記 ンタ。



308 総 會 演 設 要 旨 【第12巻

'f1/
」爲 眞 デ明 カニ 肺 結 核 症 ナ,レ コ トヲ知 リ 得 ルレモ ノ

ガ.43S例(4S.5%)デ 約 牛 藪 ヲ占 メ テ 厨 ルレ。 之 レハ臨

,il)k上疑 ヒ ア ル場 合 二爲 眞撮 影 ヲ行 ツ タ カ ラデ ア ノレt.叉

透 親 二際 シテ除 リニ顯 著 ナ ル モ ノモ撮 影 シテ ナ イ。

鴇 眞讃 影 上 全 然 異 状 ヲ見 ナ イ モ ノ ガ172例(約19%)。

病 攣iが 圭 トシテ肺 門部 二在 リ、 其 他 二 ・・攣 化 少 キモ

ノ、122例 .(13,5%)。 此 内 ニハ結 核 性 ノモ ノモ ア リ、

ヌ.非結 核 性 ノ モ ノ モ含 マvテ 居 ルレ。 大 膿15歳 以 下 ノ

モ ノニ 多1(:79例 、64.7%)。

以 上 ヲ除 〃 ト肺 結 核 症 ト・・云 ヘ ナ イ が、何 等 カ ノ病 攣

ヲ見 出 シ タ モ ノ デ ア ツ テ、初 期 憂 化 群 二鴉 ヌ ル肺 門 部

淋 巴 腺 ノ 石 灰 沈 著 ヲ 唯 一 ノ 所 見 トス ルレモ ノガ多 イ

〈170例 中63例 、 ろ4.7%)。

肺 門 部 ノ石 灰 沈 着 ハ 其 形 状 ノ特 異 ナ黒占カ ラ飴 リ見誤

ラ レル モ ノヂ ハ ナ イ。全 例 ヲ通 ジ テ120例(13.3%)ヲ

得 タ。此 割 合 ガ少 イ ノハ年 少 者 ガ多 数 ヲ占 メ テ 居)レ カ

ラ デ アルレ。120歳 以 下 が469例 、 約 ろ2%)。 是 等 ノ石

灰 竈 ヲ年 齢 別 二見 ルレ ト肺 結 核 症 ト然 ラザ ノレモ ノ トニ

於 テ分 配 二差 異 ヲ見 出 シ得 ナ カ)ソタ。

「レ」爲 眞 二於 テ肺 結 核 症 ト云 ヒ得)lz場 合 ノ 「ツベ ル1・ク

リ ン」(マ ン ツ ー氏)反 鷹 ト補 膿 結 合 反 鷹 トノ成 績 ヲ槻

ルレニ、 「レ」爲 眞診 断 上 肺 結 核 症 ト診 噺 シ得 ル場 合 、常

識 上 マ ン ツー 氏 反 慮 陽 性 ヲ期 待 シ得 ルレノデ アノレガ、夫

レが陰 性 二現 ハ レタ モ ノガ少 数 ナ ガ ラ ア,レ。(陽 性 率

二就 テ ハ寺 尾 博 士 カ ラ報 告 ガ アル カ ラ略 スノ。 序 デ ナ

が ラ 同様 ニ ンテ補 膿 結 合 モ陰 性 ナモ ノ ガ アルレ。故 二肺

結 核 症 中 カ ラ之 レ ヲ選 ミ出 シ テ見 ルレ ト大 膿 年 齢 ノ 分

布 カ ラ見 テ、 マ ン ツー 氏 反 鷹 陰 性 者 ガ 幼 少 年 二多 ク、

補 膿 結 合 陰性 者 が青 、成 年 二多 イ ト云 フ結 果 が現 ハ レ

テ來 タ。詳 細 ヲ述 ベ ルレ時 間 ヲ持 タ ヌガ是 等 が結 核 症 デ

ア リ得 ル コ トニ大 ナ ル誤 リ・・ナ イ。 家 族 歴 、 既 往症 、

現 症 ヲ比 較 シテ其 方面 カラ モ云 ヒ得 ルレノデ ア ルレ。共 数

ハ補 盟 結 合 反 慮 陰 性 者 ノ方 ガ多 イ。而 テ大 膿 其 牛 数 ハ

現 下加 療 ヲ要 ス ♪レ状 態 ニア ルレ(赤 沈 共 他 ヲ参 考 シテ)、

之 レデ 見 ル ト補 膿 結 合 反 磨 が臨 肱 上 、特 二 活動 性 ヲ知
　

ノレニ都 合 が 冒 イ ト・・噺 言 出來 ナ イ。

即 、肺 結 核 症 中、 マ ソツ ー氏 反 鷹(M反 磨)陽 性 、補 禮

結 合 反 磨(K反 慮)陰 性 ノモ ノガ48例 、 内加 療 ヲ要 ス

ノレモ ノが26例 ア ルレ。 之 レニ反 シ、M反 慮 陰 性 、K反 磨

陽 性 者 ハ8例 デ ア ツ テ、 加 療 ヲ 要 ヌ ル モ ノ4例 デ ア

ルレ。 雨 者 共 二陰 性 ナ モ ノハ3例 、 何 レモ 加療 ヲ要 ス

ノレo

65.肺 臓 外 結 核 二於 ケ ル肺 臓 ノX線 像 二就 テ

山 上 貫 哉

黄 楊 一 雄(阪 大 今 村 内 科)

外 山 重 高

余 等 ハ 種 々ナ ル肺 臓 外結 核 患 者 二 於 ケ ル肺 臓 ノX線

像 ヲ槍 シ之 二就 テ其 所 見 ヲ述 べ併 セ テ共 「ツ ベ ル ク リ

ンア1ノルレギー」赤 沈 速 度 ノ關 係 ヲ述 ベ ン1・ス。

66.結 核 性 空 洞 ノ治 癒 過 程 知 見 補 潰

飯 久 保 知 道(李 塚 市 杏 雲 堂 分 院)

余 ハ杏 雲 堂分 院 二於 ケ ル117例 ノ 「vン トゲ ン、 セ リ

エ ン」ニ ヨ ツ テ結 核 性 空 洞 ノ治 癒 過 程 ヲ研 索 シ次 ノ如

キ結 果 ヲ得 タ。

1)'117例 ノ空 洞 中、3ケ 月 乃 至2年9ケ 月 ノ後 、 空

洞 ノ消失 セ ルレモ ノ33例 、縮 小 セ ルレモ ノ24例 、不 攣29

例 、 培 悪31例 デ ア ルレ。浩 失 セ ル33例 ノ・1年 以 上S年

後 二於 テ モ病 勢 ノ悪 化 ヲ示 ン テ ヰ ナ イ。

2/117例 中 揮 力 性 空 洞 ・・30例 、 硬 化 性 空 洞 ハS7例

ア ツ タ が、消失 セ ルレモ ノハ 前 者 ニ ア ツ テハ22例(内15

例 ハ 早期 空洞)、 後 者 ハ11例 ノ ミデ ア ソ タ。

3ノ 空 洞 ノ所 在 ト消 失 トノ關 係 ヲ 見 ノレニ、 消 失33例

ノ中23例 ハ鎖 骨 下部 ニ アルレモ ノデ 、 反 之 、 不 攣培 悪

併 セ テ70例 中同 部 ニ ア ル モ ノハ32例 二過 ギナ/。

4ノ 人 工 氣 胸療 法 ヲ行 ヒ タ ル モ ノハ:"t;例 、共 中13例

ハ清 失 、 氣 胸 ヲ行 ハ ザ ルレモ ノS4例 、 共 中 消 失 セノレハ

20例 二過 ギ ズ。

空 洞 ノ治 癒 機 軸 二關 シテ ノ・Alexander,Fleischner等

ノ考 へ 方 が アル が、少 ク トモX線 像 二比 較 的 多 ク 見 ラ

レルレノ ノ・、 心 臓 縦 隔 膜 及 氣 管 ノ左 側 .IS(.・・右 側 ヘ ノ牽

引 、 該 側 横 隔 膜 ノ上 部 牽 引、 肋 骨 走行 ノ急 峻(從 テ肋

間 ノ狭 小)等 ニ ヨツ テ示 サ レノレ該 側 全 肺 野 ノ萎 縮 」又ハ

該 部 肺 葉 殊 二右 肺 上 葉 ノ 萎 縮 ニ ヨ リ空洞 ノ縮 小 ス ァレ

場 合 デ ア ノレ、之 ハ 硬 化性 空 洞 ノ治 癒 ス ルレ際 二最 モ 多 ク

見 ラ の レモ ノデ ア,レガ、此 際 同 時 二空 洞 二連 絡 ス ルレ氣

管 枝 ノ狭 小乃 至 閉 塞 ニ ヨ リ空 洞 内 ノ空 氣 が 吸 牧 サ レ

テ空 洞 が一 層 縮 小 ス ノレコ トモ 考 ヘ ラ の レ、カ ・ル場 合

ノX線 像 ハ 空洞 ガ不 規 則 ナ 波 状 ヲ 呈 シテ縮 小 ス ルレ場

合 ガ 多 イ。鄭 力 性 空 洞 ハ周 邊 ノ肺 組 織 ノ弾 力性 ガ保 持

サ レテ ヰノレ故 、弾 力 性縮 小 ガ行 ノ・レルレ、仰 チX線 像 二

於 テ ハ 空洞 共 自膿 ノ縮 小 トシ テ見 ラ レルレ。

空洞 ガー程 度 マ デ 小 サ ク ナ ル ト空 洞 ノ周 壁 ガ不 鮮 明

ニ ナ リ共 一部 が飲損 シ途 二消 失 ス ル モ ノモ ア リ、ヌ周

壁 ヨ リ内部 二向 ヒ肉 芽 組織 が 塘 殖 シテ 行 ク ガ如 キ像

ヲ呈 シ途 二硬 化 竈 ヲ残 シテ治 癒 ス ル揚 合 モ ア,レ.
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此 比 較 的短 時 日 ノ間 二空 洞 ト思 バ レル 透 亮 陰 影 が消

失 ス,レモ ノカ"アノレガ、 此 場 合Alexanderノ 謂 ヘ ノレ如

ク 空洞 前境 界 形 成、扁半 空洞 等 が考 ヘ ラ の レガ、 是 等

ヲX線 「フィノレム」ノ ミデ詮 明 ス ノレコ ト・・難 ンd。 叉 空

洞 ノ治 癒 トハ別 デ ア ル が、.空洞 壁 ノ治 癒 ノ 問 題 が ア

,レ、空 洞 ・・幾 ツ テ ヰ ノレが 内壁 ガ浄 化 サ レ播 種 ヲ起 サナ

イ場 合 デ ア ル。

67.肺 「レン トゲ ン」像 二於 ケ ル空 …同k喀 血

麟}兵 報1辮 病院

余 等 ハ 最 近 約4ケ 年 二亙 リ舞 子病 院 二 於 テ診 療 セ ル

1500絵 例 ノ患{旨 ヲ槍 索 二供 シ、 特 二 「レン1・ゲ ン」像

二現 ・・レタル 空洞 ト喀 血 ノ關 係 二 就 キ統 計 的 二観 察

セ リ.

(「レン トゲ ン」撮 影 ノ條 件 ・・、 装 置 ハ 「ボ レック ス」、

管 球 ・・圭 トンテ 「メ ディア」、距離 ヲ1米 乃 至1米20
ヨ

糎 、 時 間 ヲ7分 ノ1秒 以 下 トナ セ リ)。

槍 索 員 総 倣

・529名{婁瓢

其中喀血 ノ経歴 アルモノ

(辮 婁魏隣 二:鵬
空洞 ヲ有 ス ル モ ノ

493罐 畿

空洞 ヲ有 ス ノレモ ノ ・中喀 血 ノ経 歴 ア ル モ ノ

2S3名(全 空 洞 保 有 者 ノ57.4%)

男204名(全 空 洞 保 有 男 子/61.6%)

女79名(全 空 洞 保 有 女 子 ノ4S.7%)

余 等 ・診 療 セ ルー 般 肺 結 核 患 ・者 二於 ケ,レ 喀 血 率 ・・約

25%カ レモ、 之 ヲ 空 洞 ヲ有 ス ル患=者 ノ ミニ就 キ テ観

察 ス レバ此 ノ率 ハ著 ンク堆 加 スル ヲ見 ル。而 ジテ喀 血

患 者 ハ男 子 二多 シ。

但 シ、此 虜 二空洞 ヲ保有 セ ブごンテ、而 モ 喀血 ノ経 歴 ア

ル モ ノ男 女 合 シ テ ユ04名 アル モ、之 ニ ハ全 ク空 洞 ヲ有

セ ザ ルレモ ノ、蛇 ビ ニ空 洞 ノ存 否 不 明 ナ ルモ確 實 二撮 影

ス ル能 ハ ザ ル モ ノ等 ノ他 二、治癒 機輔 二 司 リ空 洞 ノ閉

鎖 セ シモ ノモ包 含 ス。

空 洞 ノ位 置 。 空 洞 ハ 雨 側 上 部 殊 二 右 側 二最 モ 多 ク存

在 ン、 下 部 二存 ス ル コ トハ稀 ナ リ。

空 洞 ノ大 イサ。 裡 、 約1乃 至2糎 ノ モ ノ最 モ多 ク、2

乃 至 蓬糎 ノモ ノ之 二次 ギ、 巨 大 空 洞 ノ・其 ノ敷 最 モ少

シ。

空 洞 ノ数 。 一一・患 者 ノ 保有 ス ノレ空 洞 ノ 販 ハ軍 二1個 ノ

モ ノ最 モ 多 ク、2個 ノモ ノ之 二次 ギ、3個 以 上 ヲ有 ス

ルレモ ノハ 上ヒ較 的 勘 シノ。

空洞 保 有 苦 ノ性 別 ト喀 血 量。 一般 二女 子 ヨ リ モ 男 子

二喀 血 尋1多 グ、特 二男 子 ハ 女 子 二比 シ、 た量喀 血 ノ顕

度 著 シ ク大 ナ リ。 ●

空洞 保有 者 ノ年 齢 ト喀 血 肚。 た禮 二於 テ21歳 乃至40

歳 ノ年 齢 二喀 血 卒 多 ク、特 二21歳 乃 至30歳 二於 テ 大

量喀 血 ノ頻 度 多 シ。1ろ 歳 以 下 二 於 テ ・・余 等 ノ検 索 セ

ルレ例 二於 テ ・・殆 ン ド之 ヲ認 メ ズ。

空 洞 ノ大 イ サ1・喀 血llt。 一般 二空洞 ノ大 ナ ル ニ從 ヒ、.

大 斉ヒ喀 血 ノ傾 向 多 シ。 然 レ ドモ、巨大 空洞 ヲ有 ヌ,レモ

ノ ト錐 モ喀 血 ヲ惹 起 セ ザ ノレモ ノ有 ルレト共 二、小 空 洞 ノ'

ミ ヲ有 ス ル モ ノニ於 テ 多量 ノ喀 血 二 遭 遇 セ シ例 有 ノレ

コ トヲ注 意 セ ザ ノレベ カラ ズ。

空 洞 数 ト喀 血 量 。 空 洞 数 ノ 多寡 ト喀 血 量 ノ間 二歴 然

`se)L・T一行 的麗 係 ヲ見 ザ)レモ、極 ク大 膿 二於 テ空 洞 数 ノ'

多 キ患 者 ハ喀 血 量 ノ大 ナ ノレヲ見 ルレ。

空 洞 ノ位 置 ト喀 血 量 。 概 シテ 空 洞 が 雨 側 中部 二存 入

ルレ場 合 大 量 喀 血 ヲ起 ス頻 度 多 ク、換 言 ス レバ肺 門 附 近

二空 洞 ヲ有 ス ルレ患 者 ・・ノく量 喀 血 ノ傾 向 多 シ。雨 側 上 部

二 空 洞 ノ存 在 スノレ場 合 ・・中部 二存 ス ノレ場 合 二比 シ喀:

血 量 ハ大 禮 二 於 テ小 ナ リ。

以 上 ノ統 計 二依 リ喀 血 卒、殊 二大 量 喀 血 ノ頻 度 ノ(ナルレ

條件 ヲ具 備 ス ノレ患 者 ハ 喀 血 豫 防上 蛇 ビニ 治療 上 特 二

注 意 ヲ要 ス ルレモ ノ ト考 ヘ ラル。

68.肺 結 核症 ノ反 復喀 血 型 ノ臨淋 的 襯察

佐 伯 作 次

喀 血 ハ 肺 結 核 症 ・諸 徴候 中顯 著 ナ ル モ ノ ・一 ナ レ ドー

重 症 者 ニ テ喀 血 セ ズ反 ツ テ 輕 症 者 ヨ ク喀血 ヲ 來 タス

事 ア)L… 古 來 知 ラ)レ ・所 ニ テCornet&Bltimel氏 ノ

HaemoptoischePhthise)近 年 佛/BezangonetBill-

ard氏 ・・喀 血 ノー 型 ヲ特 徴 ト ス ノレ症 型 二1aform

tuberculeuseh6moptoiquea6tapeseloign6ed'Antral

ト命 名 ンタ。

コ ノ型 ・・反 復 性 喀 血 が患 者 ノ圭 ナ,レ症 状 デ ア ツテ 、喀

血 ノ前 後 二於 テ モ無 熱 二経 過 ス ルレモ ノデBordノ 頓.

挫 性 結 核 症 ノ 臨 抹 型/一 ツ ニ ア タノレ ト然 シテ コ ノ喀

血 ハ他 ノ モ ノ ト異 ナ リテ 躍 進 ヲ 件 ハ ブご病 勢悪 化 ノ徴:
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ナ ク他 ノ警 告 的喀 血 ト厳 二 匠 別 ス ベ シ トナ シテ居 ルレ。

'既二Balin&Lolenz氏 ・・萎 縮 性 塘 殖 性 ノモ ノ ・方

滲 出性 ノモ ノ ヨ リモ喀 血 ン易 ク、Pagel氏 ・・病 理 解 剖

上 ヨ リ ソ ノ可 能 ナ ル ベ キ左詮 ヲ登 ∫び/テ 居 ル。

余 ハ コ ノ 無 熱 性 反 復 喀 血 型 ヲ 杏 雲 堂 讐 院 昭 和4年 ヨ

リ8年 ノ 呼 吸 器科 患 者 ノ ウ チ 其 結 核 患 者 ニ ツキ調 査

シタ^

∫臣盆」休 白勺観 察

結核患者総数

熔血患者

比

反復性喀血

喀血患者 トノ比

年 齢

3680男1983・ 女1647

681男418女263

15%

97男74女23

14.2%

1研1裁ド@2劃3@3謝 姻 誌 50歳
以上

男 637120}5 6

}97女 21.214[3 2

反復度倣

2同

10 卜響1
■同

36

5同 以上

33

ユ.氣 管枝 炎型 ヲ呈 セル モ ノ8例

1.反 復 性 肋 膜 炎 ヲ呈 セ ル モ ノ3例

3{列 トモ繊 維性 二屡 ス。

1・ 月経 二 關係 ア リテ喀 血 ス ノレモ ノ2例

1・ マ ン ツー氏 反 鷹 ヲ検 セJレ モ ノ19例 ア リ。

成績 一一定 セ ザ ル モ ー般 二 「ア レル ギ イ シ ・ノモ ノ多

シo

ユ・ 赤 血 球 沈 降 反 臆i強 キ ノ・100以 外 弱 キハ10以 外最

モ多 キ ハ30、40。

ユ.疾 結 核 菌 陽 性40

`「レ ン トゲ ン2學 的級 察

全例97中 鳥眞ア'レモノ

繊維型

繊維乾酪型

後肋膜炎型

血行撒布型

肺絞理弧

85

44

0
囮
0
圖

6

0
召

11

方 ノ内繊維型 ニハノイマン氏 ノ禰蔓性濃密性叉偏側

性繊維型爾、石灰化型 ノ1例 ヲ含ムコレニ屡スルモノ

最 モ多 クコ・・先覧學者ノ成績 トー致ス。

ユ.繊 維乾酪型中 ニハ加療ニヨリ次第二繊維型二移

行 ヌ ノレ ト共 二却 ツ テ喀 血 ノ起 レ,レモ ノ ア リ。

1.空 洞 ノ ア リ シモ ノ32

要 ス ルレニ本 病 型 二反 復 喀 血 ス ルレ トモ 多 ク ハ 病 勢 悪 化

セ ザ ル モ ノ多 ン。

68二 封 ス ル追 加 楢 林 兵 三 郎

反 復 喀 血 トハ喀 血 ノ 期 間 的 ノ慶 生 ノ意 ナ リヤ軍 二喀

血 度 数 ノミナ リヤ、 余 ハ4歳 、6歳 及 ビ9歳 、12歳

等 ノ所 謂 期 間 的 反 復 喀 血 ヲ経 験 セ リ。

69.肺 結 核 患 者 二於 ケ ル空 …同 卜喀 血 ト

ノ關 係 二就 テ

糸 川 欽 也

古 川 喜 代 雷(東 京)

住 江 束 洋 造

糸川 病 院 二於 テ 過 去3ケ 年 間 二 撮 影 セ ル肺 結 核 患 者

ノ「レ ン トゲ ン」像 約1500ヲ 査 閲 シテ、 空洞 ト喀血 ト

ノ關 係 ヲ統 計 的 二槻 察 セルレニ左 ノ如 シ。

1.空 洞(十)喀 血(一)136例

2.空 洞(十)喀 血(十)90例

3.空 洞(一)喀 血(十)89例

空洞 ノ存 在 ヲ認 メ ズ シテ 併 モ 喀 血 セ ル モ ノ ハ概 子大

量 ノ喀 血 ヲ惹 起 セ ノレ傾 向 ア リ。空 洞 存 在 シテ喀 血 ハ勿

論 、血 褒血 腺 等 ヲ モ認 メ ザ リ シモ ノ可 ナ リ多 数 ニ アル

ハ 注 目二f直ス。

更 二 空洞 壁 ヲバ病 理 組 織 學 的 二 検 討 シテ其 ノ 成 績 ヲ

併 セ報 告 セ ン ト欲 ス。

6.實 験 的 治 療

70.「 エ ー テ ル」性 油 剤 ノ結 核 菌 及 實 駿 的結

核 二及 ボ ス影 響(第 二 回 報 告)

井 村 障 全(上 海 自然 科學 研 究 所)

前 同 報 告 二 引績 キ、 右旋 性 及 左旋 性 「ビ 子 ン」等 七 種

(入 油 類)二 就 テ結 核 海 狸 二 及 ボ ス 影響 ヲ 實 験 シ次 ノ

如 キ結 果 ヲ得 タ リ。 雪

】.「 ビ子 ンJ、 「テ ル ピ子 オ ー ルレ」、「ゲ ラニ オ ールJ及

「オ イゲ ノー ノレ
」二於 テ ハ

(イ)、 「ビ子 ン」ノ光 學 的異 性 禮 問 ノ差 異 ハ 、右 旋 性

ノモ ノ左 旋 性 二比 シ結 核 病 攣 度 ヲ 輕 度 二止 ムル モ
、

「リモ 子 ン」ノ如 ク甚 シキ差 異 ハ 示 サ ズ
。

(ロ)、 上 記種 類 ノ油 鋼 ノ結 核 形 成 阻 止 作 用 ヲ 強 度

順 二列 記 ス レバ、「テ ルレビ子 オー ル」、「ゲ ラ ニ オ ー ル」、

「オ イ ゲ ノー 」レ」及 右 旋 性 「ビ子 ン
」ニ シテ、 左 旋 性 「ピ

子 ン」・・却 ツ テ増 悪 セ ンム ルレ融 ロン。

2.混 合 物 ヨ リ成v'レ 「エ ー テ ル」性 油 類
、 「ア 子 トー

ルレJ・ 「チ トロ子 ン」油 、 「ム ス カ トヌス」油 二於 テハ、
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前 記四 種 ヨ リハ結 核 病 攣 ヲ更 二輕 度 二止 メ、夫 ヲ結 核

形 成 阻 止 作 用 ノ強 度 順 二列 記 ス レバ 、 「ア 子 卜一 ノレ」、

「チ トロ子 ン」油 、1ム ス カ トヌスノ'dナ リ。

71.鐵 剤 ノ實 験 的 結 核 二及 ボ ス影 響 二就 テ

井 上 茂 治(た 阪帝 大 今 村 内科)

病 原 菌 二封 ス ル生 膿 ノ防 禦 力 ト鐵 、若 ク ハ免 疫 膿 ト鐵

トノ關 係 二就 テ ハ未 ダ關 明 ノ域 二達 セ ズ。殊 二鐵 矧/

結 核 獲 生 二封 ス ノレ影 響 二關 ンテ ノ・今 日爾 其 業 績 ヲ 飲

ク が如 シ。演 者 ノ・本 問 題 研 究 ノ第 一 歩 トシテ次 ノ箕 験

ヲ行 ピタ リ。家 兎 ヲ3群 二分 チ第1群 ニ ハ結 核 菌 注 射

前 二、 第2群 ニ ハ 菌 注 射 後3週 間 ヨ リ何vモ 隔 日二

1.0%硫 酸鐵 生理 的 食 聴水 溶 液2.0蛭 ノ静 脈 内 注 射 ヲ

10同 二亙 リテ之 ヲ行 ヒ、菌 注 射後60日 ニ テ屠 殺 解 剖

二 附 シタ リ。 第3群 ハ封 照 トス。

第1實 験 ・・少 量結 核 菌感 染 試 験 ニ シテ牛 型 薗500分

ノ1殖 、 第2實 験 ハ ノく量 結核 薗 感 染 試験 ニ ンテ 同50

分 ノ11igノ 静1脈 内 注射 ヲ行 ピタ リ。

實験 ノ結 果 ハ 第1實 験 及 ビ第2實 験 ノ 何 レニ於 テ モ

第1群 動 物 バー 般 二 榮 養 良好 ニ シテ膿 重 ノ 増 加 比 較

的 多 ク、各 臓 器 二於 ケ ル結 節 ノ登 生 ハ封 照 動 物 二比 シ

遙 二少 ク、淋 巴 腺 二於 テ モ病 攣 ヲ呈 ス ノレモ ノ比 較 的 少

シo

第2群 動物 ・・第1實 験 ノ 場 合 二僅 二 結 節 ノ形 成 ヲ阻

止 ス ル傾 向 ヲ 認 ム ト錐 モ第2實 験/場 合 二 ・・全 ク之

ヲ認 ムル コ ト能 ハ ズ。

以 上 ノ結 果 二 依 リ鐵 醐 ノ静 脈 内注 射 ハ 結 核 感 染 二封

ス,レ生膿 ノ防禦 力 ヲ元 ムルレ作 用 ヲ 有 ス ルレモ ノ ト認 ム

,レコ トヲ得。而 シテ 既 二獲 生 セ ル結 核 二封 シテ ハ稽 ζ

其 進 行 ヲ阻止 ス ル が如 キ傾 向 ア レ ドモ著 明 ナ ラ ズ。

次 二注 射 ヲ行 ヒ タル 鐵 痢 ハ 肺 臓 二於 ケ ル結 核 病 竈 内

二沈 着 ス ル モ ノ ト稻 セ ラノレ ・ヲ以 テ 肺 臓 ノ鐵 定 景 ヲ

行 ピタ リ。

帥 チ家 兎 二牛 型結 核 菌20分 ノ1選 ヲ静 脈 内 二注 射 シ

4週 間 後 毎 日1.0%硫 酸鐵 生 理 的食 堅 水 溶 液2.0耗 ヲ

静 脈 内 二注 射 ス ルレコ ト20同 ニ ンテ動 物 ヲ屠 殺 シ之 が

肺 臓 二就 キKenedy氏 鐵 定 量法 二 依 リ其 含鐵 娃 ヲ計

測 セ リ。

實 験 ノ結 果 二依 レバ 前 記 鐵 剤 注 射 ヲ 行 ヒタ;レ結 核 家

兎 肺 臓 ノ含 鐵 量 ・・乾 燥肺100瓦 中平 均204彪 ニ シテ

鐵 齊凪注 射 ヲ 行 ハ ザ ルレ封 照結 核 家 兎 二 於 ケ ル モ ノハ 同

卒 均60種 ナ リ。

(飲)72.二 、 三 ノ止 血 藥;就 テ ノ實 瞼 的

拉二臨躰的研究

翫 藤 撫 松)
著者等・・二、三/止 血藥二就 テ實験的ニソレ等ノ血液

凝固時間二及ボス影響 ヲ精査シ、次デ数多ノ臨躰症例

特二肺結核二起因スルレ喀血患者二磨用 セリ、ソノ結果

就中「ブノレザノールレ」・・止血作用持績的ニシテ卓数 アルレ

藥剤ナルレ事ヲ論 ゼソト欲ス。

特 別 講 演

73.所 謂髪調療法二就テ

柿 沼 昊 作(岡 山讐科大學敏授)

余 ハ敏室員及先人 ノ業績ヲ綜合 シ、圭 トシテ所謂機能

的病理方面 ヨリ、生膿 ノ攣調現象及ソノ疾病治療 二封

スル意義ニッキテ、大凡左ノ如 キ順序ニテ略述ス。

(1)生 艦 ノ憂調(Umstimmung)及 ソノ節結 ヨリ見

タノレ種別

(2♪各種攣調 ノ機能的病理、殊二治病的方面 二於ケ

ル位置、及 ソノ概念獲達ノ経過

(3)生 禮攣調時ノ諸種反慮症状及疾病現象

(4)生 膿 防術現象叉抵抗力及ソノ諸種愛異

(ゆ)炎 衝性反鷹 ノ病理及藥理

(6)非 持異性攣調療法ノ理論及實際概設

(尚時間叉圖表等 ノ都合ニヨリテ以上 ノ順序二憂更ヲ

來スコトモアルベシト思考ス)。

宿 題

74.細 菌冤疫學的方面ヨリ観 タル肺結核7

豫後判定ノ基準

今 村 荒 男(大 阪帝國大學敏授)

「結核」第 ユ2巻第4號 二描載
。

宿 題

75.血 液像蛇二血液諸反感ヨリ観タル肺結

核 ノ豫後判定ノ基準

勝 沼 精 藤(名 古屋讐科大學敏授)

「結核」第12巻 第5號 二掲載。

宿 題

76.X線 像 ヨリ観タル肺結核 ノ豫後判定7基 準

有 馬 英 二(北 海道帝國大學敏授)

「結核」第12巻 第6號 二掲載
。

77.綜 合的考察

熊 谷 岱 藏(東 北帝國大學敏授)

(抄録 ナン)
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78.肺 結核横隔膜姉維捻除術 ノ成績及ビ血

液像、赤沈度 ノ清長二就テ

向 野 定 一(敦 賀病院内科)

肺結核 ノ氣胸療法適鷹症 ガ肋膜癒著及其/他 ノ事情

ノタメ外科的手術(横 隔膜榊経切除(捻 除)術 、胸廓成

形術、其 ノ他)ヲ 施 ンソノ結果治癒輕快ヲ認メシ報告

ハ東西 ヲ蓮 ジ多激二存ス、余等モ適鷹症二外科的手術

ヲ施 ン次 ノ成績 ヲ得タ リ。
一

症醐 麟 搬 好浪好 聴
絶封礁 　1L5 3 3 0

棚 灘 悸13 3 1
1
1

禁 忌13101 0 0 3
1

以上・・手術後牛ケ年 ノ短期成績ナルモ臨脈上概 ンテ

絶封、相封適磨症 二施 セシ時・・共二手術的数果 ヲ認

メ、禁忌型ハ手術的数果・・無数 ト認 ム。爾是等22名 ノ

施術者ノ2ケ 年後二於ケ)レ生存 ヲ調 ンタルニ生存者

1名 ナリ。次デ・5ケ年後二於ケル総括戌績 ・・早期死亡

5名 。晩期死亡者11名 生存者6名 ナ リ、以上ノ成績

ハ既報諸家 ノ成績 ト略 く一致 ス。

惟フニ肺結核ノ治療成績ハ短時 日 ヲ以テスノレハ當ヲ

得ザルモ既述 ノ外科的手術 ハ病症/輕 快 ニハ相當/

数 果アルヲ認ム。叉施術後藪ケ月間二亙リ臨1沐観察、

血液像、赤沈度 ノ消長 ヲ親察 シタルニ種 々異例 アリテ

ー定セズト錐モ大凡 ハ諸家ノ報告二略 く一致 シ臨抹

治癒型ハ輕快スルレニツレ・テ各種所見好攣 シ良型叉培

悪型ハ各々所見ハ好攣 スルレモノ少 ク不攣叉・・増悪 ス

ルモノ多シ。

79.横 隔膜1碑経捻除 ノ肺臓二及ボス影響二

就キテノ實験的研究=第 二報〕

栗 本 清 次(阪 大今村内科)

横隔膜紳経捻除並二人工氣胸 ノ肺臓二及ボス影響二

就キ研究セントンテ健常家兎ヲ使用 ン、市場販費墨汁

ノ3倍 液。4%「 カルレミン」液、人型結核菌 ヲ注入材料

トシテ次 ノ實験 ヲ行へ'リ。

1.一 側 二横隔膜榊経捻除術及 ビ人工氣胸 ヲ施行 シ、

直後及 ピー定時 日経後 二耳静脈 ヨリ墨汁液 ヲ注入シ、

爾肺二於ケルレ共 ノ沈着程度比較セノレニ非施術側肺二

於テ沈着著明ナルヲ認 ム。殊 ニー側二人工氣胸ヲ作成

スル場合、而モ共 ノ注入空氣多量ナルモノニ於 テ著シ

キ結果 ヲ得、時間的關係ハ施術直後二於テ其ノ影響大

ナルモ時 日ヲ経過スルニ從 ヒ影響減少ス。

2.一 側二捻除術 ヲ施行 シ、「カルレミン」液氣道内注入

ヲ行 ヒ、雨肺二於ケルレ吸引「カルレミン」液二依ル著色程

度 ヲ比較 スルニ非施術側二於テ強度ナルモノ多ン。

3.一 側二横隔膜紳経捻除術 ヲ施行 シ、直後及ビー定

時日経過後二200分 ノ1、100分 ノ1iミ リグラム」ノ

人型結核菌ヲ静脈内注入ヲ行 ヒ、1ケ 月経過後雨肺所

見ヲ肉眼的、組織學的二比較ス ル ニ非施術側ノ肺臓

所見ハ施術側肺臓所見二比シテ著明ナ,レモノ多 ク、而

モ該關係 ハ 施術直後二1セ入セルモノニ於テ最モ大ナ

リ。

4.前 同量ノ人型結核薗 ヲ注入後10日 目ニー側二捻

除術 ヲ施行 ン1ケ 月経過後雨肺所見 ヲ比較スルニ其

ノ關係前者ノ場合 二於ケルガ如ク著明ナラズ。

5.爾 一側 ノ胸壁 ヲ歴迫 シツ・墨汁液静脈内注入 ヲ

行 ヒ、雨肺臓 二於ケ,レ沈着程度 ヲ比較スルニ非歴迫側

肺臓二於ケルモノハ歴迫側 二於 ケ ルレ夫 レニ比 ンテ著

明ナリ。

本實験ニヨリ横隔膜紳経捻除側 ノ反i封側帥チ萎縮セ

ラレザル肺臓二於テ施術直後注入物 ノ沈着多ク、叉施

術直後結核薗注入 ノ場合非施術側肺臓二於テ所見多

キハ注意ス可キ事實 ト信ズ。

80.人 工氣胸二關スル研究(第 二同報告)

橋 本 徳 治 郎(京 都騎科大學飯塚内科)

人工氣胸ニヨノレ肺臓機能 ノ制限ハタ ザニ肺臓機能 ノ

ミナラズ他臓器 ノ機能乃至血液諸成分 ノ攣化ヲモ招

來 スルモノーシテ是等諸攣化 ハ逡氣量二影響セラルレ

ノレハ勿論ナリ。

著者ハ健康成熟家兎二片側或 ハ 爾側 ノ氣胸術 ヲ施 ン

血液諸成分特 二残鹸窒素(Kjedahl.1、 血液瓦斯(酸 素・

炭酸瓦斯)(VanSlyke)、 血 中沃度酸値(近 野氏原法ノ

西垣氏攣法)、総脂肪蛇二「ヒヨレステリン「(Bloor)ノ

消長 ヲ検 シ、併セテ赤血球直径(Manasseinu.Geor-

gopulos)ノ 動揺 ヲ検索セ リ。既述血液諸成分 ノ攣化ハ

氣胸ノー側性ナルが雨側性 ナルカ並 二描入空氣量二

關スルコト大ナ リ。而シテ人工氣胸ガ生禮二「馴 レ」ノ

現象ヲ招來ス,レ事實 ハ既二昨年本學會 二於テ號表セ

リ。人工氣胸装置ハ恩師飯塚敏授 ノ創案ニナ レル携帯

人工氣胸器 ヲ用 ヒ、探血ハ家兎ヲー定時間空腹ニオキ

タル後二行ヘ リ。實験成績ハ凡テ不均値 ヨリ述ブルレコ

ト・ス。

人工氣胸 ノ淺籐窒素二關スル實験 ノー部 ハ既二本総

會二於テ獲表セルヲ以テ今同ハ家兎10頭 ヲ等分ジテ

第一列第二列實験 トナシ共二1回 ノ雨側人工氣胸(逡
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氣 量各30蝿)ヲ 施 セ ル結 果 二就 テ見 ルレニ、残 蝕窒 素 ハ

第 一 列 第 二 列 實験 二 於 テ 既 二氣 胸 後5時 間 ニ ンテ減

少 ノ傾 向 ヲ示 ン、24時 間 及 ピ3日 後 ハ氣 胸 前 二比 ン牛

以 上 ノ減 少 ヲ ミタ リ。帥 チ第 一 列 實験 二於 テ氣 胸 前2

同 二亙 リ槍 セ,レ33.95mg%ノ 淺 鯨 窒 素 ・・術 後 漸 次 減

少 ンテ24時 間 後 及 ビ3日 後 ・・共 二12.25mg%ヲ 示

ン、 第 二 列 實 験 亦 同様 ニ シ テ施 術 前 ノ33.95mg%、

30.10mg%ノ ・24時 間 後 、蛇 二3日 後 ハ劇 減 シテ ソ レ

ゾ レ・14.35mg%、10.50mg%ヲ 示 セ リ。

更 二血 液 瓦 斯(酸 素 ・炭 酸 瓦斯)ノ 影響 ヲ家 兎8頭 ト蛇

二2頭 ノi封照 二就 キ2日 ノ間隔 ヲ 以 テ 右 側 人 工 氣 胸

(20琵)ヲ5同 施 ン、 後 迭 氣 量 ヲ壇 加 ンテ(50蛭)施 術

ン、共 間4日 毎 二5同 二亙 リ測 定 セ ルレニ酸 素 ハ 終始 不

攣 ナ リ ンモ炭 酸 瓦 斯 ノ ミ最 後 二於 テ僅 二上昇 セ リ。郎

チ施 術 前3同 二亙 ノレ炭 酸 瓦 斯 ノ測 定 二・・約36Vol%

前後 ヲ得 、 最 終 ノ槍 査 二於 イ テ ・・49Vo1%ニ テ稽 く

増加 セ)lzモ 後 更 二雨 側 氣 胸(各30耗)ヲ 施 セ)L■二寧 口

下降 シテ44.5Vol%ヲ 示 シ、 本 實験 ニ テハ終 始 特 別

ノ攣 化 ヲ認 メ難 ン。既 述 血 液 瓦 斯 實 験 ト同様 ノ方法 ニ

ヨ リ10頭 ト更 二2頭 ノ封 照 家 兎 二就 キ血 中沃 度酸 値

ヲ槍 ス ル ニ終 始 著 攣 ヲ認 メ ザ リキ。

然,レニ8頭 ノ家 兎 ヲ等 分 シテ 第 一 列 ・第 二 列 實験 トナ

ン1同 ノ雨 側 氣 胸(各30耗)ヲ 施 セ ル ニ、 其 二酸素 ニ

ハ何 等影 響 ヲ認 メ ザ リ シモ、炭 酸 瓦斯 ハ壇 加 ン施 術 後

2日 ニ シテ最 高 二達 シ 爾 後 正 常 二復 蹄 ス ル 傾 向 ヲ ト

vリ 。 郎 チ第 一一列 實 験 ニ オdテ ハ氣 胸 前2同 検 セ ル

48.71Vol%蚊 二45.71Vo1%ノ 炭 酸 瓦斯 ハ施 術2日

後53.19Vol%二 増 加 ン、第 二 列 實 験 二於 テ モ亦 氣 胸

前 ノ41.12Vol%、39.50Vol%・ ・施 術2日 後49.64

Vo1%二 壇 加 セ リ。

樹 同様 ニ シテ第 一 列 第 二 列 實 験 二 各 々4頭 ヲ 配 列 シ

血 中沃 度酸 値 ヲ検 セ ルレニ、氣 胸 後 共 二減 少 シ2日 後 最

低 値 ヲ示 ン、次 デ正 常 二復 臨 セ リ。 帥 チ第 一 列 實験 二

於 テ 氣 胸 前2同 ノ 測 定 ニ ヨ)レ0.137ccm及 ビ0.131

ccmノ 沃 度 酸 値 ・・漸i欠減 少 ン 術 後2日 ニ ンテ0.079

ccmヲ 示 ン、3日 ニ ンテ術 前 ノ値0.】33ccm二 復 蹄 セ

リ。第 二列 實験 亦 全 ク同 標 ノ経 過 ヲ辿 レ リ。コ ・二於

テ亦 人 工 氣胸 ガ 生膿 二「馴 レ」ノ現 象 ヲ招 來 ス,レ ヲ見 ル

ベ ン。

爾 総 脂肪 蛇 二「ヒ ヨ レステ リ ン」ノ影響 ヲ知 ラ ン トシ第

一 列第 二列 第 三 列 ・…一分 チ ソvゾ レ4頭 ・3頭 ・3頭 ヲ

配 ン更 二各列 二1頭 宛 ノ封 照 ヲオ ケ リ。即 チ三 例 共 二

最初1同 ノ各逡氣量30耗 ノ雨側氣胸ヲ施 ン其後3日

二亙 リ検セルニ影響ナキヲ以テ、爾後3同 二亙 リ毎 日

雨側氣胸(各20耗)ヲ 施セァレニ「ヒヨレステリン」量ニ

ハ動揺ヲ認メザ リシモ、第2同 氣胸後 ヨリ顯著ナル総

脂肪量 ノ増加ヲ謹セ リ。即チ第一列 二於ケルレ氣胸前2

同測定セ,レ300mg%及 ビ304mg%ノ 脂肪ノ・連 日氣

胸第2同 後ニハ474mg%、 第3同 後ニハ566mg%二

劇増セリ。第二列・第三列實験モ全ク同様ノ成績 ヲ得

タリ。叉赤血球直裡(第 一列・第二列實験各4頭 宛)ハ

雨側氣胸(各30蛭)ニ ヨリテ甚 シク影響セラレ既二術

後2時 間ニシテ増大シ3日 ニンテ1増大極度 二達 ン次

デ正常二館ヘルレ傾向 ヲ示セ リ。即チ第一列實験ニテハ

氣胸前2同 ニオケ,レ赤血球直径 ノ中庸債ハ其二6.95

μナ リシが術後2時 間ニンテ7.36pヲ 数 へ後漸次培

大 シテ3日 二・・7.7知bナ リ5日 ニハ7.26y二 減 ジ

後漸次復奮 ノ傾向ヲ示セリ。第二列實験亦全ク同様ナ

リ。

夏二著者 ハ四盤化炭素(盟 重毎竜".2耗 経 口的投與)

ヲ以テ肝臓障碍 ヲ惹起セシメテ生ズル血液諸成分特

二、残籐窒素・血中沃度酸値蛇二結合血糖(飯 塚教授微

量測定法)ハ 雨側人工氣胸(各30耗)ニ ヨリ肺臓機能ヲ

制限ス,レトキ如何ナ,レ動揺 ヲ招來セラル ・カヲ検セ

リ。凡テ本實験二於テ四璽化炭素投與ニヨルレ影響 ヲバ

封照實験 トナンソ1・・ve1ノ家兎4頭 ヲ配 シ、夏二四盤化

炭素投與直後二氣胸術 ヲ行ヘル實験ハ第一列・第二列

トナシ各列4頭 ヲ配セリ。

封照實験二於 テハ残絵窒素・血中沃度酸値・結合血糖

ハ共二著明二上昇セリ。然ルレニ四盤化炭素支給直後二

雨側氣胸 ヲ施ス トキ残盤窒素・・漸次減少 ン4日 俵攣

化更二著明ナリ。血中沃度酸値ハ封照ニテハ増加ス,レ

モ人工氣胸後ニハ何等動揺ヲ認メザリキ。結合血糖ハ

氣胸後減少シ術後1日 乃至2日 ニシテ攣化最 モ著 ン

ク3日 後ニハ正常二蹄セ,レ傾向 ヲ示セリ。

帥チ肝臓機能障碍ニョリテ生 ズル既述血液諸成分 ノ

攣化 ハ 肺臓機能制限ニヨリテツヨク抑制セラル・ヲ

知 レリ。

81.人 工 氣胸二關スル實験的研究

堂 森 芳 夫(金 澤讐科大學谷野内科)

余 ハ前年度内科學會二於テ家兎 ヲ用ヒ閉鎮性蛇二開

放性氣胸 ヲ施行 ン共ノ血液瓦斯及 ビ血液臓器乳酸二

及ボス影響二就キ報告セリ。

演者ハ更二乳酸ノ原料タルレ糖原及 ビ血液瓦斯 ノ動揺
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ト密接ナルレ關係ニアルレ呼吸性瓦斯交換 ト氣胸 ノ關係

ニッキ實験セリ。依 リテコ・二報告セント欲ス。

1.臓 器糖原 二關スル實験

臓器(肝、脚筋)二 強「アルレカリ」ヲ加ヘ テ加熱溶解 シ

糖原 ヲ遊離セ シメ次デ強璽酸 ヲ以テ糖二輔化ン次デ

之vヲ 中和 シA及 ビB二 二等分 ンA二 就キHagedorn・

Jensen氏 法 ニヨリ還元力ヲ測定シB二 強「アノレカリ」

ヲ加へ加熱 ンテ糖 ヲ破壌 シ之vヲ 中和シ再ビHage-

dorn-Jensen氏 法 ニヨリ糖以外ノ還元力ヲ測定ス此 ノ

場合二於ケルレA-Bハ 糖原 二由來 スルレ糖量ナリ。故 ニ

コノ糖量ヨリ糖原量ヲ換算ス。

〈1)閉 鎮性氣胸

注入空氣大量(「プロキロ」40aqソ 場合 ト錐臓器糖原量

ハ氣胸後凡ンド攣i化セズ唯右側氣胸 ノ場合二於テノ

ミ氣胸後2時 間二至 リ僅 カニ減少スルレモノ・如 シ。

(2)開 放性氣胸

左側氣胸 ニアリテハ開放ロ ノ大小二關ラズ凡ンド不

攣二止マルレ。 唯開放 口大ナル場合(2cm×lcm)二 於テ

氣胸後2時 間二至 リ極 メテ輕度ノ減少ノ傾向ヲ示ス。

然ルレニ右側氣胸二在 リテハ開放口大 ナ1ルレ場合及 ピ中

等大(4mm)ノ 時氣胸後5分 乃至15分 ニ シテ既二著明

ナルレ減少 ヲ來 シ更 二漸次下降ス。

開放口小ナル場合(2mm)ニ ア リテハ氣胸後1時 間前

後 二於テ著明二減少 シ更 二下降 ノ傾向ヲ取ル。而シテ

糖原 ノ減少度 ハ血液臓器二於ヶル乳酸 ノ塘加率 ト略

く相正比ス。

帥チ右側開放性氣胸 二於 テ ハ所謂Meyerhof氏 ノ

Oxydativephaseノ 障碍 ア)レヲ物語ルモノニシテ酸素

鉄乏弧度ナルニコリ組織二於 ケル酸化作用著シク障

碍 セラレ血中炭酸瓦斯量 ノ減少 スルモノナルヲ更二

確 メ得タリ。右側閉鎮性氣胸及大ナル開放ロノ場合左

側開放性氣胸二於 テ氣胸後2時 間二至 リ肝二於テノ

ミ糖原ノ僅カニ減少スルハ氣胸二依 リ循環障碍 ヲ惹

起 シ肝、胤 雀血ヲ掃來ス,レモノナ,レベク他ノ場合ニ

アリテ血中酸素ノ減少 ヲ來ス場合 ト錐モ糖原ノ不攣

二止ルハ恐ラク血流速度 ノ攣化等 ニヨリテヨク代{賞

セラレ酸化機能ノ障碍起ラザルレモノト思惟セラル。

(2)呼 吸性瓦斯交換二關スル實験

毎分呼氣量ヲ測 リ其 ノ分析ニヨリテ毎分酸素吸牧量

炭酸瓦斯排泄量 ヲ算出ン以テ呼吸比ノ状態ヲ知 り氣

胸後二於ケル是等 ノ量 ノ攣化 ヲ比較 ン併 セテ呼吸数

呼吸運動ノ状態 ヲ襯察ヌ。

(1)閉 鎖性氣胸

注入空氣量「プロキロ」20ac及30α αノ場合ニアリテハ

呼吸数呼吸量増加 シ以テヨク瓦斯交換ハ代償セラレ

酸素呼吸量炭酸瓦斯排泄量ハ凡 ンド攣化セズ。故二呼

吸比 モ亦不墾二止ル。

注入空氣量「プロキロ」40ααノ場合ニハ右側氣胸二於

テハ毎分呼吸数呼吸量 ハ 増加ス ト錐ヘ ドモ酸素吸牧

量ハ明二減少ス。而 ンテ炭酸瓦斯排泄量ハ氣胸後一旦

術前 ノ状態 二保持セラル・モ時間ノ経過 ト共二毎分

呼吸数呼吸量ノ下降二件ヒ漸次障碍セラル・二至,レ。

然 レドモ共 ノ状態酸素吸牧二比 シ旺盛ナ リ、故二呼吸

比ハ上昇ス。

(2)開 放性氣胸

左側氣胸 二於 テソノ開放 口小 ナル場合呼吸敷呼吸量

ハ培加シ以 テ瓦斯交換 ハヨク代償セラレ凡 ンド不攣

二止,レ。シカ,レニ開放 口中等大及大ナ,レ場合ニハ酸素

吸牧ハ明カニ障碍セラル。炭酸瓦斯排泄ハ酸素吸牧二

比 シ速 カニ旺盛ナル状態ニアリi氣胸後一旦術前 ヲ凌

ギ後漸次下降ス。故 二呼吸比ハ上昇ス。

右側氣胸 ニア リテハ氣胸後呼吸数壇加スルモ呼吸量

酸素吸牧量炭酸瓦斯排泄量共 二凡 ン ド相平行シテ著

明二減少シ更二時月ノ経過 ト共 二盆 くソノ度 ヲ加へ

呼吸数モ亦漸i欠下降ス。シカンテ開放 ロノ大ナル程 ソ

ノ影響ハ早ク而モ強クアラハル。

帥チ氣胸 ト呼吸性瓦斯交換 ノ關係 ハ閉鎖性氣胸ニア

リテハ注入空氣量ノ多寡氣胸 ノ左右別 ニヨリ開放性

氣胸ニテハ開放ロノ大 イサ及氣胸側 ノ左右 ソノ影響

ヲ異ニン閉鎮性氣胸及左側開放性氣胸 二於ケル瓦斯

交換 ノ態度 ハ血液瓦斯 二於ケル攣化 トヨクソノ傾向

一致 ス ルモ右側開放性氣胸 ニアリテハ炭酸瓦斯排泄

及 ビ酸素吸牧 ノ著 シキ障碍アルヲ以 テ血中酸素量ノ

著明ナ,レ減少 ト共二炭酸瓦斯量 ハ 増加スベキモノナ

リト考ヘラル ・二關 ラズ却 ツテ減少セルハコレ組織

ニオケル酸化機能 ノ障碍著 ンキヲ物語ルモノナリト

信ズ。

82・ 人工鋸胸二於ケル肺容量7攣 化二

就 イテ特二肺瑛氣二就 イテ

菊 池 武 夫(東 北帝大磐學部熊谷内科)

肺臓機能検査中肺活量測定 ノ最 モ簡明ナル事ハ近時

明確 トナレルガ呼吸機能 ノ制限セラレ,レ人工氣胸時

二於テ肺活量肺残氣蛇二全肺容量 ハ如何二攣化 シ行

クカ且ツソレ等ハ臨肱的所見 ト如何ナル關係 ニアル
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人工氣胸施行者ノ豫後

第1瀦

1轍 穫1嬉 死亡1合計
14]4

第2罵

第3驕

第4罵

合 計

20

17

51

5

17

22

1

1

2

4

4

25

35

5

79 目下観察
中4人

カヲ知ル・・興味アル問題ナラソ。

(1)實 験方法。

余等・・83名 ノ肺結核患者 二於テ3同 乃至35同 二渡

ル総計9り0鯨 同ノ人工気胸ヲ實施 シ(此 ノ内6名 ハ両

側施行)ソ ノ前後ノ肺活量ヲ熊谷式肺活量計ニヨリ肺

残氣ノ、セソドロイ、ピラー一、バンスライタ氏法 ノー一音K

改良セル装置ニテ測定セリ。

77名 ノ片側気胸施行老中完全気胸 ヲ生ゼシ者43名 他

ハ部分気胸ナリキ。

肺活量 ノ測定ノ・食後少クトモ30分 後施行 シ叉氣胸後

ノ肺活量 ノ・施行直後乃至8時 間以内二測定 シタリサ

ン ド気胸直後極度ノ胸痛或 ハ不快感 ヲ起セル等止 ム

ヲ得ザルモノハ翌朝之ヲ測定セ リ。

人工気胸用瓦斯 トシテノ・當教室海老名博士研究 二成

レル炭酸瓦斯6酸 素4窒 素90容 量 ノ混合瓦斯 ヲ使用

シタリ。

(2)毎 回気胸施行直前ノ肺活量ノ攣化。

先ヅ各患者ノ毎回気胸施行直前 ノ肺活量 ノ攣i化ヲ観

察 シテ行 キ シ虞大盤左ノ四項目二分類サレル事 ヲ知

レリ。

第1罵 毎同気胸施行直前ノ肺活量氣胸 ヲ行ハザル

最初ノ肺活量ヨリi次第:二増加 シ行 クモノ(14名)

第1例 一

策2例 一

:第3例 一

此ノ14名 中完全気胸 ヲ生ゼシ者・・10名 ニシテ他・・

部分氣胸ナ リキ。

第2團 毎回気胸施行直前 ノ肺活量気胸 ヲ行・・ザ1レ

最初ノ肺活量 ト大膿攣化ナキモノ(25名)

第 捌 一

:第5例 一

:第6例 一

此 ノ25名 中南側施行者1名 アリ23名 ノ 片側施行老

中15ニ ナイテ完全気胸 ヲ生 ジ他ノ・部分気胸ナリキ。

:第3罵 毎回ノ気胸施行直前 ノ肺活量最初ノ数同ノ

間八減少シ行 クモソノ減少緩 慢ニシテ大盤或程度

二落付クモノr35名)

:第7例

第8例 一

:第9例 一

此 ノ内両側施行者3名 アリ32名 ノ片側施行老中完全

気胸ヲ生ゼシモノ17名 他ハ部分気胸ナ リキ。

第4隔 毎回氣胸施行直前 ノ肺活量一直線的二毎回

毎二減少シ行クモノ(5名)

第10例 一

策11例 一

5名 中両側施行者2名 アリ3名 ノ片側氣胸施行者中

1名 完全気胸ナ リキ。

(3)毎 回気胸施行直前 ノ肺残氣 ノ攣化。

次二以上述ベシ四ツ ノ肺活量 ノ攣化二相當セル場合

ノ肺残氣ノ攣化ヲ述 べソ。

第1團 此ノ場合ノ気胸直前 ノ肺残氣 ノ・氣胸 ヲ行ハ

ザノレ最初ノ値 ヨリ多少宛増加 シテヰル、而シテ肺疫

氣 ト肺活量ノ比ハ最初 ノ比 ト大鵬同一デアル。

第12例 一

第2罵 此 ノ場合 ノ毎回気胸直前 ノ肺残氣 ハ最初 ノ

値 ト大盤差が少 イ、而モ肺残氣ノ・肺活量 トノ比ハ最

初 ノ比 ト大膿攣i化ヲ見ズ。

第13例 一

策3廟 毎回気胸直前ノ肺残氣 ハ最初 ノ値 嵩リ次第

二減少 シテヰル、而シテ肺活量 トノ比ヲ見ルニ最初

氣胸ヲ行ハザリシ時 ノ比 ハ略 く同一ノモノト増加

スルモノrア リ。

第14例 一

策15例 一

策4隔 此 ノ場合一般春燈 ノ悪化 卜呼吸困難等ノ爲

肺活量ノ測定ノミ成功セルモ肺残氣 ノ測定・・不可

能ナリキ。

(4)毎 回気胸施行直前ノ全肺容量ノ攣牝。

:第1罵 此ノ場合 二相當セルモノニテノ・毎同気胸直

前ノ全肺容量ハ最初ノ値 ヨリ次第二増加シ行ケリ。.

第12例 一 参照。

第2罵 此ノ場合 ・・最初気胸 ヲ行ハザ)V値 ノ近邊 ヲ

上下シ大盤攣化ナシ。

第13例 参照。

第3囑 此 ノ場合 ノ全肺容量 ノ・次第二減少 シ行キ大
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盟 或 値 二 落 付 ケ リ。

第4属 肺 残 氣 測 定 不 成 功 ノ:爲経 験 ナ キ モ、次:第 二減

少 シ行 クモ ノナ ラ ン。

(5)毎 回 氣胸 施 行 直 後 ノ肺 活 量、肺 残 氣 、全 肺 容 量 ノ

攣 化。

次 二気 胸 直後 ノ肺 活 量 ノ 攣 化 ヲ 見 ル ニ第1同 直後 二

於 テ ・・殆 ソ ド線 ベ テ ノ 患 者 が 逡 入 量 ヨ リ甚 ダ シク減'

少 セ リ。

第:1、 第2、 第3,第4,第7、:第9例 参 照 。

而 シテ 同 ヲ追 フ テ進 ム ト共 ニ ソ ノ!減少 量 ノ・小 トナ リ

送 人 量 ヨ リ少 キ減 少 ヲ見 ル ニ至 ル。

是 等肺 残氣 ノ方 面 ヵ ラ見 ル ニ数 回施 行 後 ニ ナ イ テ、肺

活 量 ノ減 少 送人 量 ヨ リ大1ナ ル モ ノニ ア リテ ・・却 ツ テ

施 行 前 ヨ リ大 ナ ル値 ヲ取 ル場 合 ヲ1観ル「第12例 、第14

例 、第15例 参 照)從 ツテ肺 残 氣 ト肺 活 量 ノ比 ・・甚 ダ大

トナ レ'リ、即 チ人 工 氣胸 ニ ヨ リ最 大 呼 位 ノ攣 化 ヲ起 セ

シ結 果 二原 因 ス。

次 二気 胸 直後 ノ全 肺容 量 ノ 減 少 ノ・第]同 肺活 量 ノ減

少 著 シ キ者 ニ テノ・矢 張 リ大 ナ ル 減 少 ヲ 示 シ撤 回施 行

後 ニテ ノ・略 ζ送 人 量 二近 キ値 ノ減 少 ヲ見 ル第12第13

第14例 参 照。

以上4囲 ノ臨休的所見蚊二豫後(表 参照)

第1罵 此 ノ項目二團セル者14名 ノ入院中ノ経過ヲ

見ルニ肺活量 ノ増加 ト同時二何vモ 短 日月ノ中二

盟重ノ・増加 シ赤血球沈降速度・・恢復 シ、喀疾中ノ結

核菌モ詮明サレズ速二恢癒セ リ(第1第2第3例 参

照)

第2罵 此ノ項目二囲匂 レ者25名 中軽快ニオモムケ

ルモノ20名(:第4第5:第6例 参照)攣 化ナキモノ5

名 アリ(第13例 参 照)卸 チ之 二囑セル物 ノ経過・・良

好ナル者多 シ。

:第3團 此ノ項目二届スル35名 中軽快二赴ケル者17

名(第7:第9例 多照)アル毛ソノ恢復ノ・第1属 程速ナ

ラズ、経過 ノー進一一退セルモノ17名(第;8例 参照)

ア リ。

第4團 此ノ項目二團セル者ノ豫後ハ糸琶i封不良ナリ5

名 申述名・・入院中死亡シ1名 ハ増悪セリ。

(7)結 論是ヲ要スルニ人工気胸毎回施行直前 ノ肺活

'量
、肺残氣ノ攣化ハ全ク相準行セルモノニシテ、肺活

量ヲ測定スルモ肺残氣 ヲ測定スルモ全ク同・一ノ意味

ヲ有ス、而 シテ是等が測定ハ肺結核患者 ノ豫後 ヲ決定

スル上二有数ナ リ。
●

第1例 一(18歳)南 側肺結核 身長162糎

同数 X線 像 月 日
粛腕前
肺活量
(ccm)

気胸後
肺活量
(ccm)

同差

(ccm)

送人 量

(ccm)

月 日

赤血球
沈降速
度

禮重(
冠)
膿 温

1

喀疾中
結核菌

1
_、

＼遵 、㌣り、 二

.,

!

23/V皿33 2380 1060 1320 250 171V皿 99 41.70 38.5。 ～36.3。 (+)
2 27/,, 1860 800 1060 400

3 7/IX 2900 2270 630 500

4 16/,, 2700 2250 450 400 15/IX 20 45.30

5一 一

、

1＼

気 胸 前

22ん, 2750 2530 220 500

6 7/x 2750 1500 1250 700

7 19/,, 3050 2850 200 700 20/X 3.5
149
.50

8 23/" 2910 1710 1200 500

9 301,, 2950 2040 910 700 16/XI 1.5 52.50

10/X皿 15 55.50

20/XH 3100 1 27/X∬ 2」55、8α36.8。 ～36.3。 (一)1

第2例 一(18歳)雨 側肺結核

同数 X線 像 刀 日
氣胸前
肺活量
氣胸後
前活量

同差 送人量 月 日
赤血球
沈降速
度1
盟重
(竜)
膿 温 喀疲中

結核菌

1 25/皿13316831104579300211XI3285

薦 　lll　　ll　1　　1　　㍊ 評

38.7。 ～37.2。C(柵)

(ソ
一

3
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後

陣

鮪

気 胸 後

気 胸 後

4/Vl2094

22/,,

12/VI

23/,,

3/V皿

11/"

22/,,

31/,,

1723

2276

2190

2140

2150

2146

10/V皿

}2136
2180

18/" 2120

16!lxl2240
1

13/×2320

IX/7
.

"
/00
』

皿Xノ5

/61

/70
4

2140

2200

2100

2150

1900

1107

1538

1723

1850

1700

1900

ユ566

1540

1550

1300

1475

1350

1730

1700

1600

1600

1700

987

185

553

340

440

250

580

596

630

820

765

970

410

500

500

550

200

450

500

600

600

600

300

500

600

700

700

500

500

500

500

500

.50a

600

14/皿

1/皿

24/IV

20/V

7/▽1

12/V皿

8/▽皿

7/1X

7/X

20/XI

22/X∬

32 48.60

36149・0

31 48.80

36.8。 ～36.0。

33i48。50・

1

1
35149・40

33

24

24

13

20

一
10

49.70

50.30

51.20

52.0

54,20

55.20

36.8員 ～36.2つ

(+)

(+)

:第3例 (29歳)早 期浸潤 勇長165糎

(一 二

1一
.)

X線 像

蓼

縛
氣 胸 後

氣 胸 前

月 日

111V33

氣胸前
肺活量
氣胸後
肺活量

同差

373!X1995541

ロ
4303753i3323

49335693076

逡入量

400

月 日

17/,,

24/,,

31/,,

7/▽1

16/,,

24/,,

3/VE

14/,,

26/,,

7/▽皿

18/,,

2/1X

4123

4307

3770

3944

4050

4000

3850

3692 431

3692巳15

3190580

3480

2650

3390

2750

コ

3S50i3120

464

1400

610

1ユ00

730

370013000700

41・ ・i36・ ・[5・ ・

400

400

500

600

600

600

700

700

700

700

800

600

6/V

20ム,

14/VI

.1/V皿

20/V皿

10/IX

赤血 球
=沈降速

度
留重
(竜)

48!48.8

36

18

12

10

51.80

.52.80

54.05

55.60

181

膿 温

137。4つ ～36.3。C

X37,0。 ～36,0。C

喀疾中
結核菌

(一)

第4例 (18歳)雨 側肺結核160糎

(一)

同数

1

2

3

4

5

X線 像

醜

月 日

25/1V33

29/,,

9/V

25/,,

10/VI

氣胸前
肺活量

2153

1723

1723

2030

2030

氣胸後
肺活量

1599

1353

1415

1538

1566

同差

554

370

30S

492

464

逡入量

500

500

800

800

600

月 日

22/IV

26/V

51VI

赤血球
沈降速
度
108

50

66

重

♪

膿
(

6

冠

a4

48.6

49.2

盤 温

38.4◎ ～36.3つ

喀疾中
結核菌

(什)
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6一 弘

7

8

91i

10

111

12-1

・31

・ヨ

lll

l記
1gl

気 胸 後

＼ ・

＼

気 胸 後

28/,,

17/V旺

　

}24/"

25/,,

111X

セS1.,

15/XI

20/,,

12/134

1,31/,,

24/皿

第5例

,, 1972 1624 1348 600 !

　

1

V旺 1960 1SSO 80 600 31V皿 66

0

49.3 1

V皿 2160 1800 360 700 4/V皿 S4 49.3 l
l

,,

IX

2260

2110

ユ640

1940

620

170

600

600

I
l

49.7

}
!

7/1X 69 }

,, 2010 1730 280 600

一

i

X 2000 1740 20 600 12!X41 51.0
{

・, 2000 1700 300 600
1 ;

1
XI 2080 1800 120 600 13/XI

3

53 53.2 1

XII 2150 1750 400 600 91X旺i5754・4!

,, 2150 1770 380 500
[

Il ;一 一

134 2250 1850 400 500 12/1i55155.8 1

,, / / / 500
1

1
1

皿12300 1700 600 600 25/∬31156.8 !36.S「 ～36.2?;(→ 一)

ll20歳)左 側上葉肺結核(151糎)
1

同数 X線 像 月 日
氣腕前
肺活量

「

氣胸後
肺活量 同差

r

送 人 量1.月 日
; 窪離隔 盟 温

P

一

喀疾中
結核菌

1

2

3一 ・

4

5

6

7

8一 ・

9

10

11

範

`
'

151VH33

i22/,,

3/V皿

17/,,

130/"
…13/IX

9/X

気 胸 後28/ ,,

、
25/XI

20/X皿

i16/134
気 胸 後17/II

2諺0011gob

　2300
11900

2400

24SO

2200

2200

2350

2250

2180

2250

2350

2310

2200

2125

2080

2150

1900

2050

1551

1600

1900

400360

400500

200600

355600

120300

50600

450500

200600

629600

650500

450400

4/V∬32143・40 37.3。 ～36.0。(一)

10/V皿17 48.6

6/IX 17

31X 36

12/XI 33

28/X皿26

26113429

22!n 27

49.60

51.00

52.40

52.60

53.40

53.5036.8。 ～36.2つ(一)

:第6例 ll22歳)南 側 肺 結 核(1S1.8糎)

同数

1

2

り
ゆ

4

p
↓

6

7

.8

.
9

10

11

12

13

X線 像 月 日繍 灘 同差送人嗣 日

㎎
左δ、

、L`

趣(")

ノ(")

(")

右

左

右

前

'

ノ

前

か

げ

賄
費

鮪

左

右

左

右

左

右

28/VI

3/V皿 ・

12ん,

22/,,

1/V皿

7/,,

10ん,

16/,,

21/.,

26ん,

311,,

611X

11/,,

4123

4123

4190

4370

4210

4000

3700

4050

3900

3940

4150

4170

4350

3876

3500

3670

4050

3950

3200

3200

3500

3700

3840

3680

3230

3650

247

623

520

320

260

800

500

550

200

100

470

940

700

500

500

600

600

500

400

300

400

500

500

500

500

550

27/VI

15/V皿

21/V皿

611X

赤血球
沈降速
度
43

35

19

15

禮 重

(妊)

6.70

膣 温

66.55

66.8

67.30

38.0～36.8。

喀疾中
結核菌

(+)
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　互 聖.『

15

16

左

右

左

18/,,

21/"

3/X

3920

3450

4040

2850

3000

3000

1070

450

1040

700

500

700

29/1X 11 70.0 36.8～36.3 (一)

第7例 (27歳)再 燃 性 浸 潤1二175糎)

X線 像

黛

＼

月 日

27/VI

氣胸前席胸後
月市セ舌ナ由刀市セ音量

9

同差

氣 胸 後

＼

3/V皿

10/,,

27/,,

4佃

10/,,

17/,,

24/,,

131/,,

8/1X

14/,,

99
/0
β
0
"
　　
2/X

氣 腕 前10/
,,

＼
、

、

氣 胸 前

9/XI

25/,,

9/X∬

27/,,

10/134

124/"1

3220}27261494

3330

2740

2550

2200

1980

250

2150

2100

1950

1SOO

2100

2500

2000

1900

1800

1750

20001700

2000

18SO

/

1750

2120

2090

2030

1940

2250

2160

1850

1650

/

1700

1850

1980

1470

1S70

2030

2020

710

590

450

250

180

300

700

250

300

150

230

/

50

270

110

560

70

220

140

送人量湧 日
1

400 21/VI

赤血球
沈降速 膿重
度(竜)

400

400

400

400

300

350

550

450

400

400

400

500

400

400

400

500

41

10/V∬

4/V皿

20.5

13.6

22/1X 20

24/X

13/XI

11/XH

30

31..5

25

0●
》

♪

.6

¢6

63.75

62.0

61.60

61.90

63.0

64.60

膿 温 喀褒中結核菌

400

300

300

11/134 21

14/∬ 26

38.sc～3618つ

65.30

67.45136.8。 ～36.3⊃

(一)

(+)

(一)

r一)

:第8例 (37歳)両 側肺結核(場 長159糎)

同轍

1

2

3

4

FD

↓

6

7

8

9

10

11

12

13

X線 像 月 日 氣胸前肺活量

纒 響

気 胸 後

、

＼

31〆皿33

18/IV

26/,,

61V

1/VI

12/"

26/,,

1/V皿

10ん,

20/,,

28/,,

171V皿

4/1X

2399

2523

2399

2461

2769

2769

2461

2399

2400

2520

2550

2180

2200

氣胸後
肺活量

2215

/

2338

2261

2469

2461

1661

2215

2350

2270

2000

2150

2040

同差

1S4

61

200

300

308

800

184

50

250

550

30

160

送人量 月 日

400

430

500

450

400

600

600

600

600

600

500

500

500

24/皿

25/IV

19/V

6/VI

161Vπ

21/V皿

赤血球
沈降速
度
123

120

125

130

117

105

精
一
ウ
」

一

●

一
の
ヨ

{
5

54.80

55.50

57.70

57.50

57.30

温

39.3。 ～36.2。

,

38.4つ ～36.4。

喀庚申1
結核菌

(什)

嚇)



320 総 會 演 説 要 旨 【第12巻

14

15→

16

17

セ
＼

11/,,

191.,

6/X

19/,,

2050

2070

2160

2030

1S70

1700

18SO

167a

1SO

370

280

370

500

600

500

500

9/1X

21/X

119

11S

57。2

56.10 37.3。 ～36.4。 (什)

:第9例 (19歳:1両 側 肺結核(血 行性撒布型)場 長157糎

同数 X線 像 月 日
氣胸前
肺活量
氣胸後
肺活量

同差 送人量 月 日
赤血球
沈降速
度
膿重 禮 温

喀疾中
結核菌
』'
0
1(一)1 右 116/VI 3384 2500

～
8841400i13/V 67146.5 36.7'～36.4

2
1.

左i23/"i295S i1972
9

9S615001 10/▽1

1
6847.O

il

1

3

呉 ・{.

饗
右

/

一

P

6/V∬
ll

3000i2540 460
1600 li

l

4一 ・

、,●

・檀

・ 亀

}
、づI
Yこ

と

氣

一

、、 舳

魑、

氣

左 13/,, 3050t2240 810 200
「

1

　

脚

5 右 18/,, 2950i2540 410 300

曽

卜

1

6 左 21ん,
13050}2590

460 500 1
;

18

364S,601
『

7

ρ

右!27/"1290012220

胸 後

6SO 350i31/V皿1

8→ 左
11

5/V皿1235012200
1

150 300 i 1

9
一}

10

'右
:

16/,.12SOO 2300 500 4(・oi ;
i
}

ノ 左 29/" 3000 2250 750
1

310127/V皿
　

50 50・30i36・8.～36・3' (一)

11 右 1/lxi2750 2300 450 400}lll
,

1
1

12
胸 後 左

13/,,
l

l2750 2400 35・}5・ ・}6/IXI35{5・ ・7・}1

13
1

右23/,,12650 21う0 500 40011 1{i
iI

14→
＼q

.一

'

左 ・5/X 2550 1550 1000 400
IIl

15 右 10/,, 2600 2050 550 300
I

i

16

1

左119/"

胸 後

2750 1750 1000 400 14/X 35 53.50
[ '

17→ 氣 右}4/XI 2850 22SO 570 400 5/XI
}

1
24154.0 1

18 ノ己11/,,{2450
1

2200 250 5
… ;ノ

ー一一一　一

方}

350

19 24/,, 12700 2350 350 500 o 1
1

[

1

20 左
i

6/XI}2700 2100 600 400 i i

21 氣 胸 後 右 20/,, 2SOO 2400 400 400 10/V皿 30 56,851 … }
:

22 左10/134 2950 2350 600 500 il
L 1

23

一 一 一一.一

右1 20/,, 3080
[

2380 700 500
18/1

34{4015S.101 1

24 左
:30!

,.!2900'
2250 650 500

I
l1

25
劃6/皿

2600 2200 400 600 2

26 左}17/" 2600 2200 400 500 16/皿 …21 59.10 36.go～36.0。 (一)

127 右}24/1, 2500 1900 600 500 ト

1一

第10例 (45歳)左 側肺結核 均長171糎

同数
`5留

i雛

ノ.

'

鋤

月 日

1

氣腕前1氣胸後
肺活量肺活量 同差 送人量 月 日

.匿 一一一

赤血球
沈降速
度:
膿重 ・膿 温 喀疾中

結核菌

1

}-.一.　 .一

5/V 3446 2092 1354 500 30/1V

一.

70

匿　一

55.1

1

一 一

37.3。 ～36.5。 (柵)

2 9/,, 2584 1969 615 500 5/V 91
3

3
ミ
＼

19/,, 2215 153S

一一

717 600 3/VI 90 54.10 38.4。 ～37.3。

21!VI 死亡
「

1 1
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第11例 (18歳)左 側肺結核十腸結核 場長150糎

同敬 X線 像 月 日

1

2

一
3

一
4

5→

6

7

諺

気 胸 後

6/VI窪3

17/,,

27/,,

10/VD

27/,,

12/V皿

24/,,

4/XI

氣胸前
肺活量

1525

1430

1300

1230

1180

1000

/

死亡

氣胸後
肺活竜 両差 送人量

1052

1080

960

860

780

750

/

473

350

340

370

400

250

/

300

250

250

350

400

400

450

月 目

2/VI

1/皿

3/V皿

赤血球
沈降速
度:
盟重 膿 温

喀庚申
結核菌

.51

61

84

33.300

32.15

38.9。 ～36。

37.3。 ～36.4(

(一)

(一)

第12例 (51歳)左 側肺結核 場長165糎

同数

1

X線 像 月 日 氣胸

2→.

3

4

)

勲

気 胸 後

6

7→.

8

9

10

11

12

13

ノ,

4,ノ!!

気 胸 後

8/IX雪3前

}後

16/,. 前

i後

23/"

30/,,

前

後

前

後

7/g 1前1

19/,,

2S1.,

10/XI

後

51日

後
丁剛

後
ムu」円

25/,,

9/X皿

後

前

後

前

後
23/"1前

6/1、34

20/1

後

前

一後

前

-

後

輪 簿難壁 月 日 重

血
沈
速

歩
球
降
度

温
疾
結
菌

喀
中
核

1350 .2220160.8SOO:357σ91040017/VU116548.30,37.8う ～36.2【 く十十)

124011420:87.3
i

13802400

12SO17SO

143α2450
「

57.8

73.0

58.7
11310:ユ920
168.2

　

1420.2430:58.41
　

1380:1940171・1
　 　

1450;2270 163.8

12660

6203780
1

306α
1

720500

　5303880

ド

65σ500120/IX

3230i

490385σ ろ30boo

3320…

8003720

1460147099.3i
lIl

2930.

790500.

.,
.〉 50.30

15051252σ59.7.
　

7QO4025!775500,i

1430

1390

182078.31

2340 59.4

,320
i
ミ

4103730

13501193q69・91 ・3280

1400i235σ59.9

1330i1920β8.2

15041236063.7

　4
303750

1

3250

4103864
[

1
45α40020/X

130α1950

1435123501
1340

1550

1570

1620

1900

2800

2250

2880

66.6

61.0

70.5

55.3

69.7

56.3

500 500…

ll
「

13250

4SO32S5

3240

55α4350

13S20.

iI61450027/XI
[

1680 2300

172σ2900

545

530

5001

500 .26/X∬
!

15804500…520500

73.0`

59.3

.39SOI

40σ462α530.
ト 500

19 52.10 36.80～36.1。

23 53.50

(一)

169012400

22

70.0 40yO

54.70}

(一)
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第13例 (32歳)両 側肺結核 場長162.8糎

同数 X線 像

1

簿 鵡

'/

気 胸 前

2

2→

4

一

ろ

一
6一

;
18/X…

月日籟 野

前 ・1504
　後

11184

231,∴ 前11420

1/XI

後11178

前:1270

後i960

15/,,1前i1400
11

i後i1220

肺 残

肺 活 氣h
量 肺 活

量
12840
.53.0

257046.0

273552.0

242048.7

252450,3

199853.1

2835:48.0

23S751.:1

2/Xr前114801302052.8

iπi1334妨50152.3

19/,, 前11420:270.53.0

1後;1197・226453.0

第14例

活

ノ

肺
量
差

070
ヨ

全肺
量容

4344

同差 入逡
脆

583300

月日

315

526

幽8

3761

4155

3597

3759

2960

4235

3607

470i4500

3885

45614140

{3461

558600

830800

628700

9/1X～3

　615700
1

679 700 19/X皿

舳
離

度
可

42

禮重

47.2

48.4

48.3

4S.6

禮 温

3714.

36.8

36.4

37.1。

疲
結
菌

喀
中
核

r+〉

(+)

(23歳)右 側肺結核 場長164.5糎

回数 X線 像 月日

1

期 轄 聴活氣"
}

}

匝
i
幽}　 .暫}.}

2735
1

聴活差
ηf

l」磯 肺活

量 ノ

1

活 量

Ill全 曹

同 差1送 人量 月 日

赤血
球沈
降速
度

膿重 膿 温
喀疾
中結
核菌

11
」

9/X;前
一一

165366。 〔}112631i4388 543 400i15/1X 86 51.2 37.4。 (+)

後
113731472

…93.OI
i
2845

2 18/,, 前1・437i2・5・t7・
ト263
3488 670 600

一
ρ

△

奪
＼＼

＼

」 後 1024圧7881611・1 2812

3

気 胸 前

30/,, 前 ・4・412・561651578 3560 750 800 30/XI
1

67151・5α
1

後
1

1237115781781 2815
レ

4 1/XH 前
ll140012489 56 816 389) S10 800 1

後 1410
1
1673 84 3080 一 1一 一 曽.

5!14/,,
1

…

前;14002445 57 560 3845 690 700

後
1

1

1270118801
「
67 3150 1

8

6

1

1

;
…

…

28/,, 前 13882346ト 59 426 3734 730 700

後 1084
5

一 『 」

1920 56i 300壬

7

…

22/14 前
脚

」

1550266858
1

　

438 42181820SOO 11/134 37

後,1160、22301 57 3390

8i
1

2/皿1前114702469
1

59 327 3939 540 600 6/皿
　

621
1

1`

後1126012142 58 3402

3870

1

9 2/酬 前1
「

142012400.: 58 200 530 500 50.0 37.2つ (+)

1後1、 、4。122。。15、 3340

第15例 (23歳)両 側肺結核 身長174糎

回数 X線 像 月 日 気胸袈麟
i量

肺残
氣h
肺活
量

肺活
量ノ
差

全肺
活量同差 至正書入 月日

赤血球
沈
降連
座

禮重 禮 温

喀疾

中ノ結核

菌
1
.

6/X娠3 前 1508 2877
一

52 1204 「4385 298 300 4/X∬ 1 84.10 37.1。 ～36.3。 て+)

後 1414 2673 52 4087 一一
2 12ん, 前 1410 2716 52 510 4126 500 500一

後 1420 2206 64 3626 1
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3

募

5

6

醜
氣 胸 後

21/,,

311,,

12/134

15/皿

前
π
可
π
可
π
可
π

1400

i頭

函
掻i苑

痂
禰
諭
繭

2716

彌

頭
0071

0ド∂30召

1800

2590

禰

51

冨
房
可
冨
万
冨
可

363

励

葡

厩

4116

禰
彌
葡
翻
諭
禰
緬

523

緬

彌

覇

500

葡

500

葡

8/1?A

29/1

i14/皿

T

下

1

85.20

85.40

85.70 36.7。 ～36。0つ て羽

83.偏 側 氣胸二於ケル肺呼吸二就テノ

實験的研究

横 井 藤 太 郎(金澤磐科大學谷野内科)

偏側性人工氣胸 ノ肺呼吸二及ボス影響二就 キテハ氣

胸術實施上 ノ必要ノタメ幾多 ノ業績アルモ雨側肺臓

ノ各個二就キテ之が影響 ヲ直接観察セルモノ稀ナリ。

依テ此ノ鮎二就 キテ柳力實験匂 レ所 ヲ報告セソトス。

實験方法 トシテ「ウレタン」麻睡家兎二特殊 ノ氣管清息、

子ヲ用ヒテ左右肺臓 ノ呼吸 ヲ分割シテ螢マシメ、之レ

ヲ呼氣聚集器二連結 シテ雨側肺臓 ノ呼氣 ヲ各個二聚

集 シ、一方氣胸瓦斯 トシテ旬妊10cα 及 ビ20αqノ空氣、

窒素、酸素、炭酸瓦斯 ヲ以テ右側人工氣胸 ヲ施行 シ氣

胸直後 ヨリ2時 間二亙ツテ雨側肺臓 ノ呼吸上 ノ攣化

ヲ観察セリ。共 ノ結果空氣、窒素及 ビ酸素氣胸 ノ際二

於テハ共 二毎分呼吸量、呼吸深度、毎分炭酸瓦斯排泄

量、毎分酸素吸牧量ハ術前二比 シ氣胸側二在 リテハ持

績的減少 ヲナシ反封側二在 リテハ持績的増加 ヲ観ノレ

モ炭酸瓦斯氣胸ノ際ハ毎分呼氣量、毎分炭酸瓦斯排泄

量ハ氣胸側二於テモ培加 ヲ示セ リ、但シ此 ノ炭酸瓦斯

氣胸二依 ル攣化バー過性 ニシテ術後約十分 ニシテ原

位二復セリ。

以上ノ事實 ヨリ偏側性氣胸ハ該側肺 ヲ安静ニナシ同

時二反封肺二明カナルレ機能的貢澹 ヲ與フ,レモノナル

コトヲ知 レリ。但 シ炭酸瓦斯氣胸二在 リテハ其 ノ趣 ヲ

異ニシ氣胸肺 ノ安静 ヲ期 シ得ザルモ氣胸直後二於テ

氣胸側炭酸瓦斯排泄量及ビ排泄卒ノ増加 ヲ観ルレハ注

目二値スト思考ス。

84.人 工氣胸ニヨル血清酸結合力 ノ低

下二關スル研究

佐 々 木 幸(北 大有馬内科)

呼吸障碍時/血 液反磨 二關 シテノ・、先人ノ研究二依 レ

バ、或ハ「アチ ドージス」側へ、或ハ「アルヵロージス」

側へ移動スル ト云ヒ議論相牛バスルモ、最近我敏室ノ

木村博士 ハ人工氣胸家兎二就 キソノ臓器組織ハ氣胸

後3時 間或ハ5時 間二酸性側 へ移動スノレコトヲ實験
　

的二諺明シタガ血液PHモ 理論的 ニハ攣化アルレベキ

モ、血液PH・ ・安定性 ノモノニシテ、PHヲ 憂～ レ前

ニソノ「アルカリプツフェ♪レ」ヲ以テ代償セシムルレヲ以

テ、余ハ江口氏滴定法ヲ以テ「アノレカリプッフェル」ノ

態度 ヲ追究 ン、血液反鷹ヲ窺・・ントシ、 爾ホ「アルカ

リプッフェルレ」ノー員タノレ血清蛋白量 ノ浩長ヲモ併セ

テ検索 ン、肺結核患者虹二家兎 ノ人工氣胸及ビ横隔膜

神経捻除術施行後ノ血清 ヲ時間的二測定シ次ノ結果

ヲ得タ、1.氣 胸家兎二於テ血清酸結合力ハ氣胸後3

乃至5時 間二於テ最低値へ降下シ、2.24時 間乃至48

時間後ニハ正常値へ恢復ス、3.血 清蛋白量ハ血清酸

結合力 ト略1一 致 ンテ降下並二恢復スルレ、4.横 隔膜

騨経捻除術施行家兎二於ケノレ血清前記反磨 ハ僅少デ

アルレ。5.肺 結核患者二於テハ反鷹僅少ナルモ、 ソノ

消長過程 ハ家兎例二於ケルト同標ノ道程 ヲ辿ルモノ

ノ如 ン。

85.肺 萎縮衝 ノ微細異物吸入作用酋二肺内

清澤作用二及ボス影響二就テ

堀 口 清 良(阪 大小澤外科)

肺萎縮術 ノ微細異物吸入作用二及ボス影響蛇二肺内

清浄作用二及ボス影響 ヲ究メント欲 シテ、次 ノ實験 ヲ

行ヘリ。

實験方法

使用動物、家兎、犬、山羊。

微細異物、油煙、「カルレミン」粉末、酸化亜鉛末。

肺萎縮術、人工氣胸術、横隔膜紳経捻除術、胸廓整形

術。

1.健 康ナル動物 二微細異物 ヲ吸入センメー定時 日

経過後、左右雨肺内二残留匂レ微細異物 ノ多寡 ヲ肉眼

的、組織學的二検 ン、夏二「カルレミン」粉末吸入 ノ場合

ニハ其ノ比色試験、酸化亜鉛粉末吸入 ノ場合二・・共 ノ
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定量法ニヨリ比較 セリ。

2.肺 萎縮術施行前二微細異物 ヲ吸入セシメテ後、一

側 二同手術ヲ行ヒ、一定時 日経過後前記同様 ノ諸槍査

ヲ行ヒ、左右雨肺 ヲ比較セリ。

3.肺 萎縮術ヲー側 ノ肺二施行 シ、一定時 日経過後微

細異物 ヲ吸入セジメテ後、前記同様ノ諸槍査 ヲ行 ヒ、

左右雨肺 ヲ比較セリ。

結 果

1・ 健康ナル動物 ノ左右雨肺輩位重量二i封スル、異物

吸入最ハ殆 ンド同量ニシテ、ソノ清浮作用ハ左右雨肺

同一ナリ。

伺山羊二於テハ異物吸入量 ハ肺下葉 二比 シ肺上葉 二

稽 ミ多 ン。

2.肺 萎縮術ハ肺 ノ清作浄作用 ヲ殆 ンド低下セザル

モノ・如 シ.

3.萎 縮肺二於ケル異物吸入量ハ著 シク減少ス.

7.治 療法研究

86・ 結核ノ冤疫一化學法ノ研究(第 一報)

大 里 俊 吾(金 澤磐大大里内科)

演 者等が10年 來行ヒ來ツタ結核ノ光線療法二關スル

實験的蛇 二臨脈的研究 ト、結核 ノ免疫學的虹二生物學

的研究 トノ過程二於テ、演者ハ漸次結核病 ノ頓挫的化

學療法ノ可能性 二封スルレ希望ヲ失フト同時二、結核個

膿 ノ免疫 ト適當ナル刺戟 トニ依ルレ、漸次的ノ結核病治

療 ノ可能性二就テノ確言ヲ強クンテ來タ。本報告ハ該

見地 ヨリ演者ガ1931年 以來行ツテ來タ實験成績デア

ノレ 。

同一結核個腔内二存ス'レーノ比較的慢性 二経過 ン若

クハ治癒 二向ヒツ ・アル結核病竃ノ存在が、第ニノ急

性進性病竈 ヲ停止若クハ治癒センメ得ルノ事實ハ、

Koch以 來知 プレ、且ツ吾人が實験動物二於テ又ハ結

核患者二就テ屡 く観察スルレ塵デアルレ。演者ハ反復セルレ

實験 二於テ、治癒吸牧 ノ途ニアルレ結核組織抽出物ガ、

實験的結核海狸二i封シ屡 く卓越セ)レ治療的作用 ヲ有

スルコトヲ謹明 ン、如斯 ノ抽出物 ヲ實験的二得ルレ好適

ナル方法該組織物質ノ有数分劃之二他 ノ化學的物質

ヲ結合センメタルレモノ・治療的数果是等 ノ物質が果

シテ人禮結核病二鷹用セラレ得ルヤ等ノ諸問題二、研

究 ノ歩ヲ進メテ來タモノデアル。

86二 封スルレ質問 永 井 秀 太

1個 組二何頭 ノ海狸ヲ用 ヒラレタカ。

2個 組ノ卒均曲線ガ果 ンテ所訊 ノ如キ型態 ヲ呈ス,レ

カ。

答 大 里 俊 二吾

私ハ鼓二動物 ノ盤重 ノ攣 化ノ圖表 ノミヲ携 エテ参・リ

マンタガ、私ハ動物 ノ盟重蛇 二生存 日数/ミ カラ此 ノ

結論ヲ申上ゲルノデナクテ、治療蛇 二封照試獣ノ剖槍

所見蛇二組織學的所見 ノ相違 ニコリ大 ナル意義ヲ附

ンテ居マス。帥チ治療 ンタ ノト封照 トノ間ノ夫等ノ所

見 ノ相違バー層顯著ナルモノ・アルコトヲ重 子テ 申

上ゲマス。

87.結 核治療成績報告(第1同)

安 達 温(東 京)

88.肺 空 洞注射法二就 イテ

高 田 剛:安(南 湖院長)

余 ハ明治23年 帥 チ今 ヨリ44年 前二東京帝大讐科ヲ

卒業 ンテ同大學附隔轡院轡局二入 リタル初 メ、ベルツ

先生二質スニ肺結核患者ノ肺尖へ藥物 ヲ注入スルノ

可否 ヲ以テンタリシガ、 其ノ後明治42年 二至 リ帥チ

25年 前二余ハ南湖院入院患者ノ2人 二初 メテ之ヲ實

行 ンタ。就 中1人 ハ中學数員デアッテ他ハ女子大學生

デアツタ。何 レモ人類愛ノ爲 ニー均 ヲ犠牲二供スル魔

悟 ヲ以テ、深 ク信任セル余ヨリ、斬新治術 ヲ受ケラレ

タノデァ)ソタ。 余ハ2%石 炭酸水 ヲ肺尖部へ注射ン

タ。是 レヒユーテル氏が脊髄「カリエス」二封 シテ2%

石炭酸水ノ注射 ヲ推奨セシニ基 ヅク。余ハ實二戦 競々

々 トンテ極メテ{眞重二先ヅ0.2蝿 ヨ リ始 メ漸i欠増量

シテ1.0蝿 二達 ンタ。1週 二1同 或ハ2同 之 ヲ行ツ

タ.幸 二毫モ不幸ノ出來事ナウシテ経過 ンタ。併 ン顯

著ナル数果 モ亦之ヲ認ムルニ至ラナカツタ。而ンテ数

ケ月ニンテ中止 ンタ。雨人 トモ開放性肺結核デアツ

タ。共 ノ男性者ハ共ノ後輕快 シテ南湖院 ノ測候部長ヲ

勤メタが、 今年3月 二至ツテ永眠 ンタ(現今横須賀二

勤務セル喋 海軍軍讐ノ父君デア,レ).叉 女性者・・其ノ

後結婚ンテ今 日伺ホ健在デアル。大正12年 日本結核

病學會第1同 総會二・於テ余 ハ肺空洞注射法二就 イテ

共 ノ實際施術ヲ供寛ンタ。共ノ際ニハ10%「 ヨー ドブt

ルレムオvフ 」油1蝿 ヲ肺尖部二注射 シタノデアソタ。

叩診上立ζイ∠上⊥三氏響攣換 アリ、賠診上水泡音及氣

管枝音アル部位二於テンタ。局所麻酔藥ハ共 ノ頃二・・

未 ダ使用シナカツタ。共 ノ頃ノ注射ハ肺空洞 ヨリモ肺

尖氣管枝へ行ツテ居タノガ多カツタ様デアル。同日供

覧 セン開放1生肺結核患者 ハ 作業療法 トンテ院内戸外

ノ紙屑拾 ヒヲ爲セシナルガ、今年2月 節チ第12年 二
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永眠 シタ。0.5%「 トリパフラゾィン」水5乃 至10蝿 ヲ

第一肋間二於 テ肺尖氣管枝へ注射スルノ方法及實験

二就 イテハ昨年ノ本會総會 二於テ報告 ンタ。今同ハ肺

空洞直達注射方法ニッキ近時更二研究ンタ所 ヲ報告

スル。余 ノ行ヘルレ方法ハ(1)賠 診及叩診二由リテ注射

的穿刺鮎及穿刺方向ヲ決定スル(レ ントゲン氏線爲眞

及透覗・・豫メ多考二供 セラルレ・ヲ常 トスル。賠診上ニ

ハ水泡音ノ最多数且 ツ最明瞭ノ部位叉屡 ミ同時二氣

管枝音最強ノ所 ヲ選 ビ叉叩診上ニハ鼓音殊二口腔開

閉性〔ウィントリヒ氏〕換音 ノ最明瞭部位ヲ選 ブ叉穿刺

方向 ヲ定ムルニハ叩診槌2本 ヲ用ヰ〔ウィントリヒ氏

型叩診槌ヲ謂フ、余ハ象牙製圓柱形頭部 ト鯨髪性、有

劃度、柄部 ヨリ成 レルレ特殊 ノ叩診槌 ヲ常用 シテ居ル〕

其ノ叩診方向二由リテ決定スルレ)。(2)完 全無腐的二

局所麻酔藥ヲ注射スル。其ノ際注入二抗抵ヲ感 ゼザル

ト大氣泡 ヲ多数二吸出ン得,レトニテ空洞二達 セルヲ

明カニスルレ。皮膚 ノ清毒ニハ「エーテァレ」ト「リゾール」

綿花等 ヲ以テ充分二摩擦拭浄スルレ。叉局所麻酔ニハ

0.1%「 ヌペルレカ/ン 」水二〇.1%璽 化「アドvナ リン」

液 ヲ1%ノ 割二加ヘタルレヲ「アンプル」〔1--5粍 〕二

藏メタ,レヲ用ヰノレ註 射針 ノ内御 競 或ハ・粍ナ

ルヲ用 ヰル。此 ノプラワッツ氏注射器ハ同時二探検 ノ

用 ヲ爲スノデアツテ、大氣泡ヲ多数 二吸出シ得ル場合

テナクレバ注射セヌ事 トンテ居ル。若モ之 ヲ認メズシ

テ刺戟性 ノ藥物ヲ注射スレバ概子疾痛 ヲ登 ン、或ハ知

魔過敏ヲ遺ス。針尖が空洞或ハ氣管枝二達セルレ時ハ蕾

二大氣泡ヲ多数吸出シ得 ラルレ・ノミナラズ、注射モ容

易デアルレ。併ン軍二注入 ノ容易 ノミテハ皮下組織 ヤ筋

肉ヤ肋膜腔へ注射ンテ居ルコ トガアルレ。共 ノ他氣泡ヲ

吸引 シ得テモ夫 レが必ズシモ針尖 ヲ通 リテ來ルレニ非

ズンテ、針 ト注射筒ノ接合不良 ノ爲二共ノ間隙ヨリ空

氣ノ入 リ來,レコトガアルレ。故二針尖 ヲ通 シテ局所麻酔

藥液ヲ吸牧スル際二氣泡ノ登生スルレヤ否二注意 ン、若

シ氣泡ヲ生ズノレ時ハ空針叉ハ注射器筒 ヲ取 り更へ子

バナラヌ。(3)麻 藥注射後空針ヲ同所 二留メ置キ、注

射筒ヲ離 シテ之二移「ヨー ド」丁幾 〔共口廣 口小瓶 二容

レ・置ク〕ノ1蝿 ヲ吸取セシメテ、更二空針二連接 ン漸

徐二注射スル。共ノ際患者二『何力感ジタラバ直グニ

知ラサル ・様』ニ ト告ゲ置ク。若モ歴迫又ハ疾痛 ヲ感

ズvバ 直チニ注射 ヲ止メル。注入ハ逼常1乃 至2分 時

ニテ了ル(稀沃度丁幾ハ外科手術 ノ際二皮膚清毒二賞

用セランアル者デアツテ、「ヨード」丁幾11分 二鯉水

2分 ト酒 精20分 ヲ加 ヘ タ ル、 即 チ3分1ノ 稀 澤 液 デ

ア)tz。而 シテ 「ヨー ド」丁 幾 中 ニ ハ7.2乃 至7.9%ノ 沃

度 ヲ含 有 ンテ居 ル ノ デ ア ル カ ラ、稀 「ヨー ド」丁幾 中 ニ

ハ2.4乃 至2.6%卒 均2.5%ノ 「ヨ ー ド」丁 幾 ヲ含有 ン

ア7レベ キ デ ア ル。 成 書 ニ ョ レバ1860年 代 ニモ7・vつ レ

Chosler氏 ・・注 射 器 ヲ以 テ 空洞 ヲ開 キ、排 膿 管 ヲ迭 入

ンタ リ シが後 二過 「マ ン が ン」酸 「カ リ ウ ム」、石 炭 酸 及

「ヨー ド」丁 幾 ヲ注 射 ンタ。1874年 コ ッポKoch氏 ・・

i藥物 注 入 ノ爲 二空洞 ヲ開 ク必 要 ナ キ ヲ論 ジ、自 ラ5%

1ヨ ー ド
」丁 幾 ヲ肺 臓 へ注 射 ス ベ ク試 ミタ1・傳 フ。併 ン

其 ノ結果 二)ソイテ ハ全 然 不 明 デ ア ル。抑 モ沃 度 ハ 蛋 白

質 ト親 和 ンテ「ヨー ド」蛋 白質 ヲ形 成 ス ルレ而 ンテ0.2乃

至1%溶 液 ニ テ 既 二1000倍 ノ昇 乖 水 以 上 ノ滅 菌 カ ヲ

結 核薗 ヤ醸膿 性 連 鎮 球 菌 、醸 膿 性 葡 萄 状 球 薗 等 二封 ン

テ有 ツテ居 ルレ。若 シ之 況皮 下 二注 射 ス レバ眞 皮 及 皮 下

組 織 ノ血 管 ヲ据 張 ン、 次 デ漿 液性 滲 出 ア リ、之 二次 デ

白血 球 ノ、 盛 ンニ進 出 シ輻 較 ス ル ア リ。 其 ノ後 、白血

球 ハ脂 化 シ次 デ分 解 ス ル。其 ノ周 園 ノ組 織 モ亦 同 様 ノ

攣 化 二與 カル。終 リニ夫 等 一 切 ノ産 物 ハ吸 牧 セ ラ レテ

治 癒 ス ノレ。沃 度 ハ斯 ノ如 クー 面 ニハ 卓 敷 ア ルレ滅 菌 藥 デ

アツ テ他 面 ニハ 良 性 ノ登 炎 藥 デ ア リ、組織 ノ夏 生 叉 ハ

搬 痕 形 成 ノ促 進 藥 デ アルレ。余 ハ 曾 テ 「ヨー ド」丁 幾 ヲ頸

部 淋 巴腺 ノ結 核 性 潰 瘍面 二塗 布 シテ 其 ノ 治癒 ノ著 ク

促 進 セ ラ ル ・ヲ實 験 シタ,レニ某 ヅ キ、之 ヲ肺 空洞 へ注

射 セ ンコ トヲ希 望 ンタ リシ モ、共 ノ刺 戟 ノ過 強 ナ ル ペ

キ ヲ恐 レテ、 唯 無刺 戟 ナ ルレ 「ヨー ドフォルレムオ レフ」油

等 ヲ注 射 スル ニ止 メ テ居 タ ノ デ アルレが、其 ノ奏 数 ノ著

キ モ ノ ナ ク、隔 靴 掻 痒 ノ感 ヲ有 シタ ノデ ア)ソタ。 昨年

二至 リ初 メ テ極 メ テ愼重 二 稀 「ヨー ド」丁 幾 ノ肺 臓 注

射 ヲ行 ヒ、今 ヤ其 ノ1蛭 迄 ハ 無痛 且 ツ無 害 二注射 シ得

ルレヲ明 カ ニ ンタ ノデ アル。 此 ノ實 験 ハ10籔 人 以 上数

10同 以 上 二達 シテ居 ルレ。 最 近 余 ガ偶 然 二登 見 セ ン事

ノ・、 余 ハ從 來 空 洞 へ 注 射 ス ル積 リデ、圖 ラ ズモ肺 實 質

へ 注 射 ンテ居 タ コ トノ牢 ナ ラザ ルレ鮎 デ アル。帥 チ余 ガ

数 人 ノ肺 空 洞 患 者 二「ヨヂ ピ ン」(10%及20%)ヲ 注 射

ンテ レ ン トゲ ン氏線 撮 影 ヲ行 ヒ シニ、空 洞 二達 セ ズ ン

テ淺 ク肺 實 質 へ 注射 セ ル ヲ認 メ タ。之 二由 リテ 注 射 器

内 へ大 氣 泡 ヲ多数 吸 引 ン得 テ モ 必 ズ シモ針 尖 ガ 空洞

二達 シテ居 ル ノデ ナ イ事 ヲ知 ツ タ.即 チ空洞 附近 ノ氣

腫 肺 ノ肺 胞 及 肺 胞 道 モ亦 大 氣 泡 ヲ登 生 ス ベ キ デ ア ル。

而 ンテ共 ノ肺 實 質 モ亦 能 ク稀 「ヨ ー ド」丁 幾 ノ注 射 二

堪 フ ベ キ デ ア ノレ。 余 ハ曾 テ針 尖 ガ肺 實 質 二在)レ時 ハ



326 総 會 演 説 要 旨 【第12巻

小 氣 泡 ヲ吸 引 ス,レ ヲ説 キ シ ガ、 大 氣 泡 ヲ吸 引 ス ルハ

恐 ラ ク氣 腫 部 ヨ リデ ア ラ ウ。 注 入 時 間 ハ1耗 二i封シ

テ約1秒 ヲ要 ス ル。 若 シ 急 速 二注 射 ス レバ 器械 的 刺

戟 ノ爲 二疾 痛 等 ヲ訴 フ)lzコ ト ガ ア ル)。 〈4)針 ヲ脱

ギ去 リ1ゴ ムJ硬 膏 ヲ貼 シテ結 了 ス]L・。 本 法 ハ開放 性

肺 結 核 患 者 ニ シテ、廣 術 セ ルレ肋 膜 癒 著 ノ爲 二人 工 氣 胸

ヲ行 ヒ得 ザ ル者 二封 シ撒 個 ノ 水 泡 ノ音 ガ 常 存 セ ルレ部

位 二之 ヲ行 フ。共 ノ際 往 疾 剤 ハ 無数 ナ ノレヲ常 トス ルレ。

空 洞 部位 二 關 シ レ ン トゲ ン氏 爲 眞 ハ 眞 二 好 参 考 ト成

ル。 注 射 鮎 ハ概 子第 二 肋 間前 腋 線 二位 シテ居 ノレ。共 ノ

際 ハ他 側(健 側)臥 」叉 ハ他 側 仰 臥 セ シメ 、患 側 上肢 ヲ上

方 へ基 方 セ シ ムルレ。若 モ空洞 が第 一肋 間 二位 セ ルレ時 ハ

仰 臥 サ セ 而 ンテ適 當 ノ部 位 ヲ選 定 ス ベ キデ アルレ。窄 ニ

ハ 背 面 ヨ リ注 射 ス ノレコ トモ アルレ。針 尖 ガ空洞 二達 シタ

ル時 二新 二硬 壁 ヲ感 ズ ルレコ トガ屡 ミア,レ。穿 刺 ハ 淺 キ

ニ失 セ ズ叉 深 キ ニ過 ギズ且 ツ 大氣 泡 ノ 多 出 ヲ 標 準 ト

ス ベ キ デ ア ルレ。滲 出性 肺 結 核 殊 二弱年 者 ニ ハ刺 戟過 度

ノ爲 二培 悪 セ シ ムル 虞 が アル カ ラ注 射 ヲ 見 合 ハス ヲ

良 トス ルレ。

〃ヒ ≡…五不
ロ ロロ

余ハ肺空洞及其 ノ附近肺氣腫部二2.5%ノ 稀「ヨード」

丁幾 ヲ無痛性且 ツ無害性 二注射シ直達作用セシメ得

ルヲ明カニシタ。注射ニハ無腐性 ト大氣泡ヲ多数吸出

シ得リレヲ前提 トスノレ。肋膜癒著ノ爲 二人工氣胸不可能

ノ際水泡音常存部 二之ヲ行フ。共ノ敷果報告ハ後日二

譲ル。

附言 喀血空洞二盤化 「アドレナリン」1%液0.5耗

ヲ、叉肺壌疽空洞 二「1・リパフラヴィン」水0.5%ノ 者

5.0-10.0蝿 ヲ注射 シテ有数ナリシ余 ノ實験ハ既報

セリ。

89.肺 内注射療法ノ實験的研究

大阪帝國大學轡學部第三内科

今 村 荒 男
澁 川 隆 曹
米 田 庄 三 耶

吾人ハ昭和6年 以來4例 ノ肺結核患者二(肋 膜癒著ア

リテ人工氣胸術 ヲ施行 シ得ザリシモノ)0.5%「 トリパ

フラビン」2aα宛 ヲ1週 間 ノ間隔ニテ数同、肺病攣局

所ノ實質内注射 ヲ試 ミタリシガ期待スペキ結果 ヲ得

ルレ能ハズ。注射後水泡音塘加 シ3日 後 二以前 ノ状態二

戻 リシモノアリ、或バー時的二輕度 ノ登熱 ヲ見タルモ

ノアリ。叉何等影響ヲ認メザリシモノアリ。注射直後

二咳漱 ヲ登 ジ喀疾 ト共二1注射液 ヲ喀出セシ例モア.リ。

モ ト笥 リ僅 数 ノ経 験 ナ ルレヲ以 テ、之 ニ テ治 療 敷 果 ヲ云

爲 ス ルレ能 ハ ズ。且 本 法 ヲ施 行 セ シバ何 レモ重 症 肺 結 核

患 者 ニ シテ、必 ズ ンモ始 ヨ リ共 治 療 奴 果 ヲ期 セ シニハ

ア ラズ。 共 後 中絶 セ シ が、昭 和7年 ヨ リ先 ヅ動 物 實 験

ニ ヨ リ テ肺 實 質 内注 射療 法 ノ研 究 二着 手 ン、 ソノー

部 ヲ昭和8年 第11同 日本 結 核 病 學 會 総 會 ニ テ 報 告 セ

リ。

1.第1實 験 。 「サ ノ ク リ ジ ン」、 「トリパ フ ラ ビ ンJ、

「サ ヒ ミ子」ノ肺 實質 内 注 射。

實 験 動 物 。 禮 重400瓦 前 後 ノ雄 性 海 狸 。

實 験 方 法 。 海 狸 ノ頸 部 二小 ナ ル 縦 切 開 ヲ 加 ヘ テ氣 管

ヲ露 出 シ、 注 射 器 ヲ用 ヒテ結 核 菌 浮游 液0.3α α(内 二

毒 力 人型 菌3/1000neヲ 含 ム)ヲ 氣 管 内 二注 入 シ、薗 液

ガ右 側 肺 葉 二流 入 ス ル襟 二 海 猿 ノ禮 位 ヲ 保 チ テ結 核

感 染 ヲ行 ヒタ ルレ後 術 式 ノ如 ク皮 膚 ヲ縫 合 ス。接 種 二用

ヒタ ル ハ「グ リセ リ ン」加 馬 鈴 薯 培養 基 上 二3週 間 培養

セ ル強 毒 力人 型 結 核 菌(上 池 薗 株)ヲ 型 ノ如 ク環}堰乳 鉢

ニ テ 能 フ ルレ限 リ7ド等 ナ ル 生理 的 食 幽 水 浮 游 液1・ ナ ン

タ ル モ ノナ リ。 接 種 後 ユ0日 ニ シテ第1同 ノ藥 液 注射

ヲ行 フ。即 チ 「レ ン トゲ ン」投 影 ノ下 二海 狸 右 側 肺葉 二

直 接 胸 壁 ヲ通 ジ テ藥 液 ヲ注 射 ン、以 後7日 ノ間 隔 ニテ

各 々ノ液 ヲ同標 操 作 ノ下 二注 射 ス。注 射 同 数 ハ6-8

同 。 最 終 注 射 後45-93日 ニ テ屠 殺 、解 剖 ノ上 「パ ラフ

ヰ ン」二包 埋 シテ切 片 ヲ調 製 シ、 「ヘ マ トキ ン リ ン、エ

オ ジ ン」二 重 染 色 法 、ワ ン、 ギー ソ ン氏 結 締織 染 色法 、

及 チ ー ル、子 ルレゼ ン氏 抗 酸 菌 染 色 法 ヲ施 ン テ之 ヲ鏡 槍

ス。 肺 内注 射 二用 ヒ タ ル ハ、 「サ ノク リ ジ ン」「トリパ

フ ラビ ン」及 ビ 日本 染 料 會 肚 製 品 「サ ヒ ミ子」ノ三 種 ノ

生 理 的食 聾 水 溶 液 ニ シテ、用 量、 濃 度 蛇 ビ ニ實 験 成 績

ヲ総 括 シテ第1表 二示 ス。

(1)「 サ ヒ ミ子」ニ テ肺 實 質 内注 射 ヲ 施 行 シタ ル場 合

ハ炎 症 弧 ク シテ、結 核 性 病 攣iモi封照 二比 ン テ輕 度 ナ ラ

ズ。 動 物 ノ早 死 セ ル モ ノ多 ク シテ、全 ク好 影響 ア リ ト

ノ、言忍メ ラL/ズ 。

(2)「 ト リパ フ ラ ビ ン」ニ テ ハ濃 厚 液 ヲ使 用 シ タ ル場 合

ハ炎 症 弧 ク動 物 早 死 多 ク、 好 影 響 ナ ケ レ ドモ、稀薄 ナ

ル濃 度(十 萬倍)ヲ 用 ヒタ ル モ ノ ニテ ハ 結 締織 培 加 ノ

傾 向 ヲ認 ム。

(3)「 サ ノ ク リジ ン」ハ精 く濃 厚 ナ ル 液 ニテ モ 炎 症 著 シ

カ ラズ、 試 獣 ノ早 死 少 ク、一 般 二結 締 織 墳殖 著 明 ニ ン

テ、 封 照 二比 ンテ結 核 性 病 攣 亦 輕 度 ナ リ。

帥 チ 「サ ノ ク リジ ン」「トリパ フ ラ ビ ン」ヲ 使 用 ン タル
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第1表 第1實 験 総 手舌

1{欝 欝

1{辮 副

1{灘副

實験期間中生存セシモノ

同上中禮重増加センモノ

右肺二結締織培殖著明ナ
ルレモ ノ

實験期間中生存セシモノ

同上中膣重増加セシモノ

右肺二結締織増殖著明ナ
ルレ モ ノ

實験期間中生存セシモノ

同上中膿重増加センモノ

右肺二結締織増殖著明ナ
ルモノ

「ト リ パ フ ラ「サ ノ ク リ ジ

ンjlビ ン」

5豆頁(50%)5頭(50%)

5頭(100%)

2頭(40%)

9豆頁(9σ%)

6頭(66%)

4頭(44%)

11頭(73%)

5豆頁(100%)

1豆頁(20%)

6頭(60タ の

3頭(・50%)

2頭(33%)

6頭(40%)

)/クク/66(頁
盲
翼
4)%ooσ頭11

)/クク/6
6(頁盲

塑
4)/0ク/0召8(頁

一
ロ
μ9

ヨ
　
子
料
品

ミ
染
製

ヒ
本
肚

サ
日
會

「

( )
照
射
ズ
注

ハ

内

行

封
肺
ヲ(

3頭(30%)

1頭(33%)

2頭(66%)

5頭(33%)

5頭(100%)

4豆頁(8096)

i7頭(70%)

7頭(100%)

0

4豆頁(40ヲ6)

3豆頁(75タ6)

0

4頭(26%)

4頭(100%)

2頭(50%)

成 績 ニテ ハ濃 厚 溶 液 ヲ 用 フル ヨ リモ 稀 薄 溶 液 ヲ用 ヒ

タ ル モ ノ好 影響 ア リ。 コ レニ ヨ リテ観 バ、肺 内注 射 法

ハ結 核 菌 ノ殺 菌 ヲ 目的 トス ル ヨ リモ 寧 ・適 度 ノ刺 戟

ヲ與 ヘ テ肺 局 所 ノ結 締 繊 増 殖 ヲ 促 ス意 味 二於 テ多 少

ノ好 影 響 ヲ齎 セ ル モ ノナ リ ト考 フ。

2・ 第2實 験 。 脆 汁 成 分 ニ ヨルレ賓 験

今 村 ガ今 同 ノ宿 題 報 告 中 二述 ベ シ如 ク黄 疸 或 ハ 「ビ リ

ル ビ ン」ト結 核 トノ間 二或 ルレ阻 止 的 關係 アル ヲ知 リ、

吾 人 ハ脆 汁 ノ諸 成 分 中、「ビ リルレビ ン」「グ リコ ヒ。一,レ

酸 」「タ ウ ロヒ。一 ルレ酸 ナ ト リウ ム」「タ ウ リ ン」ノ四 種

ニ テ肺 内 注 射 實 験 ヲ行 ヒ、コ レ が實 験 的海 瞑 肺 結 核 二

及 ボ ス影 響 ヲ襯 察 セ リ。

實 験 動 物 、盟 重400瓦 前後 ノ雄 性 海 瞑 。

結 核 菌 接 種 ハ ス ベ テ右胸 第 四、五 肋 間 ニ テ前 腋 下 腺 附

近 ニ テ注 射 器 ニテ 直接 肺 内 二接 種 ス。

「ビ リ～レビ ン」及 「グ リ コ ヒョー ルレ」酸 ハ最 初2%ノ 炭 酸

曹 達 液1c・α二充 分 溶 解 セ ン メ テ後 之 ヲ10cα ノ生理 的

食 璽水 ニテ稀 繹 ン、他 ノニ 種 ハ共 儘 生 理 的 食 璽 水 二溶

解 セ ンメ テ用 フ。

豫 備實 験 トンテ、 四 種 ノ物 質 ノ各5千 倍 、1萬 倍 、10

萬 倍、50萬 倍 、100萬 倍 、150萬 倍 、200萬 倍 ノ七 種

ノ濃度 ノ溶 液 ヲ作 り、ソ ノ0.3α α宛 ヲ健 康 海狸 ノ右 肺

實質 内 二注 射 シ、1日 、2日 、3日 、7日 ノ 日数 別 二

屠 殺剖 見 セ ンニ、「ビ リル ビ ン」ニテ ハ何 レノ濃 度 二於

テ モ注 射 ニ ヨ)lz充血 、 炎症 ハ3日 後 二 消{退 スル ニ 反

ン、 「グ リコ ヒ・'一一,レ」酸 ニテ ・・100萬 倍 ニ テ モ3日 後

二輕 度 ノ炎 症 ヲ淺 ン、1週 ニ ンテ漸 ク消 提 シ、 「タ ウ

ロ ヒ∋・一・JtZ酸曹 達 」ハ150萬 倍 ニテ、 」又 「タ ウ リ ン」ハ

10萬 倍 ニテ 之 二相 當 ス ルレ所 見 ヲ見 タ リ。 而 シテ 「ビ リ

ルレビ ン」以 外 ノモ ノハ1萬 倍 以 上 ノ 濃 厚 液 ニ テノ・炎 症

著 明 ナ リ。之 二依 リテ吾 人 ハ肺 内注 射 トシ テハ 注 射 後

著 明 ノ 炎 衝 症状 ヲ 淺 ス コ トナ ク ンテ可 及 的濃 厚 液 ヲ

使 用 セ ン爲 二「ビ リノレビ ン」液 ハ5千 倍 ヲ、「グ リコ ヒ.

一 ル酸」溶 液 ハ150萬 倍 ヲ
、 「タ ウnヒ ョー ル酸 ナ ト リ

ウム」ハ2百 萬倍 ヲ、「タ ウ リン」ハ10萬 倍 稀繹 ヲ用 ヒ

テ、 本實 験 ヲ施 行 セ リ。

本 實験 ハ接 種 結 核 薗 量 ニ ヨ リテ三 群 二分 ツ。帥 チ(A)

群 ノ・6萬 分 ノ1竈 、(B)群 ハ5萬 分 ノ1選 、(C)群 ハ

3萬 分 ノ1睡 ノ毒 力 結 核 菌(菌 株 、 菌 液 調 製 法 等 第1

實験 ニ テ記述)ヲ 既 述 ノ如 ク 直 接 肺 内接 種 ヲ行 ヒ タ ル

モ ノ.各 群 ヲ五 列 二分 チ、 各 列 ノ試 獣 ヲ15頭 トス。

各 列 夫 々「ビ リル ビ ン」「グ リコ ヒ。一 ルレ酸 」「タ ウ ロ ヒ.

一 ル 酸 ナ トリ ウ ム」「タ ウ リ ン」ノ所 言己濃 度 溶 液 ヲ
、及

ビ封 照 トシテ ハ生 理 的 食 盤 水 ヲ各 々0.3αc宛 試 獣 ノ菌

接 種部 位 二於 テ、注 射 器 ニ テ胸 壁 ヲ貫 キテ 直 接肺 實 質

内 二徐 々二注 入 ス。 注 射 ハ 接種1週 間後 二 開始 、4日

毎 二施 行 。10同 及 ビ15同 ノ注 入 ヲ終 リタ ル後2週 間

ヲ経 過 ンテ屠 殺 剖 見 セ リ。

第2表 ハ総 括 的 二動 物 ノ盟 重 、脾 臓 重 量 、結 核 病攣 等

二關 シテ各 列 ノZF均 数ヌ,ハ 亭 均 的所 見 ヲ 示 シタ ルレモ

ノナ リ。
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三 群 ヲ蓮 ジテ肺 臓 二於 ケ ル病 攣 ノ最 輕 度 ナ ル ハ 「ビ リ

ル ビ ン」注 射 列 ニ シ テ、 帥 チ左 右 肺 臓 ノ上葉 副葉 ニテ

ハ 結 節 ヲ見,レ事 稀 ニ シテ、中葉 下 葉 二於 テ数 個 ノ帽針

頭 大 ノ結 節 ヲ見 ル ニ止 ノレ。他 ノ三 列 二於 テハ 中葉 及 ビ

下 葉 二於 ケ ノレ結 節撒 前 者 ヨ リ多 ク 共 或 モ ノハ 融 合 ン

テ米 粒 大 以上 トナ リ 中心 部 乾 酪 様 憂 性 ヲ 呈 セ,レモ ノ

ア リ。 叉 上葉 及 副 葉 ニ モ数 個 ノ結 節 ヲ生 ズ。サ レ ド是

等三 列 ト錐 モ封 照 二比 ス レバ病 縫 ハ輕 度 ナ リ。

肝 臓 、脾 臓 内 ノ結 節 状 態 蛇 二脾 臓 重 量 及 ビ各 淋 巴 腺 二

於 テ モ「ビ リル ビ ンニ注 射 列 ハ他 列 ノモ ノニ比 ンテー 般

的 二結 核 病 攣 輕度 ナ リ。

(3)第3實 験 「ビ リル ビ ン」ニ ヨ ルレ實 験 。

前 實験 ニ テ「ビ リル ビ ン」ノ肺 内注 射 ガ炎 衝 症 状 ヲ呈 ス

ル事 甚 ダ輕 微 ニ ンテ、且 ヨク肺 結 核 二阻 止 的 二作 用 ス

ル モ ノナ ル ヲ見 テ、次 二「ビ リル ビ ン」ヲ用 ヒテ肺 内 注

射 ヲ施 行 ン、

(1)肺 内 注 射 二於 テ「ビ リル ビ ンご溶 液 ノ濃 度 ノ差 異 が

海 狸 肺 結 核 阻 止 作用 二及 ボ ス 影響 如何 。

(2)薗 接種 後 、肺 内注 射 開 始 迄 ノ 日数 ノ長 短 ニ ヨ リテ

生 ズ ル差 異。

(3)肺 内 注 射 ト皮 下 注 射 ト ノ数 果 比 較 。

等 ヲ知 ラ ン ト ンテ本 實 験 ヲ行 ヒ タ リ。實 験 方 法 ハ前 實

験 二同 ジ。

(A)群 ・・薗 接 種 ノ週 後 ヨ リ、(B)群 ノ・3週 後 ヨ リ、(C)

群 ハ4週 後 ヨ リ、 夫 々 ノ濃 度(1千 倍 、5千 倍 稀 繹)ノ

「ビ リル ビ ン」溶 液 ノ注 射 ヲ開 始 ン、4日 毎 ニミー1三射 。15

同 。 後2週 間 飼 養 ンテ屠 殺 剖 見 セ リ。

第3表 ハ各 列15頭 ノZF均 的 所 見 ヲ表 示 シタ ル モ ノニ

シテ、(1)「 ビ リル ビ ン」濃 度 ハ1千 倍及5千 倍 稀 繹 液

ヲ用 ヒタ ルレ間 二著 明 ナ ル差 異 ヲ認 メ ズ。濃 厚 液 ヲ用 ヒ

タ ルレモ ノ幾 分 優 レつ 。

(2)薗 接 種 後 早期 二注 射 ヲ 開始 セ シモ ノ程 成 績 良 好

ナ リ。(3)肺 内 注 射 ト皮 下 注 射 トヲ比 較 セバ ソ ノ肺 結

核 進 展 阻止 作 用 ハ肺 内注 射 法 ガ 優 レ タルレ数 果 ヲ示 ス。

但 シ「ビ リル ビ ン:皮 下 注 射 ヲ行 ヒ シ試 獣 ノ結 核 病 攣 モ

之 ヲ封 照 動 物/ソ レニ比 ス レバ輕 度 ナ リ。

90.作 業療 法 二就 テ

田 澤 鯨 二

中 野 眞 夫(東 京 市 療 養 所)

伊 藤 秀 三

最 近 ノろ蜀i逸ノ結 核 療 養 所 二於 ケ ルレ著 明 ナ攣 化 ハ、 「ア

ル ・・イ ツ ベ ハ ン ドルレング」 ノ 輪入 デ ア ルレ ト謂 ハ レ マ

ス 。 英 國 ・和 蘭 ・瑞 西 等 デ ハ 以 前 ヨ リ 行 ハ レテ居 マ シ

タ ガ、濁 逸 デ ハ療 養 所 ガ保 瞼 事 業 二依 ツテ経 螢 セ ラ レ

テ居 テ、 在 所 期 間 ガ 約3ケ 月bdフ 短 期 デ ア ッタ ヵ

ラ、共 ノ期 間 トシ テ ハ安 静 療 法 ガ最 モ重 要 トナ リマ ス

ノデ 、之 ヲ開 始 討 議 ンタ歴 史 ハ ア ツテ モ實 行 ハ進 歩 シ

ナ カツ タ ノデ ア リマ ス が、近 來 経 濟 事 情 ガ逼 迫 シテ疹

リ マ ン タ ノ ニ件 レテ、此 ノ療 法 ガ痙 頭 ンテ來 タ ト云 ヒ

マ ス。 日本 ノ公 立療 養 所 デ ハ、從 來 ハ重 症 者 ガ多 クテ

行 ハ レナ カ ツ タ ノ デ ア リマ ス ガ、之 亦漸 次 共 ノ開拓 ヲ

計 ラ 子 バ ナ ラ ヌ實 際 的 ノ重 要 ナ問 題 デ ア リマス。

「ア ♪レバ イ ツ ベノ・ン ドル ン グ」ハ之 ヲ「作業 療 法 」ト謬 ン

テ 見 タ ノ デ ア リマ ス ガ、其 ノ中 ニ ハ 「職i業療 法 」ト命 名

ンタ方 が適 切 デ ア ルレ ト思 ハ レ「,レ場 合 モ ア リマ ス。ソ レ

ハ、 患 舌 ノ作 業 二封 シ テ金 ヲ與 ヘ ル カ、叉 ハ 患 着 二將

來 職i業 ヲ有 シテ行 キ得 ルレ トイ フ 期 待 ヲ 持 タ シメ タ イ

意 味 カ ラデ ア リマ ス。 併 シ、療 養 所 内 デ ハ作 業 療 法 二

封 シテ 金 ヲ與 ヘ ヌ方 ガ好 イ トイ フ設 モ ア リマ シテ、コ

レ ニ ハ研 究 ヲ要 ス ル鮎 ガ ア リマ ス。倫 、一 ツ ノ問題 へ

治 癒 シタ者 二將 來 ノ生 業 ノ爲 メ 仕 事 ヲサ セ ル場 合 ト、

未 ダ充 分治 癒 シ タ者 二労 く治 療 ノ意 味 ヲ 兼 子 テ行 ノ・

ンメ ヨ ウ トス ル場 合 トデ ア リマ ス。前 者 ハ肚 會 問題 ノ

意 味 デ行 フ ノデ ア リマ ス ガ、後 者 ニ ハ轡 學 的 ノ意 味 が

多 ク含 マ レ,レ謬 デ ア リマ シ テ、圭 トンテ研 究 ヲ要 ス ル

ノハ此 ノ後 者 ノ方 デ ア リマ ス。

東 京 市 療 養 所 デ モ、以 前 カ ラ「ア ルレバ イ ト」ヲサ セ テ居

タ患 者 が ア リマス 。 帥 チ、各 病 舎 デ食 堂 ヤ掃 除 ノ手 傳

ヒ ヲ シテ帰 ル者 、慰 安 室 二 附】囑 シテ相 當長 時 間 ノ仕事

ヲ シテ居 ル 者、等 ガ ソ レデ ア リマ シタ が、 昨年 來 ハ マ

タ所 内 デー 定 ノ仕 事 ヲサ セ テ、 系 統 的 二観 察 ・診 査 ン

タ患 者 モ ア リマ ス。 ヌ,、今 同 退 所 後 ノ 患 者 二就 イテ

へ 「ベ ト レヘ ム ノの 園 」トイ フ 「カ トリック」敏 ノ保 養

施 設 ガ 出來 マ シテ、今 日マ デ東 京 市療 養 所 ノ輕 快 退 所

患 者 バ カ リガ敢 容 サ レテ居 リマ ス ノデ 、コ レニ就 イテ

作 業 療 法 ノ結 果 ヲ 観 察 ス ルレコ トモ 出 來 ル ヤ ウ ニナ リ

マ シタ。 ソ シテ東 京 市 療 養 所 内 デ モ、試 験 的 二多少 金

鐙 ヲ與 ヘ テ見 テ居 ル 患 者 モ ア リ、マタ 全 ク金鍍 ヲ與 ヘ

ヌ者 モ ア リマ ス。

作 業 此 ノ中、一定 ノ作 業 ヲサ セ テ系 統 的 二観 察 ンタ

者 二就 イ テ、 其 ノ仕 事 ノ程 度 ヲ申 シマ ス ト、第1同 ハ

9名 デ、昨年6月17日 ヨ リ7月20日 マ デ ノ間 二行 ・・

セ、 其 ノ療 養 成 績 如 何 二就 イ テ ハ、 其 ノ後4 、5ケ 月

間 槻察 シマ ン タ.作 業 ハ隔 日 二20分 間 ヅ ・デ、掃 除・
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磨 キ物 等 ノ筋 肉 勢 働 ト、簿 記練 習 等 ノ精 紳 作 業 ト ノ2

種 デ ア リマ ンタ。 第2同 ノ・16名 デ、昨 年12月 ヨ リ今

年3月 マ デ ノ間 ノ3ケ 月 飴 リデ ア リマ ンテ、筋 肉 勢 働

トンテ ハ、第1組 ニハ掃 除 ・磨 キ物 等 ノ手 傳 ヒヲ サ セ、

第2組 ニ ハ竹 籠 ヲ作 ラ セ、精 紳 勢 働 トンテ ハ簿 記 ノ練

習 ヲサ セ マ シタ.何vモ 、 初 メ ハ隔 日 二20--30分 、

後 ニ ハ毎 日行 ハ セ マ シタ.

成 績 其 ノ療 養 経過 二封 スル 影響 ヲ見 マ ス ト、一 見 シ

テ ハ殆 ン ド何 等 異攣 ノ無 イヤ ウ ニ見 エ テ居 テ モ 、各 種

ノ徴 候 ヲ列 墾 シテ通 寛 ス ル ト、不 良徴 候 ガ相 當 二多 イ

トイ フ者 モ ア リマ ス ガ、何 症 状 二注 意 ンテ居 レ バ可 イ

ト簡 軍 二標 準 ヲ定 メ ルレコ トハ困 難 デ、要 ス ル ニ個 人 個

人 二就 イテ各 徴 候 ヲ精 査 シテ行 ハ 子 バ ナ リマ セ ン。今

経 過 ノ良 好 デ ア ツ タ例 ヲ皐 ゲ テ見 マ ス ト、次 表 ノ通 リ

デ ア リマ ス。

此 ノ試 験 二加 ・・ツ タ患 者 デ ・・中止 シタ者 ・・23名 二過

岩 ○ 鐵 ○ 郎 男32歳 作i業 影 響 良

作 業
種 類

竹 籠 作 リ

1日 ノ作業量

40分

終 了

241∬.34

＼ ＼ 観察期間

病 症 ＼＼
開 始 前

胸 部 所 見

」∠ 線 像

榮 養

膿 重

罷 温 最 高

咳 漱

喀 疾

自 箆 症 状}否 祈
症

赤沈1時 間12℃

血

球

白血球総数

桿 状 核

淋 巴 球

基 礎 代 謝

補 結 反 慮

ヱ 氏 反 鷹
マ ン ツー氏 反 晦

右上1!3短
左上112短

3/6硬

中

不 攣4S.8kg

(均長159cm)

37℃

(±)

(_)T.B(一)

著 攣 ナ ン

(一)

3

7300

4.0%

22.0%

(一)

(督)

開始後1ケ 刀

同 上

同 上

50.2kg

36。.9C

殆(一)

(一)T.B(一)

同 上

同 上

4

9560

3=5%

3L5%

開始 後2ケ 月

(終 了 時)

ノ
ノ
1

'

嘲' 響

同 上 不 攣

3/6硬

同 上

50.5kg

36。.9C

殆(一)

(一)T.B(一)

同 上

同 上

2.3{/12〔C)

2,8く20「C:)

8500

2.5%

31.0%

一5 .2996

(++)

良

不 攣

良

不 攣

殆 不 攣

不 攣

不 攣
不

殆 不 攣

良

ギ マ セ ンデ ンタ ガ、作 業 ノ種 類 ト監 督 ノ方 法 サ へ適 當

一 ス レバ、持 績 シテ行 キ得 ル範 園 ガ鈴 程 増 ス トイフ コ

トハ第1同 ト第2同 ノ比 較 デ分 リマ ス。

作業 療 法 ノ適 磨 患 者 選澤 ノ標 準 ヲ 定 メ]レ コ1・モ 困難

ナ問題 デ ア リマ ス ガ、要 ス ル ニ東 京 市療 養 所 ノ患 者 ナ

ドデ へ 多数/患 者 ノ中極 ク少 藪 ン カ之 レニ該 當 ンマ

セ ン。 併 シ、有 害 影 響 ガ起 ラ ズ ニ行 キ途 ゲ ル コ トガ 出

來 サヘ ス レ・ミ、一 方 二於 テ有盒 ナ 鮎 ノ多 イ コ トハ事 實

デ ア リマ ス カ ラ、仕 事 ヲ サセ 得 ル 患 者 ノ範 園 ヲ廣 メ ル

コ ト・、観 察 ヲナ ル ベ 〃精 細 ニ ン行 キテ悪 影響 ノ 見落

シ ノナ イヤ ウニ ヌ ルレコ ト ・ハ 最 モ肝 要 デ ア リマス ,

大 盟 二言 ヒマ ス ト、活 動 性 徴 候 ノ無 イ モ ノ ト イフ コ ト

ガ根 本 ノ重 要 鮎 デ ア リマス ガ 、實 際 問 題 トシテ ハ ソコ

ニ叉 種 々ナ研 究 ヲ要 ス ルレ鮎 が起 ツテ多 リマ ス。

90二 封 ス ル追 加 高 田 跡 安

本 會 第1同 総 會 デ肺 尖 注 射 ヲ「デ モ ンス トラ チ オ ン」シ

マ ンタ患 者 ニ ハ職 業 療 法1・ シ テ 紙 屑拾 ロ ヒ ヲサ セ テ

居 マ シタ ガ今 年 二至 ツ テ 死 亡 シマ シタヌ.曾 テ濟 生會

ヨ リ來 ツ タ患 者 二 目下 紙 屑 拾 ヒ ヲ サ セ テ居 リマ ス、叉

曾 テ入 院 セ ン知 識 階 級 ノ 人 々一 シテ事 務 二 從 事 シテ
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ア ル ノモ ア リマ ス職 業 療 法 ハ 國家 ノ 経 濟 上 カ ラ云 ツ

テ モ何 所 デ モ盛 ン ニ行 ヒタ イ ト思 ヒ マス 。

第90番 二封 ス ル質 問 太 縄 壽 鄭

此 問 題 ハ 非 常 二必 要 ナ ル コ トニ ンテ 今 同 刀根 山 病 院

境 内 二輕 症 患 者蚊 二 恢 復 期 患 者 ヲ 牧 容 スルレ保 養 院 ヲ

糸くll螢ス ルレコ トニ ナ リマ シテ作 業 ヲ試 ミタ イ ト思 フ テ

居 リマ ス從 來 ノ経 験 カ ラ作i業 ヲ 與 フノレコ トニ ヨ ル患

一者 ノー 種 ノ心 理}1犬態 ア リマ セ ヌ カ
。

91.青 年 期結 核 ノ研 究

有 馬

山 田

宮 澤

金 井

所 謂 健 康 舌 ノ集 團 的 「レン トゲ ン」槍 査 ガ 「肺 結 核 ノ早

期 診 噺 」トシ テ モ歎 果 的 デ ア リ、 結 核 豫 防 ノ最 善 ノ方

法 ナ ノレ事 ハ有 馬 が 夙 二唱 導 シ タ 所 デ ァ ルレガ最 近 我 國

ノ ミナ ラ ズ蜀 逸 、米 國 等 二於 テ モ各 所 二行 ハ の レニ至

ツ タ。

今 回 ハ 昭 和6年 以 來 我北 海 道 帝 大 二 於 テ 毎 年 強 制 的

二行 ヒ ッ ・ア ル 豫 科 拉 實 科 入 學 生 ノ結 核 早 期 診 噺 ノ

結 果 〉ソ ノi直及 セ ル経 過 トニ就 テ 報 告 ス ルレ。

検 査 ハ17歳 ヨ リ25歳 迄/生 徒 ヲ蕉 「ツ ベ ル ク リ ン」千

倍 溶 液 ノ皮 内反 鷹 ヲ検 シ同時 二「レ ン トゲ ン」胸部 撮 影

ヲ行 ピ タ リ。

糸慰被 杉険数 ノ、1253名 。

第11ッ ベ ルレク リンー皮 内反 鷹 陽性 卒 ・・年 度 ニ ヨ リテ

多 少 ノ差 異 ア リ昭6、65.1%、 昭7、64.8%、lll{8、

58.1%、7卜 均 値62.5%ヲ 得 タ リ。 年 齢 ノ,i]1}'加ト共 二

逐 培 シテ25歳 ノ100%二 至,レ。7F均 値 ・・有 馬 、山科 、

不 破 ノ兵 士 二於 ケ ルレ ろ5.0%、 有 馬 、 山 田 ノ 中等 學 生

二 於 ケ ル73,1%ノ 中 間 二在 リ。

ツ反 慮 陽性 度 ト胸 部 上 線爲 眞所 見 ノ病 憂 ノ 大 小 ト ・・

一 定 關 係 ヲ 見ズ。

第2胸 部 「レ ン トゲ ン」所 見。

憂 化 ヲ左 ノ七 種 二分 類 セ リ、此 ノ中石 灰 化 初 期攣 化群

ヲ除 ケ バ、 肺 門 結 核5.4%最 高 率 ヲ示 シ テ次 ハ血 行播

種 型4.3%、t11・ 期 浸 潤 及 其 ノ経 過 ノ・3.9%ナ リ、 被 検

人 員 全 膣 二封 ス ノレ活 動 性 結 核 ノ比 率 ・・16.6%ヲ 示 セ

リ。

第3早 期 」]巾結 核 ノ経 過 。

是 等 ノ肺 所 見 陽性 者 ノ、ソ ノ 程 度 二 磨 ジ テ夫 々治 療 安

静 等 ヲ命 ジタ,レ が ノく部 分 ハ 自畳 的 無 症候 ナ ル 爲 メ登

校 ヲ停 止 ス ノレ事 ナ ク 監硯 生 徒 ト シテ経 過 ヲ監 覗 ン均

禮 的症 状 出 現 ス ル迄 ハ 自然 二放 置 セ リ。

共 ノ 間 死 亡ヌ.ハ 退學 セ)L・モ ノ24名(14.1%)二 達 シ大

禮 二於 テ増 悪 者 ト 見 倣 シ得 ル モ ノナ リ。 内 死 亡 者 ハ

(昭 和8年6月 迄 ニ テ)5名 ニ ンテ、 肺 結核4名 、腎結

核1名 ナ リ。

第4余 等 ハ 昭和8年12.月 ヨ シ同9年1月 中 旬 二亙

リテ是 等 生 徒 ノ均膿 的再 検 査 ヲ行 ヘ リ。

再 検 者169名 。

1.自 畳 症 ハ僅 カニ7名(4、14%)ニ ァ リ シ/ミ 。

2.目 下 疾 病 感 ア リテ加 療 中 ノ者6名 。

3.Ivン トゲ ン」所 見 ヲ第1同 所 見1・ 比 較 シテ其

ノ陰 影 ノ廣 サ、 形 状 、 濃 度 二從 ヒ病 竈(陰 影)消 失 、縮

小 、 不 攣 増 悪 ノ四 種 二分 チ テ槻 察 セ リ。

A早 期浸 潤 、41名 ヲ再 検 セ ル が、 陰 影消 失11名 、

縮 小2名 以 上 輕 快13名(31.7%)不 攣18名(43.9%)

増 悪10名(24.3%)蕉 陰 影・ハ全 ク清 失 ンテ 更 二i新陰影

ヲ登 現 セ ルレモ ノ3名 ア リ。

B血 行 播 種 再 †愈者45名 中陰 影 消 失3名 陰 影減 退

6名 計9名(20%)、 不 攣i22名(48.8%)、 壇 悪14名

(31.1%)。

C慢 性 、 混 合 型 二於 テ ・・8名 中、輕 快5名 、、62.5%)

不 攣1名(12.5%)培 悪2名(25%)。

D肺 門結 核 ハ再 †愈者61名 、輕 快6名(9.S%)不 攣43

名(70.4%)± 曾悪12名(19.6夕6)。

E肺 尖(硬 化)結 核 、 再 槍10名 中輕 快2名(20%)、

不 攣7名(70%)増 悪1名(10%)ナ リ。

系吉言盆、 糸慰芋舌

1.所 謂 健 康青 年 學 生(17歳 一25歳)、 人 員 維 数1253

人 二就 キ肺 結 核 検 索 ヲ行 ヘ リ。

2.「 ツ」反 鷹 陽 性 卒 ノ・62.5S%。

3・ 「v」線 爲 眞 像 二於 ケ,レ 肺 憂 化 ハ 肺 門腺 ノ5 .4%

ヲ最 高 トシ血 行 播種 型 が次 位 ノ4.3%ノ 高 値 ヲ示 セ ル

ハ注 目ス ベ キ モ ノナ リ。

4.大 多数 者 二於 テ ハ 自 篭症 ヲ訣 ク。

5・ 最 長2ケ 年7ケ 月 二亙 ツテ経 過 ヲ襯 察 セ リ、増 悪

率 ハ輕 快 率 ヨ リモ高 値 ヲ示 ス、過 牛 販 二於 テ ハ 「レ」線

窮 眞像 ハ不 攣 ヲ示 セ リ。

6・ 不 攣 卒 ノ カ ク モ高 卒 ヲ 示 ス鮎 ヨ リ シテ 結 核 ノ経

過 蛇 二豫 後 研 究 ノ爲 メ ニ ハ3ケ 年 ノ 日 月ハ 爾 ホ 不充

分 ナ リ。

7・ 肺 病 獲 生 蛇 二初 期 研 究 ノ爲 メ ニ ハ、叉 之 ノ治 療 上
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ヨリシテモ集團的「レントゲン」楡査ハ有数且ツ必要ナ

リ。

92.我 國青少年ノ結核性肺疾患 ノ調査

(京城讐學專門學校上級生ニッキテ)

成 田 夫 介
朴 鷹 天(京 城磐學專門學校内科)
阿 南 光 義

我或i二於 ケ ル結核罹病率蛇二死亡奉ハ25歳 乃至15

歳 ノ青少年 二著 ンク多 ク諸外國ニソノ比ヲ見ザルコ

トハ統計上衆知ノ事ニシテ我國二於 ケル結核豫防工

作ガ特二青少年 ヲ目標 トスベキコトモ議論 ノ蝕地ナ

ン。

吾人ノ環境・・結核感染二封 シ、完全防止 ヲ爲 ン得ザ,レ

實状ニア,レヲ以テソノ豫防 ノ爲ニハ青少年期二於ケ

ル登病 ヲ未然二防ギ 或ハ少クトモソノ極 ク初期ノ芽

生ノウチニ登見 ンテ適當ナル封策 ヲ講ズルヲ最良 ノ

方法 トス。而 ンテ結核性肺疾患ノ初期二於テハ殆 ンド

自畳的蛇二他魔的症状無キガ多キヲ以テ、該病 ノ早期

登見ハ所謂健康 ナ ル青少年二就 イテノ嚴密ナルレ健康

診噺二侯タザ,レ可カラズ。既二自畳的乃至他畳的症状

ヲモツテ病院 ヲ訪 レ,レ患者ノミヲi封象 トスル時ハ豫

防上ハ勿論治療上二於テモ全キヲ期 シ難 ン。

余等ハ斯ノレ所信 ノ下二京城二於 テ青少年 ノ結核性肺

疾患ノ調査 ヲ實施 ン既二朝鮮磐學會二於テ登表 シタ

ル中學校、女學校生徒二就イテノ調査、未登表ノ師範

學校卒業生、工業學校受験生、磐學專門學校受験生、

同學校學生二就 イテノ調査合セテ約1000名 二達ス。

而ンテソノ結果齊 ンク青少年 トイフモソノ様相バー

様ナラズ年齢二磨 ジテ夫 々特徴 ヲ有ス,レコトヲ窺 ヒ

得タリ。此度ハ磐學專門學校上級生35名 ニツイテノ

調査ヲ報告ス。

調査方法

我が敏室ニテ作製 セル青少年健康検査票ニアル各検

査事項 ヲ出來ル範園二於テ調査ン特二微熱 ノ登見二

向ツテハ特二作製セル週間検温表ヲ使用セリ。

調査成績

1.獲 育状態

結核登病 ト駿育 トノ關係二就イテハ特記スベキコ ト

ナシ。

2.「 ツペ,レクリン」反晦

1醤專上級生二於ケル結核感染率ハ95%ニ ンテ中等學

校二於ケル50-40%二 比 ンテ甚 ンキ高卒ヲ示 ン師範

學 校 ハ ソ ノ中 間 二位 ス 即 チ小 學 校 時 代 二 未感 染/モ

ノ中 等學 校 初 年級 ヨ リ專 門學 校 上級 二 至 ノレ 間 ノ年 齢

二於 テ結 核 感 染 ヲ受 ク ルモ ノ ト思 考 ス。殊 二注 意 ス ベ

キ コ トハ 反 慮 ノ 弧 弱 ニ シテ 中等學 校 初 年 級 生 徒 二 於

テ10-30mmノ モ ノ多 ク、 師範 學 校 卒業 生 二於 テ此

ノ反 鷹 弧 大 トナ リ20-50mm二 達 ス ルレニ反 シテ馨 專

上 級 生 二於 テ ノ・殆 ド総 テ反 鷹 ノ強 サ10-29mm二 減

少 ス。

コ ノ事 實 ハ第2表 「年 齢 ヨ リ見 タ,レ 「ツ ベ ノレク リ ン」反

鷹 」 ノ 表 二於 イテ 同檬 見 ラル ・所 ニ シテ20歳 前 後 二

於 テ反 鷹 ノ弧 サ最 モ大 ナ リ。

コ レ從 來 絵 リ注 意 セ ラ レザ リ シ所 ナ ルレモ興 味 多 キ 黒占

ニ シテ昨 日熊 谷 博 士 ガ初 期 感 染 二次 デ來 ノレ 「ツ ベ ル ク

リ ン」反 鷹 陽 性輔 化 當 初 二於 テ 「ソ ベ ル ク リン」反 鷹 強

大 ニ シテ漸 次 減 退 ス ル 事 實 ニー 致 ス ル モ ノ ト解 シ得

ベ シ

23
.1レ ン トゲ ン」所 見

胸 部 病 縫 ハ2米 遠 距 離撮:餓 去二 俵 レルレ「レン1・ゲ ンブ

イ,レム」ヲ以 テ調 査 セ リ。

初 感 染 及 初 期 症 状群 、肺 門 淋 巴 腺結 核 、肺 門周 園 浸潤

ハ從 來少 年 期 二 特 有 ナ ル モ ノ ト考 ヘ ラ レタ ルレが讐 學

專 門 學 校 上級 生 ノ場 合 ニ モ相 當 見 ラ レタ リ。勿論 少年

期 ノモ ノ ニ比 ス レバ ソ ノ率 少 ン。之 レ ニ反 シテ肺 尖 結

核 殊 二肺 尖 腓 砥 叉 ハ 第 二 肋 骨 随 件 像 ハ 少 年 期 ノモ ノ

ニ比 シテ 甚 ン ク多 ク 見 ラ レタ ル コ ト等 ハ 少 年 期 青 年

期 二於 ケ ル結 核 性 肺 疾 患 ノ 相 違 ト シテ 注 目 二値 ス ベ

キモ ノ ト思 考 ス。 、

4.肺 機 能

肺 機能 楡 査 二於 テ ー16%以 下 ノ モ ノ13・9%ア リ。

肋 膜 炎 ノ既 往 症 ア ル モ ノ、 脚 氣 、現 在 結 核 性 疾 患 ア,レ

モ ノ 多 グコノ 内 二含 マ レタ リ。

5・ 赤 血 球 沈 降 速 度

管腔 ノ 直裡 ヲ約 一 定 シ、 氣 温 囁 氏15度 内 外 二保 チ空

腹 時 二(食 後 促 進 ス ル タ メ)測 定 セ リ。從 來 年 齢 的 差 異

ハ顧 ミラ レザ リ シモ吾 々 ノ成 績 ヲ 以 テ ス レバ可 成 リ

ノ相 違 ア ル ヲ知 レ リ。年 少 者 二於 テ ハ速 度 大 ニ シテ攣

動 多 キモ讐 暮上 級 生 二於 テ ハ大 多 藪5mm以 下 ニ シテ

11mm以 上 ・・僅 二3%二 過 ギ ズ。是 等 ・・ヌ ベ テ活 動 著

明 ナ ルレ肺 結 核 ヲ有 セ ル コ トハ 大 イニ注 目 二値 セ リ。
　

6・ 各種槍査法 ノ比較

新鮮ナル初感染、著明ナル肺門淋巴腺腫脹、血行性播
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種性肺結核殊二肺尖粟粒、肋膜炎等ノ早期検索ニハ肺

機能測定重大 ナルレ役目ヲ有ス。

活動性 ノ著明ナ,レ結核性肺疾患 ノ早期登見二向ツテ

ハ赤血球沈降速度測定必要鉄 クベカラザルモノナ リ。

早期浸潤叉ハ陳奮性結核性肺疾患ハ「レントゲン」槍査

二俵ツテ登見セラル ・場合多シ。

週間検温表(検 温 ト同時 二脈搏敷、呼吸数測定)ノ ミニ

ヨツテ初期結核 ヲ登見ン得ルコト少 カラズ。

7.結 論

馨學專門學校上級生二於テ外観健康 ト見ユルモノ・

中二意外ノ活動性結核性肺疾患が介在スルヲ知 レリ。

コノ場合ニモ綜合的診断法 ノ必要ナルヲ認メ殊 二赤

血球沈降速度測定ノ重要性 ヲ痛感セリ。

日頃吾等ノ圭張スアレ綜合的早期診噺法 ガ所謂健康者

ノ結核早期剣検二資スル所少 カラザルレヲカ設ス。

「ツベルレクリン」反晦ノ張弱
、赤血球沈降速度虹 二中性

白血球像ニモ年齢的差異ノア,レコ ト及ビ「レントゲン」

像 ニヨ,レ結核性肺疾患ガ少年期 ト青年期 トノ間二著

シ キ相違ア}レコトハ從來注意 セラレザリシ所ナリン

モコノ事實 ハ 結核早期診噺二當ツテ先ヅ考慮スベキ

重要ナル貼ナルヲ知 リ吾等 ハ青年結核性肺疾患 ト云

ハズシテ青少年結核性肺疾患 ト樗ヘタリ。

93.老 人(40歳 以上)肺 結核

嚢 鐸 壼 嚢(大肺 立刀根山病院)

最近大阪お立刀根山病院二牧容ンマシタ40歳 以上ノ

肺結核患者54名 二就テノ統計的観察 ヲ報告致 シマ

ス。時間ノ都合上

(1)患 者数

(2)家 族 史

(3)既 往疾患

(4)現 病史

ハ表 二就 キ御 覧 ヲ願 フ コ トニ致 シマ ス。既 往疾 患 中 最

モ 多 イ ノノ・肋 膜 炎 デ29%二 於 テ認 メ マ ス、 漁 性 が大

牛 ヲ 占 メ テ ヰ マ ス。 調 査 患 者54名 中僅 力5名 二於 テ

感 染 源 ヲ認 メ タ ニ過 ギ マ セ ンが、コ ノ場 合 ニ ハ配 偶 者

及 兄 弟 ガ意 味 ア ル コ ト及 表 二示 ス如 ク兄.姉 及 配 偶 者

二結 核 ノアルレニ1…ガ、コ レ迄 ノ文 獄 二比 シ納 ζ高 イ感 ノ

ア ノレノ ハ調 査 患 者 ・ 年齢 モ 關 係 シテ ヰ ル ノデ ノ・ナ カ
♂

ラ ウカ ト孝ヘ マ ス

(5ノ 胸 部 所 兇

新鮮ナ初感染及早期型ニハ遭遇 シマセ ンデシタ。晩期

型中急性粟粒結核及乾酪性肺炎 モココニ報告 デ キナ

イノハ遺憾デアリマス。

サテ40歳 以上 ノ慢性肺結核患者47名 ノ病型 ヲ分類

シマスニ圭滲出性 ノモノト、培殖性硬化性ノモノハ相

牛バシテヰマス。49歳 迄 ト50歳 以上ノ者ヲ匠別 ンマ

スモ病型ノ分布二殆 ンド差 ヲ認メマセン。コノ成績ハ

入院及退院 ノ少イ病院二於ケル調査 ニヨルノデ、肚年

二登病シテ老年二及 ンダ者ノ傾向 ヲ示 シテヰルノデ

アリマス。 シカン乍ラi欠二50歳 以後二登病 シタ者10

名二就テ観察シマスニ上述 ノ全膿 ノ病型分布二比 シ

滲出性 ノ者ガ減少シ、墳殖性硬化性 ノ者 ガ80%ヲ 占

メテヰマス。

(6)合 併症ハ表二就テ御覧ヲ願 フコトニシマス。

(7)輔 蹄

(A)死 亡者二就テ観察シマスニ

肺疹死 ノ者ハ全部滲出性空洞性結核デ、死因トナル所

ノ頻同 ノ喀血或ハソレニヨル窒息、ヲ認メルカ、叉ハ肺

以外二他 ノ結核症 ヲ有 シテヰマス。他方増殖性硬化性

ノ者ノ死亡者ニハ肺瘍死 ヲ認メマセンガ、全部空洞ヲ

有 シ腸結核ガ死因デアリマス。死因 トナツタ非結核性

疾患ハ急性胃振張及氣管枝肺炎各 々1例 がアリマス。

爾50歳 以後二登病 シタ者10名 アリマシタガ、1名 モ

死亡 シテヰマセン。次二

(B)略 治退院者二就テ襯察 シマスニ

全部雨肺上葉ノ範園二止ル増殖性硬化性 ノモノデ、空

洞ヲ有 スルモノハ1例 ノ ミデアリマンタ。 叉全部45

歳以後二登病 シ1例 ヲ除ケバ全部登病 ノ年二入院 シ

1年 乃至2年 ノ治療ニヨリ退院 シテヰマス。

調査患者数ガ少イガ、以上ノ成績 ノミニ基キ結論 ンマ

ヌ ト。

20歳 以後二登病 ンタ慢性肺結核患者ノ・40歳 以後二蟹

病シタ者二比 シ病攣二於 テ増殖性硬化性 ノ傾向ガ大

デ、略治治退院スル者ガ多イ。

94・ 民衆7.302人 二就テ"1マ ン トー氏

反賑 ノ統計的観察

寺 尾 殿 治

暫 祷 嚢 圭(大塚徽 相言㈱
藤 村 珍 男 子

余等 ハ11,'{和8年中二大塚健塵相談所二來訪シタル市

民二就テマントー氏反慮 ヲ施行シテ之ヲ5歳 間隔ノ
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各 年 齢 群 ノ マ ン トー 氏 反 慮

男 生1,

陽性数

15

6-10

1115

16-20

2125

26-一 一30

31-一 一一一35

3640

41-45

46-一 一一一50

5155

56-60

61-65

66-一 一一一70

71以 上

37

96

169

389

486

417

280

182

146

138

88

85

38

25

10

陽性%

15.8

31.0

58.1

72.6

82.7

89.1

87.5

88.3

91.8

89.0

80.7

85.9

80.8

73.3

陰性{数

197

214

122

147

102

51

40

24

13

17

21

14

9

8

61.5 5

陰性%

84.1

69.0

41.9

27.4

17.3

10.9

12.5

11.7

8.2

11.0

19.3

14.2

19.2

26.7

38.5

女 性

陽性数

46

126

陽性%

25.0

∂0.4

陰性倣

138

124

陰性%

75.0

49.6

年齢級人数

171

288

473

400

349

235

206

179

141

84

36

22

8

60.6

71,8

76.3

79.4

86.0

83.6

84.8

89.5

82.0

80.8

81.8

111

105

147

104

57

46

37

21

男 女

234

310

39.41291

29.01536

23.7588

20.6

14.0

16.4

15.2

10.5

311S.0

20 19.2

468

320

206

159

155

109

99

818.2'47

184

250

282

397

　7
3.3i826.7

61.515138.5

小計

620

504

406

281

243

200

172

104

44

35 30

15

3,572

O
ぎ

ロ総

13

3,730

7.302

年 齢 群 二分 チ、男 女 各 年 齢 群 ノ百 分 卒 ヲ算 出 ンテ得 タ

ルレ結 果 ハ表 二示 ス 通 リデ ア,レ。

之 ヲ見 ル ニ26歳 以 前 二於 テ ハ陽 性 者 ハ男 子 ガ少1ガ

21歳 以上 トナ レバ女 子 ヨ リモ多 ク ナツ テ居 ル。此 事 實

ハ興 味 ヲ惹 クモ ノデ ア,レ。 叉 何 レノ年 齢群 ヲ 問 ハ ズ

100%陽 性 ト云 フ ノが ナ イ。 之 ハ未 感 染 者 ガ アル ト見

,レベ キ カ、將叉 陽性 「ア子 ル ギ ーJ者 が ア ルレ ト見 ル ベ キ

カ。少 ク トモ陰 性 「ア 子 ル ギ ー」舌が多 ク ハ ナイ事 ハ 云

ヒ得 ル。

次 二.月叉 ハ季 節 ニ ヨ リ「ツ ベ ルレク リン、ア の レギー」ノ

程度 二差 異 アルレカ ヲ見 ルレタ メ ニ 水 腫或 ノ・硬 結/){il!5

×5粍 以 下 ヲ十1・ シ14×14粍 以下 ヲ十十、15×15粍 以

上 ヲ帯 ト シテ程 度 ヲ 定 メ タ トコ ロニ ヨ レ・バ男 女共5

月迄 ハ著 シイ増 減 ノ・ナ イ ガ6月 以 後 ニ ハ柵 が 俄 然 塘

シ、7月_ハ 第 一 ノ項 鮎 二達 シ、8刀 ハ稽 ミ減 ジァレが

10月 ニハ第 ニ ノ頂 粘 二、12月_ハ 第 三 ノ頂 鮎 二達 ン

テー 般 二6月 以 後12月 迄 或 ハ夏 季 、秋 季 二「ア レルレギ

ー」ガ著 明 二現 ハ レ冬 季 春季 ニハ現 レ方 ガ 少 イ コ トヲ

知 ツ タ.

95.東 京市立大塚健康相談所ノ

事業成績

寺 尾 殿 治
新 井 英 夫(大塚健康相談所)
竹.中 進 一

東京市健康相談所ニハ相談部 ト巡廻診療部 トアル。相

談部・・來訪者ノ衛生事項相談 ト健康診噺ヲシ、巡廻診

療部 ハ東京市療養所二入所スル者 ヲ共家庭 二訪問ン

テ患者ヲ診療 シ療養ノ看護上諸指導、及其家族ノ感染

豫防法ヲ講 ズ,レ。健康診噺ハ結核 ノ早期獲見ヲ圭 トン

テ患者ハ結核タル ト否 トニ拘ハラズ養生法、看護法 ヲ

教へ受療、入院 ノ斡旋 ヲス,レ。投藥 ヲシナイ、.叉虜方

箋、謹明書類 ノ交付モシナイノヲ特色 トスノレ。但 ン市

療養所へ入所希望者ハ例外ダ。結核早期登見ノタメニ

ハ次ノ亨項 ヲ行 ヒ是等ノ結果 ヲ綜合 ンテ診断 ヲ下ス

コト・シテ居ル。

(イ)臨 抹的診察ハ能 フ限リ精密二行 フ。

(口)「 ツベ,レクリンコヒ内反庶 二sリf固 膿 ノ結核感染

ノ有無ヲ楡スルコト。

(ハ)必 フごX線 ノ胸部透覗 ヲ行 ヒ必要二1態ジテハX

線罵眞撮影ニョリ病竃獲見二務メルレコ ト.

(二)赤 血球沈降反鷹 ヲ栃1シテ其個膿内ノ組織破壌

ノ有∫阪ヲ検スルコ1・。

(ホ)血 清ノ補禮結合反庶ヲ行フコ ト。但場合ニヨリ
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此 ノ項 ヲ省 略 シ得 。

(へ)必 要 二晦 ジテ血 膣 、喀 疾 、糞 尿 ノ 検 査 ヲ行 フ。

今 昨 年1ケ 年 間 ノ相 談 部 取 扱総 鍛 ヲ 見 ル ニ 衛 生 相 談

3、 二;25件 、 健 康 診 断22、545件 デ 共實 人 員 ハ 衛 生相

談 男798、 女1、581計2、379、 健 康 診 断 ハ男4、816、

女4、914、 計9、730デ ア ル。X線 透 覗 ・・9、575同 、

同 寓 眞 ・・819枚 、 赤 沈 反 磨 ・・9、063件 、「ツ ベ ル ク リ

ン」検 査8、529件 、補 膿 結 合 反 鷹4 、658人 、 喀 疾 槍

査923件 、 糞 検]69件 、 尿 楡1、002件 ア リ、入 院 及 受

療 斡 旋 ノ タ メ ノ紹 介 ハ684件 ア ツ タ。之 ヲ取 扱 ツ タ讐

師 ハ3名(1週4日 間 ハ2名)ノ 磐 師 ト4名/内 勤 看

護 婦 デ ア ル。 健 康 受 診 者 中肺 結 核 患 者 ハ男861名 、女

463名 デ其 他 ノ結 核 患 者 ・・男695名 、 女763名 ア リ、

全 然 異 常 ノ ナ イ者 ・・男1、036名 、女1、000デ 共 他 ・・

結 核 以 前 ノ疾病 者 デ ア ルレ。

巡 廻 診 療 部 ト シテ ハ讐 員 ガ62同 、3ろ1件 、 看 護 婦 ガ

3名 デ540同 、3、025件 ノ訪 問 ヲ行 ヒ、 投 藥 員 数 ハ

1、083デ10、670齊1ヲ 與 ヘ タ。 之 ヲ見 ルレニ 前 記 ノ如

キ多 数 ノ検 査 ヲ 忠 笠 二行 フ テ モ 少 人 鍛 ニ テ足 リル コ

トヲ詮 明 デ キ ルレ。

叉 結 核 相 談 所 事 業 ハ 此 方法 ニ ヨ リテ 行 ハ ル ・時 ハ從

來 ノ 日本 ノ磐療 制 度 ヲ破 壌 セ ズ、寧 ロ磐 俗 共 二繁 榮 ス

ル ニ至 ル モ ノデ ア ラ ウ。

96.愛 知 縣 地 方 二於 ケ ル結 核 ノ統 計 的 考察

藤 岡 洋 一(愛 知 縣 衛 生 課)

肺 結 核 死 亡 者 ノ英 蘭及 ウエ ー ルレス ト日本1・ ヲ 人 口10

萬 二封 シテ比 較 ス ル ニ、英 蘭 及 ウエ ー ル ス ニ於 テ ハ男

性 ハ45歳 前 後 、 女 性 ハ20乃 至25歳 ノ若 年 者 二結 核

性 疾 患 死 亡 者 ノ多 イ事 ヲ示 シテ ヰ ル。爾5歳 未 漏 ノ男

女 性 ニ モ著 ンク多 イが、 本 邦 二於 テ ノ・男 性 ハ25歳 前

後 、 女 性 ハ20乃 至25歳 二共 ノ 数 著 ンク 多 イノ ヲ認

メ、5歳 未 漏 ノ肺 結 核 死亡 者 ノ少 ナ キ ハ、診 断 ノ不 充

分 ナ,レニ俵 ノレト考 ヘ ラ ル。

死 因順 位 ヲ観 ル ニ結 核 ト シテ ノ死 亡 届 出数 ハ 第 二 位

デ ァ ノレガ肋 腹 膜 炎 、 慢 性 氣 管 枝 炎 、共 ノ他 ノ呼 吸 器 病

患 等 ノ 死 亡 中 ニ ハ結核 性 ノ モ ノが 多数 二含 マ レテ ヰ

ル ベ ク、是 等 ノ数 ヲ総 計 ス レバ結 核 性 疾 患 二 因 ルレ死 亡

者 数 … ド邦 死 亡 者 倣 ノ第 一 位 ヲ 含 ムモ ノ ト考 ヘ ラ レ

アレ。

愛 知 縣 地方 ノ・海 濱 二面 シ タ所 ノ・、氣 候 が温 暖 デ、 所 謂

健 康 地 帯 二 鴫 ス ルレヤ ウニ 考ヘ ラ レテ ヰ ルレ/二 拘 ハ ラ

ズ、結 核 患 撹数 ガ多 ク、 特 二 若 乍 者 二勘 クナ イ、 叉 中

年及老年等ノ結核モ決 ンテ少クナイ。

最近ノ道府縣別結核疾患死亡者撒ノ統計 ニヨルレト、結

核性疾患死亡者ノ全数モ、人口1萬 二封スルレ肺結核疾

患死亡卒モ東京府、大阪府、兵庫縣、輻岡縣二次ギ、

勘ナイ方デハナイ。

共 ノ原因ニハ種 々アルト考ヘテレ)レ。

第1氣 候風土 ノ關係及一般大衆 ノ結核二關スルレ知

識 ノ程度。

愛知縣地方 ノ氣候風土 ハ、海濱 二面 ン 所謂健康地帯

二富 ムモ、氣象圖ノ示ス如ク比較的乾繰セノレ氣流 ヲ受

ケ、海岸二面セザル或ル地方ニテハ、高温ナルモ低漁

ニシテ又温度 ノ墜化甚グンク各種 ノ呼吸器疾患二罹

リ易イ、特二名古屋市、豊橋市、岡崎市ニテハ、特 二

冬期ハ西北ノ風ガ強 ク陸地ノミヲ通過ン氣候ハ高温

デアルが空氣ハ乾燥 シ、呼吸器疾患 二罹患スルコトが

多ク、肺結核ヲ、所謂ル風邪引キ位二考ヘル場合が紗

ク無イ。是 ハ全國的ニソウデ有ラウト思バレルガ、一

般民衆 ノ結核 二封スル衛生思想乏 シ久 是 二罹患セルレ

コトヲ他人二知 ラルレ・ヲ秘 シ、適當ナルレ磐療 ノ時期 ヲ

失スルレ者多ク、結核二依ル死亡者数が多 イ様二考ヘラ

レ'」レo

第2工 場 ノ散布状態 ト結核罹患者 トノ關係。

當地方ハ工場多ク各種 ノ繊維工場、 陶磁器製造工場、

醸造、石工等ノ工場が多ク、是等ノ工場ハ名古屋市、

豊橋市、岡崎市、知多郡等二多イ。尚絹綜工場等 ノ小

工場が散在スル地方が勘 クナイ。前二述ベタ様ナ氣候

ノ關係二加フルニ、特 二絹綜工場 ノ加 キ乾温一暦甚ン

ク温度ノ差異著 シキ職業ニアリテハ、斯ル危瞼率が多

イモノト考ヘラレルレ。

縣下 ノ各都市及郡部二於ケル結核患者 ノ人 ロニ封ス

ル登生傘ハ名古屋市、豊橋市、知多郡、岡崎市、寂飯

郡、丹羽郡、碧海郡 ノ順位 ニシテ、工業地帯二多イ事

ヲ示 ン、特二豊橋市二・・小サイ、圭二絹綜工場 が多

ク、是等小工場 ノ術生状態・・頗ルレ不完全ナモノデアツ

テ是等ノ關係 ノ・全國府縣別 ノ統計二俵ルニ現ハレテ

ヰルヤウニ工業地帯 二多イ事 ガ謹明サ レテヰルレ。

第3免 疫性 ト結核罹患率。

山間、海邊等ノ交通不便ナ僻地、即チ結核虞女地 カラ

都會地 二出テ直チニ、是等ノ工場、商店等二入ル者ガ

多数デアツテ、結核二封ス,レ免疫性無ク、斯ル者二結

核罹患者数多キハ、結核{愛生が第1期(小 免期)感 染 ヲ

経過スル ト、否 トニ依 リ免疫性有無 ニゴリ、共鐵ヲ異
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ニス ル ト言 フKonke氏 等 ノ説 ニー 致 ス ル。

伺 、統 計 上 愛 知 縣 地 方 二 於 テ ハ、 比較 的結 核 患 者 多

ク、特 二若 年 者 二結 核 罹 患 者及 ビ死 亡 者 轍 多 ク、 同 時

二叉 中年 、 及 ビ老 年 者 ニモ其 籔 ガ 勘・クナ イ ノ・・、 所

謂再(重)感 染 二 依 ル モ ノデ ア ラ ウ。 共 機 會 多 ク ヌ.

06breetLaplane,Braeung等 ノ提 唱 ス ルレ個 禮 二俵 ル

「ア レル ギー」状 態 ノ多様 性 ヲ示 ス ト同時 二
、所 謂 内感

染 説 ヲ モ誇 明 シ得 ラルレ ・ノデ ア ル、患 者 ・・小 見 期 ヲ都

會 地 二 生活 サ セ ノレモ ノガ勘1ク ナ イ。

第4愛 知 縣 第 二 健 康 相 談 所 二於 ケ ル 肺 結 核 及 共 他

ノ結 核 病 患 者数 ノ統 計 的 観 察 。

昭和8年3月 ヨ リ昭 和9年2月 迄 ノ 愛 知 縣 第 二 健 康

相 談 所 ニ テ取 扱 へJlz患 者 総 数5288名 ノ内肺 結 核 患 者

186名 、 結 核 性 疾 患1003名 、結 核 以 外 ノ呼 吸 器 系疾 患

959名 、 其 他 ノ疾 患3326名 ニ テ、全 國 ノ死 亡 者統 計 二

比 シ結 核 以 外 ノ呼 吸 器 疾 患 者 倣 ノ多 イ ノ ヲ認 メ ル。

.llZ,,之ヲ職i業 別 二観 察 ス ル ト繊 維 工 業 二從 事 ス ル 者 特

二男工 、女 工 二著 シク結 核 性 疾 患 蛇 二結 核 以 外 ノ呼 吸

器疾 患 多 ク、 店 員 ハ之 二次 イデ 多 イ。愛 知 縣 第 二 健 康

相談 所(在 豊 橋 市)二 於 ヶ ルレ統 計 ハ、 人 ロ ニ比 シ 共 他

ノ都 市 二比 較 シテ結 核 疾 患 ガ 決 シテ勘 イ方 デ ハ ナ イ。

第5豊 橋 市 二於 ケ ル結 核 死 者 ノ職 業 、年 齢 、性 別 二

i封ス アレ考 察 。

豊 橋 市 ノ昭 和6年 乃 至8年 二於 ケ ル、 年 齢15歳 乃 至

30歳 ノ 者 二就 テ ノ死 亡 者 ノ病 名別 ・・、総 数920名 ノ内

結 核 性 疾 患494名 、共 他 ノ疾 患 一,IL'6名デ結 核 性疾 患 ニ

テ死 亡 ス'レモ ノ牛 籔 以 上 デ アル。ヌ.年齢及 性 別 ヲ観 ル

ニ若 年 者殊 二、男 性 ニ テ ハ20乃 至30歳 女 性 ニテ ノ・15

塑 橋 市 二於 ケ ル結 核 死 亡 者 ノ職 業 ・年 齢 ・性 別 表

職 業 別}性 別, 年 酬 人数 織数

無 職i業1

1男16乃 至20歳10
29

女16乃 至20歳22 79

繊 維工業1
1男26乃 至30歳2 2

1女16乃 至20歳Ig 21

1男36乃 至40歳1・i6
商業(店 員)

女136乃 至40歳1 2

其他ノ職業
(38種)

男i 50

剥, 7

合 計
男1

:
87

女 109

乃至25歳 ノ間二著 シク多イ。全國各都市二比較ンテ

結核性疾患ハ勘 イトノ・言ヘナイ。

表中無職者二結核ノ多イノ・・、結核二罹ッタモノガ柑

當重症 トナツタ後解雇 サ レ郷里二臨省ンテ死亡 シタ

モノガ多イ。是等ノ結核患者ハ、都會地二於テ死亡ス

ルモノハ、小鍛 デノく多倣ハ郡部ノ所謂健康地帯二於 テ

死亡スル爲 メ健康地デアノレベキ郡部二反ツテ死亡者

数ノ多 イ結果ヲ示スノデアノレ。

所謂結核塵女地二結核患者 ヲ原登スル事實極 メテ稀

ナルレヲ併セ考フレ・㌔斯 ノ如キ事情アルレモノト考察セ

ザノレヲ得ナィ。ヵ ・ル事實ハ、特 二小工場内生活者デ

若年者二多イ。私 ノ勤務スルレ愛知縣第二健康相談所デ

取扱ツタ患者総数、肺結核蛇二肋膜炎、腹膜炎等 ノ結

核性疾患 ト非結核1生呼吸器疾患 ト結核以外ノ疾病 ト

ノ比較 二明デアル。此 ノ年齢ハ男女性共二工場、商店

等二働 ク年齢二相富スァレ、爾結核死亡舌ノ職業及性別'

ヲ観ルレニ繊維1二業(圭 二絹練」場)店 員、人夫、日雇人

二多ク、繊維工業 二從事スノレモノデハ女性 ノ方ガ男性

二比較 シテ遙二多イノヲ認メァレ。

以上ノ事實ハ、豊橋市バカリデナク、名古屋市、岡崎

市、其 ノ他 ノ地方二就テモ適用サレルレト考ヘラレルレ。,

特 別 講 演

97.各 種放射線 ノ生物學的意義

中 泉 正 徳(東 京帝國大學助敏授)

種 々ナァレ波長ノ電磁波/生 物學的作用 二就 キテ

1.直 接作用 ト間接作用 トノ観念ヲ述べ

2.細 胞ノ號育程度 ト放射線感受性 トノ關係

3.噺 陳代謝 ト放射線感受性 トノ關係

4.放 射線ノ生物學的作用 ト潜伏期

5.放 射線障碍ノ作用11i

6.放 射線ニヨリテ起,レ細胞ノ形態學的攣化

7.同 種放射線中二於ケノレ波長 ト生物學的作用 トノ

關係 ・

S・ 放射線 ノ刺戟作用

9.細 胞分裂放射線

10.放 射線照射ノ時間的分布

11.放 射線照射ノ空間的分布

12.放 射線 ノ理學的虹 ビニ生物學的測定問題

等二亙リ幻燈 ヲ磨用 ンテ設述セントス。




